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4　古代

古代の遺構は、竪穴建物跡 9 軒、掘立柱建物跡 3 棟、土坑 19 基ٴͼピット 78 基が該当する。竪
穴建物跡は、出土遺物や遺構の形状・෇帯ࢪ設等から奈良時代〜平安時代にؼ属するとΈなせるもの
を、それ以֎の遺構については、出土遺物や遺構間の੾り合い関܎、෴土の༷相が上ड़の竪穴建物跡
と類ࣅするものを古代の遺構としてѻった。

遺構は、調査۠中ԝ部の 2-6 西۠中ԝ෇近に集中する޲܏がΈられる。特に、4*58 と 4*63 が੾り
合っている地点では、掘立柱建物跡 E の֤ピットが 4*63 をऔりғΉかのようにҐஔし、その東ྡに
は掘立柱建物跡 % がฒͼ、ߋに掘立柱建物跡 % の一部を੾るように 4,195 がҐஔする等、੾り合い
関܎がෳࡶで͋る。

出土遺物としては、竪穴建物跡を中心とする古代の֤遺構や遺物包ؚ૚等から土師器、須恵器、灰
釉陶器、石製品（౐石・୆石）、金属製品（మ᭲・ఝ・౛子・మח・巡方）、焼成粘土塊、ڽ灰࣭࠭ؠ、
ඃ೤礫や礫、炭化種実ٴͼ炭化材が出土した。

中でも、4*64 から出土した銙帯の巡方や 4*58 からෳ数点出土した炭化種実（ϞϞ）が特筆される。

1）　୦݀ݐ෺跡（第 163 〜 281 ਤ、第 28 〜 45 ද）
古代の竪穴建物跡は 9 軒を検出し、調査した。遺構ུ号は 4* で͋る。
෼෍は、2-6 西۠の西دりから中ԝ部にかけて 5 軒、2-6 東۠が 4 軒で、2-6 西۠の東دりと西部

の 2-7 ۠では検出されなかった。4*58 と 63 がॏෳしてҐஔしているଞは、֤遺構が͋るఔ౓の間ִ
をอって෼෍している。

֤遺構のؼ属時期は、8 世紀前葉から中葉（4*67）、8 世紀後葉（4*61・64・68・72・73）、8 世
紀後葉から 9 世紀初頭（4*58）、9 世紀末葉から 10 世紀初頭（4*69）、10 世紀初頭から前半（4*63）
で、8 世紀後葉に 5 軒が集中している以֎は、その前後の時期に෼ࢄしている。その 5 軒も、西ଆ
の 4*61・64、東ଆの 4*68・72・73 と、෼෍ൣғ内の東西に෼かれてҐஔしていることも特௃で͋る。

以Լ、検出時の遺構番号ॱに記ड़していく。
SI��（第 163 〜 180 ਤ、第 28 〜 30・45 ද）

中世以前の遺構検出࡞業時に検出した。上部の෴土に焼土や࣭࠭粘土のཻ子を多くؚΜでいたこと
から、༰қに遺構のଘ在を確認できたが、調査をਐめてΈると、4*58 の掘్࡟中に後から検出され
た 4*63 により当遺構が੾られていることや、ߋにその 4*63 を੾る中世の溝 4%12 がҩྍഇغ物をؚ
Ή֧ཚに੾られていることが確認された。そのため、ഇغ物のॲཧや 4*58 より新しい遺構の調査を
ઌ行して行うことに伴う長い中அを経たため、発掘ணखより調査ऴྃまで 10 か月を要した。
遺構　2-6 西۠中ԝ部の 282-45・46・56 άリッドにҐஔする。検出面はᶘ3・ᶙ2 ૚上で、4*63 に
北นの西半෼とΧϚドの左କからԞนの大部෼が੾られ、41925 にΧϚドのӈକ部෼を大きく੾ら
れているଞ、4,194・211、41784にน上部の一部も੾られている。なお、41925 については、4*58
のϕϧトআڈ後にΧϚドの掘りࠐΈとޡ認して掘࡟していたが、్中で掘立柱建物跡 E を構成する
ピットで͋ることが൑໌した（369・371 ϖーδࢀর）。そのため、4*58 と 41925 の੾り合い関܎は、
平面ٴͼ土૚அ面ではे෼に確認することができなかった。そのଞ、41784 と 41925 の中間にも掘
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第 160 図　ݹ୅遺構෼෍図ɾׂ۠図 (1/�00ɾ1/2
000)
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第 161 図　ݹ୅遺構෼෍図ׂ図 (1)(1/400)
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第 162 図　ݹ୅遺構෼෍図ׂ図 (2)(1/400)
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第 163 図　SI58	1
	1�60
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第 164 図　4*58(2)

4*58
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ

物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̎ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 20�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)10�ɺ直ܘ

3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)2�ɺ直ܘ 12mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)20�ɺ直ܘ

2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 4mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)3�ɺ直ܘ 1mm ͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)1�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ

1� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)15�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷઙ

ԫ৭࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:7�4)3� ؚΉɻࠇ৭౔ (10:32�1) ൗจঢ়ʹ 10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̒ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 20mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 30�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̓ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)3�ɺ直ܘ 2 ʙ 5mm ͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ

物ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷઙԫ৭࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:7�4)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̔ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)5�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:35�4)15�ɺ直ܘ 2mm Ҏ

Լͷ୸Խ物ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷઙԫ৭࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:7�4)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (/1.5�0)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)2�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)5�ɺ直ܘ 5mm

ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷઙԫ৭࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:7�4)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
10ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)5�ɺ直ܘ 2mm Ҏ

Լͷ୸Խ物ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷઙԫ৭࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:7�4)12� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
11ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
12ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)2�ɺ直ܘ �mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)7�ɺ直ܘ 2mm Ҏ

Լͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 6mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)5�ɺ直ܘ 3mm Ҏ

Լͷ୸Խ物ཻࢠ 2�ɺ直ܘ �mm ҎԼͷઙԫ৭࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:7�4)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
14ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)5�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)7�ɺ直ܘ

3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
15ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ7ࢠ�ɺ直7ܘmmҎԼͷϩʔϜཻ5(10:33�4)ࢠ�ɺ直20ܘmmҎԼͷઙԫ৭࣭࠭೪౔ཻ2�ؚ(2.5:7�4)ࢠΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

΍΍ີɻࢠཻ
16ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 4mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:33�4)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)2�ɺ直ܘ 5mm Ҏ

Լͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
17ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)2�ɺ直ܘ 1mm ͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
1�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)10� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
19ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
20ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (10:34�6)40� ภࡏɻ直ܘ 1mm ͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35��)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷʹͿ͍ԫ׊৭౔ϒϩοΫ (10:35�4)7� ؚΉɻ೪

ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
21ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫŋཻࢠ (10:35��)10�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:35�4)3�ɺ直ܘ 5mm

ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (/1.5�0)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
22ɽ 7.5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (7.5:34�6)10� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
23ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:34�6)7�ɺ直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
24ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:34�6)25� ภࡏɻ直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
25ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࠇ৭౔ (10:32�1)10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�6)10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ

΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
26ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ϩʔϜɾࠇ৭౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 10mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:32�2)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊

৭スίϦΞ (5:34��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
27ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 ୸ԽࡐΛଟؚ͘Ή౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:34�4)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ

(7.5:35��)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓۃΊͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
2�ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 ೪౔ཻࢠɾϒϩοΫ 40� ؚΉɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓۃΊͯڧɺ

ɻີࢠཻ
29ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ϩʔϜཻࢠओମɻ直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ3ࢠ�ɺ直3ܘmmҎԼͷ୸Խ物ཻ3ࢠ�ɺ直2ܘmmҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻ2�ؚ(10:35�4)ࢠΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

ɻີࢠཻ
30ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ߗԽ໘ɻ҉׊৭౔ɾ׊ࠇ৭౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:34�6)3�ɺ直ܘ 15mm ҎԼͷ

࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓۃΊͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
31ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:34�6)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
32ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ߗԽ໘ɻ直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·ΓۃΊͯڧɺཻີࢠɻ
33ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 30mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫŋཻࢠ (10:34�6)30� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻۃࢠ

Ίͯૈ͍ɻ
34ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 40� ؚΉɻ直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
35ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)30� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ ΍΍ີɻࢠ
36ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ൗจঢ়ʹ 30� ؚΉɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

11
̍ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 30mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫŋཻࢠ (10:34�6)40� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)7� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ

΍΍ૈ͍ɻࢠ
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第 165 図　4*58(3) ΧϚυ・୨ঢ়ࢪઃ (1/30)
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第 166 図　4*58(4) 遺෺ग़౔ঢ়گ図 (1/60)

遺෺ग़౔ঢ়گ

ΧϚυ
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ཻࢠ 20� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾࠇ৭౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ཻࢠɾϒϩοΫओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)1� ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)20� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ૈ͍ɻࢠ
̑ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻԼ෦ʹম౔ཻࢠ 5� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̒ɽ 5:34�6 ੺׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ཻࠞࢠ߹౔層ɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̓ɽ 5:34�6 ੺׊৭౔層 ম౔ཻࢠɾ࣭࠭೪౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ೪౔ 15� ภࡏɻ直ܘ �mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:32�1)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̕ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
10ɽ 5:33�4 ҉੺׊৭౔層 ඃ೤ͯ͠ߗ͘ڧԽͨ͠ম౔ओମɻ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ
11ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)30� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
12ɽ 5:34�6 ੺׊৭౔層 ඃ೤࣭ͨ࠭͠೪౔層ɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
13ɽ 5:34�� ੺׊৭౔層 ඃ೤࣭ͨ࠭͠೪౔層ɻ׊ࠇ৭౔ 10� Ίͯૈ͍ɻۃࢠɺక·Γͳ͠ɺཻڧΊͯۃɻ೪ੑࡏࠞ
14ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
15ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠย 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:34�4)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
16ɽ 2.5:34�� ੺׊৭౔層 ম͚࣭ͨ࠭೪౔ϒϩοΫ層ɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
17ɽ /1.5�0 ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
1�ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌

੺׊৭スίϦΞ (2.5:4�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
19ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 7�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭౔ϒϩοΫ 1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
20ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
21ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔Λൗจঢ়ʹ 10� ؚΉɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
22ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ম౔ཻࢠओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (/1.5�0)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
23ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·ΓۃΊͯڧɺཻີࢠɻ
24ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)40� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
25ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
26ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻম౔ 15� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
27ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ 5� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
2�ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ 30� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
29ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (/1.5�0)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
30ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻີࢠɻ
31ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
32ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (/1.5�0)20� ภࡏɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
33ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
34ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 直5ܘmmҎԼͷম౔ཻ5ࢠ�ɺ直10ܘmmҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ10�ɺ直5ܘmmҎԼͷࠇ৭౔ཻ2�ؚ(1.5�0/)ࢠΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
35ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
36ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ൗจঢ়ʹ 20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
37ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ൗจঢ়ʹ 20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γૈ͍ɺཻີࢠɻ
3�ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࠇ৭౔ (10:32�1)10� ภࡏɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ૈ͍ɻࢠ

୨ঢ়ࢪઃ &�&`
51ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠɾϒϩοΫ (10:34�4)40� ภࡏɻ直ܘ 2 ʙ 3mm ͷম౔ཻࢠ (2.5:36��)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷന৭ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪

ੑ͋·Γͳ͠ɺక·ΓۃΊͯڧɺཻີࢠɻ
52ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔մओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�3)15� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ (2.5:36��)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷന৭ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

΍΍ີɻࢠཻ
53ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠɾϒϩοΫ (10:34�4)15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ (2.5:36��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
54ɽ 10:34�2 փԫ׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ (2.5:36��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (2.5:6�6)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
55ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:34�4)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·ΓۃΊͯڧɺཻີࢠɻ
56ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ୈ 163 ਤ 34 層ʹಉ͡ɻ
57ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ୈ 163 ਤ 35 層ʹಉ͡ɻ
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立柱建物跡 E を構成するピットが͋ったことが૝定されるが、検出しಘなかった。これは、ؼ属時
期の近઀した 4*58 と 4*63 がॏෳした地点で͋ったことと、ピットのଘ在を༧૝していなかったこ
とによる。

平面形ଶは長方形で、そのن໛は東西 501DN、南北 411DN で東西に長く、検出面からচ面までの
ਂさは 76DN をଌる。นはやや։きながら௚ઢతに立ち上がっている。主࣠方޲は /-20°-8 をࢦす。

চ面はషচで、นࡍをআく޿いൣғがߗ化し、น溝はΧϚドٴͼΧϚドӈକ෇近をআいてશ周する。
ΧϚドは北นの中ԝ部に構ஙされ、ΧϚドの東には、୨状のࢪ設が確認された。主柱穴は確認されな
かったが、南นࡍの中ԝ部に、ఐ子穴のՄೳੑが͋る小ピット 11 が確認された。

চ面までの෴土は 18 ૚に෼けられた。֓ Ͷ׊ࠇ৭土を主ମとしており、1 〜 10・12 〜 16 の֤૚は、
焼土のཻ子やϒロック、࣭࠭粘土のཻ子をൺֱత多くؚΜでおり、特に焼土は、2・5・7・8・14 の
֤૚でݦ著にΈられた。また、一部の૚では炭化物ཻ子のࠞೖも見られた。11・17・19 ૚はนにԊっ
てബくଯ積しており、นମと関連する土૚ͩったՄೳੑが͋る。18・20・21・23・24 ૚はน溝の

第 167 図　4*58(5) 遺෺分布図 (1/60)
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෴土で、いͣれもローϜのཻ子やϒロックを多くؚΉ޲܏に͋る。
掘方はᶛ4 ૚まで掘りࠐまれているが、চ面の中ԝ部෼では掘りࠐΈが浅くなっていて、一部は΄

΅চ面と同じߴさになっている。また、શ面తにࡉかなԜತを多数༗している。掘方ॆర土は 9 ૚
に෼けられた。চ面の大部෼を占める 28 ૚は粘土のཻ子やϒロックを多くؚΉ΄か、焼土ཻ子もؚ
Μでいて、ඇৗにڧくಥきݻめられている。中〜Լ૚で޿くΈられる32・33૚はローϜを多くؚΉ。

น溝は、前ड़の௨りΧϚドٴͼΧϚドӈକ部෼をআいてશ周していて、෯は࠷大で 24DN、চ面か
らのਂさは 22DN をଌる。෴土にはローϜをؚ༗している。

11 は、掘方掘࡟時に南北方޲のϕϧトଆ面で検出された。上部の一部は掘࡟によりᕍ໓してしまっ

第 168 図　4*58(6) 遺෺分布図 ( ୸Խࡐ・୸Խछ࣮ )(1/60)
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たが、চ面から掘りࠐまれており、ਪ定で௚ܘ 16 〜 19DN、চ面からのਂさは 18DN をଌる。෴土
にはローϜのཻ子やϒロックを多くؚΜでいる。そのҐஔから、ఐ子穴のՄೳੑが૝定される。

୨状ࢪ設は、北นのΧϚドより東ଆのนよりԞで検出された。෯ 187DN、Ԟ行 72DN で、検出面
からのਂさはਂい部෼で 27DN をଌる。ఈ面には段ࠩが͋り東ଆが一段ߴくなっていて、こちらの
検出面からのਂさは 10DN で͋る。෴土は 7 ૚に෼けられた。࣭࠭粘土が占めるׂ合がߴく、51 ૚
は࣭࠭粘土ཻ子が 40ˋ、52 ૚は࣭࠭粘土が主ମ、53 ૚は࣭࠭粘土ཻ子とϒロックが 15ˋで、それ
ͧれ焼土ཻ子がগྔؚまれる。୨状ࢪ設は、ΧϚドの西ଆにも͋ったՄೳੑが͋るが、前ड़の௨り
4*63 により北น西ଆがᕍ໓しておりෆ໌で͋る。

ΧϚドは 1 基で、北นの中ԝ部を 6 いൣғを޿Μで構ஙされていた。ӈକのࠐ状に掘りࣈ 41925、
左କからԞ΁近かけての大部෼を 4*63 に੾られ、ߋにӈକの一部は調査中の่落によってյれてお
り、遺ଘ状況は๕しくなかった。

କは、左ӈڞにڽ灰࣭࠭ؠの੾石をਊ材として、࠭ ࣭粘土により構ஙされていたものとࢥΘれるが、
前ड़の௨り、左କはਊ材もؚめԼ部のΈが࢒ଘしていた。ଆนやԞนについても、࢒ଘ部の状況から、
࣭࠭粘土を主ମとして構ஙされていたとਪ定される。なお、ΧϚド前面のচ面෇近に多くの粘土のྲྀ
出が確認できたことからも、࣭࠭粘土を主ମに構ஙされていたと見てࠩし支えないで͋ろう。Րচ部
は、左ӈ྆କ間で確認することができた。建物চ面と΄΅同じߴさで、ඃ೤੺化した࣭࠭粘土ཻ子が
ෑき٧められたような状況で͋った。

そのଞ、ΧϚドより東ଆの北นでは、น面に࣭࠭粘土の෇ணがݦ著に認められた。その上部の୨状
࠭、設ではࢪ ࣭粘土内から土師器伫が出土しており、これをΧϚドの構ஙに関連する遺物とߟえると、
このนの࣭࠭粘土部෼をକとする旧ΧϚドがଘ在ていたՄೳੑもߟえられる。

また、࠾औしたΧϚドの෴土の一部にରしてਫચબ別を行い、炭化種実 6 点をந出した。同定の݁果、
アワやイネの穎果、ώΤ属のՄೳੑが͋る穎果等で͋ることが෼かった（第ᶛষ第 1 અࢀর）。（相原）

第 167 ਤにࣔすように、遺物は建物શମ、෴土の上૚から掘方にࢸるまで෼෍し、その数は 3,000
点近い。本遺構にؼ属する遺物は古代の土師器と須恵器が主ମで、そのଞに金属製品や石製品が͋る。
これらの遺物෼෍を見ると、土師器や須恵器はશମの޲܏と同༷で、金属製品や石製品は主に෴土上
૚とচ面から掘方とに෼෍が෼かれる。4*58 としてऔり上͛た遺物には、本དྷ 4*63 にؼ属する遺物
もؚまれていた。おそらくは、遺構ഇઈ後、Կらかの要因でࠞೖしたのͩろう。

出土遺物には炭化種実およͼ炭化材もؚまれており、これらはচ面௚上や෴土中から出土した。炭
化材と炭化種実の一部（ϞϞ֩）は、土師器や須恵器等と同༷に、Ґஔ৘報とඪߴを記録してऔり上
͛ており、その෼෍状況が第 168 ਤで͋る。それ以֎に、ΧϚド෴土の一部を࠾औし、ਫચબ別に
よりந出した炭化種実が͋る。྆者を合Θせた 26 点の炭化種実はथ種同定を実ࢪし、その݁果、26
点中 18 点がϞϞ֩で͋ることが൑໌した。そのうち 3 点に৯痕が認められた。一方、発掘調査でऔ
り上͛た炭化材は約 50 点で、材として長さが͋るものはগなく、この中には中ۭのΧϠのような২
物もؚまれていた。このうち 7 点のथ種同定を行い、ΧϠ状の炭化材はイネՊ૲本類で、それ以֎
の炭化材はクリ、アΧΨシѥ属、Ϟϛ属ͩと൑໌した。こうした状況から、出土した炭化材は建物の
上԰をؚΉ部材が焼ࣦしたものとਪ࡯される。本遺構の炭化種実およͼ炭化材のथ種同定のৄࡉは、
第ᶛষ第 1 અにࡌܝした。
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第 169 図　4*58(7) 遺෺઀合図 (1/60)
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遺෺　本遺構からは、૯点数 2,967 点、૯ॏྔ 45,952�3H が出土した。種別・器種͝との内༁は、
古代の土師器 2,044 点 8,177�4H（ᆀ 25 点 144�2H、伫 1,996 点 7,876�1H、୆෇伫 23 点 157�1H）、
古代の須恵器 374 点 2,938�8H（ᆀ 321 点 1,983�1H、ߴ୆෇ᆀ 6 点 142�1H、㡜 5 点 47�5H、֖ 24
点 201�6H、伫 8 点 292�9H、ළ͋るいはᆵ 10 点 271�6H）、古代のロクロ土師器（ᆀ）1 点 7�5H、古
代の金属製品 27 点 55�7H（౛子 3 点 20�4H、మ᭲ 18 点 26�3H、ෆ໌ 6 点 9H）、古代の石製品（౐
石）1 点 49�8H、ڽ灰࣭࠭ؠ 215 点 20,211�7H、焼成粘土塊 34 点 273�8H、旧石器時代の石器（ࡉ
石ਕ）1 点 0�1H、縄文土器 8 点 82�6H（উࡔ式 1 点 8�9H、Ճીར E3 式 1 点 11�1H、Ճીར E4 式 1
点 21H、ીར式古ख 1 点 6�9H、ીརᶚ式 1 点 5�7H、時期ܕ式ෆ໌ 3 点 29H）、縄文時代の石器 3 点
12�9H（二࣍Ճ޻剥片 1 点 3�6H、剥片 2 点 9�3H）、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 82 点 371�6H

（ᆵ 30 点 157�4H、伫 33 点 150�3H、୆෇伫 5 点 17�8H、ߴᆀ 2 点 10�4H、ു 2 点 9H、伫͋るいは
ᆵ 7 点 22H、器種ෆ໌ 3 点 4�7H）、近世の陶器（੉ށ・美ೱ産࿸）1 点 2�3H、ඃ೤礫をؚΉ礫 176
点 13,768�2H で、これら以֎に炭化種実・炭化材が出土した。

本遺構に伴う遺物は主に古代の土器類、金属製品や石製品、ڽ灰࣭࠭ؠ、礫や炭化材等で͋る。そ
れ以֎の時代の土器や石器は、ࠞೖしたものとߟえられる。古代の土器類の޲܏を見ると、土師器で
はଞの器種にൺ΂伫がѹ౗తに多く、須恵器ではᆀの出土ྔがಥ出して多いことが෼かる。こうした
、௨する。古代の遺物の中から、遺ଘ状ଶがൺֱత良いものをந出しڞは、ଞの竪穴建物跡とも޲܏
44 点をਤࣔした。

なお、旧石器時代のࡉ石ਕ、縄文土器の一部については、遺構֎出土遺物として֤時代にࡌܝした。
第 174・175 ਤ 1・2 は土師器ᆀで、南෢蔵ܕᆀで͋る。1 はମ部がఈ部から௚ઢతに立ち上がり、

状をఄする。2ހΘれるが、Θͣかにࢥすると޲ࢦԑ部は֎൓する。ఈ部は平ఈをޱ はମԼ部からఈ
部にかけて遺ଘし、ମ部֎面にはࢦԡさえの痕跡が࢒る。3 〜第 176・177 ਤ 18 は須恵器ᆀで͋る。
3 はఈܘが 7�5DN と大きく、ఈ部はख࣋ちϔϥέズリ調੔で͋る。内面には摩໣痕が見られること
から、స༻ݛとߟえられる。4 はશମతにްखのつくりで、ޱԑ部はؙくංްする。ఈ部調੔はશ面
回సϔϥέズリで͋る。5 〜 7・11 〜 14 は、ମ部がఈ部から௚ઢతに։く器形をఄする。8 〜 10
はମ部がやや内࿷ؾຯに立ち上がり、9・10 はޱԑ部がΘͣかに֎൓して։く。第 174・175 ਤに
がܘしたᆀは、ఈࡌܝ 6DN ୆後半から 7DN ୆前半に収まるものが多く、15 のΈ 7DN ୆後半で͋る。
5 〜 13・15 のఈ部は、回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。第 176・177 ਤ 16 〜 18 の
ఈܘは 5�1 〜 5�5DN で、ఈ部調੔は回సࢳ੾り後、ແ調੔のᆀで͋る。3 〜 18 は東金子窯、15 は
南ൺا窯の製品で͋る。3 は東金子窯跡群の前内出窯のܥ౷とߟえられる。

19・20 はߴ୆෇ᆀで͋る。19 はٯ୆形をఄするਂ਎のᆀ部にߴ୆が෇く。20 はᆀ部の形状がෆ
໌ͩが、19 よりも大形のߴ୆෇ᆀで͋る。21 は「ϋ」のࣈ状に։くߴ୆が෇く㡜で͋る。22・23
は須恵器֖で͋る。22 はશ周の 2�3 が遺ଘし、つまΈをܽଛする。શମతにްखのつくりで、ޱԑ
端部は௚立ؾຯにۂがり、ؙ Έの͋る形状をఄする。ఱҪ部内面にはݦ著に摩໣するൣғが認められ、
స༻ݛで͋るՄೳੑがߴい。స༻ͩݛとすれ͹、ஔいた৔合の安定ੑをߟえ、つまΈをҙਤతにଧち
ܽいたとਪ࡯される。23 はἷ平な器形で、ޱԑ端部は۶ۂする。19 〜 23 の須恵器はいͣれも東金
子窯の製品で、21 は前内出窯の製品で͋る。

24 〜第 178・179 ਤ 35 は土師器伫で͋る。24 〜 28 のޱԑ部はᰍ部から؇やかに֎൓する器形で、
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2�　土૚அ໘ #�#�　南南東͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　東๺東͔Β

3�　চ໘શܠ　南南東͔Β

第 170 図　SI58 ࣸਅ 	1
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3�　遺物出土ঢ়گ　南͔Β

1�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

7�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

5�　遺物出土ঢ়گ　๺๺西͔Β

4�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

8�　11 શܠ　東๺東͔Β

6�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

第 171 図　SI58 ࣸਅ 	2
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3�　ΧϚυશܠ　南͔Β

1�　ΧϚυ土૚அ໘ I�I`　西南西͔Β

7�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ $�$`　南南東͔Β

5�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ I�I`　西南西͔Β

4�　ΧϚυ土૚அ໘(�(`　南南東͔Β

2�　ΧϚυɾ୨ঢ়ࢪઃ土૚அ໘ $�$`　南南東͔Β

8�　ΧϚυ۷ํશܠ　南南東͔Β

6�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘(�(`　南南東͔Β

第 172 図　SI58 ࣸਅ 	3




　遺構と遺物

ᴷ 229 ᴷ

3�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　南南東͔Β

1�　۷ํ土૚அ໘ A�A` 南ଆ　東๺東͔Β

4�　۷ํશܠ　東南東͔Β

2�　۷ํ土૚அ໘ A�A` ๺ଆ　東๺東͔Β

第 173 図　SI58 ࣸਅ 	4
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ᰍ部以ԼにԣҐのϔϥέズリを 3 〜 5 段ࢪしたのち、಑部はࣼҐのϔϥέズリをࢪす。24 〜 27 は
಑部࠷大ܘが上Ґに͋る器形をఄする。29 はޱԑ部が「く」のࣈ状に۶ۂする器形で、ޱԑ部શମ
がංްする。30 はᰍ部からޱԑ部が「コ」のࣈ形に近い形状をఄしている。31 〜 35 は಑Լ部から
ఈ部にかけてのഁ片で、いͣれの֎面にもࣼҐのϔϥέズリが見られる。36 は土師器୆෇伫の٭୆
部で͋る。37 〜 39 は須恵器伫で͋る。37 の଻土にはւ໖ࠎ਑がؚまれることから南ൺا窯、38・
39 は東金子窯の製品で͋る。

第 180 ਤ 40 はྲྀ໲ؠ製の౐石で、྆ଆ面が大きく摩໣している。41・42 はమ᭲のᰍ部とܪ部で
͋る。43・44 は྆۠平଄りの౛子で、同一ݸମとࢥΘれたが઀合しなかったためݸ別にਤࣔした。

本遺構の出土遺物としてࡌܝした土器のうち、16 〜 18 や 29・30 のようにଞの土器と໌らかな
時期ࠩが認められる土器は、本དྷは 4*63 に伴う遺物とߟえられる。16 〜 18 は本遺構の遺物番号を
෇してऔり上͛たが、平面෼෍を見ると 16 や 18 は 4*63 のൣғに෼෍することが確認できる。

南෢蔵ܕᆀの 1・2 は、௽間正তによる編年（௽間 2009）の 4 段֊（̔世紀末葉〜 9 世紀中葉）
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第 1�� 図　SI�� 出土遺෺ (1) ࣸਅ
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第 1�6 図　SI�� 出土遺෺ (2)(1/3)
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にൺ定される。須恵器では、4 〜 14 のᆀや 19 のߴ୆෇ᆀが南ൺا窯跡群ോ山編年（౉辺 1990）の
) ᶛ期にҐஔ෇けられる。3 や 21 は、それよりもやや古く ) ᶙ期〜 ) ᶚ期にൺ定されよう。また、
4*63 からのࠞೖ品で͋る 16 〜 18 のᆀは̝ᶞ期〜̝ᶟ期で͋る。南෢蔵ܕᆀや 4 〜 14 の須恵器ᆀ
等の年代؍や出土状況から、本遺構のഇઈ時期は 8 世紀末〜 9 世紀初頭とߟえられる。 （小西）
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第 1�� 図　SI�� 出土遺෺ (2) ࣸਅ
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第
174
・

175
ਤ

1 4*58 土師器
ᆀ

11�6
4�1
7�8

ఈ 部 は ހ 状 を ఄ す
る。

֎面のうち、ޱԑ部はナσ、
ମ部はࢦおさえ、ఈ部はϔϥ
έズリ。
内面はޱԑ〜ମ部はナσ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
5:36�6 ᒵ
内面
10:37�3 ಷい
ᒵ

ԑ〜ఈޱ
部 1�3

ॏྔ 51�1H
南෢蔵ܕᆀ

2 4*58 土師器
ᆀ

	1�5

<6�8>

ఈ部は平ఈ。 ֎面のうち、ମ部はࢦおさえ、
ఈ部は੩ࢳࢭ੾りのち֎周ϔ
ϥέズリ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
10:36�3 にͿ
いԫᒵ
内面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 26�9H
南෢蔵ܕᆀ

3 4*58 須恵器
ᆀ

	1�4

7�5

֎面のମ部とఈ部の
境はෆ໌ྎ。

ロクロ成形。
ఈ部はશ面ख࣋ちϔϥέズ
リ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ /4� 灰 ఈ部 2�3 ॏྔ 100�9H
ఈ部内面とମ部ഁ
அ 面 に ݚ ຏ 痕 ͋
り、స༻ݛ。
東金子窯

4 4*58・
4*63

須恵器
ᆀ

<11�2>
3�4
6�9

શ ମ త に 器 น が ް
く、ޱԑ部はංްす
る。ମ部はఈ部から
௚ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部はશ面回సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ 5:5�5�1 灰 ԑ部ޱ
1�4

ఈ部 2�3

ॏྔ 82�1H
東金子窯

ᴷ 236 ᴷ

40

41 42

4443

40

41
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4443

第 1�0 図　SI�� 出土遺෺ (4)(1/3ɾ1/2)ɾࣸਅ

第 2� ද　SI�� 出土土器࡯؍ද (1)
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第
174
・

175
ਤ

5 4*58 須恵器
ᆀ

11�7
3�5
6�8

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ ԑ〜ମ部ޱ
2�5:7�1 灰ന
ఈ部
7�5:38�4 浅ԫ
ᒵ

ԑ部ޱ
7�8

ఈ部׬形

ॏྔ 110�6H
内֎面のޱԑ〜ఈ
部 に か け て Ր ᧪
痕、内֎面の一部
にരͥた痕跡。
東金子窯

6 4*58 須恵器ᆀ 11�9
3�5

11�2

がり、い޿ԑ部がޱ
ͼつな器形。ମ部は
ఈ部から௚ઢతに։
く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ /5� 灰 ԑ部ޱ
3�4

ఈ部׬形

ॏྔ 116�4H
東金子窯

7 4*58 須恵器
ᆀ

11�9
3�6
7�1

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ /4�5� 灰 ԑ部ޱ
3�4

ఈ部׬形

ॏྔ 129�2H
内֎面にՐ᧪痕。
東金子窯

8 4*58・
4*63

須恵器
ᆀ

11�6
3�3
6�9

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ /5� 灰 ԑ部ޱ
1�2

ఈ部 3�4

ॏྔ 71�4H
東金子窯

9 4*58 須恵器
ᆀ

<11�2>
3�4
6�7

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։き、ޱ
ԑ部はΘͣかに֎൓
する。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ /5� 灰 ԑ部ޱ
1�8

ఈ部 3�4

ॏྔ 73�3H
東金子窯

10 4*58 須恵器
ᆀ

<13�3>
4�1

<6�9>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։き、ޱ
ԑ部はΘͣかに֎൓
する。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ԑ部֎面ޱ
/3� ҉灰
それ以֎
/5�5� 灰

ԑ部ޱ
1�6

ఈ部 2�1

ॏྔ 54�4H
ମ〜ఈ部֎面とޱ
ԑ〜ఈ部内面にՐ
᧪痕。
東金子窯

11 4*58・
282-45

須恵器
ᆀ

<12�1>
4�0

<6�8>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ /5�5� 灰 ԑ部ޱ
1�3

ఈ部 1�4

ॏྔ 64�3H
ԑ〜ఈ部֎面とޱ
᧪ԑ部内面にՐޱ
痕。
東金子窯

12 4*58・
282-45

須恵器
ᆀ

<12�4>
	3�8

<6�8>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։き、ޱ
ԑ部はΘͣかに֎൓
する。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ 7�5:36�1 灰 ԑ部ޱ
1�6

ఈ部 1�3

ॏྔ 40�9H
ԑ〜ఈ部֎面とޱ
᧪ԑ部内面にՐޱ
痕。
東金子窯

13 4*58 須恵器
ᆀ

	2�2

<7�3>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭ ೈ࣭ ֎面
2�5:7�2 灰ԫ
内面
10:37�3 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�2 ॏྔ 24�2H
ମ部֎面とମ〜ఈ
部内面にՐ᧪痕。
東金子窯

14 4*58 須恵器
ᆀ

<11�9>
	3�0


ମ部はやや௚ઢతに
։く。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ന৭
ཻ子

ೈ࣭ 5:6�5�1 灰ന ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 12�3H
ମ 部 ֎ 面 に Ր ᧪
痕。
東金子窯

15 4*58・
282-46

須恵器
ᆀ

	0�7

<7�7>

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ւ໖
子ࠎ

ೈ࣭ 10:37�3 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 17�4H
南ൺا窯

第
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・
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ਤ

16 4*58 須恵器
ᆀ

	1�0

5�5

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

ややೈ
࣭

֎面
10:35�2 灰ԫ
׊
内面
5:5�1 灰

ఈ部׬形 ॏྔ 42�1H
4*63 からのࠞೖ。
東金子窯

17 4*58 須恵器
ᆀ

	0�6

5�1

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ ೈ࣭ 10:36�5�2 灰
ԫ׊

ఈ部׬形 ॏྔ 30�1H
4*63 からのࠞೖ。
東金子窯

18 4*58 須恵器
ᆀ

	2�0

5�2

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ೈ࣭ 7�5:36�1 灰 ఈ部 1�3 ॏྔ 54�7H
4*63 からのࠞೖ。
東金子窯

19 4*58 須恵器
୆෇ᆀߴ

10�0
5�4
6�2

ᆀ部はਂ਎で、ٯ୆
形状をఄする。ߴ୆
部は௿い。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ /4�5� 灰 ԑ部ޱ
2�3

׬୆部ߴ
形

ॏྔ 100�9H
東金子窯

20 4*58 須恵器
୆෇ᆀߴ

	1�2

<6�8>

ࣈ୆部は୹くϋのߴ
状に։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 7�5:35�1 灰 ୆部ߴ
1�4

ॏྔ 20�2H
୆端部に摩໣しߴ
た痕跡。
東金子窯

21 4*58 須恵器
୆෇ᆀߴ

	1�1

<9�5>

ຯでؾ୆部は௚立ߴ
௿い。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周ϔ
ϥέズリ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ /5�5� 灰 ఈ〜ߴ୆
部ഁ片

ॏྔ 39�7H
東金子窯（前内出
窯）

22 4*58・
282-46

須恵器
֖

11�7
	2�6


શ ମ త に 器 น が ް
く、ޱԑ端部はؙく
収める。

ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ /5� 灰 ఱҪ部
2�3

ԑ部ޱ
1�2

ॏྔ 85�5H
ఱҪ部内面に摩໣
した痕跡、స༻ݛ。
東金子窯

23 4*58 須恵器
֖

<17�5>
	2�6


ۂԑ端部は୹く۶ޱ
する。

ロクロ成形。 小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ 2�5:34�1 ੺灰 ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 30�0H
東金子窯

　遺構と遺物
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˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

छผ
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24 4*58 土師器
伫

20�1
	9�7


಑部࠷大
ܘ

<20�0>

֎ԑ部は؇やかにޱ
൓し、಑部࠷大ܘは
上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

小礫、࠭
ཻ、੺׊৭
ཻ子、ࠇ৭
ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面 5:35�6
໌੺׊

ԑ〜಑ޱ
部 2�3

ॏྔ 196�5H

25 4*58 土師器
伫

<20�2>
	15�7


಑部࠷大
ܘ

<21�2>

֎ԑ部は؇やかにޱ
൓し、಑部࠷大ܘは
上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ主ମ、それ以Լはॎ
Ґのϔϥέズリ主ମ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、֯ર
石、੺׊৭
ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ〜಑ޱ
部 2�3

ॏྔ 267�9H

26 4*58 土師器
伫

21�0
	21�6


಑部࠷大
ܘ

21�6

֎ԑ部は؇やかにޱ
൓し、಑部࠷大ܘは
上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ、それ以ԼはॎҐの
ϔϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ〜಑ޱ
部

ॏྔ 614�9H

第
178
・

179
ਤ

27 4*58 土師器
伫

<22�5>
	16�8


಑部࠷大
ܘ

<24�0>　

֎ԑ部は؇やかにޱ
൓し、಑部࠷大ܘは
上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ、それ以ԼはॎҐの
ϔϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
5:35�8 ໌੺
׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�4

ॏྔ 191�4H

28 4*58 土師器
伫

<19�4>
	6�0


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部֎面はԣҐ
のϔϥέズリ。

ཻ࠭、֯ર
石

良޷ 5:36�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 54�0H

29 4*58 土師器
伫

<16�5>
	4�3


ᰍ部は「く」のࣈ状
に۶ۂし、ޱԑ部は
௚ઢతに։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部調੔はෆ໌ྎ。

ཻ࠭、֯ર
石

良޷ 10:35�3 にͿ
いԫ׊

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 48�1H

30 4*58 土師器
伫

<20�2>
	11�2


಑部࠷大
ܘ

<19�8>

ᰍ部は௚ઢతに立ち
上がり、۶ۂしてޱ
ԑ部は୹く֎൓して
։ く。「 コ 」 の ࣈ 形
に近い形状。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ、それ以ԼはॎҐの
ϔϥέズリ。
内面のうち、ᰍ部〜಑部はԣ
Ґのϔϥナσ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�3

ॏྔ 152�0H

31 4*58・
4*63

土師器
伫

	7�5

4�6

಑部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

֎面のうち、಑Լ部はॎҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ֎面
10:33�1 ׊ࠇ
内面
10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ఈ部׬形 ॏྔ 166�8H

32 4*58 土師器
伫

	4�1

<4�4>

಑部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

֎面のうち、಑Լ部はॎҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面の調੔はෆ໌ྎ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面 10:33�1
׊ࠇ
内面
10:34�2 灰ԫ
׊

ఈ部 1�3 ॏྔ 23�2H

33 4*58 土師器
伫

	6�2

5�0

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部はࣼҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面の調੔はෆ໌ྎ。

ཻ࠭、֯ર
石、੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
5:35�6 ໌੺
׊
内面
5:36�5�6 ᒵ

ఈ部׬形 ॏྔ 95�8H

34 4*58 土師器
伫

	4�0

<5�2>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部はࣼҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面はϔϥナσ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
10:35�2 灰ԫ
׊
内面
10:36�2 灰ԫ
׊

ఈ部 1�2 ॏྔ 42�5H

35 4*58 土師器
伫

	3�9

<4�9>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部֎面はࣼ
Ґのϔϥέズリ、ఈ部はϔϥ
έズリ。
内面の調੔はෆ໌ྎ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:35�8 ໌੺
׊

಑〜ఈ部
1�3

ॏྔ 30�4H
ఈ部෇近にࠇൗ

36 4*58 土師器
୆෇伫

	2�6

<9�6>

状にࣈ୆部はϋの٭
։く。

内֎面ともにナσ。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:33�1 ׊ࠇ
内面 5:35�6
໌੺׊

୆部٭
1�2

ॏྔ 31�0H

37 4*58 須恵器
伫

ᰍ部ܘ
<15�2>
	7�2


ᰍ部は「く」のࣈ状
に۶ۂする。

。ᰍ部内֎面ともにナσޱ 小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ子

良޷ /3�5� ҉灰 ᰍ部 1�3 ॏྔ 212�3H
֎面にࣗવ釉。
南ൺا窯

38 4*58・
282-46

須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ແ文の当て具痕。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ֎面
5:4�2 灰Φ
リーϒ
内面
5:5�1 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 115�6H
֎面にࣗવ釉。
東金子窯

39 4*58 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ແ文の当て具痕。

小礫 良޷ ֎面
5:3�2 Φリー
ϒࠇ
内面
2�5:6�1 ԫ灰

಑部ഁ片 ॏྔ 185�3H
֎面にࣗવ釉。
東金子窯

ᴷ 238 ᴷ

第 2� ද　SI�� 出土土器࡯؍ද（3）



˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。
ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ 器छ େ௕࠷

ʤDNʥ
େ෯࠷
ʤDNʥ

େް࠷
ʤDNʥ

ॏྔ
ʤHʥ ଘ࢒ ੴࡐ උߟ

第
180
ਤ

40 4*58 ౐石 （5�7） （4�0） （1�9） 49�8H 約 1�2 ྲྀ໲ؠ

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ 器छ ૉࡐ େ௕࠷

ʤDNʥ
େ෯࠷
ʤDNʥ

େް࠷
ʤDNʥ

ॏྔ
ʤHʥ ଘ࢒ උߟ

第
180
ਤ

41 4*58 మ᭲ మ 	8�1
 	0�8
 	0�4
 8�2H ᰍ部ഁ片 શମతに࿷ۂする。

42 4*58 మ᭲ మ 	4�9
 	0�7
 	0�4
 3�3H 部ഁ片ܪ

43 4*58 ౛子 మ 	5�4
 	0�7
 	0�3
 2�3H ਕ部ഁ片 平଄り

44 4*58 ౛子 మ 	12�7

ਕ部 	1�2

ฑ部 	0�9


ਕ部 	0�4

ฑ部 	0�4


15�1H
ਕ〜ܪ部

ഁ片
ਕ部とܪ部のઌ端をܽଛ。྆۠、平଄り。

　遺構と遺物
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SI61（第 181 〜 183 ਤ、第 31・45 ද）
2-6 西۠西دりの 272-50・60 άリッドにҐஔする。今回の調査のൣғ֎となる北ଆでは、日野市

教育ҕһ会が発掘調査を実ࢪしている。今回の調査ではᶘ3 ૚上で検出をࢼΈたが、近世以降の溝や
֧ཚのためプϥンの検出がࠔ೉で、日野市調査ࡁΈൣғଆの埋໭し土を掘࡟し、઴くஅ面から遺構の
ൣғを確認することができた。
遺構　今回の発掘調査ൣғ内では、東西 187DN、南北 106DN をଌり、平面形ଶは۱ؙ長方形をఄ
している。検出面からচ面までのਂさは 90DN をଌり、ن໛のׂにはਂいҹ৅をडける。นはΘͣか
に։きながら立ち上がっている。นの上部は 4%,1220・1222 ޲ͼ֧ཚに੾られている。主࣠方ٴ
は /-24°-8 をࢦす。

চ面はషচで、΄΅શ面がߗ化している。นࡍはࣼ܏しており、น溝に޲けて؇やかにԼがってい
る。น溝は掘ൣ࡟ғ֎΁と続く北ଆをআいて検出された。調査ൣғ内においてはΧϚド、主柱穴やそ
のଞのࢪ設は確認されなかった。

চ面までの෴土は 7 ૚に෼けられ、શମతに、南から北΁޲けてࣼめにଯ積している。1 〜 3・5・
6 ૚には焼土ཻ子をؚΈ、そのうち 2 ૚は࠷も多くؚΜでいる。また、1 〜 3 ૚は炭化物ཻ子もؚΜ
でいる。4 ૚はローϜཻ子が主ମで׊ࠇ৭土がภ在し、焼土ཻ子はؚまないが、ඃ೤したローϜϒロッ
クをؚΜでいる。

掘方はᶛ૚まで掘りࠐまれていて、શମにԜತを༗している。掘方の土૚は 2 ૚に෼૚され、上
૚の 10 ૚はローϜϒロックが多くࠞ在するࠇ৭土で、Լ૚の 11 ૚はローϜが主ମで͋る。

なお 4*61 は、日野市教育ҕһ会の調査地۠では小ܕの竪穴建物跡としてѻΘれ、ߋにその北ଆで
検出された大ܕの竪穴建物跡に੾られているとされているが、本དྷこれらは 1 つの遺構で、4*61 相
当部෼は大ܕの竪穴建物跡の「ுり出し構଄」で͋ったものとߟえられる。 （相原）
遺෺　本遺構からは、૯点数 19 点、૯ॏྔ 460�3H が出土した。種別・器種͝との内༁は、古代の
土師器 11 点 53�6H（ᆀ 1 点 6�2H、伫 10 点 47�4H）、古代の須恵器（ᆀ）3 点 122�1H、縄文時代の
石器（石᭲）1 点 1�1H で、これ以֎に礫が͋る（6 点 283�5H）。本遺構に伴う遺物は土師器と須恵

第 2� ද　SI�� 出土ੴ੡඼࡯؍ද

第 30 ද　SI�� 出土ۚଐ੡඼࡯؍ද
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第 1�1 図　SI61(1/60)

۷ํ

SI61
̍ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2 ʙ 6mm ͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35��)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3�ɺ直ܘ 2 ʙ 6mm ͷ୸Խ物ཻࢠ

1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ 5:32�1 ׊ࠇ৭౔層 ੺ࠇ৭౔ (2.5:31.7�1)40� ภࡏɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35��)5�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 2 ʙ 4mm ͷϩʔϜཻࢠ

(7.5:35�6)3�ɺ直ܘ 1mm ͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 4mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35�6)15�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋

·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ 7.5:34�4 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ׊ࠇ৭౔(10:32�2)20�ภࡏɻ直12ܘmmҎԼͷඃ೤ͨ͠ϩʔϜϒϩοΫ(5:34��)10�ɺ直3ܘmmҎԼͷࠇ৭౔ཻ3�ؚ(5:31.7�1)ࢠΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̑ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ5ࢠ�ɺ直2ܘʙ20mmͷϩʔϜཻ7(7.5:34�4)ࢠ�ɺ直2ܘmmҎԼͷࠇ৭スίϦΞ1�ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:34�4)20�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:31.7�1)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̓ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ࠇ৭౔(10:31.7�1)40�ࠞࡏɻ直ܘ 20mmҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ(7.5:35��)5�ɺ直2ܘmmҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ(5:34��)1�ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̔ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 ࠇ৭౔ (10:31.7�1)40� ܘɻ直ࡏࠞ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:31.7�1)3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̕ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜ (7.5:35��)30� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:31.7�1)5� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
৭౔層 షচ౔ɻϩʔϜϒϩοΫࠇ 7.5:32�1 .10 40� ܘɻ直ࡏࠞ 2 ʙ 10mm ͷ੺৭スίϦΞ (1034��)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
৭౔ࠇ৭౔層 షচ౔ɻϩʔϜओମɻ׊໌ 7.5:35�6 .11 (7.5:32�1)10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
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1�　遺෺出土ঢ়گ　๺๺౦͔Β

4�　۷ํ土૚அ໘　౦๺౦͔Β

3�　চ໘શܠ　๺๺౦͔Β

2�　土૚அ໘　౦๺౦͔Β

��　۷ํશܠ　๺๺౦͔Β

第 1�2 図　SI61 ࣸਅ
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1 4*61 須恵器
ᆀ

	1�8

<9�2>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։き、ശܕをఄ
する。

ロクロ成形。
ମԼ部にϔϥέズリ。ఈ部は
回సࢳ੾り後、֎周ϔϥέズ
リ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:5�1 灰 ఈ部 1�4 ॏྔ 31�9H
東金子窯

2 4*61 須恵器
ᆀ

	2�6

7�3

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周ϔ
ϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
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良޷ 5:4�5�1 灰 ఈ部׬形 ॏྔ 90�2H
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3 4*61 土師器
伫
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൓して։く。
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ཻ࠭、Ӣ฼ 良޷ 7�5:35�4 にͿ
い׊

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 20�8H
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器で͋り、このうち 3 点のਤ化を行い、ࡌܝした。
第 183 ਤ 1・2 は須恵器ᆀで͋る。1 はശܕをఄする器形で、ఈ部は੩ࢳࢭ੾り後、֎周に回సϔ

ϥέズリをࢪす。2 のఈ部は׬形で、ମ部はやや内࿷ؾຯに։く。ఈ部は回సࢳ੾り後、޿い෯で֎
周に回సϔϥέズリをࢪす。1 は東金子窯、2 は南ൺا窯の製品で͋る。3 は土師器伫のޱԑ部で、
ᰍ部から؇やかに֎൓して։く器形をఄする。

須恵器ᆀ（1・2）は、南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶙ期末にൺ定される。これらは෴土上૚から出
土しており、本遺構のഇઈ時期は 8 世紀後半とߟえられる。 （小西）
SI63（第 184 〜 205 ਤ、第 32・33・45 ද）

4*63 は、遺構検出のために検出面をਫ਼査している時点では、ΧϚド（西ΧϚド）の࣭࠭粘土は໌
ྎに確認できたが、遺構શମのൣғは൑વとせͣ、南ଆにҐஔする 4*58 との੾り合い関܎もෆ໌ྎ
で͋った。その後ਫ਼査を続けたところ、4*58 を੾り、北と西にΧϚドを࣋つ竪穴建物跡で͋ること
が໌らかとなった。一方、東ΧϚドは、検出当初は 4*58 のΧϚドの一部と認ࣝしていたが、4*58 の
ΧϚドのҐஔが૝定より西に͋ることが໌らかになった時点で、このΧϚドを 4*63 の東ΧϚドと൑
அした。しかし、4*63 の発掘調査がਐΉと、一୴は東ΧϚドは 4*63 より古い別の竪穴建物跡（4*71）
のΧϚドとした（4*71 の本ମは 4*63 構ங時にᕍ໓したとߟえた）。しかし、੔ཧ調査におけるਫ਼査
の݁果、4*63 の࠷初期のΧϚド（東ΧϚド）としてѻうこととした。

1 2 3

1 2 3

第 1�3 図　SI61 出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ

第 31 ද　SI61 出土土器࡯؍ද
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遺構　2-6 西۠の 282-35・36・45・46 άリッドにҐஔする。検出面はᶘ3・ᶙ2 ૚で、4*58、掘立
柱建物跡 E の֤ピット（41784・937・939・940・946）を੾り、古代末〜中世の 4,207、中世の
溝 4%12、近世以降の 4,,974 に੾られる。

平面形ଶは۱ؙ長方形で、ن໛は東西 623DN、南北 429DN をଌる。検出面からচ面までのਂさは
61DN で、นはやや内࿷して立ち上がる。主࣠方޲は /-97°-8 をࢦす。

চ面はషচで、北西部と南西部の一部෼をআいてߗ化しているが、શମతにߗ化のఔ౓はऑい。น
溝はແい。ΧϚドは西ΧϚド、北ΧϚドٴͼ東ΧϚドの 3 基が検出された。主柱穴は、షচԼの掘
方ఈ面で 11・2・4・7 の 4 基と、14 に઀する 15 が検出された。そのଞのピットとして、13・6 も
掘方ఈ面で検出されている。

চ面までの෴土は 10 ૚に෼૚された。࠷上૚の 1 〜 3 ૚は焼土やローϜのཻ子をؚΉࠇ৭土で、
焼土ཻ子のؚ༗ྔ等がҟなる。そのうち 3 ૚は࣭࠭粘土ཻ子をやや多くؚΜでいる。ΧϚド෇近の 4
૚、ΧϚド上からΧϚド前面に޿がる 5 ૚は࣭࠭粘土ཻ子を多くؚΉ。চ面௚上で見られる 6 ૚は、
࣭࠭粘土ཻ子の΄か小礫等をؚΉࠇ৭土૚で͋る。8 〜 10 ૚は焼土のཻ子やϒロックを多くؚΜで
おり、東ΧϚドのӨڹが͋るとࢥΘれる૚で͋る。

掘方は֓Ͷᶙ3 〜ᶚ૚まで、શମతに浅く掘りࠐまれていて、ఈ面は؇やかなԜತを༗する。掘方
のॆర土は 9 ૚にࡉ෼され、いͣれも׊ࠇ৭土がϕースで、11 〜 13、15 〜 19 ૚では焼土と࣭࠭
粘土のཻ子をؚΜでいる。また、চ面中ԝ部෼は粘土のཻ子やϒロックを多くؚΉ土৕で構ஙされて
いる。14 ૚は炭化物ཻ子や小礫をগྔؚΜでいる。18 ૚は上部がߗ化する޲܏に͋り、この面が、
古いচ面とΈられ、主柱穴とରԠするՄೳੑが͋る。

主柱穴は 11・2・4・7 の 4 基で͋る。চ面ではなく掘方ఈ面で検出されており、上ड़の旧চ面に
伴うものとΈられる。南西の 11 は 36 ʷ 31DN のପԁ形、北西の 12 は 30 ʷ 29DN のԁ形、北東
の 14 は 32 ʷ 26DN のཛ形、南東の 17 は 28 ʷ 25DN のପԁ形をఄする。検出時のਂさは、ॱに
36DN、35DN、30DN、23DN ͩが、ఈ面のඪߴはॱに 91�115 ̼、91�116 ̼、91�156 ̼、91�129 ̼で、
௿ࠩは約ߴ大の࠷ 4DN で͋り、֓Ͷ一定のਂさといえる。෴土は、11・2・7 が焼土ཻ子やローϜ
ཻ子等をؚΉకまりのऑい土৕からなる。14 は、2 ૚が柱ൈऔり穴の෴土、1 ૚が柱ൈऔり後の෴土、
3 ૚がకまりのڧい掘方の෴土とΈられる。

15 は 14 に੾られる浅いピットで͋るが、柱ൈऔり穴෴土（1 ૚）や、柱穴の掘方෴土（2・3 ૚）
が見られ、主柱穴 14 のิॿతな໾ׂが͋ったものとਪ࡯される。長࣠ 36DN、୹࣠ 26DN のପԁ形で、
掘方ఈ面からのਂさは 9DN で͋る。

そのଞ、掘方ఈ面では 13・6 が検出された。西ΧϚドの前面に͋る 13 は長࣠ 36DN、୹࣠ 27DN、
掘方ఈ面からのਂさ 16DN をଌるପԁ形、17 に近いนࡍに͋る 16 は、࢒ଘൣғで長࣠ 24DN、୹࣠
9DN、掘方ఈ面からのਂさは 16DN をଌり、平面形ଶはཛ形で͋る。16 の 1 ૚、17 の 1 ૚の֤෴
土には、࣭࠭粘土ཻ子がؚまれている。いͣれも༻్はෆ໌で͋る。

4*63 に伴うΧϚドは 3 基͋る。建物ഇઈ時に࢖༻していたのは西ΧϚドで、それ以前が北ΧϚド、
。も古いと൑அしたものが東ΧϚドで͋る࠷

西ΧϚドは、西นの南دりを 6 状にࣈ 111DN 掘りࠐΜで構ஙされており、ΧϚド南ଆのӈକ部෼
等を 4,,974 に੾られている。
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第 184 図　4*63(1)(1/60)

̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直2ܘmmҎԼͷম౔ཻ3ࢠ�ɺ直2ܘmmҎԼͷϩʔϜཻ1(10:34�6)ࢠ�ɺ直5ܘmmҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻ7�ؚ(10:37�2)ࢠΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)10� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ ΍΍ີɻࢠ
̒ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)1�ɺ直ܘ �mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)7�ɺ直ܘ 5 ʙ 10mm ͷখ᛽ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·ΓۃΊ͍ͯڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̓ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)10� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̔ɽ 7.5:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)1�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)7� ؚΉɻ࣭࠭೪౔

(10:35�4) ൗจঢ়ʹ 20� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̕ɽ 7.5:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)10� ؚΉɻ࣭࠭೪౔ (10:35�4) ൗจঢ়ʹ 30� ภࡏɻ೪ੑۃΊͯڧɺ

క·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
10ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)5� ؚΉɻ࣭࠭೪౔ (10:35�4) ൗจঢ়ʹ 10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
11ɽ 7.5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻম౔ཻࢠ 20� ภࡏɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)1�ɺখ᛽ 1�ɺ直ܘ 20mm ҎԼͷʹͿ͍ԫ৭スίϦΞ (2.5:6�3)1�ɺ長͞ 5mm ҎԼ

ͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
12ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ

(2.5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ࣭࠭೪౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ (10:37�2)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ

΍΍ૈ͍ɻ΍΍೪౔࣭ɻࢠ
14ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ্໘͕ߗԽ͢Δɻ直ܘ 20mm ҎԼͷ೪౔ϒϩοΫ (10:37�2)5�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷʹͿ͍ԫ৭スίϦΞ

(2.5:6�3)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1�ɺখ᛽ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓۃΊ͍ͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
15ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ࣭࠭೪౔ (10:37�2)20�ɺম౔ 10� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓۃΊͯڧɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
16ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫɾཻࢠ (10:37�2)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)3�ɺ直ܘ

2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍೪౔࣭ɻ
17ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ೪౔࣭ɻ
1�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍೪౔࣭ɻ
19ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·

Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

੝౔
̍ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ম౔ཻࢠ 40� ภࡏɻ࣭࠭೪౔ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

4*63
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm

ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ
(10:32�2)2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̎ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm
ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ
(10:32�2)2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̏ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm
ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ
(10:35�4)7� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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第 1�� 図　SI63(2)(1/60)

۷ํ

11
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔ

Ϝཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ
�NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ
1NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜओମɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ
	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

12
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔ

Ϝཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸
化物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ
�NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ
͢Δɻ

13
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ブϩοΫ 15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼ

の୸化ࡐย 5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの灰ന৭౔ブϩοΫ 	10:3��1
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺ
క·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚5ܘNNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ	5:35��
�%ؚΉɻ
೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

14
̍ɽ���5:3���� 極҉׊৭౔層� ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの࠭

࣭೪౔ཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ
͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ

̎ɽ���5:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 15NN ҎԼのম౔ブϩοΫ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼ
の明੺׊৭スコϦΞ	5:35��
�%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ͍ૈࢠ

̏ɽ�10:35��� ԫ׊৭౔層� Ⅲ層౔ओମɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
1�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ୸化͋ࡐΓɻ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻࢠ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ɺ௚5ܘNNҎԼの࣭࠭೪౔ཻࢠ	10:3���
1%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̎ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚5ܘNNҎԼのম౔ཻ10ࢠ%ɺ௚ܘ�NNҎԼの࣭࠭೪౔ཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの୸化物ཻࢠ�%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
10% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
16
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚10ܘNNҎԼの࣭࠭೪౔ཻࢠ	10:3���
10%ɺ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻࢠ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ 極Ίͯૈ͍ɻࢠ
1�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚10ܘNNҎԼの࣭࠭೪౔ཻࢠ	10:3���
10%ɺ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻࢠ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ 極Ίͯૈ͍ɻࢠ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼの࣭࠭೪౔ཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN

ҎԼの୸化物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜɾ҉׊৭౔ओମɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
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第 1�6 図　SI63(3) ੢ΧϚυ (1/30)
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第 187 図　4*63(4) ੢ΧϚυ

੢ΧϚυ
̍ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷখ᛽ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ 7.5:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 20� ܘɻ直ࡏࠞ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫɾཻ ࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷখ᛽ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̏ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̐ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 5� ܘɻ直ࡏࠞ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 10� ܘɻ直ࡏࠞ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫɾཻࢠ 10� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̒ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 30� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ 5:33�3 ҉੺׊৭౔層 ম౔ 30�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̔ɽ 5:33�4 ҉੺׊৭౔層 ম౔ 40�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̕ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 3 層ʹࣅΔɻম౔ 30� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ Ίͯૈ͍ɻۃࢠ
10ɽ 5:33�3 ҉੺׊৭౔層 ম౔ 40� ܘɻ直ࡏࠞ 4mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
11ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 30� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
12ɽ 5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 20� ܘɻ直ࡏࠞ 15mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:32�1)10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
13ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 ম౔ 30�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷখ᛽ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
14ɽ 5:33�2 ҉੺׊৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:37�2)10�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:32�1)5�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
15ɽ 5:34�3 ʹͿ͍੺׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:33�1)20� ภࡏɻ直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
16ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 15� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
17ɽ 2.5:35�� ໌੺׊৭౔層 ম౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:33�1)20� ภࡏɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
1�ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ҉׊৭౔ϒϩοΫ (10:33�3)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
19ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:33�1)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
20ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直15ܘmmҎԼͷ҉׊৭౔ϒϩοΫ(7.5:33�4)10�ɺ直10ܘmmҎԼͷম౔ϒϩοΫ7�ɺ直5ܘmmҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻ5�ؚࢠΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
21ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (5:32�2)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
22ɽ 5:33�4 ҉੺׊৭౔層 ম౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
23ɽ 5:34�6 ੺׊৭౔層 ম౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ҉׊৭౔ཻࢠ (7.5:33�4)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
24ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ҉׊৭౔ཻࢠ (7.5:33�4)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
25ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ҉׊৭౔ཻࢠ (7.5:33�4)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
26ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
27ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 30�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
2�ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷ҉׊৭౔ϒϩοΫ (7.5:33�4)15�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ࠭ ࣭೪౔ 10� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ૈ͍ɻࢠ
29ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
30ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻম౔Λൗจঢ়ʹ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
31ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
32ɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷʹͿ͍ԫ৭౔ཻࢠ (2.5:6�4)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
33ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
34ɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:33�1)10� ภࡏɻ直ܘ 15mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:35�3)10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ

5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:33�1)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
35ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻম౔ 5� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
36ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
37ɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:33�1)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
3�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ࣭࠭೪౔ 20�ɺম౔ 30� ͕ൗจঢ়ʹภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
39ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
40ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 20�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
41ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ࣭࠭೪౔ɾম౔ࠞ߹౔͕ൗจঢ়ʹ 30� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
42ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:33�1)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
43ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 20�ɺ直ܘ 2mm ͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (5:32�2)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ

Ίͯૈ͍ɻۃ
44ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
45ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
46ɽ 5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫɾཻ ࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ ɻ͍ૈࢠ
47ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫɾཻࢠ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ

Ίͯૈ͍ɻۃ
4�ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫɾཻ ࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ɻ͍ૈࢠ
49ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫɾཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
50ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫɾཻࢠ (10:37�2)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷઙ

ԫ৭౔ཻࢠ (2.5:7�3)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
51ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
52ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ΄΅ᶙ3 層౔ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
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๺ΧϚυ

۷ํ

๺ΧϚυ
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γڧɺཻີࢠɻ
̏ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̒ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̓ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̔ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
10ɽ 5:34�� ੺׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻম౔ 40�ɺ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
11ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)3� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
12ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 30� ภࡏɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
13ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 10� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
14ɽ 7.5:34�3 ׊৭౔層 ম౔ɾ࣭࠭೪౔ࠞ߹౔層ɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
15ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 ম౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
16ɽ 5:34�� ੺׊৭౔層 ম౔ओମɻ࣭࠭೪౔ 20�ɺ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)10� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
17ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻম౔ 20�ɺ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)5� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
1�ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 30�ɺম౔ 20� ܘɻ直ࡏࠞ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (2.5:7��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
19ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ɾ࣭࠭೪౔֤ 20�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
20ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
21ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 ম౔ 30�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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第 189 図　4*63(6) ౦ΧϚυ (1/30)

౦ΧϚυ

۷ํ

౦ΧϚυ
̍ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直10ܘmmҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ(10:37�2)10�ɺ直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ2ࢠ�ɺ直3ܘmmҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻ1�ؚ(10:32�2)ࢠΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γڧɺཻີࢠɻ
̎ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:37�2)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)5� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺ

క·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̑ɽ 7.5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ย 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̒ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̓ɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̔ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ ɻ͍ૈࢠ
̕ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
10ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
11ɽ 7.5:34�3 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
12ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
13ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ম౔ཻࢠओମɻ׊ࠇ৭౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
14ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:37�2)1�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
15ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:37�2)1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
16ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ

΍΍ૈ͍ɻ
17ɽ 7.5:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ཻࢠ 30� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
1�ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ম౔ཻࢠओମɻ׊ࠇ৭౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 20mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 15�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ Ίͯૈ͍ɻۃࢠ
19ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
20ɽ 7.5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ཻࢠɾম౔ϒϩοΫ 40� ൗจঢ়ʹภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
21ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 ম౔ཻࢠ 10� ൗจঢ়ʹࠞೖɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
22ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
23ɽ 7.5:33�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
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左ӈのକは遺ଘしていなかったが、ଆนは良޷に࢒ଘしていた。また、Ԟนはややෆ໌ྎながらも
確認された。ఱҪ部は࢒ଘしていなかったが、೩焼ࣨ内の෴土の状況から、ఱҪ部は、କ部とڞに構
ங材がऔり෷Θれたものとߟえられる。Րচ部はচ面と΄΅同じߴさで、一部がややߴく੝り上がっ
ている。ΧϚドの掘方は、શମతに浅いが、ขޱ部前面のΈਂく掘りࠐまれている。

北ΧϚドは、北นの中ԝを 6 されて༺࢖Μで構ஙされていた。西ΧϚド構ங以前にࠐ状に掘りࣈ
いたとΈられ、本ΧϚドのഇઈ時、೩焼ࣨ等のนの掘りࠐΈは埋められてนが෮ݩされていた。その
ため、କ部は遺ଘしていなかった。

第 190 図　4*63(7) 遺෺分布図 (1/60)

౔ثࢣ

ೄจ౔ث
౔ث

᛽

ੴث・ੴ੡඼
ۚଐ੡඼

୸Խࡐ・୸Խछ࣮
ম成೪౔մ
ؠփ࣭࠭ڽ

ਢثܙ
ϩΫϩ౔ثࢣ

" "`92�2

#
#`

92
�2

#
#`

" "`



ᶚ　遺構と遺物

ᴷ 251 ᴷ

第 1�1 図　SI63(�) 遺෺઀߹図 (1/60)
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北ΧϚド上部はશମతに中世の溝 4%12 に࡟平されていた。Ԟนと左ଆのଆนとは遺ଘしていたが、
ӈଆのଆนは、ӈକとڞに、Ԟน近くまで構ங材が࣋ち出されたものとΈられ、遺ଘしていなかった。
৭土をࠞͥ合Θせたものが༻いられ、それらを相׊ࠇଘ部෼の構ங材には、࣭࠭粘土や࣭࠭粘土と࢒
り࡞に積Έ上͛ている。࣭࠭粘土にはඃ೤、੺化したϒロックもؚまれていることから、ΧϚドのޓ
௚しが૝定される。また、左ଆนには、ਊ材とΈられるやや小ܕのࣗવ礫（࠭ؠ）が地山にدりఴう
ように立てられていた。北ΧϚド掘方の 5 ૚は、北ΧϚドのഇઈ時、চ面を構ஙする部෼のՐচ部
を一୴掘りىこしてから埋め௚した土৕と૝定される。6 〜 9 ૚もそのՄೳੑがߟえられる。10 ૚
は焼土を多くؚΉ࣭࠭粘土主ମの૚で、この上面がΧϚドのఈ面ͩったものとࢥΘれる。

なお、掘立柱建物跡 E を構成する 41940 を੾ってこの北ΧϚドが構ஙされており、掘立柱建物跡
E よりも 4*63 の方が新しいことが෼かる。

東ΧϚドは、東นの南دりを 7 Μで構ஙされていた。ଞの遺構等によるଛյはແかっࠐ状に掘りࣈ
たが、遺ଘ状況はѱかった。ඃ೤した࣭࠭粘土や焼土の大ܕϒロック等を多くؚΉ҉׊৭や׊ࠇ৭の
土৕により構ஙされていて、機ೳしていた時点で่れやすかったものとࢥΘれる。କは׬શにऔり෷
Θれていて、左ӈのଆนが遺ଘしていた。Ԟน、ఱҪ部は遺ଘしておらͣ、ഇઈ時に構ங材がऔり෷
Θれたようで͋る。Րচ部はচ面よりも 10DN ఔ౓ߴいҐஔに͋り、ଆนの内面とڞにڧくඃ೤して
いた。 （相原）

第 190 ਤによると、遺物は建物શମから出土し、෴土上૚から掘方にࢸるまで、ೱいີ౓で෼෍
する。本遺構の主たる遺物で͋る土師器や須恵器、ロクロ土師器等は建物શମに෼෍するが、それ以
֎に目立った特௃は認められない。金属製品の大部෼は෴土中に෼෍する。

遺物の項目で後ड़するが、本遺構の遺物としてऔり上͛たものの中に、本དྷは 4*58 にؼ属するで
͋ろう土器もؚまれていた。それらは、主に建物の東半෼、4*58 の北ଆに当たるൣғに෼෍し、一
部のഁ片は 4*58 出土のഁ片と઀合することを確認した。

出土遺物の中にはڽ灰࣭࠭ؠもؚまれており、その一部には平ୱなՃ޻面を༗する੾石状のഁ片も
͋る。ڽ灰࣭࠭ؠの෼෍を見ると建物の東半෼に෼෍し、本དྷは 4*58 に伴うで͋ろう土器と同༷の
෼෍状況をࣔす。本遺構に෇帯する 3 基のΧϚドにڽ灰࣭࠭ؠが࢖༻された໌ྎな痕跡が見られな
いことをߟえ合Θせると、ڽ灰࣭࠭ؠは 4*58 のΧϚド構ங材の一部ͩとਪ࡯される。
遺෺　本遺構からは、૯点数 1,677 点、૯ॏྔ 16,156H が出土した。種別・器種͝との内༁は、古
代の土師器 1,021 点 3,991�1H（ᆀ 18 点 81�7H、伫 967 点 3,392�5H、୆෇伫 35 点 516�5H、器種
ෆ ໌ 1 点 0�4H）、 古 代 の 須 恵 器 515 点 3,694�9H（ ᆀ 450 点 2222�7H、 㡜 12 点 265�9H、 ു 1 点
13�3H、֖ 9 点 112�9H、伫 8 点 260�4H、長ᰍළ 6 点 143�5H、ළ͋るいはᆵ 29 点 676�4H）、古代の
ロクロ土師器（ᆀ）24 点 107�6H、古代の金属製品 6 点 20H（౛子 2 点 3�5H、మ᭲ 3 点 14�8H、器
種ෆ໌ 1 点 1�8H）、ڽ灰࣭࠭ؠ 21 点 68�6H、焼成粘土塊 13 点 23�9H、縄文土器 2 点 16H（ྖޒϲ
୆ᶘ式 1 点 3�5H、中期ܕ式ෆ໌ 1 点 12�4H）、縄文時代の石器（剥片）2 点 1�7H、弥生時代後期〜
古墳時代前期の土器 22 点 128�3H（ᆵ 9 点 70�5H、伫 11 点 56H、ു 1 点 0�8H、伫͋るいはᆵ 1 点
1H）、ඃ೤礫をؚΉ礫 51 点 8,103�7H で、これら以֎に炭化物が出土した。

縄文土器や石器、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器は、本遺構に伴う遺物ではない。古代の出土
遺物の޲܏として、土師器では伫の出土ྔがѹ౗తに多いが、୆෇伫が一定ྔ出土していること、須
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2�　土૚அ໘ #�#�　南南東͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　東南東͔Β

3�　চ໘શܠ　東͔Β
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3�　遺物出土ঢ়گ　東͔Β

1�　遺物出土ঢ়گ　東͔Β

7�　14ɾ5土૚அ໘　東๺東͔Β

5�　11 土૚அ໘　東͔Β

4�　遺物出土ঢ়گ　西͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　南͔Β

8�　17 土૚அ໘　南͔Β

6�　12 土૚அ໘　東͔Β
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3�　西ΧϚυ土૚அ໘ &�&`　南東͔Β

1�　西ΧϚυ土૚அ໘ $�$`　東͔Β

7�　西ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ &�&`　南東͔Β

5�　西ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ $�$`　東͔Β

4�　西ΧϚυશܠ　東͔Β

2�　西ΧϚυ土૚அ໘%�%`　東͔Β

8�　西ΧϚυ۷ํશܠ　東͔Β

6�　西ΧϚυ۷ํ土૚அ໘%�%`　東͔Β
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1�　๺ΧϚυ土૚அ໘ '�'`　南͔Β

4�　๺ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ '�'`　南͔Β

3�　๺ΧϚυશܠ　南͔Β

2�　๺ΧϚυ土૚அ໘(�(`　東͔Β

5�　๺ΧϚυ۷ํ土૚அ໘(�(`　東͔Β

第 195 図　SI63 ࣸਅ 	4
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1�　౦ΧϚυ౔૚அ໘ "�"`　੢ೆ੢͔Β

4�　౦ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘ "�"`　੢ೆ੢͔Β

3�　౦ΧϚυશܠ　੢ೆ੢͔Β

2�　౦ΧϚυ౔૚அ໘ #�#`　ೆೆ౦͔Β

5�　౦ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘ #�#`　ೆೆ౦͔Β

第 196 図　4*63 ࣸਅ (5)
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3�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　東南東͔Β

1�　๺ΧϚυ۷ํશܠ　南͔Β

5�　۷ํશܠ　東͔Β

4�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　南南東͔Β

2�　東ΧϚυ۷ํશܠ　南南西͔Β
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恵器ではᆀ・㡜類で須恵器の点数શମの 8 ׂ以上を占めること、長ᰍළをؚΉළ類が伫よりも多く
出土していること等がࢦఠできる。また、ロクロ土師器がগྔながら出土したことも特௃で͋る。こ
れらの中から、金属製品をؚΉ 50 点をਤ化し、ࡌܝした。

第 198・199 ਤ 1 は土師器ᆀで、南෢蔵ܕᆀで͋る。ମ部֎面にはࢦおさえの痕跡、ମԼ部には
ナσが見られる。内面にはഗが෇ணしている。2 〜第 200・201 ਤ 23 は須恵器ᆀで͋る。2 はશମ
తに器นがްく、ޱԑ端部はؙくංްする。2 〜 4 はମ部がఈ部から௚ઢతに։く器形で、2 のޱԑ
部はΘͣかに֎൓する。5・10・12 はମ部がఈ部からやや内࿷ؾຯに։く形状で͋る。6 〜 9 はޱ
ԑ端部がؙくංްし、8 のޱԑ部はΘͣかに֎൓する。11・13 〜 23 はମ部がఈ部から௚ઢతに։
く器形をఄする。ఈܘを見ると、2 〜 4 が 6DN ୆、5・11 〜 21・23 が 5DN ୆、10・22 が 4DN ୆

1 2

3

4 � 6

�� �

10

13

11 12

1�14

16 1� 1�

第 1�� 図　SI63 出土遺෺ (1) ࣸਅ
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2�

26

1�

2�

2�

30
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31

23 24
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で͋る。これらのᆀの中でఈ部が遺ଘするᆀは、Ͳれも回సࢳ੾り後、ແ調੔のఈ部で͋る。2・6・7・
10・11・14・15・18 は南多摩窯、3・4・8・12・13・16・17・19 〜 23 は東金子窯、5・9 は南
ൺا窯の製品で͋る。

24・25 はいͣれもᆀで、いΘΏるロクロ土師器としてѻった。ロクロ成形ͩが、焼成はೈ࣭で͋る。
26 〜 30 は須恵器㡜で、いͣれもମ部がఈ部から内࿷ؾຯに։き、ޱԑ部がやや֎൓する器形で͋る。
ԑ端部はؙくංްする。26・27ޱ は௿いߴ୆が෇いており、ߴ୆部をܽく 28 や 29 も同༷の器形
とਪ定される。30 はߴ୆の෇かない㡜で、ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。ମ
Լ部にもϔϥέズリが見られる。ఈܘは 11DN と大きい。26・27 は南多摩窯、28 〜 30 は東金子窯
の製品で͋る。31 は須恵器֖で、Ϙタン状のつまΈを༗する。଻土にւ໖ࠎ਑をؚΉことから、南
ൺا窯の製品で͋る。

第 202・203 ਤ 32 〜 35 は土師器伫で͋る。32 はᰍ部からޱԑ部にかけて「く」のࣈ状に۶ۂ
する形状で、33 はᰍ部の۶ۂはऑく、؇やかに։く器形をఄする。34 はશମతにްखなつくりと、「く」
のࣈ状にڧく۶ۂする器形が特௃తで͋る。಑部֎面はૈいϋέ状޻具による調੔で、଻土には金Ӣ
฼を多くؚΉ。ߕ൹ܕ伫の小形伫で͋る。なお、34 と同一ݸମとߟえられる಑部からఈ部にかけて
のഁ片が遺物包ؚ૚から出土しており、第 322・323 ਤ 56 にࡌܝした。

201� 21

2�

22

2�
2�

30

23 24 2�

31

26

第 201 図　SI63 出土遺෺ (2) ࣸਅ
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32
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34 3�

36
3�

40

41

3�

42
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32

3�

43
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34 3�

36
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36 〜 42 は土師器୆෇伫で͋る。ᰍ部からޱԑ部にかけての形ଶは一༷ではなく、36 や 40 のよ
うにޱԑ部が؇やかに֎൓するものや、38・39 のように「コ」のࣈ状に近い形状をఄするものも͋る。
಑部֎面はᰍ部௚ԼにԣҐのϔϥέズリを数段ࢪし、それ以ԼはࣼҐ͋るいはॎҐにϔϥέズリをࢪ
すことがڞ௨している。

43 は須恵器伫で、಑部࠷大ܘが上部に͋る器形で͋る。଻土にւ໖ࠎ਑がؚまれており、南ൺا
窯の製品で͋る。第 204・205 ਤ 44 〜 48 は須恵器長ᰍළで͋る。ޱᰍ部が遺ଘする 45 と಑部ഁ

44

4�

4� 4�

�0

4�

46

第 204 図　SI63 出土遺෺ (4)(1/3ɾ1/2)
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片の 47 は଻土の特௃等から、同一ݸମとߟえられる。46 はݞがுる器形で、やや小形の長ᰍළͩろう。
48 は಑部からఈ部にかけて遺ଘしており、֎端部がඈͼ出す形状のߴ୆がషり෇けられている。44
〜 46 は南多摩窯、47 は東金子窯の製品で͋る。

49 はమ᭲のᰍ〜ܪ部とߟえられ、50 は౛子のਕ部で͋る。
南෢蔵ܕᆀの 1 は௽間正তによる編年の 3 段֊にൺ定されようか。須恵器ᆀのうち 4 〜 15・17

〜 23 が南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶠᶗ期とまとまっている。2 は同 ) ᶠ期、3 は同 ) ᶝ期、16 は
同 ) ᶞ期、30 は同 ) ᶚ期前半にそれͧれҐஔ෇けられる。30 については、古い༷相をࣔす 1 の南
෢蔵ܕᆀや 32 〜 34 の土師器伫とともに、本དྷは 4*58 に伴う遺物とਪ定される。4 〜 15・17 〜
23 の須恵器ᆀがচ面௚上から෴土上૚にかけて出土していることから、本遺構のഇઈ時期は 10 世
紀初頭から前葉にかけてで͋る。 （小西）

44

46

48

45

47

50

49

第 205 図　4*63 ग़౔遺෺ (4) ࣸਅ



˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
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第
198
・

199
ਤ

1 4*63 土師器
ᆀ

<12�4>
	3�9

<6�2>

ମ部は内࿷して立ち
上がり、ޱԑ部は֎
൓して։く。平ఈ。

֎面のうち、ޱԑ部はԣҐの
ナσ、ମ部はࢦおさえ。
内面はナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:36�6 ᒵ ԑ〜ఈޱ
部 1�8

ॏྔ 26�8H
南෢蔵ܕᆀ

2 4*63・
4*58

須恵器
ᆀ

15�2
5�6
6�0

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに立ち上がり、ޱ
ԑ端部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

ೈ࣭ ఈ部֎面
5:37�4 にͿ
いᒵ
それ以֎
2�5:5�2 ҉灰
ԫ

ԑ〜ମޱ
部 3�4

ఈ部׬形

ॏྔ 178�7H
南多摩窯

3 4*63・
4*58・

282-46

須恵器
ᆀ

<12�3>
6�6

<4�0>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。શମతに
ްखのつくり。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ఈ部
5:35�3 にͿ
い੺׊
それ以֎
/4�5� 灰

ԑ部ޱ
1�6

ఈ部 1�2

ॏྔ 51�4H
東金子窯

4 4*63 須恵器
ᆀ

<14�2>
4�6

<6�5>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。શମతに
ްखのつくり。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 10:35�1 灰׊ ԑ部ޱ
1�3

ॏྔ 58�1H
東金子窯

5 4*63 須恵器
ᆀ

<11�2>
3�8

<5�2>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑

ೈ࣭ ఈ部அ面
5:36�6 ᒵ
それ以֎
2�5:7�1 灰ന

ԑ〜ఈޱ
部 1�8

ॏྔ 24�8H
南ൺا窯

6 4*63 須恵器
ᆀ

<13�1>
	3�1


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
き、ޱԑ部はංްす
る。

ロクロ成形。 小礫、ཻ࠭ 良޷ /4�5� 灰 ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 24�3H
南多摩窯

7 4*63 須恵器
ᆀ

<13�8>
	2�6


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
き、ޱԑ端部はංް
する。

ロクロ成形。 小礫、ཻ࠭ 良޷ /4�5� 灰 ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 17�3H
南多摩窯

8 4*63 須恵器
ᆀ

<10�6>
	3�3


ԑ部は୹く֎൓しޱ
て։く。શମతにް
खのつくり。

ロクロ成形。 小礫、ཻ࠭ 良޷ 2�5:5�1 ԫ灰 ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 22�2H
東金子窯

9 4*63 須恵器
ᆀ

<16�5>
	3�3


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
き、ޱԑ端部はංް
する。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ւ໖
਑ࠎ

ೈ࣭ ֎面
2�5:6�5�2 灰
ԫ
内面
10:37�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 24�1H
南ൺا窯

10 4*63・
282-46

須恵器
ᆀ

	3�1

4�6

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ /5� 灰 ఈ部׬形 ॏྔ 37�7H
南多摩窯

11 4*63 須恵器
ᆀ

	2�7

5�6

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子、੺׊
৭ཻ子

ೈ࣭ ֎面
10:38�3 浅ԫ
ᒵ
内面
10:37�4 にͿ
いԫᒵ

ఈ部׬形 ॏྔ 58�8H
南多摩窯

12 4*63・
4*58・

282-46

須恵器
ᆀ

	2�8

<5�7>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:5�1 灰 ఈ部 1�4 ॏྔ 30�1H
東金子窯

13 4*63・
282-45

須恵器
ᆀ

	3�5

<5�5>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

ఈ部֎面
5:36�3�5 にͿ
いᒵ
それ以֎
7�5:5�1 灰

ఈ部 1�4 ॏྔ 22�0H
東金子窯

14 4*63 須恵器
ᆀ

	2�6

<5�1>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

ややೈ
࣭

2�5:7�1 灰ന ఈ部 1�2 ॏྔ 44�5H
南多摩窯

15 4*63 須恵器
ᆀ

	2�5

<5�0>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

ೈ࣭ 2�5:6�2 灰ԫ ఈ部 1�2 ॏྔ 40�2H
南多摩窯

16 4*63 須恵器
ᆀ

	1�6

5�8

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

ೈ࣭ ֎面
7�5:36�5�4 に
Ϳいᒵ
内面
10:37�2 にͿ
いԫᒵ

ఈ部׬形 ॏྔ 43�0H
東金子窯

17 4*63 須恵器
ᆀ

	1�3

<5�1>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ 5:35�5�1 灰 ఈ部 1�2 ॏྔ 35�4H
東金子窯

18 4*63 須恵器
ᆀ

	1�6

5�8

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

ೈ࣭ 2�5:7�2 灰ԫ ఈ部 1�3 ॏྔ 37�0H
南多摩窯

第
200
・

201
ਤ

19 4*63 須恵器
ᆀ

	1�4

<5�4>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ 良޷ 2�5:6�1�5 ԫ
灰

ఈ部 1�3 ॏྔ 30�4H
東金子窯

20 4*63 須恵器
ᆀ

	1�1

<5�5>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ೈ࣭ 7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ఈ部 1�2 ॏྔ 34�8H
東金子窯

21 4*63・
282-45

須恵器
ᆀ

	0�8

<5�9>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ೈ࣭ 7�5:36�6 ᒵ ఈ部 1�3 ॏྔ 19�6H
東金子窯
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22 4*63 須恵器
ᆀ

	1�2

<4�8>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ 10:35�5�1 ׊
灰

ఈ部 1�2 ॏྔ 27�6H
東金子窯

23 4*63 須恵器
ᆀ

	1�2

<5�7>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

7�5:36�5�6 ᒵ ఈ部 1�3 ॏྔ 18�5H
東金子窯

24 4*63・
4*58・

282-36

ロクロ
土師器

ᆀ

<14�0>
	3�4


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
き、ޱԑ端部はංް
する。

ロクロ成形。 ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ೈ࣭ 7�5:36�5�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 23�7H

25 4*63 ロクロ
土師器

ᆀ

	1�7

6�0

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ ೈ࣭ ֎面
10:37�2�5 に
Ϳいԫᒵ
内面
10:35�5�2 灰
ԫ׊

ఈ部 3�4 ॏྔ 41�6H

26 4*63 須恵器
㡜

<16�6>
6�9
7�0

ମ部はఈ部から内࿷
ԑ部ޱ。ຯに։くؾ
は୹く֎൓し、ޱԑ
端部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇ける。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

ೈ࣭ 2�5:7�1 灰ന ԑ〜ମޱ
部 1�6

׬୆部ߴ
形

ॏྔ 123�7H
南多摩窯

27 4*63・
4*58・

282-46

須恵器
㡜

<18�6>
7�1
7�8

ମ部はఈ部から内࿷
ԑ部ޱ。ຯに։くؾ
は୹く֎൓し、ޱԑ
端部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇ける。

ཻ࠭ ೈ࣭ 2�5:8�2 灰ന ԑ部ޱ
1�12

୆部ߴ
2�3

ॏྔ 95�5H
南多摩窯

28 4*63 須恵器
㡜

<16�3>
	5�7


ମ部はఈ部から内࿷
ԑ部ޱ。ຯに։くؾ
は୹く֎൓し、ޱԑ
端部はΘͣかにංް
する。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:35�1 灰 ԑ部ޱ
1�8

ॏྔ 30�7H
東金子窯

29 4*63 須恵器
㡜

<14�9>
	5�3


ମ部はやや内࿷ؾຯ
に։く。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:35�1 灰 ԑ部ޱ
1�3

ॏྔ 36�1H
東金子窯

30 4*63・
4%12・
282-35

須恵器
㡜

	2�0

<11�0>

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

ロ ク ロ 成 形。 ఈ 部 は 	 回 స
੾り後ࢳ  
 回సϔϥέズリ。
回సϔϥέズリがମԼ部にお
よͿ。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

ఈ部֎面
5:36�6 ᒵ
それ以֎
5:35�3 にͿ
い੺׊

ఈ部 1�4 ॏྔ 85�1H
東金子窯

31 4*63 須恵器
֖

	1�7

つまΈܘ

3�5

ἷ 平 ๅ च 形 の つ ま
Έ。

ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑

良޷ 2�5:7�1 灰ന ఱҪ部
2�3

ॏྔ 66�3H
南ൺا窯
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32 4*63・
4*58・

土師器
伫

<19�7>
	6�6


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 58�5H

33 4*63 土師器
伫

<20�6>
	5�6


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。ᰍ部の
。はऑいۂ۶

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はϔϥナσか。

ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ〜ᰍޱ
部ഁ片

ॏྔ 37�4H

34 4*63 土師器
伫

<14�5>
	6�8


ᰍ部はくのࣈ状に۶
ԑ部は୹くޱ、しۂ
֎൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はॎҐのૈ
いϋέ目。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、金Ӣ
฼

良޷ 5:34�4 にͿ
い੺׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�6

ॏྔ 59�6H
伫ܕ൹ߕ
同一ݸମとߟえら
れる಑部ഁ片が遺
構֎から出土。

35 4*63・
282-46

土師器
伫

	7�4

<4�5>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

಑部֎面はॎҐのϔϥέズ
リ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:35�6 ໌੺
׊
内面
7�5:37�4 にͿ
いᒵ

ఈ部 3�4 ॏྔ 112�8H

36 4*63・
4*58

土師器
୆෇伫

10�4
	11�6

಑部

ܘ大࠷
12�0

ԑ部は֎൓して։ޱ
く。࠷大ܘは಑上部
にくる。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ、಑Լ部はॎҐのϔ
ϥέズリ。伫とͩ٭部との઀
合部はԣҐのナσ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:33�1 ࠇ
10:36�3・׊
にͿいԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部 2�3

伫ఈ部׬
形

ॏྔ 170�4H
ԑ〜ᰍ部内面にޱ
രͥた痕跡。

37 4*63 土師器
୆෇伫

<11�9>
	6�0


ຯにؾԑ部は௚立ޱ
։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのナσ主ମ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:35�4 にͿ
い੺׊
内面
7�5:33�2 ׊ࠇ

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 29�8H

38 4*63 土師器
୆෇伫

<12�3>
	5�9


ᰍ部は内܏して立ち
上がり、ޱԑ部は୹
く֎൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ 7�5:33�3 ׊҉ ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 35�9H

　遺構と遺物
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˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ 器छ ૉࡐ େ௕࠷

ʤDNʥ
େ෯࠷
ʤDNʥ

େް࠷
ʤDNʥ

ॏྔ
ʤHʥ ଘ࢒ උߟ
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49 4*63 మ᭲ మ 	9�0
 	0�6
 	0�4
 7�5H
ᰍ〜ܪ部

ഁ片

50 4*63 ౛子 మ 	4�5
 	0�7
 	0�3
 2�1H ਕ部ഁ片 平଄り

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

छผ
器छ ๏ྔ 器形のಛ௃ ੡ٕ࡞๏のಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ
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39 4*63・
4*58

土師器
୆෇伫

13�4
	7�1

಑部

ܘ大࠷
<16�4>

ᰍ部は௚立ؾຯに立
ち上がり、ޱԑ部は
୹く֎൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐとॎ
Ґのϔϥέズリ。
内面はナσ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:37�6 ᒵ・
7�5:33�1 ׊ࠇ

ԑ部ޱ
2�3

ॏྔ 96�7H

40 4*63 土師器
୆෇伫

<13�6>
	10�7

಑部

ܘ大࠷
<16�3>

ԑ部は௚ઢతに։ޱ
く。࠷大ܘは಑上部
に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ、それ以ԼはॎҐの
ϔϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�4

ॏྔ 106�6H

41 4*63 土師器
୆෇伫

	4�1

伫ఈ部ܘ

5�0

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部はॎҐの
ϔϥέズリ、伫と٭୆部との
઀合部֎面はԣҐのナσ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:35�6 ໌੺
׊
内面
10:34�2 灰ԫ
׊

ఈ部 3�4 ॏྔ 71�2H

42 4*63 土師器
୆෇伫

	10�6

಑部࠷大

ܘ
<15�6>

಑部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。࠷
大 ܘ は ಑ 上 部 に ͋
る。

֎面のうち、಑上部はԣҐの
ϔϥέズリ、それ以ԼはॎҐ
のϔϥέズリ、伫と٭୆部と
の઀合部֎面はԣҐのナσ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:37�6 ᒵ
内面
7�5:36�5�4
にͿいᒵ・
7�5:33�1 ׊ࠇ

಑部 1�3 ॏྔ 124�4H

43 4*63・
4*64・

41939・
282-25・
34・35ɿ
53・55

須恵器
伫

	18�6

<14�8>
಑部

ܘ大࠷
<27�9>

は಑上部に͋ܘ大࠷
る。ఈ部は平ఈ。

಑Լ部にϔϥέズリ、ఈ部は
回సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑、
৭ཻ子ࠇ

良޷ ֎面
2�5:5�5�1 ԫ
灰
内面
/5�5� 灰

಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 427�8
南ൺا窯
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44 4*63・
4*58・

282-39・
44・46・
55・56

須恵器
長ᰍළ

	16�1

ᰍ部ܘ

7�5
಑部

ܘ大࠷
<22�6>

ᰍ部は௚立ؾຯに立
ち上がり、಑部はٿ
形をఄする。

ロクロ成形。
内面はナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面
2�5:6�2 灰ԫ
内面
/5�5� 灰

ᰍ部׬形
಑部 1�2

ॏྔ 434�9H
಑ 部 ֎ 面 に ࣗ વ
釉。
東金子窯

45 4*63・
282-44
〜 46

須恵器
長ᰍළ

<10�8>
	9�4


ᰍ部ܘ
	7�9


ᰍ部は௚立ؾຯに立
ち上がり、ޱԑ端部
அ面は三֯形状をఄ
する。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 内֎面
5:7�1 灰ന
釉
7�5:4�3 ҉Φ
リーϒ

ԑ部ޱ
1�4

ᰍ部 1�2

ॏྔ 189�4H
南多摩窯
第 204・205 ਤ
45・47 は同一ݸ
ମ。

46 4*63・
282-46

須恵器
長ᰍළ

	12�5

಑部

ܘ大࠷
<25�4>

がுる器形をఄすݞ
る。

ロクロ形成。
内面はナσ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
/7�5� 灰ന
内面
2�5:6�1�5 灰
ԫ

಑部ഁ片 ॏྔ 214�9H
֎面にࣗવ釉。
南多摩窯

47 4*63・
4*58・

282-46

須恵器
長ᰍළ

	5�1

಑部

ܘ大࠷
<16�8>

಑部࠷大ܘが上部に
͋る。

ロクロ成形。 ৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ 内֎面
10:36�5�1 灰
ന
釉
7�5:4�5�2 灰
Φリーϒ

಑部ഁ片 ॏྔ 34�7H
南多摩窯
第 204・205 ਤ
45・47 は同一ݸ
ମ。

48 4*63・
4*58・

282-45・
46・55・

56

須恵器
長ᰍළ

	14�9

<12�3>
಑部

ܘ大࠷
	23�4


ロクロ成形。
಑Լ部֎面は回సϔϥέズ
リ、ߴ୆部はషり෇け。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面
2�5:6�2 ԫ灰
内面
/5� 灰

಑部 3�4
୆部ߴ
1�12

ॏྔ 739�5H
東金子窯
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SI64（第 206 〜 222 ਤ、第 34 〜 36・45 ද）
遺構　弥生時代後期後半の竪穴建物跡 4*62 の発掘調査時、੺࠭部෼をਫ਼査していたࡍに新たに検出
された古代の竪穴建物跡で͋る。

2-6 西۠西دりの 282-32・33・42・43 άリッドにҐஔする。検出面はᶘ3 ૚上で、4*62、41769 を੾っ

第 32 ද　SI63 出土土器࡯؍ද (3)

第 33 ද　SI63 出土ۚଐ੡඼࡯؍ද
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第 206 図　4*64(1)(1/60)
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第 20� 図　SI64(2)(1/60)

۷ํ

SI64
１． 10YR2/1 黒色土層 খブロックͱඍ粒子͕混在しͨ層。直径 2mm 以下の明褐色スコリア (7.5YR5/8)7%、直径 2mm 以下の黄褐色スコリア (10YR5/8)5%、直径 2mm 以下の

炭化物粒子 1% 含む。粘性ややあり、締まりあり、粒子極めて粗い。
２． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 2mm 以下の明褐色スコリア (7.5YR5/8)5%、直径 3mm 以下の黄褐色スコリア (10YR5/8)3% 含む。粘性ややあり、締まりややあり、粒子粗い。
３． 10YR2/2 黒褐色土層 খブロックͱඍ粒子͕混在しͨ層。直径 5mm 以下の明褐色スコリア (7.5YR5/8)7%、直径 3mm 以下の黄褐色スコリア (10YR5/8)7% 含む。粘性あり、締

まりあり、粒子粗い (2 層Αり粗い )。
４． 10YR2/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 (5YR4/8)7%、直径 5mm 以下の黄褐色スコリア (10YR5/8)10%、直径 3mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)7%、直径

2mm 以下の炭化物粒子 2% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子極めて粗い。
５． 10YR2/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 10%、直径 7mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)10%、直径 5mm 以下の炭化物粒子 2%、直径 1mm 以下の赤褐色スコリア

(2.5YR4/8)1% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや粗い。
６． 10YR2/1 黒色土層 黒色土(10YR1.7/1)30%偏在。直径3mm以下の焼土粒子7%、直径5mm以下のローム粒子(10YR5/8)7%、直径3mm以下の赤褐色スコリア(10R4/8)2%含む。

粘性あり、締まりあり、粒子やや粗い。
７． 10YR2/1 黒色土層 直径 10mm 以下のロームブロック (10YR5/8)15%、直径 12mm 以下の焼土ブロック 10%、直径 2mm 以下の赤褐色スコリア (10R4/8)1%、直径 2mm 以

下の炭化物粒子 1%、直径 5mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)1% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや粗い。
８． 10YR2/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 5%、直径 3mm 以下の黄褐色スコリア (10YR5/8)5%、直径 2mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)5% 含む。粘性ややあり、

締まりややあり、粒子やや粗い。
９． 10YR2/1 黒色土層 直径 10mm 以下の焼土粒子 7%、直径 5mm 以下のロームブロック (10YR3/3)5%、直径 3mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)5%、直径 3mm 以下

の炭化物粒子 2% 含む。ϕϧτ๺دりͰ͸直径 10mm 以下の砂質粘土粒子 15% 偏在。粘性あり、締まりややあり、粒子極めて粗い。
10． 10YR2/1 黒色土層 直径3mm以下の焼土粒子3%、直径3mm以下のローム粒子(10YR5/8)2%、直径1mm以下の炭化物粒子1%含む。粘性あり、締まりあまりなし、粒子やや粗い。
11． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 15mm 以下の焼土ブロック 10%、直径 15mm 以下のロームブロック (10YR5/8)15%、直径 8mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)10%、直径

2mm 以下の炭化物粒子 1% 含む。粘性強、締まりあり、粒子やや粗い。
12． 10YR2/1 黒色土層 � 層Αり暗い。直径 7mm 以下の焼土粒子 (5YR4/8)3%、直径 3mm 以下のロームブロック (10YR3/3)3%、直径 2mm 以下のにぶい黄褐色土粒子

(10YR5/4)3%、直径 3mm 以下の炭化物粒子 2% 含む。粘性強、締まりあり、粒子粗い。
13． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 10mm 以下の焼土粒子 5%、直径 5mm 以下のロームブロック (10YR3/3)2%、直径 3mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)7%、直径 5mm 以下

の炭化物粒子 2% 含む。粘性あり、締まりあまりなし、粒子やや粗い。
14． 10YR3/3 暗褐色土層 黄褐色土 (10YR5/8)40%、直径 10mm 以下の焼土ブロック 10% 偏在。直径 3mm 以下の炭化物粒子 1% 含む。粘性強、締まりややあり、粒子やや密。
15． 2.5Y2/1 黒色土層 直径 1mm 以下の明褐色スコリア (7.5YR5/8)5%、直径 3mm 以下の黄褐色スコリア (10YR5/8)3% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや密。
16． 10YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の赤褐色スコリア (2.5YR4/8)3%、直径 5mm 以下の明褐色スコリア (7.5YR5/8)10%、直径 10mm 以下のロームブロック (10YR4/6)5% 含む。

粘性強、締まりあまりなし、粒子粗い。
17． 10YR2/1 黒色土層 直径 2mm 以下の焼土粒子 2%、直径 2mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)3% 含む。粘性強、締まりあまりなし、粒子やや密。
18． 10YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の焼土粒子 3%、直径 10mm 以下のロームブロック (10YR5/8)7%、直径 3mm 以下のにぶい黄褐色土粒子 (10YR5/4)5%、直径 3mm 以下

の炭化物粒子 3% 含む。粘性あり、締まりあまりなし、粒子粗い。
1�． 10YR2/2 黒褐色土層 Ⅲ層土主体。直径 1mm 以下の赤褐色スコリア (10R4/8)2% 含む。粘性ややあり、締まりあり、粒子やや密。
20． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 3mm 以下の赤褐色スコリア (2.5YR4/8)1%、直径 3mm 以下のロームブロック (10YR4/6)3%、直径 2mm 以下の炭化物粒子 1%、直径 5mm 以下の焼

土粒子 3% 含む。粘性強、締まり強、粒子やや密。
21． 10YR3/1 黒褐色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 3%、直径 5mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)5% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや密。
22． 10YR2/2 黒褐色土層 ローム (10YR4/6)20% 偏在、直径 10mm 以下の明褐色スコリア (7.5YR5/8)5% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子極めて粗い。
23． 7.5YR2/3 極暗褐色土層 ローム (10YR5/8)40% 偏在。直径 5mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)7%、直径 2mm 以下の焼土粒子 2%、直径 5mm 以下の赤褐色スコリア (10R4/8)2% 含む。

粘性強、締まりなし、粒子極めて粗い。
24． 10YR2/2 黒褐色土層 షচ土。層の্෦͕ߗ化する。直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)10%、直径 5mm 以下の炭化物粒子 5% 含む。ローム粒子・ブロック 30% 偏在。

粘性ややあり、締まり極めて強、粒子やや密。
25． 10YR4/4 褐色土層 షচ土。ローム主体土層。黒色土 (10YR1.7/1)20% 偏在。直径 10mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)5% 含む。粘性ややあり、締まり強、粒子粗い。
26． 10YR4/4 褐色土層 షচ土。ローム主体土層。黒色土 (10YR1.7/1)10% 偏在。直径 5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)3% 含む。粘性ややあり、締まり強、粒子やや密。
27． 7.5YR3/3 暗褐色土層 షচ土。直径 10mm 以下の焼土粒子 7%、直径 10mm 以下の黒色土ブロック (10YR1.7/1)5%、直径 3mm 以下の炭化物粒子 2% 含む。粘性強、締まりあり、

粒子粗い。
28． 10YR2/1 黒色土層 షচ土。5mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5Y4/6)5% 含む。ローム粒子・ブロック 20% 偏在。粘性あり、締まり強、粒子粗い。

11
１． 7.5YR2/2 黒褐色土層 焼土粒子 30%、ローム (10YR4/6)10% 偏在。長さ 5mm 以下の炭化材片 5%、直径 15mm 以下の焼土ブロック (10YR6/4)5% 含む。粘性あまりなし、締まり強、

粒子極めて粗い。
２． 7.5YR3/3 暗褐色土層 焼土粒子 5%、長さ 10mm 以下の炭化材片 3%、直径 20mm 以下のロームブロック (10YR5/8)5% 含む。粘性あり、締まりなし、粒子極めて粗い。
３． 10YR5/8 黄褐色土層 ロームブロック主体。暗褐色土 (10YR4/6)20% 偏在。直径 3mm 以下の焼土粒子 2% 含む。粘性あり、締まりややあり、粒子極めて粗い。
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ΧϚυ
̍ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ׊ࠇ৭౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ �mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ׊ࠇ৭౔ 7� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 15� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 10�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խ物ย 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 20�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ย 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ೪౔ओମɻ直ܘ 2 ʙ 10mm ͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:35�4)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̒ɽ 10:34�2 փԫ׊৭౔層 直ܘ 12mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 30� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2 ʙ 3mm ͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (103:1.7�1)1�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ย 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ

΍΍ૈ͍ɻࢠ
̓ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ �mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 30� ภࡏɻ্෦ʹ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)10� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̔ɽ 5:34�� ੺׊৭౔層 ম౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ 2� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̕ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 ম౔ओମɻ࣭࠭೪౔ 30�ɺ׊ࠇ৭౔ 10� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
10ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 30�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
11ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
12ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ׊ࠇ৭౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 20� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ೪౔࣭ɻ
13ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
14ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)20� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ೪౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
15ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 40� ภࡏɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
16ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10m ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
17ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
1�ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ϒϩοΫओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�3)30�ɺম౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
19ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 30�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
20ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
21ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
22ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ཻࢠ 40�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
23ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
24ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ཻࢠओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�3)40�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
25ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
26ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻࠇ৭౔ 7� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
27ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 30�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
2�ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ϒϩοΫɾཻࢠओମɻম౔ཻࢠ 20�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
29ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 2 ʙ 5mm ͷ೪౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2 ʙ 5mm ͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
30ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ཻࠞࢠ߹౔層ɻࠇ৭౔ (10:32�1)10� ϒϩοΫঢ়ʹภࡏɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
31ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
32ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
33ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ภࡏɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
34ɽ 10:34�4 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
35ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
36ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻԼ෦ʹম౔ཻࢠ 10� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
37ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
3�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
39ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ཻࢠ 20� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
40ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ �mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 7� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
41ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
42ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

୨ঢ়ࢪઃ�*�*`
51ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
52ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ (10:34�4)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
53ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

୨ঢ়ࢪઃ�+�+`
61ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (2.5:5�6)10� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
62ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (2.5:5�6)5�ɺ直ܘ 1mm ͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
63ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1�ɺ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (2.5:5�6)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ

Ίͯૈ͍ɻۃ
64ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)5�ɺ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (2.5:5�6)3�ɺ直ܘ 1mm ͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36�6)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
65ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
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ており、ΧϚドの北ଆを 4,217 に੾られているଞ、ΧϚドやนの上部を֧ཚに੾られている。
平面形ଶは方形で、東西 422DN、南北 493DN、検出面からচ面までのਂさは 79DN をଌる。นは

ਨ௚に立ち上がる部෼と։きؾຯに立ち上がる部෼が͋る。主࣠方޲は /-6°-E をࢦす。
চ面はషচで、֓Ͷ平ୱで͋り、นࡍをআく΄΅શ面がߗ化している。น溝はΧϚド部෼をআきશ

周する。ΧϚドは北นの中心よりやや東دりに構ஙされる。主柱穴等は確認されなかったが、চ面中
心部の西นدりで焼土をؚΉ浅いピット 11 を検出した。また、ΧϚドの͋る北นでは、ΧϚドの྆
࿬で୨状ࢪ設を検出した。

চ面までの෴土は 21 ૚に෼けられた。࠷上૚の 1 ૚はࠇ৭でཻ子がۃめてૈい。4・5 ૚は焼土
ཻ子をやや多くؚΉࠇ৭土で͋る。7 ૚はローϜϒロックや焼土ϒロックを多くؚΜでおり、西ଆか
ら౤͛ࠐまれたՄೳੑが͋る。9 ૚は࣭࠭粘土ཻ子を多くؚΉ΄か、焼土ཻ子もؚまれ、ΧϚドの構
ங材がؚまれたもので͋ろう。10 〜 12 ૚もΧϚドからの่落土で͋る。

第 209 図　4*64(4) 遺෺分布図 (1/60)
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掘方はᶛ૚まで掘りࠐまれ、શମにෆنଇなԜತを༗しており、中心部がやや浅くなっている。掘
方のॆర土は 5 ૚に෼けられ、上૚の 24 ૚はローϜのཻ子やϒロックを多くؚΉ׊ࠇ৭土で、上面
がߗ化している。

น溝は、அ面形ଶがٯ୆形をఄし、෯は޿いところで 21DN、চ面からのਂさ 13DN をଌる。น溝
のఈ面には、ピット状のۼΈがෆنଇにฒΜでいる。

୨状ࢪ設はΧϚドの྆࿬で検出された。ΧϚド東ଆのものは֧ཚに੾られている。ΧϚドدりは一
段௿くなっているが、これは、୨状ࢪ設に伴うものか、ΧϚド構ஙに関するものかはෆ໌で͋る。ߴ
い部෼のΈの৔合、࢒ଘൣғの෯ 69DN、Ԟ行き 60DN で、検出面からのਂさは 22DN をଌるఈ面は
平ୱで͋る。ΧϚド西ଆの୨状ࢪ設は、෯ 170DN、Ԟ行き 67DN、検出面からのਂさは 27DN をଌる。
ఈ面はややԜತが͋り、นはやや内࿷して立ち上がる。

第 210 図　SI64(�) 遺෺઀߹図 ( 土ࢣ器ɾੴ੡඼ɾۚଐ੡඼ )(1/60)
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11 は長࣠ 64DN、୹࣠ 54DN のପԁ形で、চ面からのਂさは 19DN をଌる。ఈ面にはԜತが͋り、
นはਨ௚に立ち上がる。෴土は 3 ૚に෼けられ、焼土ཻ子とローϜϒロックやཻ子を多くؚΈ、特
に 1 ૚では焼土ཻ子のؚ༗が多い。

ΧϚドは、北นのやや東دりを 7 状にࣈ 75DN 掘りࠐΜで構ஙされていた。左ӈのକの遺ଘ状況
がѱくෆ໌ྎで、またԞน端部も 4,217 により੾られている。࢒ଘ部෼の状況から、କやଆน・Ԟ
นは࣭࠭粘土を主ମに構ஙされていたようで͋る。ఱҪ部は࢒ଘしていなかった。また、໌ྎなՐচ
部も確認できなかった。なお、ΧϚド掘方の土૚より金属製品のమחと౛子が出土した。　　（相原）

第 209 ਤによれ͹、遺物は遺構શମに෼෍し、特に建物の北半෼に集中する状況がӐえる。ࡌܝ
した遺物にݶれ͹、土師器伫等はΧϚド前から建物の西دりに෼෍する一方で、須恵器はશମに෼෍
している。特筆す΂きは、建物の南นࡍで出土した׬形の須恵器ᆀと֖、୆石で͋る。Ͳれも正Ґஔ

第 211 図　SI64	6
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2�　土૚அ໘ #�#�　南͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　東͔Β

3�　চ໘શܠ　南͔Β

第 212 図　SI64 ࣸਅ 	1
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1�　遺物出土ঢ়گ　東͔Β

4�　遺物出土ঢ়گ　南͔Β

3�　遺物出土ঢ়گ　๺͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　南͔Β

5�　遺物出土ঢ়گ　๺͔Β

第 213 図　SI64 ࣸਅ 	2
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3�　ΧϚυ土૚அ໘(�(`　南東͔Β

1�　ΧϚυ土૚அ໘ &�&`　南͔Β

7�　ΧϚυ۷ํશܠ　南͔Β

5�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ &�&`　南͔Β

4�　ΧϚυશܠ　南͔Β

2�　ΧϚυ土૚அ໘ '�'`　南͔Β

8�　11 土૚அ໘　南͔Β

6�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ '�'`　南͔Β

第 214 図　SI64 ࣸਅ 	3
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2�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　南͔Β

1�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　東͔Β

3�　۷ํશܠ　南͔Β

第 215 図　SI64 ࣸਅ 	4
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第 216 図　SI64 出土遺෺ (1)(1/3)
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でஔかれたような状況ͩった。また、建物の南นࡍの掘方中から銅製の銙帯金具（第 222 ਤ 37）が、
ΧϚド掘方からは྆端がંり͛ۂられた౛子とח（第 222 ਤ 34・36）がそれͧれ出土した。いͣれ
の出土状況を見ても、୯にഇغした༷相ではなく、໌らかにԿらかのҙਤతな行ҝとଊえられる。
遺෺　本遺構からは、૯点数 1,393 点、૯ॏྔ 38,915�6H が出土した。種別・器種͝との内༁は、
古代の土師器 1,180 点 5,680H（ᆀ 13 点 57�3H、伫 1,159 点 5,490�6H、୆෇伫 8 点 132�1H）、古代
の須恵器 109 点 2,107�4H（ᆀ 81 点 878�4H、ߴ୆෇ᆀ 2 点 58�2H、֖ 8 点 375H、ു 3 点 24�5H、
伫 6 点 495�9H、コップ形須恵器 5 点 123�8H、ළ͋るいはᆵ 3 点 150�8H、器種ෆ໌ 1 点 0�8H）、古
代の金属製品 8 点 109�3H（巡方 1 点 13�6H、౛子 3 点 29�5H、మ᭲ 1 点 2�0H、మח 3 点 64�1H）、
古代の石製品 4 点 4,808�3H（౐石 3 点 168�3H、୆石 1 点 4,640H）、焼成粘土塊 7 点 23�8H、縄文土
器 14 点 132�5H（ॾү式 2 点 14�9H、ྖޒϲ୆ᶘ式 1 点 5�2H、Ѩۄ୆式 1 点 17�4H、উࡔ 1 式 2 点
37�6H、Ճીར E3 式 2 点 14�5H、Ճીར E 式 1 点 6�3H、ીརᶚ〜ᶛ式 2 点 22�8H、時期ܕ式ෆ໌ 3
点 13�8H）、縄文時代の石器 3 点 22�7H（石࡬ 1 点 21�5H、剥片 2 点 1�2H）、弥生時代後期〜古墳時代
前期の土器 17 点 114�2H（ᆵ 9 点 92�7H、伫 2 点 3�3H、ߴᆀ 1 点 6�4H、伫͋るいはᆵ 5 点 11�8H）、
ඃ೤礫をؚΉ礫 51 点 8,103�7H で、これら以֎に炭化物が出土した。

本遺構に伴う遺物は、古代の土器類、金属製品や石製品等で͋り、ଞの時期の土器や石器はࠞೖし
た遺物で͋る。本遺構の出土遺物の特৭として、土師器伫と須恵器ᆀの出土ྔがଞの器種にൺ΂多い
こと、銅製の巡方やమח、౛子といった金属製品が出土したことが͛ڍられる。前者は本遺構のΈな
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らͣ、ଞの竪穴建物跡でも見られる。後者については、これまでの平山遺跡では銙帯金具が出土した
事ྫはなく、これが初見とݴえよう。また、これはΧϚド構ங材にى因することͩが、本遺構ではڽ
灰࣭࠭ؠが一੾出土していない点も特௃で͋る。遺ଘ状ଶの良い土器や઀合した土器を中心に、金属
製品と石製品をؚめ、33 点のਤ化を行った。

第 216・217 ਤ 1 は土師器ᆀで、ޱԑ部がΘͣかに֎൓する器形で͋る。2 〜 12 は須恵器ᆀで͋る。
器形では、ମ部はఈ部から௚ઢతに։くもの（2・5・8・10・11）と、やや内࿷ؾຯに։くもの（3・4・6・7・

16
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第 21� 図　SI64 出土遺෺ (2) ࣸਅ
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第 220 図　SI64 出土遺෺ (3)(1/3ɾ1/6)
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9）が見られる。また、5・7・9 はޱԑ部がංްするものや、2 〜 4 のようにશମతにްखなつくり
のものが͋る。ఈܘを見ると、2・6 は 8DN ୆、4・5・7・8・10・11 は 7DN ୆、3・12 は 6DN ୆
で͋る。ఈ部が遺ଘするᆀのఈ部調੔は、いͣれも回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。回
సϔϥέズリの෯は 2 〜 4 のように޿いものと、12 のようにڱいものが見られる。5 は一౓の回స
ϔϥέズリで੔えきれなかったようで、গなくとも 2 ౓に෼けて回సϔϥέズリを行っている。こ
れらの須恵器ᆀは、8 は東金子窯、それ以֎はす΂て଻土にւ໖ࠎ਑がؚまれており、南ൺا窯の製
品で͋る。なお、8 については、଻土の特௃や製ٕ࡞法から、前内出窯のܥ౷ͩとߟえられる。

13 は須恵器ߴ୆෇ᆀで、ٯ୆形上のᆀ部に「ϋ」のࣈ状に։くߴ୆が෇く。14 はコップ形須恵器
で、ମ部は௚ઢతで౵形をఄする。ޱ৶部はやや内܏するように平ୱで、ޱ৶部֎面がややඈͼ出す
形状で͋る。ମ部Լ端にϔϥέズリが認められ、ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。
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第 218・219 ਤ 15 は須恵器֖で、׬形で͋る。ܘޱにൺ΂器ߴが௿く、ἷ平な器形をఄする。ఱҪ
部にはἷ平なๅच形のつまΈが෇き、ޱԑ端部は௚立するようにڧく۶ۂする。13 〜 15 はいͣれ
も଻土にւ໖ࠎ਑が認められることから、南ൺا窯の製品で͋る。

16 〜第 220・221 ਤ 27 は土師器伫で͋る。土師器伫はޱԑ部からఈ部まで઀合したࢿྉがなく、
ྉを第ࢿԑ部からᰍ部͋るいは಑部まで઀合したޱ 218・219 ਤに、಑部からఈ部にかけてのࢿྉ
を第 220・221 ਤにࡌܝした。16 はޱԑ部がᰍ部から؇やかに֎൓して։き、ޱԑ端部はす΅まる
ような形状をఄする。֎面調੔は、ᰍ部から಑部にかけてॎҐのϔϥέズリで͋る。ܘޱと಑部࠷大
が΄΅等しい。17ܘ 〜 22・24 は෢蔵ܕ伫で、ޱԑ部はᰍ部から؇やかに֎൓して։く器形で͋る。
し、それࢪԑ端部はいͣれもؙく収めている。֎面調੔では、ᰍ部௚ԼにԣҐのϔϥέズリを数段ޱ
よりԼ方はࣼҐ͋るいはॎҐのϔϥέズリが主ମで͋る。23 はᰍ部が「く」のࣈ状に۶ۂし、ޱԑ
部は௚ઢతに։く。ޱ৶部は֎܏する面に௜ઢが一周することで、特௃తな形状をఄしている。こう
したޱԑ部の形ଶは、෢蔵ܕ伫に௨༗のものではない。
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1 4*64 土師器
ᆀ

<12�8>
	2�8


ମ部はやや֎൓して
։く。

調੔ෆ໌ྎ。 ৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

ೈ࣭ 7�5:37�5 ᒵ ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 14�4H

2 4*64 須恵器
ᆀ

12�9
3�7
8�5

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑

ೈ࣭ ԑ部ޱ
5:5�1 灰
それ以֎
2�5:6�5�1 灰
ന

ԑ部ޱ
2�3

ఈ部׬形

ॏྔ 122�0H
南ൺا窯

3 4*64 須恵器
ᆀ

<12�7>
4�0
6�6

ମ部はఈ部から内࿷
ԑ端ޱ、ຯに։きؾ
部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子、ւ໖
਑ࠎ

ややೈ
࣭

ԑ〜ମ部ޱ
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
ఈ部
10:37�2 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ఈ部׬形

ॏྔ 97�2H
南ൺا窯

4 4*64 須恵器
ᆀ

13�6
4�2
7�6

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。શ
ମ త に ް ख な つ く
り。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、石ӳ、
ന৭ཻ子、
ւ໖ࠎ਑

ೈ࣭ ԑ部ޱ
2�5:6�2 灰ԫ
それ以֎
7�5:37�6 ᒵ

ԑ部ޱ
7�8

ఈ部׬形

ॏྔ 171�0H
南ൺا窯

5 4*64 須恵器
ᆀ

12�6
3�1
7�7

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子、
、৭ཻ子ࠇ
ւ໖ࠎ਑

良޷ /5� 灰 ԑ部ޱ
1�2

ఈ部 2�3

ॏྔ 77�5H
南ൺا窯

6 4*64 須恵器
ᆀ

<12�9>
4�1

<8�0>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ւ໖
਑ࠎ

良޷ 5:5�1 灰 ԑ部ޱ
1�8

ఈ部 1�2

ॏྔ 31�3H
南ൺا窯

7 4*64 須恵器
ᆀ

<13�0>
3�3

<7�8>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։き、ޱ
ԑ端部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
、৭ཻ子ࠇ
ւ໖ࠎ਑

ややೈ
࣭

2�5:6�2 灰ԫ ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 16�1H
南ൺا窯

8 4*64 須恵器
ᆀ

<13�1>
3�5

<7�2>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 7�5:5�1 灰 ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 25�0H
東金子窯（前内出
窯ܥ）

9 4*64 須恵器
ᆀ

<13�3>
	3�2


ମ部はやや内࿷ؾຯ
に։く。

ロクロ成形。 小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑

ೈ࣭ 2�5:7�1�5 灰
ԫ

ԑ部ޱ
1�2

ॏྔ 42�7H
南ൺا窯

　遺構と遺物

ᴷ 289 ᴷ

25・26 は෢蔵ܕ伫で、಑部はఈ部から内࿷ؾຯに։く。27 は相໛ܕ伫で、ఈ部֎端部がுり出
す形状をఄする。ఈ部中ԝをܽଛするが、ఈ部֎面には໦葉痕が認められる。28 は土師器୆෇伫で
͋る。ᰍ部は۶ۂせͣに、ޱԑ部は௚立ؾຯに։く。٭୆部をܽଛしているが、ܘޱが 10DN と小さく、
小形の୆෇伫で͋る。29・30 は須恵器伫で͋る。29 はᰍ部からޱԑ部にかけてのഁ片で、ޱԑ端
部は֎方に޲いた面を༗する。30 は಑部ഁ片で、4・15・33 とともに建物の南นࡍで出土した。֎
面には֨子ୟきが認められる。29 は東金子窯、30 は଻土にւ໖ࠎ਑がؚまれており、南ൺا窯の製
品で͋る。

第 220・221 ਤ 31・32 はม࣭ྲྀ໲ؠ製の౐石で͋る。いͣれもよく࢖いࠐまれており、֤面に
摩໣した痕跡が認められる。33 は୆石とした。片面のൣ޿ғが摩໣している。൓ରの面には摩໣の
痕跡は見られないが、શମతにม৭している。࢖༻するࡍに地面に௚઀ਾえஔき、そのӨڹでม৭し
たのではないͩろうか。

第 222 ਤ 34・35 はమ製の౛子で͋る。34 は׬形ͩが、ਕ部ઌ端とܪ部末端がڧくંり͛ۂられ
ている。特にਕ部はそれが໌ྎで、ંり͛ۂられたਕ部のྏઢが一部௵れている。ંり͛ۂるࡍに、
おそらくはこの部෼をమᭆのようなものでڬΜͩのͩろう。35 はܪ部からਕ部にかけて遺ଘする。
36 はۂਕחで͋る。ਕ部ઌ端以֎をܽଛするが、ਕ部の࿷ۂはऑい形状とߟえられる。37 は銅製の
巡方で͋る。ԣ෯がやや長い長方形で、ਨ޸はࡉ長い形状で͋る。ཪ金具はԼ端約1�3をܽଛしており、
මがද金具に࡞り෇けられていることが確認できる。ཪ金具がමでݻ定されていることから、帯に૷
ணされた状ଶでഇغされたとਪ࡯される。

須恵器ᆀのうち、2・5 は南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶙ期後半、3・4・8 は ) ᶙ期末〜 ) ᶚ期、

第 34 ද　SI64 出土土器࡯؍ද（1）
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10 4*64 須恵器
ᆀ

	3�0

<7�0>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。回సϔϥέズ
リがମ部Լ端にٴͿ。

小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑

ややೈ
࣭

2�5:6�5�2 灰
ԫ

ఈ部 1�2 ॏྔ 60�0H
南ൺا窯

11 4*64 須恵器
ᆀ

	1�6

<7�1>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子、ւ໖
਑ࠎ

良޷ 2�5:6�1 ԫ灰 ఈ部 1�4 ॏྔ 19�1H
南ൺا窯

12 4*64 須恵器
ᆀ

	0�8

7�0

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、回సϔ
ϥέズリ。

ཻ࠭、ւ໖
਑ࠎ

ややೈ
࣭

2�5:6�2 灰ԫ ఈ部׬形 ॏྔ 65�8H
南ൺا窯

13 4*64 須恵器
୆෇ᆀߴ

11�1
4�4
6�8

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。ߴ୆部は

「ϋ」のࣈ状に։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇ける。

ཻ࠭、ւ໖
਑ࠎ

ややೈ
࣭

2�5:7�1 灰ന ԑ部ޱ
1�4

୆部ߴ
1�2

ॏྔ 58�2H
南ൺا窯

14 4*64 須恵器
コップ形

<8�0>
8�0
6�7

ԑ〜ମ部はఈ部かޱ
ら௚立ؾຯに立ち上
がり、ޱԑ端部は内
。する面を༗する܏

ロクロ成形。
ମ部Լ端にϔϥέズリ。ఈ部
は回సࢳ੾り後、֎周回సϔ
ϥέズリ。

ཻ࠭、石ӳ、
ւ໖ࠎ਑

良޷ /5�5� 灰 ԑ部ޱ
1�3

ఈ部׬形

ॏྔ 123�8H
南ൺا窯
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15 4*64 須恵器
֖

19�2
2�9

ἷ 平 ๅ च 形 の つ ま
Έ。ޱԑ端部は۶ۂ
する。ἷ平な器形。

ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子、
ւ໖ࠎ਑

良޷ 5:5�1 灰 形׬ ॏྔ 266�0H
南ൺا窯

16 4*64 土師器
伫

<22�4>
	15�0

಑部

ܘ大࠷
<22�5>

ԑ部は୹く֎൓しޱ
て։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部֎面はॎҐの
ϔϥέズリ。
内面はԣҐの෯޿のϔϥナ
σ。

小礫、࠭ ཻ、
石ӳ

良޷ 5:35�7 ໌੺
׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�8

ॏྔ 200�0H
ʁܥߴَ

17 4*64 土師器
伫

<20�7>
	10�5


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、ᰍ〜಑上部はԣҐ
のϔϥέズリ主ମ、それ以Լ
はࣼҐのϔϥέズリ主ମ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:35�8 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�8

ᰍ部 1�4

ॏྔ 79�9H
෢蔵ܕ伫

18 4*64 土師器
伫

<21�1>
	9�2


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐϔϥ
έズリ。
内面はナσ。

ཻ࠭ 良޷ 5:36�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 74�1H
෢蔵ܕ伫

19 4*64 土師器
伫

<22�8>
	7�1


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ主ମ。
内面はナσ。

ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 59�3H
෢蔵ܕ伫

20 4*64 土師器
伫

<21�6>
	7�3


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。ᰍ部と
಑部との境にϔϥέ
ズリによるྏ͋り。

ը面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はナσ主ମ。

ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 73�5H
෢蔵ܕ伫

21 4*64 土師器
伫

<20�1>
	6�7


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。ᰍ部と
಑部との境にϔϥέ
ズリによるྏ͋り。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部֎面はࣼҐ
のϔϥέズリ主ମ、
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 83�6H
෢蔵ܕ伫

22 4*64 土師器
伫

<20�3>
	6�4


ຯにؾԑ部は内࿷ޱ
։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、ᰍ〜಑上部֎面は
ԣҐとࣼҐのϔϥέズリ、
内面はԣҐのϔϥナσ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
10:36�3�5 に
Ϳいԫᒵ内面
5:34�6 ੺׊

ԑ〜ᰍޱ
部 1�6

ॏྔ 50�8H
෢蔵ܕ伫

23 4*64 土師器
伫

<21�8>
	3�9


ᰍ部は「く」のࣈ状
に۶ۂし、ޱԑ部は
௚ઢతに։く。

。৶部֎面に௜ઢがめ͙るޱ
֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、ᰍ部֎面にϔϥ状
る。಑部࢒具端部の痕跡が޻
はෆ໌ྎ、
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:37�4 にͿ
いԫᒵ
内面
10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 47�5H

24 4*64 土師器
伫

<20�7>
	3�7


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、ᰍ部֎面はԣҐの
ϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:35�5�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�2

ॏྔ 79�3H
෢蔵ܕ伫
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25 4*64 土師器
伫

	6�4

<4�2>

಑部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

֎面のうち、಑部はॎҐのϔ
ϥέズリ、ఈ部はϔϥέズリ。
内面はナσか。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:35�4 にͿ
いԫ׊
内面
10:37�6 ໌ԫ
׊

಑〜ఈ部
1�3

ॏྔ 36�8H
෢蔵ܕ伫

26 4*64 土師器
伫

	5�0

<5�2>

಑部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

֎面のうち、಑部はॎҐのϔ
ϥέズリ、ఈ部はϔϥέズリ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
5:35�6 ໌੺
׊

ఈ部 5�6 ॏྔ 58�5H
෢蔵ܕ伫

ᴷ 290 ᴷ
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34 4*64 ౛子 మ 12�2
ਕ部 1�5
ฑ部 1�1

ਕ部 0�4
ฑ部 0�3

19�4H 形׬
ਕ部ઌ端とܪ部末端がંり͛ۂられた状
ଶ。྆۠で、平଄り。

35 4*64 ౛子 మ 	10�4

ਕ部 1�1
ฑ部 0�8

ਕ部 0�4
ฑ部 	0�3


8�7H
ਕ〜ܪ部
約 3�4

片۠で、平଄り。

36 4*64 ח మ 	8�2
 	2�3
 	0�3
 16�7H ਕ部ഁ片 ਕ部は͋まり࿷ۂしない形状。

37 4*64 巡方 銅 3�4 3�1 0�9 13�6H 形׬΅΄ ཪ金のමが 4 箇所遺ଘ。

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ 器छ େ௕࠷

ʤDNʥ
େ෯࠷
ʤDNʥ
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31 4*64 ౐石 （4�3） （4�3） （2�7） 96H 約 1�4 ྲྀ໲ؠ

32 4*64 ౐石 （6�2） （2�9） （2�2） 72�3H 約 1�2 ྲྀ໲ؠ

33 4*64 ୆石 24�3 20�8 6�4 4640H 形׬ ર྘ؠ 片面にຏ面͋り。
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27 4*64 土師器
伫

	4�0

<7�1>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ఈ部֎面に໦葉痕。಑Լ部内
面はϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:33�1�5 ࠇ
׊
内面
7�5:36�5�4 に
Ϳいᒵ

ఈ部 5�6 ॏྔ 74�9H
相໛ܕ伫

28 4*64 土師器
୆෇伫

<9�3>
	10�0

಑部

ܘ大࠷
<11�2>

ຯにؾԑ部は௚立ޱ
։く。಑部࠷大ܘは
中ԝ部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐとࣼ
Ґのϔϥέズリ、಑Լ部はॎ
Ґのϔϥέズリ。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
7�5:34�3 ׊
内面
7�5:34�6 ੺׊

ԑ部ޱ
1�4

಑部 1�3

ॏྔ 122�2H

29 4*63・
4*64

須恵器
伫

<23�2>
	7�9


ԑ部は֎൓して։ޱ
き、֎方に面を༗す
る。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 内֎面
10:34�1 灰׊
அ面
5:35�3 にͿ
い੺׊

ԑ部ޱ
1�3

ॏྔ 196�2H
東金子窯

30 4*64 須恵器
伫

಑部֎面は֨子状ୟき、内面
はແ文の当て具痕。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
/3� 灰
内面
10:35�1 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 254�0H

　遺構と遺物

ᴷ 291 ᴷ

それ以֎は ) ᶚ期にҐஔ෇けられる。また、13 のߴ୆෇ᆀは ) ᶚ期にൺ定される。13 は෴土上૚
から出土したが、ᆀは෴土中やচ面௚上、掘方から出土している。こうした状況から、本遺構のഇઈ
時期は、8 世紀後葉とߟえられる。 （小西）
SI6�（第 223 〜 239 ਤ、第 37・38・45 ද）
遺構　2-6 東۠西部の 291-75・84・85・86 άリッドにҐஔする。検出面はᶙ1 ૚上で、นの上部
やΧϚドの一部が 4,,1486 。ͼ֧ཚに੾られているٴ

平面形ଶは長方形で、東西 458DN、南北 456DN、検出面からচ面までのਂさは 73DN をଌる。น
はਨ௚に立ち上がっている。主࣠方޲は /-23°-8 をࢦす。

চ面はషচで、น溝ԊいやΧϚド前面、後ड़する焼土ൣғをআく޿いൣғがߗ化する。น溝はΧϚ

第 34 ද　SI64 出土土器࡯؍ද（3）

第 36 ද　SI64 出土ۚଐ੡඼࡯؍ද

第 3� ද　SI64 出土ੴ੡඼࡯؍ද
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第 223 図　SI6�(1)(1/60)
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ド部෼をআいてશ周する。ΧϚドは北นの中ԝ部に構ஙされていた。主柱穴はແかったが、চ面中ԝ
で 11 を検出した。

চ面までの෴土は 16 ૚に෼けられ、΄΅શての૚で焼土ཻ子が見られ、多くの૚で炭化物ཻ子が
見られる。また、中〜Լ૚の 3・8 〜 15 ૚は、෴土中にΧϚドの構ங材で͋る࣭࠭粘土のཻ子やϒロッ
クが多くؚまれている。特にΧϚドに近઀する 12 〜 14 ૚でݦ著で、࣭࠭粘土のϒロックを多ྔに
ؚΜでいる。一方で、ΧϚド前のচ面௚上にଯ積する 16 ૚では࣭࠭粘土が見られないことから、こ
の 16 ૚は、ΧϚドのഇઈ前にଯ積したとߟえられる。

掘方はローϜ૚まで掘りࠐまれており、ΧϚド前面やน溝周辺がややਂくなっている。掘方のॆర
土は大小のローϜϒロックをؚΉࠇ৭͋るいは׊ࠇ৭の土৕が中心で͋る。

また、ΧϚドに޲かってӈଆの掘方部෼には焼土ϒロックを多くؚΉ土৕によってॆరされたൣғ
（18 〜 21 ૚）が確認された。షচの構ஙもしくはิमによるものとΈられる。

น溝はஅ面がٯ୆形もしくはശ状をఄし、෯は޿いところで 18DN、ਂさは 22DN をଌる。น溝の

第 224 図　4*67(2)

4*67
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)7� ؚΉɻম౔ඍྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)�� ؚΉɻম౔ඍྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑऑ͍ɻ
̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)7� ؚΉɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠগྔɺ直ܘ 3mm

લޙͷ೪౔ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑऑ͍ɻ
̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)��ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)10� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷম౔ɾ୸Խ物ཻࢠগྔࠞೖɻ

క·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)7� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷম౔ɾ୸Խ物ཻࢠগྔࠞೖɻ

క·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)7� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷম౔ɾ୸Խ物ཻࢠগྔࠞೖɻ

క·Γ͋Γɺ೪ੑऑ͍ɻ
̓ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)6�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)6� ؚΉɻ直ܘ 5mm લޙͷম౔ϒϩοΫଟྔɺ直ܘ 2mm

ҎԼͷ࠭ࢠཻ࣭ؠগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)��ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)�� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ೪౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 3mm

લޙͷম౔ཻࢠɾ୸Խ物ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̕ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)7� ؚΉɻ直ܘ 3 ʙ 5mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直

ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠଟྔɺ直ܘ 3mm લޙͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
10ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)10� ؚΉɻ直ܘ 3 ʙ 5mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直

ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠଟྔɺ直ܘ 3mm લޙͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
11ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)7� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 2mm

લޙͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ୸Խ物গྔࠞೖɻక·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
12ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)4� ؚΉɻ࣭࠭೪౔ϒϩοΫଟྔɺ直ܘ

3mm લޙͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
13ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)4� ؚΉɻ直ܘ 100mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩο

Ϋଟྔɺ直ܘ 3mm લޙͷম౔ཻࢠଟྔɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
14ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)4� ؚΉɻ࣭࠭೪౔ϒϩοΫଟྔɺ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ

物ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
15ɽ 10:34�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)4� ؚΉɻ直ܘ 15mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩο

Ϋ΍΍ଟྔɺ直ܘ 2mm લޙͷম౔ཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
16ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)6�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)�� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 2mm

લޙͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐยগྔࠞೖɻక·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
17ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)1� ؚΉɻ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక

·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ壁ߔຒ຅౔ɻ
1�ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷম౔ɾ೪౔ϒϩοΫଟྔɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠଟྔɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
19ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ΍΍ଟྔɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
20ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷϩʔϜཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm

લޙͷ೪౔ཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm લޙͷম౔ཻࢠඍྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
21ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ΍΍ଟྔɺ直ܘ

3mm લޙͷম౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগྔɺ直ܘ 10mm લޙͷϩʔϜϒϩοΫඍྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
22ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)2� ؚΉɻ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠগྔɺ直ܘ 10mm Ҏ

ԼͷϩʔϜϒϩοΫগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
23ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫओମɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ 2� ؚΉɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
24ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ

10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫগྔࠞೖɻక·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
25ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)5� ؚΉɻ直ܘ 30mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ΍΍ଟྔɺ直

ܘ 2mm લޙͷম౔ཻࢠඍྔࠞೖɻక·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
26ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)4�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm લ

ܘগྔɺ直ࢠͷ୸Խ物ཻޙ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
27ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜϒϩοΫओମɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ

(7.5:36��)5� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠগྔɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γඇৗʹ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ

11
31ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)6�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻ直ܘ 2mm લޙͷ୸Խ物ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ

3mm લޙͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 3mm લޙͷϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔɺ直ܘ 2mm લޙͷম౔ཻࢠগྔɺ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫগྔࠞೖɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
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第 225 図　4*67(3) ΧϚυ (1/30)
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第 226 図　SI6�(4) 遺෺出土ঢ়گ図 (1/60)

遺෺出土ঢ়گ

ΧϚυ
１． 10YR3/4 暗褐色土層 砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)3%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 5mm લޙの砂質粘土ブロッ

クややଟྔ、直径 2mm લޙの炭化物粒子গྔ、直径 3mm લޙの焼土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
２． 10YR3/4 暗褐色土層 砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)4%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)5% 含む。直径 2mm લޙの炭化物粒子গྔ、

直径 3mm લޙの焼土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
３． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 3mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)7%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 2mm લޙの炭化物粒子ややଟྔ、直径

3mm લޙの砂質粘土粒子ややଟྔ、直径 3mm લޙの焼土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
４． 10YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)7%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)7% 含む。直径 2mm લޙの炭化物粒子ややଟྔ、直径

3mm લޙの焼土粒子ややଟྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子ややଟྔ、直径 30mm 以下の砂質粘土ブロックগྔ混ೖ。締まりややあり、粘性ややऑい。
５． 10YR3/4 暗褐色土層 砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)4%、直径 3mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)5% 含む。直径 2mm 以下の炭化物粒子や

やଟྔ、直径 10mm લޙの焼土ブロック͓Αͼ直径 2mm 以下の焼土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
６． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)4%、直径 3mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)10% 含む。直径 2mm લޙの焼土粒子ややଟྔ、直径

4mm લޙの粘土粒子ややଟྔ、直径 2mm 以下の炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややあり。
７． 10YR4/4 褐色土層 砂質粘土ブロック主体。褐色土 (10YR4/4)30% 含む。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3%

含む。直径 2mm લޙの焼土粒子গྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子গྔ、直径 2mm લޙの炭化物粒子ඍྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
８． 7.5YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)1%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 10mm 以下の焼土ブロックややଟྔ、直

径 3mm લޙの焼土粒子ややଟྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子গྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子গྔ混ೖ。締まりややあり、粘性ややあり。
９． 7.5YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3% 含む。直径 2mm 以下の炭化物粒子গྔ、直径 2mm

以下の焼土粒子গྔ、直径 3mm લޙの砂質粘土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
10． 7.5YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)6%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)4% 含む。直径 2mm લޙの焼土粒子ଟྔ、直径 10mm

લޙの焼土ブロックଟྔ、直径 2mm લޙの炭化物粒子ややଟྔ、直径 10mm 以下の砂質粘土ブロックগྔ混ೖ。締まりややあり、粘性ऑい。
11． 10YR4/4 褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)・直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8) にڞ 2% 含む。直径 10mm 以下の焼土ブロックগྔ、直径

2mm લޙの炭化物粒子ඍྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性ややあり。
12． 7.5YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)1%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 10mm 以下の焼土ブロック・直径 3mm

લޙの焼土粒子ଟྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子গྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
13． 10YR3/4 暗褐色土層 ブロック状の砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3% 含む。直径 2mm લޙの

炭化物粒子ややଟྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子ややଟྔ、直径 5mm 以下の焼土粒子গྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性ややऑい。
14． 5YR3/6 暗赤褐色土層 砂質粘土主体。直径 15mm 以下の焼土ブロックଟྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややऑい。
15． 5YR3/6 暗赤褐色土層 砂質粘土主体。直径 15mm 以下の焼土ブロックややଟྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子ややଟྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややऑい。
16． 10YR3/4 暗褐色土層 砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)3%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 2mm લޙの炭化物粒子や

やଟྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子ややଟྔ、直径 5mm 以下の焼土粒子ややଟྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性ややあり。
17． 5YR3/6 暗赤褐色土層 Րচ෦。直径 15mm 以下の焼土ブロックଟྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややऑい。
18． 10YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)4%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)5% 含む。直径 3mm લޙの焼土粒子ややଟྔ、直径

2mm લޙの炭化物粒子গྔ、直径 10mm 以下の砂質粘土ブロックগྔ混ೖ。締まりややあり、粘性あり。
1�． 10YR4/4 褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)・直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8) にڞ 2% 含む。直径 2mm લޙの炭化物粒子গྔ、直径

3mm 以下の焼土粒子গྔ混ೖ。締まりඇৗにありશ体తに៛密。粘性ややऑい。
20． 10YR4/4 褐色土層 ブロック状の砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 2mm 以下の

炭化物粒子・焼土粒子ඍྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性ऑい。
21． 10YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)3%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)2% 含む。直径 15mm 以下の砂質粘土ブロックややଟྔ、

直径 4mm લޙの砂質粘土粒子ややଟྔ、直径 3mm લޙの焼土粒子গྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややあり。
22． 10YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)5%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)5% 含む。直径 4mm 以下の焼土粒子গྔ、直径 2mm લ

の炭化物粒子গྔ、直径ޙ 5mm 以下の砂質粘土ブロックগྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややあり。
23． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)6%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)4% 含む。直径 2mm 以下の砂質粘土粒子ややଟྔ、直径

3mm લޙの焼土粒子গྔ、直径 2mm 以下の炭化物粒子গྔ、直径 3mm લޙの砂質粘土ブロックগྔ混ೖ。締まりあり、粘性ややあり。
24． 10YR3/4 暗褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)3%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)4% 含む。直径 2mm લޙの焼土粒子・炭化物粒子ڞにඍྔ。

締まりあり、粘性あり。
25． 7.5YR4/6 褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3% 含む。直径 2mm લޙの炭化物粒子গྔ、直径 3mm

લޙの焼土粒子গྔ、直径 2mm લޙの砂質粘土粒子গྔ混ೖ。締まりあり、粘性あり。
26． 10YR4/4 褐色土層 砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3% 含む。直径 10mm 以下の焼土ブロック・

粒子ややଟྔ、直径 8mm 以下の砂質粘土ブロックややଟྔ、直径 2mm લޙの炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性あり。
27． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)6%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3% 含む。直径 5mm લޙの砂質粘土ブロックややଟྔ、

直径 2mm લޙの砂質粘土粒子ややଟྔ、直径 3mm લޙの焼土粒子গྔ、直径 3mm લޙの炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性ऑい。
28． 10YR4/4 褐色土層 砂質粘土主体。直径 2mm 以下の黄橙色スコリア (10YR8/8)2%、直径 2mm 以下の橙色スコリア (7.5YR6/8)3% 含む。直径 10mm 以下の焼土ブロック・

粒子ややଟྔ、直径 8mm 以下の砂質粘土ブロックややଟྔ、直径 2mm લޙの炭化物粒子গྔ混ೖ。締まりඇৗにあり、粘性あり。
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ఈ面には、長࣠ 12 〜 26DN のԁ形もしくはପԁ形をఄする小ピットがෆنଇにฒΜでいる。น溝෴
土はローϜϒロックやཻ子をやや多くؚΉ׊ࠇ৭土で͋る。

11 は、షচ土の掘࡟中に検出されたが、本དྷはচ面から掘りࠐまれていたもので͋ろう。ن໛は
長࣠ 46DN、୹࣠ 40DN のପԁ形で、চ面からのਂさはਪ定で 42DN をଌる。෴土は׊ࠇ৭で、炭化
物ཻ子や࣭࠭粘土ཻ子をやや多くؚΜでいる。

ΧϚドは、北นの中ԝ部をԞ行き 86DN 掘りࠐΜで構ஙされている。左ӈのକ、ଆน・Ԟนとも

第 227 図　4*67(5) 遺෺分布図 (1/60)
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第 22� 図　SI6�(6) 遺෺઀߹図 (1/60)
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2�　土૚அ໘ #�#�　南南東͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　東๺東͔Β

3�　চ໘શܠ　南南東͔Β

第 229 図　SI67 ࣸਅ 	1
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3�　ΧϚυ౔૚அ໘ &�&`　౦ೆ౦͔Β

1�　ΧϚυ౔૚அ໘ '�'`　ೆೆ౦͔Β

7�　ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘ &�&`　ೆ੢͔Β

5�　ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘ '�'`　ೆೆ౦͔Β

4�　ΧϚυશܠ　ೆೆ౦͔Β

2�　ΧϚυ౔૚அ໘(�(`　ೆೆ౦͔Β

8�　ΧϚυ۷ํશܠ　ೆೆ౦͔Β

6�　ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘(�(`　ೆೆ౦͔Β

第 230 図　4*67 ࣸਅ (2)
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3�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

1�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

7�　চ໘๺東෦ম土土૚அ໘　西南西͔Β

5�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　東๺東͔Β

4�　11 શܠ　西南西͔Β

2�　遺物出土ঢ়گ　南南東͔Β

8�　۷ํશܠ　南南東͔Β

6�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　南南東͔Β

第 231 図　SI67 ࣸਅ 	3
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࣭࠭粘土を主ମに構ஙされていて、ӈକは、࡟り出したローϜを土୆として構ஙされている。ఱҪ部
は࢒ଘしていなかったが、྆କ間の෴土ଯ積状況から、ఱҪ部は่落し、構ங材の࣭࠭粘土はΧϚド
前面までྲྀれ出たものと૝定できる。なお、அ面の࡯؍から、左କは֎ଆから内ଆに଄りସえが行Θ
れたものとࢥΘれる。Րচ部（17 ૚）はচ面と΄΅同じߴさで検出された。左କの଄りସえ時には、
このՐচ部上に新たにକ材をࡌせて構ஙされている。 （相原）

第 227 ਤの遺物෼෍ਤによれ͹、遺物は平面、立面ともに建物の北半෼、特にΧϚド෇近に集中
する޲܏がࢦఠできる。ࡌܝした遺物にݶ定するとこの޲܏は一目ྎવで、さらにΧϚドからその西
ଆにかけて土師器伫や似、ു等が集中తに෼෍する状況がಡΈऔれる（第 228 ਤ）。第 236・237 ਤ
19 の土師器伫はΧϚドԎ道部にԊうようにして出土しており、Ԏ道のิڧ材として༻いられたՄೳ
ੑが͋る。また、第 226 ਤ・第 231 ਤ 1 〜 3 にࣔすように、建物中ԝ෇近において炭化材が集中し
て出土した。炭化材はൺֱత長さが͋る物が多く、建物の中心部に޲かうようにして出土しているこ
とや、ઌड़のとおり、෴土のす΂ての૚に焼土がؚまれていることから、本遺構は焼ࣦॅډで͋るՄ
ೳੑがߴい。

なお、これらの炭化材のうち 10 点のथ種同定を行い、このうちの 2 点については์ࣹੑ炭ૉ年代
ଌ定を合Θせて実ࢪした。同定したࢼྉは、クリやΦχάϧϛ、έϠΩ、アΧΨシѥ属、ΧϠといっ
たෳ数のथ種が確認された。また、์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定の݁果、7 世紀半͹〜̔世紀後半ࠒという暦
年代ൣғをࣔしている（第ᶛষ第 1 અࢀর）。
遺෺　本遺構からは、૯点数 2,082 点、૯ॏྔ 30,730�4H が出土した。種別・器種͝との内༁は、
古代の土師器 1,845 点 13,007�6H（ᆀ 41 点 388�4H、൫状ᆀ 15 点 74�7H、伫 1,694 点 11,596�5H、
似 43 点 379�6H、ു 50 点 566�1H、器種ෆ໌ 2 点 2�3H）、古代の須恵器 71 点 541�5H（ᆀ 60 点
479�9H、ߴ୆෇ᆀ 2 点 6�4H、伫 4 点 41�8H、ළ͋るいはᆵ 5 点 13�4H）、古代の石製品（౐石）2 点
35�1H、ڽ灰࣭࠭ؠ 25 点 10,597H、焼成粘土塊 3 点 7�7H、縄文土器 4 点 33H（ॾү式 2 点 21�2H、
ીར式古ख 1 点 10�1H、時期ܕ式ෆ໌ 1 点 1�8H）、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 41 点 149�3H

（ᆵ 23 点 85�4H、伫 7 点 24�8H、୆෇伫 6 点 27�4H、ു 5 点 11�7H）、ඃ೤礫をؚΉ礫 91 点 6,359�2H
で、これら以֎に炭化材が出土した。

縄文土器や弥生時代後期〜古墳時代前期の土器は本遺構に伴う遺物ではなく、Կらかの要因でࠞೖ
したものとߟえられる。本遺構に伴う古代の遺物については、須恵器の出土ྔがѹ౗తにগないこと
が特௃で͋る。また、土師器にはᆀや伫以֎に似やുもؚまれており、器種が豊෋で͋る点も特筆さ
れる。こうした状況は、本遺構が奈良時代の所産で、当時は土師器にൺ΂須恵器の࢖༻がগない状況
が൓өされている。本遺構に伴う遺物として、石製品をؚΉ 30 点をਤ化し、ࡌܝした。

第 232・233 ਤ 1・2 は土師器ᆀで͋る。1 は相໛ܕᆀで、ମԼ部にはԣҐのϔϥέズリをࢪす。
֎面にഗが෇ணしているଞ、内面には౮ਊ༉痕が認められる。2 は内面に҉文をࢪすᆀで、ମԼ部か
らఈ部にかけて遺ଘする。ମ部の大半をܽଛしているが、ఈ部から௚立ؾຯに։く器形のようで͋る。
ఈ部内面には中心から֎ଆに޲けて์ࣹ状の҉文を伱間なくࢪし、ମ部内面はԣҐのϛΨΩをࢪす。
ఈ部֎面やମ部֎面にもϛΨΩが見られるが、内面とൺ΂るとややࢄອで͋る。ఈܘは 13�4DN と大
Ϳりなᆀで͋る。

3 〜 5 は土師器൫状ᆀで͋る。3 はޱԑ部からఈ部にかけて遺ଘし、ٯ୆形状の形状をఄする。ޱ



ᴷ 302 ᴷ

৶部内面に௜ઢは認められない。ޱԑ部内面からମ部֎面にかけて、かろうじて੺࠼が࢒る。4・5
はいͣれもମԼ部からఈ部にかけてのഁ片で͋る。いͣれも֎面等に੺࠼が認められる。

6 〜 8 は須恵器ᆀで、6 はମ部がఈ部から内࿷して։き、ޱԑ端部がΘͣかに֎൓する。ܘޱやఈ
が௿く、浅਎のᆀで͋る。6・7ߴにൺ΂器ܘ のఈ部は回సࢳ੾り後、֎周に෯޿い回సϔϥέズリ

1

2

3 4 �

6 �

�

第 232 図　SI6� 出土遺෺ (1)(1/3)
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をࢪす。8 はᆀのఈ部ഁ片で͋る。ఈ部ԑ辺は丁ೡにଧちׂられているが、Θͣかにମ部がಥى状に
したのͩろう。ఈ部内面がશ༺࢖し、つまΈとして࢒っている。おそらくはମ部の一部をҙਤతに࢒
面తにຏ໓していることから、స༻ݛのՄೳੑがߟえられる。଻土にはւ໖ࠎ਑がؚまれている。6
は南多摩窯、7 は東金子窯、8 は南ൺا窯の製品で͋る。6 については、古代のೖ間をߟえる会のࠜ
本༃ࢯから、多摩χϡータ΢ンᶺ 107 遺跡のਫ৔遺構出土須恵器と଻土や࣭ײが類ࣅするとのࢦఠ
が͋った。

第 234・235 ਤ 9 〜第 236・237 ਤ 24 は土師器伫で͋る。第 234・235 ਤにはَܥߴの伫をま
とめた。9 はᰍ部からޱԑ部が؇やかに֎൓して։く。಑部࠷大ܘは上部に͋り、ܘޱよりも小さい。
10 はᰍ部からޱԑ部にかけてඇৗになͩらかに։く形状で、11 はᰍ部の۶ۂがڧく、ޱԑ部がંれ
ࣼ、がるように։く。಑部֎面の調੔は、ॎҐのϔϥέズリを主ମとしۂ Ґのϔϥέズリも見られる。
12 はશମతにްखなつくりで、ᰍ部からޱԑ部にかけてはなͩらかな形状をఄする。13 〜 15 は಑
部からఈ部にかけてのഁ片で͋る。13・14 はఈ部から௚ઢతな器形で、֎面にはԣҐのϔϥέズリ
をࢪす。15 は๒஄形の器形で、಑部֎面はॎҐのϔϥέズリと、ఈ部෇近はࣼҐのϔϥέズリで͋る。

1

2

3
4 �

6 �

�

1� ಺໘౮༉ਊࠟ

第 233 図　SI6� 出土遺෺ (1) ࣸਅ
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16 はٿ಑形の伫で、಑部࠷大ܘが上部に͋る器形で͋る。ᰍ部はす΅まり、ޱԑ部は௚ઢతに։く。
֎面はॎҐのϔϥέズリ主ମで͋る。17 もٿ಑形の伫とߟえられる。

18 〜 24 は෢蔵ܕ伫をࡌܝした。18・19 はޱԑ部がᰍ部から「く」のࣈ状に۶ۂして։く。20
〜 22 はᰍ部からޱԑ部にかけてなͩらかに։く器形で͋る。いͣれの伫もޱԑ端部はؙく収める。
಑部֎面の調੔は、ᰍ部௚ԼにԣҐのϔϥέズリが見られ、それよりԼ方には 18・19 のようにॎҐ
͋るいはࣼҐのϔϥέズリをࢪす。24 はఈ部から内࿷ؾຯに։く形状で、಑部からఈ部に޲けࣼҐ
のϔϥέズリをࢪす。

21

1�

20

1�

23

22

24
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第 238・239 ਤ 25 〜 27 は土師器似で͋る。25・27 は଻土や焼成の特௃から同一ݸମͩが、઀
合しなかったため、෼けてਤࣔした。この似にはἷ平な把खが಑上部に෇き、ఈ部は୯޸で͋る。
26 の似も୯޸で͋る。28 は土師器ുで、ޱԑ部からମԼ部まで෮ݩすることができたが、શମతに
࿪Έが目立つ。ମ部は内࿷し、ޱԑ部は୹く֎൓する。

第 239 ਤ 29 はྲྀ໲ؠ製の౐石で͋る。よく࢖いࠐまれており摩໣が著しいが、ਤの左ଆ面は࢖༻
されていないようで͋る。

相໛ܕᆀの 1・2 は、田ඌ੣හによる相໛ܕᆀ෼類（田ඌ 2003）の B 段֊ないしは C 段֊にൺ定
されようか。൫状ᆀの 4 〜 6 は、形ଶత特௃から、൫状ᆀのऴ末期の所産とߟえられる。須恵器ᆀは、
南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶙ期にҐஔ෇けられる。これらの年代؍は、َܥߴの伫と෢蔵ܕ伫の͋
り方ともූ合するもので、本遺構のഇઈ時期は 8 世紀初頭から中葉とߟえられる。
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第 23� 図　SI6� 出土遺෺ (3) ࣸਅ
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1 4*67 土師器
ᆀ

<13�4>
	3�8

<8�9>

ԑ内面からମ上部֎面はԣޱ
Ґのナσ、ମԼ部֎面はԣҐ
のϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
5:36�6 ᒵ

ԑ〜ମޱ
部 1�2

ॏྔ 50�5H
相໛ܕᆀ
内面に౮༉ਊ痕。
第 232・233 ਤ 1・
2 は同一ݸମ。

2 4*67 土師器
ᆀ

	2�6

13�4

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。ఈ部はހ
状をఄする。

֎面のうち、ମ部はॎҐのϛ
ΨΩ、ఈ部はϛΨΩ。
内面のうち、ఈ部は์ࣹ状の
ϛΨΩ、ମ部とఈ部の境はԣ
ҐのϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:35�7 ໌੺
׊

ఈ部 3�4 ॏྔ 156�1H

3 4*67 土師器
൫状ᆀ

<14�2>
3�9

<9�3>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部はख࣋ちϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
10:36�5�4 に
Ϳいԫᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ఈ部 1�4

ॏྔ 29�0H
ԑ部内面からମޱ
部֎面にかけて੺
。࠼

4 4*67 土師器
൫状ᆀ

	0�8

<9�7>

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ख࣋ち
ϔϥέズリか。

ཻ࠭、֯ર
石

良޷ ֎面
5:36�5�6 ᒵ
内面
7�5:37�4

ఈ部 1�3 ॏྔ 37�7H
֎面੺࠼のՄೳੑ
͋り。

5 4*67・
291-85

土師器
൫状ᆀ

	1�2

<10�9>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリ。

ཻ࠭ 良޷ 5:34�6 ੺׊ ఈ部 1�4 ॏྔ 24�3H
内֎面に੺࠼。

6 4*67 須恵器
ᆀ

<15�7>
3�0

<8�6>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ମ部Լ端にϔϥέズリ。ఈ部
は回సࢳ੾り後、֎周回సϔ
ϥέズリ。

ཻ࠭ ೈ࣭ 7�5:37�5 にͿ
いᒵ

ԑ部ޱ
1�12

ఈ部 1�2

ॏྔ 61�3H
南多摩窯

7 4*67 須恵器
ᆀ

	2�1

8�0

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ମ部Լ端にϔϥέズリ。ఈ部
は回సࢳ੾り後、֎周回సϔ
ϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ֎面
5:5�1 灰
内面
/5�5� 灰

ఈ部׬形 ॏྔ 95�3H
東金子窯

8 4*67 須恵器
ᆀ

	1�7

8�3

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ւ໖
਑ࠎ

良޷ /5� 灰 ఈ部׬形 ॏྔ 96�8H
ఈ 部 内 面 に ݚ ຏ
痕、స༻ݛ。
南ൺا窯
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9 4*67・
291-92

土師器
伫

<22�1>
	19�9

಑部

ܘ大࠷
<21�1>

֎ԑ部は؇やかにޱ
൓し、ᰍ部からޱԑ
部がංްする。಑部
࠷ 大 ܘ は 上 部 に ͋
る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はॎҐのϔ
ϥέズリ、಑中ԝ部֎面はԣ
Ґのϔϥέズリ。
内面はԣҐとࣼҐのϔϥナ
σ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
7�5:36�4・׊
にͿいᒵ

ԑ〜಑ޱ
部 1�3

ॏྔ 539�5H
ܥߴَ

10 4*67 土師器
伫

<22�1>
	10�0


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はॎҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�5�6 ᒵ
内面
5:37�6 ᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 154�7H
ܥߴَ

11 4*67 土師器
伫

<19�7>
	8�2


ᰍ部はڧく۶ۂし、
がるۂԑ部はંれޱ
ように։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はॎҐとࣼ
Ґのϔϥέズリ。
内面はࣼҐのナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:36�3�5 にͿ
いᒵ

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 110�5H
ܥߴَ
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第 3� ද　SI6� 出土土器࡯؍ද (1)
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12 4*67 土師器
伫

<14�9>
	5�3


ᰍ部からޱԑ部にか
けて؇やかに֎൓し
て։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部の調੔はෆ໌
ྎ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:34�3 ׊
内面 10:33�3
・׊҉
7�5:35�4 にͿ
い׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�3

ॏྔ 89�3H
಑ 部 ֎ 面 に ഗ ෇
ண。
ܥߴَ

13 4*67・
291-74・

85

土師器
伫

	6�0

<8�3>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部はԣҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リとナσ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
10:33�1�5 ࠇ
׊

ఈ部 1�4 ॏྔ 74�1H
ܥߴَ

14 4*67・
291-85

土師器
伫

	3�0

<8�9>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

಑Լ部֎面はԣҐのϔϥέズ
リ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、֯ર
石、金Ӣ฼

良޷ ֎面
10:35�4 ಷい
ԫ׊
内面
5:36�6 ᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 42�6H
ܥߴَ

15 4*67 土師器
伫

	17�2

<9�7>

಑部はఈ部からやや
๲らΈながら௚立ؾ
ຯに立ち上がる。

֎面のうち、಑中ԝ部はॎҐ
のϔϥέズリ、಑Լ部はࣼҐ
のϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέ
ズリ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、֯ર
石、੺׊৭
ཻ子

良޷ ֎面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ
内面
10:37�3 にͿ
いԫᒵ

಑〜ఈ部
1�4

ॏྔ 283�7H
ܥߴَ

16 4*67・
291-75・
85・96

土師器
伫

22�1
	20�8

಑部

ܘ大࠷
<31�6>

ԑ部は୹く֎൓すޱ
る。ؙ಑形。಑部࠷
大ܘは上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部はॎҐのϔϥ
ナσ、一部にϔϥナσ状の痕
跡。
内面はԣҐのϔϥナσ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:37�5 ᒵ
内面
5:36�5�6 ᒵ

ԑ〜಑ޱ
部 2�3

ॏྔ 710�0H
ܥߴَ

17 4*67・
291-85

土師器
伫

<20�9>
	7�8


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。ؙ಑形。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はॎҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ主ମ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
7�5:37�6 ᒵ
内面
10:37�4 にͿ
いԫᒵ

ԑ〜಑ޱ
部 1�3

ॏྔ 194�9H
ܥߴَ
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18 4*67・
291-85

土師器
伫

22�5
	23�0

಑部

ܘ大࠷
21�2

֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。಑部࠷
大ܘは上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部の一部にԣ
Ґのϔϥέズリ、಑中ԝ部か
らԼ部はॎҐからࣼҐのϔϥ
έズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ〜ᰍޱ
部 1�2

಑部 2�3

ॏྔ 538�7H
෢蔵ܕ伫

19 4*67・
291-85

土師器
伫

<22�3>
	11�6

಑部

ܘ大࠷
	23�1


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。಑部࠷
大ܘは上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ、಑中ԝ部はॎҐの
ϔϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ ֎面
5:35�5 にͿ
い੺׊
内面
7�5:35�4 にͿ
い׊

ԑ〜಑ޱ
部 1�6

ॏྔ 68�4H
෢蔵ܕ伫

20 4*67 土師器
伫

<22�1>
	5�4


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、ᰍ部はԣҐのϔϥ
έズリ。
内面はϔϥナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 5:35�8 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 85�4H
෢蔵ܕ伫

21 4*67 土師器
伫

<22�8>
	8�4


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:36�7 ᒵ ԑ〜಑ޱ
部 1�4

ॏྔ 81�0H
෢蔵ܕ伫

22 4*67 土師器
伫

<24�3>
	6�3


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:35�7 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 64�8H
෢蔵ܕ伫

23 4*67 土師器
伫

<24�5>
	6�2


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:36�6 ᒵ
内面
5:35�8 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 48�3H
෢蔵ܕ伫

24 4*67 土師器
伫

	10�8

5�6

಑部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

֎面のうち、಑Լ部はॎҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、֯ર
石

良޷ 10:33�1 ࠇ
5:34�4・׊
にͿい੺׊

಑〜ఈ部
2�3

ॏྔ 155�5H
෢蔵ܕ伫

第
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25 4*67 土師器
似

಑部にἷ平な把खが
෇く。

಑部֎面はॎҐのϔϥέズリ
主ମ、ಥىと಑部との઀合部
はϔϥナσ。
内面はෆ໌。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:37�5 ᒵ ಑部ഁ片 ॏྔ 81�6H
第 238 ਤ 26・28
は同一ݸମ。

26 4*67 土師器
似

	6�5

<10�8>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。ఈ部は୯
。޸

಑Լ部֎面はԣҐのϔϥέズ
リ。
内面のうち、಑部はԣҐのϔ
ϥナσ、ఈ部ἥ޸部はԣҐの
ϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:37�4 にͿ
いԫᒵ
内面
7�5:37�4 にͿ
いᒵ

ఈ部 1�4 ॏྔ 42�9H

ᴷ 310 ᴷ
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˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

छผ
器छ ๏ྔ 器形のಛ௃ ੡ٕ࡞๏のಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ
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27 4*67 土師器
似

	9�1

<11�5>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。ఈ部は୯
。޸

಑Լ部֎面はԣҐのϔϥέズ
リ。
内面のうち಑部はϔϥナσ、
ఈ部ἥ޸部内面はԣҐのϔϥ
έズリ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ 7�5:37�5 ᒵ ಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 139�5H
第 238 ਤ 26・28
は同一ݸମ。

28 4*67・
291-85

土師器
ു

19�9
	12�6

<11�9>

ମ部はఈ部から内࿷
して։き、ޱԑ部は
୹く֎൓する。

֎面のうち、ޱԑ部はナσ、
ମ上部はॎҐのϔϥέズリ主
ମ、ମԼ部からఈ部はԣҐの
ϔϥέズリ主ମ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:36�4 にͿ
いԫᒵ
内面
10:34�5�3 に
Ϳいԫ׊

ԑ〜ମޱ
部 3�4

ॏྔ 531�2H

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ 器छ େ௕࠷

ʤDNʥ
େ෯࠷
ʤDNʥ

େް࠷
ʤDNʥ

ॏྔ
ʤHʥ ଘ࢒ ੴࡐ උߟ
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29 4*67 ౐石 （5�9） （3�5） （1�4） 35�1H 約 1�2 ྲྀ໲ؠ 左ଆ面には࢖༻痕なし。
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SI6�（第 240 〜 246 ਤ、第 39・40・45 ද）
遺構　本遺構は 2-6 東۠の 291-69 άリッドに所在し、ᶙ 2 ૚上面で検出した。ΧϚド南ଆを近世以
降の農事関連遺構群のひとつで͋る 4,,1353 に੾られ、建物の南นの一部を古代末〜中世の 4,232
と 41951 に੾られる。

平面プϥンは۱ؙ長方形で、長࣠（東西）382DN、୹࣠（南北）290DN のن໛で͋る。検出面か
らচ面までのਂさは 30 〜 35DN をଌる。主࣠は /-85°-E をࢦす。

চ面までの෴土は 11 ૚に෼૚した。大別すると、遺構શମにଯ積した 1 〜 5 ૚、ΧϚドからྲྀ出
しଯ積した 6・9・10 ૚、นࡍのいΘΏる三֯ଯ積で͋る 7・8 ૚で͋る。1 〜 5 ૚の৭調は͋ࠇる
いは׊ࠇで、主ମとなるのはᶘ૚で͋る。本遺構ഇઈ時にΧϚドには͋るఔ౓の粘土が࢒っていたよ
うで、ΧϚドからྲྀれ出した૚Ґには粘土がൗ状にࠞ在したり、ཻ子状の粘土がؚまれたりする༷相
が認められた。֤෴土の༷相から、これらはいͣれもࣗવଯ積とߟえられる。

本遺構のচ面はషচで、׊ࠇ৭土を主ମとしてᶙ 2 ૚やᶛ૚がࠞ在する土が༻いられている。น
溝は東นから北น、西น΁と続くが、南นでは検出できなかった。চ面はΧϚド前と 4,232 をআく
ൣғがややߗ化していた。চ面で検出したのはน溝のΈで、柱穴等は確認できなかった。建物の掘方
は、ਂいところではᶛ૚にୡするが、浅いところではᶙ 3 ૚からᶚ૚辺りでࢭまっていた。掘方ॆ
ర土は 14 〜 18 ૚で、׊ࠇ৭土主ମで、地山で͋るᶙ 3 ૚やᶚ૚、ローϜ૚がࠞ在していた。

本遺構に伴うΧϚドは、東นの中ԝよりやや南دりに設けられていた。๯頭でड़΂たとおり、ΧϚ
ドの一部を 4,,1353 にյされているが、ΧϚドの上部がগし࡟平されたఔ౓で͋った。ΧϚドのྠ
ֲを検出しているࡍに、׬形の須恵器֖が内面を上に޲けた状ଶで出土した（第 244 ਤ 1・2）。本
遺構の出土遺物のうち、׬形の土器はこの֖のΈで͋り、୯なるഇغとはߟえ೉い。

ΧϚドは小ن໛な଄りで、東นを「6」ࣈ形に掘りࠐΈ、構ங材として࣭࠭粘土が༻いられている。
ΧϚドに設定した $-$` では、ΧϚドఱҪ部が่れଯ積したとߟえられる૚（5 ૚）が͋ることから、
本遺構ഇઈ時にΧϚドはఱҪ部が͋る状ଶで、その後、ఱҪ部が่落し、建物とともにશମが埋຅し

第 3� ද　SI6� 出土土器࡯؍ද (3)

第 3� ද　SI6� 出土ੴ੡඼࡯؍ද
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たとਪ࡯される。建物のนよりも֎ଆ、ΧϚドのԞน部෼には७౓のߴい࣭࠭粘土が࢖༻された一方
で、建物の内ଆに͋る྆କ部には׊ࠇ৭土等が多くࠞ在する࣭࠭粘土が࢖Θれていた。྆者の࣭࠭粘
土のҧいは一目ྎવで、྆କ部の࣭࠭粘土は࠶ར༻したもので͋ることがӐえる。この࣭࠭粘土はෆ
७物が多いせいか、ס૩するとُ྾がೖりやすいという特௃が見られた。第 244 ਤ 5 では、ΧϚド
左କとԞนとの間にԜΈが生じている。これは、左କ部に༻いられた࣭࠭粘土に͋まりにも׊ࠇ৭土
が多くࠞ在していたため、本དྷの左କ部෼を認ࣝできなかったことにى因する。

ΧϚドՐচ面はচ面と同じߴさで検出した。Րচ部は྆କ間の中ԝに͋り、焼土がݦ著に認められ
た。ΧϚド掘方の調査では、掘方ॆర土に粘土や焼土が多くࠞ在する状況が認められた。土૚を࡯؍
したࡍに、たͩࠞ在するというよりも、よくࠞͥられているҹ৅を࣋った。྆କ部の࣭࠭粘土が࠶ར
༻されていることをߟえ合Θせると、同じҐஔでΧϚドの଄りସえを行っているՄೳੑがߴい。

建物の掘方を調査しているࡍに、建物の西นから南นにかけてのൣғがςϥス状に掘り࢒されてい
ることが൑໌した。これは土૚அ面 "-"`・#-#` にもよくදれており、"-"` では 16 ૚が落ちࠐΜͩと
ころにଯ積し、#-#` では 16 ૚から一段௿くなっている。こうした状況から、গなくとも 1 ౓の֦ு
が行Θれたとਪ࡯される。西นから南นに࢒るςϥス状の内ଆ部෼が֦ு前の建物のൣғで、֦ுを
経て、検出したن໛の平面プϥンになったとߟえられる。

第 242 ਤにࣔした遺物෼෍ਤを見ると、建物の西ଆにやや集中する状況が͋るものの、建物શମ
から遺物が出土したことがಡΈऔれる。建物掘方からの出土遺物がগない点は、本遺構の特௃のひと
つではないͩろうか。出土遺物はഁ片の状ଶが大部෼を占めるが、ઌड़のとおり、ΧϚド上部から׬
形の須恵器֖が出土している。出土状況から、本遺構埋຅աఔでԿらかのҙਤを࣋ってその৔所にஔ
いたՄೳੑがߟえられる。なお、須恵器֖に関しては、4*64 においてচ面௚上から׬形の須恵器֖
が正Ґஔで出土した΄か、4*72 においてもΧϚド࿬から内面を上にした状ଶで須恵器֖が出土して
いる。いͣれも須恵器֖というڞ௨項が͋り、Կかしらの関連ੑをӐΘせる。
遺෺　本遺構からは、૯点数 183 点、૯ॏྔ 4,243H が出土した。種別・器種͝との内༁は、古代
の土師器 129 点 581H（ᆀ 14 点 88H、伫 114 点 483�3H、୆෇伫 1 点 9�4H）、古代の須恵器 24 点
265�1H（ᆀ 18 点 127�9H、֖ 6 点 137�2H）、古代の石製品（౐石）1 点 199�4H、焼成粘土塊 3 点
33�5H、縄文土器 2 点 21�9H（Ճીར E3 式 1 点 12�7H、ીར式古ख 1 点 9�2H）、弥生時代後期〜古墳
時代前期の土器（ᆵ）1 点 1�4H、ඃ೤礫をؚΉ礫 23 点 3,140�7H で͋る。出土遺物のうち、縄文時
代と弥生時代後期〜古墳時代前期の土器はࠞೖ品とߟえられる。古代の土師器や須恵器、石製品のう
ち、8 点のਤ化を行った。

第 246 ਤ 1 は土師器ᆀで、南෢蔵ܕᆀで͋る。ମ部はఈ部から௚ઢతに։き、ޱԑ部は؇やかに
֎൓する器形で͋る。ମ部֎面にはࢦおさえの痕跡が࢒る。2 〜 4 は須恵器ᆀで͋る。2 のఈ部調੔
は回సࢳ੾り後、ख࣋ちϔϥέズリ、4 は回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。4 のମԼ部、
ఈ部෇近にはナσが一周する。2・4 は東金子窯、3 はւ໖ࠎ਑をؚΉことから南ൺا窯の製品で͋る。
5・6 は須恵器֖で͋る。5 は׬形で、ἷ平なๅच形のつまΈが෇く௚ܘ 12�5DN の小形の֖で͋る。
଻土にւ໖ࠎ਑をؚΉ。6 はޱԑ部のഁ片で、෮ݩ஋では 5 よりも௚ܘが大きいと૝定される。いͣ
れもޱԑ端部は୹く۶ۂする。5 は南ൺا窯、6 は東金子窯の製品で͋る。7 は土師器伫で͋る。಑
Լ部からఈ部にかけてのഁ片で、಑部֎面にはരͥた痕跡が目立つ。
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第 240 図　SI6�(1)(1/60)

۷ํ

SI6�
̍ɽ 10:32�1.5 ࠇ 直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 25�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ

直1ܘʙ3mmͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ5�ɺ直1ܘʙ5mmͷ୸Խ物Λ3�ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γऑ͍ɻɹ˞スίϦΞ࣭ɻ

̎ɽ 10:32�1.5 ࠇ 直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 20�ɺম౔ཻࢠ΍೪౔
Λ֤ࢠཻ 7� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ˞΍΍スίϦΞ࣭ɻ

̏ɽ 10:32�1.5 ࠇ ˞直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺম౔ཻࢠΛ 3�
ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ

̐ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ˞カϚυ෇ۙ͸ଞॴͱൺ΂ɺ೪౔ཻࢠͷີ౓͕ೱ͍ɻ直
ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ೪౔ཻࢠΛ 7�ɺম౔ཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γऑ͍ɻɹ̍層ʹൺ΂ɺスίϦΞͷཻ͕ܘখ͘͞ɺスίϦΞͷؚ༗ྔ͕গ
ͳ͍ɻ

̑ɽ 10:32�1 ࠇ 直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm
ͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 5�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ෦෼తʹ೪౔ཻ͕ࢠൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔ ( ಛʹカϚυ੢ଆ͸
ೱ͍ )ɻ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ೪
౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̓ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ᶙ2 層౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏ
Δɻ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̔ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ᶙ2 層౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜ͕ϒϩοΫঢ়ʹࠞ
ΔɻϩʔϜϒϩοΫΛ͢ࡏ 5�ɺ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 3�ɺম౔ཻࢠ
Λ 1� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̕ɽ 10:32.5�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
೪౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 25�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ
5�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ୸Խ物Λ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

10ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 1 ʙ
3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

11ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 1mm લ
ͷ୸Խ物Λޙ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

12ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻ
Λࢠ 30�ɺ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺ
క·Γ͸΍΍ऑ͍ɻɹ˞షচ

13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ҉׊৭౔ (ᶙ2 層༝དྷ ) ΍
ϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 20�ɺϩʔϜཻࢠ
Λ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 3�ɺ೪౔ϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍
ऑ͍ɻɹ˞షচ

14ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ҉׊৭౔ (ᶙ2 層༝དྷ ) ͕
ϒϩοΫঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ҉׊৭౔ϒϩοΫΛ 5�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦ
ΞΛ 3�ɺম౔ཻࢠΛ 1� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸͍ڧɻɹ˞14 層ҎԼɺ掘
方ॆర౔

15ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ҉׊৭౔ (ᶙ2 層༝དྷ ) ͕
ϒϩοΫঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ҉׊৭౔ϒϩο
ΫΛ 5�ɺম౔ཻࢠ΍೪౔ϒϩοΫΛ֤ 2� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γ΍΍͍ڧɻ

16ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ɺ҉׊৭౔ɺϩʔϜͷࠞ߹౔ɻ直ܘ 3 ʙ 5mm
ͷᒵ৭スίϦΞΛ 7�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

17ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹԫ׊৭౔ (ᶚʙⅤ層༝དྷ )
͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直1ܘʙ3mmͷᒵ৭スίϦΞΛ10�ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺ
క·Γ͸ऑ͍ɻ

1�ɽ 10:32�2 ׊҉ ׊ࠇ৭౔ (ᶙ2 層༝དྷ ) Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ 13 層౔͕
ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక
·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

19ɽ 10:33�4 ҉׊ ϩʔϜ౔Λओମͱ͠ɺփ׊৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ
3 ʙ 7mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
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南෢蔵ܕᆀの 1 は、法ྔや調੔から௽間正তによる編年の第 4 段֊にҐஔ෇けられる。一方、須
恵器では 2 が南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶙ期末、5 が同 ) ᶚ期にൺ定される。出土状況を見ると、1・
5 はΧϚド上部の෴土中から出土し、2 はচ面௚上から出土している。こうした遺物の年代؍から、
本遺構のഇઈ時期は 8 世紀後半と൑அした。 （小西）

第 241 図　SI68	2
 ΧϚυ 	1�30


۷ํ

ΧϚυ

ඃ೤ɾ੺Խൣғ
Րচ෦
ར༻೪土࠶

ຌ　ྫ

ΧϚυ
̍ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ

ɾϒϩοΫΛࢠΔɻ೪౔ཻ͢ࡏ 20�ɺ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞ
10�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸Խ物Λ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ
͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̎ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔΍೪౔͕ࠞ
ɾϒϩοΫΛࢠΔɻম౔ཻ͢ࡏ 15�ɺ೪౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺ
直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸Խ物Λ 5� ؚΉɻ
೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ
ΛࢠΔɻ೪౔ཻ͢ࡏ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ఔͷᒵ৭
スίϦΞ 3�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ୸Խ物Λ 2� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̐ɽ 7.5:33�4 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম
౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 25�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸Խ物Λ 3� ؚΉɻ೪ੑ
͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̑ɽ 10:33�3 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ
ɾϒϩοΫΛࢠΔɻম౔ཻ͢ࡏ 20�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸Խ物Λ 3�
ؚΉɻ೪ੑ͕͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̒ɽ 10:33�3 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ
ΛࢠΔɻম౔ཻ͢ࡏ 10�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ୸Խ物Λ 3� ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γऑ͍ɻɹ˞5 層ͱۙ͢ࣅΔ͕ɺম౔ͷؚ༗ྔʹҧ͍͕͋Δɻ

̓ɽ 10:33�3 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ
ΛࢠΔɻম౔ཻ͢ࡏ 5�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸Խ物Λ 3� ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γ΍΍ऑ͍ɻɹ˞カϚυ಺ଆ͕ඃ೤ɺ੺Խ͍ͯ͠ΔɻカϚυߏங
౔

̔ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊ ೪౔ओମɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�
ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻɹ˞カϚυ಺ଆ͕ඃ೤ɺ੺Խ
͍ͯ͠ΔɻカϚυߏங౔

̕ɽ 10:33�4 ҉׊ փ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ
ম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 20�ɺ೪౔ϒϩοΫΛ 5�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ
୸Խ物Λ 2�ɺখ᛽Λ 1� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻɹ
˞カϚυ火চ෦

10ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠΛ
7� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻɹ˞10 ʙ 15 層͸カϚυ
掘方ॆర౔

11ɽ 10:33�3.5 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫ
Λ15�ɺ直3ܘʙ5mmͷ୸Խ物Λ5�ؚΉɻ೪ੑ͕͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

12ɽ 10:32.5�3 ҉׊ ᶙ2 層౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ
೪౔ཻࢠΛ 7�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍
΍ऑ͍ɻ

13ɽ 10:33�3 ҉׊ ᶚ層౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ 11 層౔͕ൗঢ়ʹ
ΛࢠΔɻম౔ཻ͢ࡏࠞ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

14ɽ 10:32.5�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ
೪౔ཻࢠ 30�ɺম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸Խ物Λ 3� ؚΉɻ
೪ੑɺక·Γ΍΍ऑ͍ɻ

15ɽ 10:33�3 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ
ΛࢠΔɻম౔ཻ͢ࡏ 7�ɺ೪౔ϒϩοΫΛ 5�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸Խ
物Λ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ˞11 層ͱۙ͢ࣅΔɻ
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第 242 図　4*68(3) 遺෺分布・઀合図 (1/60)
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2�　土૚அ໘ #�#`　西南西͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　南南東͔Β

3�　চ໘શܠ　西南西͔Β

第 243 図　SI68 ࣸਅ 	1
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3�　ΧϚυ土૚அ໘%�%`　西͔Β

1�　ΧϚυ෇ۙ須恵器֖出土ঢ়گ　西๺西͔Β

7�　ΧϚυ۷ํ　西͔Β

5�　ΧϚυՐচ໘　西͔Β

4�　ΧϚυ土૚அ໘ $�$`　南南西͔Β

2�　ΧϚυ෇ۙ出土須恵器֖　西๺西͔Β　

8�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ $�$`　南南西͔Β

6�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘%�%`　西͔Β

第 244 図　SI68 ࣸਅ 	2
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2�　۷ํ土૚அ໘ #�#`　西南西͔Β

1�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　南南東͔Β

3�　۷ํશܠ　南西͔Β
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1 4*68・
291-69

土師器
ᆀ

<11�5>
4�0

<7�1>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։き、ޱԑ部は
؇やかに֎൓する。
ఈ部はΘͣかにހ状
をఄする。

֎ԑ部֎面はナσ、ମԼ部ޱ
面はࢦおさえ、内面はナσ、
ఈ部はϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:36�5�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�4

ఈ部 1�2

ॏྔ 63�2H
南෢蔵ܕᆀ

2 4*68 須恵器
ᆀ

<13�1>
4�2

<8�9>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部はࢳ੾り後、ख࣋ちϔϥ
έズリ。

ཻ࠭ ೈ࣭ 2�5:6�2 灰ԫ ԑ部ޱ
1�10 以

Լ
ఈ部 1�8

ॏྔ 30�8H
東金子窯

3 4*68 須恵器
ᆀ

<11�5>
	3�3


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 2�5:4�1 ԫ灰 ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 16�2H
南ൺا窯

4 4*68 須恵器
ᆀ

	1�6

<7�5>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、石ӳ 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
10:33�2 ׊ࠇ

ఈ部 1�3 ॏྔ 20�7H
東金子窯

5 4*68 須恵器
֖

12�5
2�9

ἷ 平 ๅ च 形 の つ ま
Έ。ޱԑ部は୹く۶
。するۂ

ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
石ӳ、ւ໖
਑ࠎ

良޷ /5�5� 灰 形׬ ॏྔ 120�5H
南ൺا窯

6 4*68 須恵器
֖

<14�6>
	1�8


すۂԑ部は୹く۶ޱ
る。

ロクロ成形。 ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:5�5�1 灰 ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 12�9H
東金子窯

7 4*68 土師器
伫

	2�7

<4�9>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

಑Լ部֎面はॎҐのϔϥέズ
リ、内面はϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:33�2 ׊ࠇ
内面
5:35�6 ໌੺
׊

ఈ部 1�4 ॏྔ 26�2H
಑部֎面にരͥた
痕跡。

˞法ྔの 	　
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8 4*68 ౐石 （8�2） （4�7） （2�7） 199�4H 約 1�2 ྲྀ໲ؠ
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SI6�（第 247 〜 264 ਤ、第 41・42・45 ද）
遺構　2-6 西۠中ԝ部෇近の 282-17・27 άリッドにҐஔする。ᶙ1 ૚上で検出をࢼΈたが、プϥン
がෆ໌確で͋ったため、݁果తに、土૚࡯؍༻ϕϧトの設定がࣼめになってしまった。ଞの遺構との
੾り合いはແいが、ΧϚドの一部が֧ཚによりյされている。

平面形ଶは۱ؙ方形で、東西 338DN、南北 520DN、検出面からচ面までのਂさは 46DN をଌる。
นはやや։きながら立ち上がっている。主࣠方޲は /-17°-8 をࢦす。

চ面はషচで、平ୱで͋る。চ面のߗ化は޿いൣғで確認されたが、南東部をআきશମతにऑい。
น溝、主柱穴等は確認されなかった。ΧϚドは北นの中ԝやや東دりに構ஙされている。

চ面までの෴土は 16 ૚に෼けられる。΄΅શての૚に焼土ཻ子、多くの૚に炭化材片がؚまれて
おり、特にচ面௚上の 15 ૚は焼土のࠞೖׂ合がߴい。この 15 ૚に相当する焼土を多くؚΉ土৕は、
চ面の東半෼、特に南東۱から東นࡍでݦ著に検出された。また、෴土はશ般తにཻ子がૈく、特に
上૚の࠷ 1 ૚はᰒཻ状をఄしている。そのଞ、ΧϚド෇近の上部෇近に͋る 8・9 ૚は࣭࠭粘土のࠞ
ೖが認められた。

掘方の掘りࠐΈはᶙ3 ૚まででશମతに浅いが、ΧϚドの前面や西นԊい等、一部がएਂׯくなっ
ている。掘方の土૚は 5 ૚に෼けられる。主にࠇ৭土が主ମで、֤૚とも焼土のϒロックや࣭࠭粘
土ཻ子、炭化材片がؚまれる。ローϜཻ子のࠞೖは認められない。

ΧϚドは 1 基で、北น中ԝ部のやや東دりを 6 、Μで構ஙされていた。一部をআきࠐ状に掘りࣈ

第 3� ද　SI6� 出土土器࡯؍ද

第 40 ද　SI6� 出土ੴ੡඼࡯؍ද
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第 247 図　4*69(1)(1/60)

۷ํ

4*69
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ3ࢠ�ɺ直2ܘmmҎԼͷϩʔ

Ϝཻࢠ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)2�ɺ長͞
5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͘ᰒཻঢ়Λ
ఄ͢Δɻ

̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直5ܘmmҎԼͷম౔ཻ5ࢠ�ɺ直2ܘmmҎԼͷϩʔ
Ϝཻࢠ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)2�ɺ長͞
3mm ҎԼͷ୸Խࡐย 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ1ࢠ�ɺ直1ܘmmҎԼͷϩʔ
Ϝཻࢠ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)3� ؚΉɻ೪
ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)7�ɺ直ܘ
1mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)5�ɺ長͞ 3mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直7ܘmmҎԼͷম౔ཻ5ࢠ�ɺ直5ܘmmҎԼͷϩʔ
Ϝཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)1�ɺ長͞
15mm ҎԼͷ୸Խࡐย̏� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̒ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ
ϩʔϜཻࢠ (10:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)1�ɺ長
͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̓ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ
৭スίϦΞ׊໌ (7.5:35�6)2�ɺ長͞ 15mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺ
క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̔ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ
࣭࠭೪౔ཻࢠ (10:37�2)10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍
͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ

̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 30� ภࡏɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩο
Ϋ 5�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ
(10:35�6)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

10ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)1�ɺ直ܘ
2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

11ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ
৭スίϦΞ׊ (10:34�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

ܘ৭౔層 直׊ࠇ 7.5:32�2 12 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ
৭スίϦΞ׊ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

13ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直5ܘmmҎԼͷম౔ཻ5ࢠ�ɺ直1ܘmmҎԼͷϩʔ
Ϝཻࢠ (10:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)2� ؚΉɻ೪
ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

14ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ
1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

15ɽ 7.5:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直
ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (10:36�6)1�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խ物ย 3�
ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

16ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ ɻ͍ૈࢠ
17ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36��)1� ؚΉɻ長͞ 15mm ҎԼͷ୸Խ物ยࡏࢄɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ

Խɻߗɻ্໘͕ີࢠɺཻڧΊͯۃ
1�ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 షচ౔ɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ୸Խࡐยࡏࢄɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓۃΊͯڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
19ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 20�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
20ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
21ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
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第 248 図　4*69(2) ΧϚυ (1/30)
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第 249 図　4*69(3) ΧϚυ

ΧϚυ
̍ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔(10:32�2)ൗจঢ়ʹ30�ؚΉɻ直3ܘmmҎԼͷম౔ཻ2ࢠ�ɺ直2ܘmmҎԼͷ୸Խ物ཻ1�ؚࢠΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ ɻີࢠ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 10� ܘɻ直ࡏࠞ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ 40� ܘɻ直ࡏࠞ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 7�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (2.5:2�1)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ϒϩοΫ (2.5:2�1)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̑ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̒ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)5� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̓ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̔ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 10� ؚΉɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̕ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻম౔ 40� ؚΉɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͕ͩີࢠϒϩοΫঢ়Λఄ͢Δɻ
10ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͕ͩີࢠϒϩοΫঢ়Λఄ͢Δɻ
11ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ長͞ 2mm ҎԼͷ୸Խࡐย 1� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
12ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ ɻ͍ૈࢠ
13ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 ڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫओମɻম౔ 20� ɻࡏࠞ
14ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直5ܘmmҎԼͷম౔ϒϩοΫ5�ɺ直10ܘmmҎԼͷ୸Խ物ཻ3ࢠ�ɺ直5ܘmmҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ(10:34�6)1�ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
15ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 7mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:32�2)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
16ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
17ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)5� ภࡏɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠย 2� ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
1�ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
19ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
20ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠย 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ૈ͍ɻࢠ
21ɽ 7.5:34�4 ׊৭౔層 ম౔ओମɻ࠭ ࣭೪౔30�ภࡏɻ直5ܘmmҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻ5(10:32�2)ࢠ�ɺ長͞10mmҎԼͷ୸Խࡐย1�ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ Ίͯૈ͍ɻۃࢠ
22ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 火চ෦ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
23ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 火চ෦ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
24ɽ 5:34�6 ੺׊৭౔層 火চ෦ɻম౔層ɻ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)5� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
25ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 火চ෦ɻম౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ長͞ 7mm ҎԼͷ୸Խࡐย 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
26ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 火চ෦ɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 7�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ ɻ͍ૈࢠ
27ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 火চ෦ɻম౔ओମɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
2�ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)1�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
29ɽ 10:35�4 ʹͿ͍ԫ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
30ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
31ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
32ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
33ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 32 層ʹࣅΔɻ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸

Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
34ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
35ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
36ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ম౔ओମɻ׊ࠇ৭౔(10:32�2)ൗจঢ়ʹ10�ؚΉɻ直7ܘmmҎԼͷম౔ϒϩοΫ10�ɺ長͞5mmҎԼͷ୸Խࡐย3�ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺ

ɻີࢠཻ
37ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
3�ɽ 5:33�4 ҉੺׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ࠞ߹౔層ɻ্෦ʹ׊ࠇ৭౔ (10:32�2)5� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
39ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ɾম౔ࠞ߹౔層ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
40ɽ 5:34�6 ੺׊৭౔層 ম౔層ɻ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)3� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
41ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻম౔ 30�ɺ׊ࠇ৭౔ (10:32�2) ൗจঢ়ʹ 15� ؚΉɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
42ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ (10:33�1)30� ൗจঢ়ʹภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
43ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 ࣭࠭೪౔ओମɻম౔ 20� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
44ɽ 5:35�6 ໌੺׊৭౔層 ඃ೤࣭ͨ࠭͠೪౔層ɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·ΓۃΊͯڧɺཻ͍ૈࢠɻ
45ɽ 7.5:34�3 ׊৭౔層 ࣭࠭೪౔層ɻ׊ࠇ৭౔ (10:33�1)10� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓۃΊͯڧɺཻີࢠɻ
46ɽ 7.5:34�6 ׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
47ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
4�ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 7�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խࡐย 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
49ɽ 5:33�6 ҉੺׊৭౔層 ඃ೤࣭ͨ࠭͠೪౔層ɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
50ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ൗจঢ়ʹ 30� ؚΉɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
51ɽ 10:33�4 ҉׊৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
52ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࣭࠭೪౔ 10� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
53ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:33�1)5�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
54ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
55ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
56ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
57ɽ 7.5:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
5�ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 10mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ϒϩοΫ 10�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խࡐย 5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
59ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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遺ଘ状況は֓Ͷ良޷で͋った。主に࣭࠭粘土を構ங材としているが、ඃ೤、੺化した࣭࠭粘土ϒロッ
クのࠞೖも多くΈられることから、ΧϚドの࡞り௚しや構ங材の࠶ར༻が૝定される。କは、左କは
ൺֱత良޷に遺ଘしていた。ӈକは、ڽ灰࣭࠭ؠの੾石を༻いたਊ材が立てられた状ଶで࿐出してい
たが、それより前の部෼は࢒ଘしていなかった。ଆน・Ԟนも良޷に࢒ଘし、೩焼ࣨに面した࣭࠭粘
土がڧくඃ೤、੺化していた。ఱҪ部は࢒ଘしていなかったが、೩焼ࣨ内に見られる࣭࠭粘土のଯ積
状況等から、่落したものと૝定される。Րচ部はচ面よりややߴいҐஔで検出され、焼土と࣭࠭粘
土のϒロックからなっていた。掘方は、Րচ部の中心部෇近がਂく掘りۼめられていた（54・57 ૚等）。
なお、ΧϚドख前ӈଆの遺物集中部からඃ೤したڽ灰࣭࠭ؠの੾石が出土しており、これはΧϚドの
ਊ材もしくはขޱのఱҪ石で͋ったՄೳੑが͋る。 （相原）

第 2�0 図　SI6�(4) 遺෺出土ঢ়گ図 (1/30)
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本遺構の遺物෼෍状況を見ると、平面తにも立面తにも大きくภることなく、遺構શମから出土し
たことがӐえる。そうした中で、第 250 ਤにࣔすように、建物の北東۱において須恵器伫やᆀを主
ମとする土器のまとまりを検出した。土器の出土૚Ґは、চ面よりもΘͣかが、΄΅চ面௚上とଊえ
られる。ここから出土した須恵器や土師器の伫のഁ片は大部෼が઀合し、器形શମが෼かるఔ౓に෮
形の須恵器ᆀが׬することができた。伫以֎ではݩ 2 点͋り、第 258・259 ਤ 3 は伫等のഁ片とと
もに出土し、4 は 3 から約 140DN ཭れたҐஔで出土した。また、これらの中には、੾石状のڽ灰࣭
えられる。চ面௚上から出土したこれらの遺物ߟもؚまれており、これはΧϚド構ங材の一部とؠ࠭
は、本遺構のഇઈ時に遺غされたとਪ࡯される。
遺෺　本遺構からは、૯点数 870 点、૯ॏྔ 28,053�3H が出土した。種別・器種͝との内༁は、古
代の土師器 487 点 2,890�3H（ᆀ 9 点 45�3H、伫 471 点 2,758�7H、୆෇伫 6 点 74�3H、器種ෆ໌ 1
点 12H）、古代の須恵器 297 点 6,113H（ᆀ 182 点 1,732H、㡜 5 点 154�8H、ߴ୆෇ࡼ 1 点 63�3H、
֖ 10 点 76�2H、伫 92 点 3,951�3H、長ᰍළ 4 点 59�5H、ළ͋るいはᆵ 3 点 75�9H）、古代の灰釉陶器
28 点 134�4H（ࡼ 8 点 41�5H、ළ 20 点 92�9H）、古代の金属製品 2 点 48�1H（౛子 1 点 1�3H、మח
1 点 46�8H）、ڽ灰࣭࠭ؠ 5 点 14,090H、焼成粘土塊 1 点 10�3H、縄文土器 3 点 17�6H（ॾү D 式 2
点 11�6H、時期ܕ式ෆ໌ 1 点 6H）、縄文時代の石器（剥片）1 点 2�2H、弥生時代後期〜古墳時代前期
の土器 19 点 118�8H（ᆵ 6 点 64�3H、伫 10 点 48�1H、伫͋るいはᆵ 3 点 6�4H）、ඃ೤礫をؚΉ礫 27

第 251 図　SI69	5
 遺物෼෍図 	1�60
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点 4,628�6H で、これら以֎に炭化材が出土した。
本遺構に伴う遺物は古代の土師器や須恵器、灰釉陶器、金属製品等で͋る。出土遺物の特௃として、

ଞの竪穴建物跡にൺ΂、須恵器伫がಥ出して多い点が͛ڍられる。これはচ面௚上で須恵器伫のഁ片
がまとまって出土したことにى因する。点数では須恵器よりも土師器が多いが、ॏྔでは須恵器が
土師器を上回る。須恵器伫のॏྔは、須恵器શମの約 65� を占める。また、竪穴建物跡の中で།一、
灰釉陶器が出土した点も特৭の一つで͋る。出土ྔとしてはඍྔͩが、ࡼやළといった器種が認めら
れる。これらの遺物のうち、遺ଘ状ଶの良いものや形状が෼かるఔ౓に෮ݩできたものをந出し、ਤ
化を行った。

第 258・259 ਤ 1 は土師器ᆀで、相໛ܕᆀで͋る。ମԼ部にԣҐのϔϥέズリがかろうじて確認

第 252 図　4*69(6) 遺෺઀合図 ( ౔ثࢣ・ۚଐ੡඼ )(1/60ʣ
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できる。2 〜第 260・261 ਤ 15 は須恵器ᆀで͋る。2 〜 7 はମ部がఈ部から内࿷ؾຯに։き、ޱԑ
端部がؙくංްする。8 はମ部からޱԑ部にかけて௚ઢతな形状で、ޱԑ端部はؙく収める。9・13
はମ部が内࿷ؾຯに։く形状で、10 〜 12・14・15 はମ部が௚ઢతに։く。ఈܘでは、6・14 が
4DN ୆、2 〜 5・7・9・13・15 が 5DN ୆、8・10 〜 12 が 6DN ୆で、ఈ部はͲれも回సࢳ੾り後、
ແ調੔で͋る。3・4 は׬形で、4 のମ部֎面には墨書が認められる。4 の֎面のൣ޿ғにഗが෇ண
しているため、೑࡯؍؟で確認できたのは墨書の上半෼ͩった。੺֎ઢࡱӨを行ったところ、ഗで෴
Θれた部෼にも墨書が໌ྎに遺ଘしており、「良」と൑ಡすることができた。墨書にഗがඃさり、೑
で͋る。10ྫ޷Өの༗༻ੑをࣔすࡱで見えない৔合における੺֎ઢ࡯؍؟ はᆀのମԼ部からఈ部に
かけてのഁ片で͋る。ޱԑ部からମ上部をܽଛするが、おおよそ同じߴさにἧえることをҙࣝし、ଧ

第 2�3 図　SI6�(�) 遺෺઀߹図 ( 須恵器ɾփᬵಃ器 )(1/60）
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2�　土૚அ໘ #�#�　西͔Β

1�　土૚அ໘ A�A`　南͔Β

3�　চ໘શܠ　南͔Β

第 254 図　SI69 ࣸਅ 	1
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1�　遺෺ग़౔ঢ়گ　ೆ͔Β

4�　遺෺ग़౔ঢ়گ　੢ೆ੢͔Β

2�　遺෺ग़౔ঢ়گ　౦͔Β

5�　遺෺ग़౔ঢ়گ　ೆ͔Β

3�　遺෺ग़౔ঢ়گ　๺๺౦͔Β

第 255 図　4*69 ࣸਅ (2)
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3�　ΧϚυ౔૚அ໘ $�$`　੢͔Β

1�　ΧϚυ౔૚அ໘%�%`　ೆ͔Β

7�　ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘ $�$`　੢͔Β

5�　ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘%�%`　ೆ͔Β

4�　ΧϚυશܠ　ೆ͔Β

2�　ΧϚυ౔૚அ໘ &�&`　ೆ͔Β

8�　ΧϚυ۷ํ　ೆ͔Β

6�　ΧϚυ۷ํ౔૚அ໘ &�&`　ೆ͔Β

第 256 図　4*69 ࣸਅ (3)
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2�　۷ํ౔૚அ໘ #�#�　੢͔Β

1�　۷ํ౔૚அ໘ "�"`　ೆ͔Β

3�　۷ํશܠ　ೆ͔Β

第 257 図　4*69 ࣸਅ (4)
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ちׂっているようで͋る。ఈ部内面શମに摩໣した痕跡が認められ、స༻ݛとして࠶ར༻されたՄೳ
ੑがߟえられる。2 〜 5・7・9・13 〜 15 は南多摩窯、6・8・10 〜 12 が東金子窯の製品で͋る。

第 260・261 ਤ 16・17 は須恵器㡜で͋る。16 のମ部は௚ઢతに։き、ޱԑ端部がؙくංްする。
内֎面ともにロクロ目が໌ྎに࢒る。17 はްखのつくりで、ఈ部には回సࢳ੾り後、֎周に回సϔ
ϥέズリをࢪす。18 は須恵器ߴ୆෇ࡼで、௚ઢతに։くମ部にߴ୆部が෇く。ߴ୆は֎端部がಥ出
する形状で、ඇৗに特௃తで͋る。ఈ部内面はશ面తに摩໣しており、స༻ݛ等として࠶ར༻された
のͩろう。19 は須恵器֖で、ఱҪ部のഁ片で͋る。ఱҪ部にްΈの͋る器形とਪ࡯される。20 は灰
釉陶器ࡼで͋る、ޱԑ部からମ部にかけてશ周するように෮ݩできたが、ఈ部のഁ片は見つかってい

1

9

2 3

4

5 6

7 8

12

10

11

13 14

4� Մࣸޫࢹਅ 4� ੺֎ઢࣸਅ

4� ๽ॻ෦෼֦େʢ੺֎ઢࣸਅʣ
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ない。ޱԑ部は୹く֎൓し、ޱԑ端部はؙく収めている。16 は南多摩窯、17 〜 19 は東金子窯、20
はԐ౤窯の製品で͋る。

21 〜第 262・263 ਤ 25 は土師器伫で͋る。21 は 71 点のഁ片を઀合し、ޱԑ部からఈ部にかけ
て෮ݩした。ඇৗにいͼつな形状で、特に಑Լ部には大きなΏがΈが見られる。ᰍ部の۶ۂは؇やか
で、ޱԑ部は௚ઢతに։き、಑部は౗ཛ形をఄする。಑部֎面にはॎҐのϔϥέズリをࢪす。22 は
શମతにްखのつくりの伫で͋る。ޱԑ部から಑上部にかけてのഁ片と಑部ഁ片とが͋り、઀合しな
かったため、ਤ上で合成して࡞ਤした。಑部にはྠ積Έの痕跡が所ʑに࢒る。23 はᰍ部からޱԑ部
にかけて遺ଘし、「コ」のࣈ形に近い形状をఄする。24・25 は෢蔵ܕ伫のఈ部で͋る。26 〜 28 は
土師器୆෇伫で͋る。26 はᰍ部からޱԑ部が「コ」のࣈ形が่れたような形状で、ޱԑ部はංްする。
27 はᰍ部が「く」のࣈ状に؇く۶ۂする。28 は಑Լ部から٭୆部にかけてのഁ片で͋る。

29 〜 31 は須恵器伫で͋る。29 はݞがுる器形をఄする。30 は֎面に平行ୟきをີにࢪす。31
は建物北東۱から出土した伫のഁ片を઀合したところ、શମの形状が෼かるఔ౓に෮ݩすることがで
きた。಑部の大半はશ周するが、ޱᰍ部ٴͼ಑Լ部からఈ部をܽଛする。֎面には平行ୟきが所ʑに
見られ、ᰍ部に近い಑部内面には当て具痕の端部がހ状に࢒る。଻土にはւ໖ࠎ਑がؚまれている。
32 は須恵器長ᰍළで、ϥッパ状に։き、ޱԑ端部は面を༗する。33 は灰釉陶器のළで、おそらくは
32 のようなޱᰍ部の長ᰍළで͋ろう。౗ཛ形の಑部にߴ୆部が෇く。઀地する部෼はߴ୆の֎ଆで、
୆部内ଆはせり上がっている。29・32ߴ は南多摩窯、30 は東金子窯、31 は南ൺا窯の製品で͋る。
33 はԐ౤窯͋るいは二川窯の製品ͩろうか。

第 264 ਤ 34 はమ製の྆ਕחで׬形で͋る。ਕઌが大きく࿷ۂする形状で、ฑとの૷ண部は௚֯に
ંり͛ۂられている。

須恵器ᆀのうち、2 は南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶟ期、6・7 は ) ᶠᶗ期、8・11 は ) ᶝ期、9・
12・13 〜 15 は ) ᶠ期、10 は ) ᶞ期にそれͧれൺ定される。これらのᆀの出土૚Ґを見ると、3
〜 5 はচ面௚上、6・8 〜 12 は෴土の中૚から上૚にかけて、2・7・13・14 はচ面から掘方にか
けて、15 は掘方中から出土している。これらの出土状況とᆀの年代؍をߟえ合Θせると、本遺構の
ഇઈ時期は 9 世紀末葉から 10 世紀初頭にҐஔ෇けられる。

34 34
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1 4*69 土師器
ᆀ

	1�2

<8�2>

ମԼ部֎面はԣҐのϔϥέズ
リ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:37�6 ᒵ ఈ部ഁ片 ॏྔ 18�9H
相໛ܕ

2 4*69 須恵器
ᆀ

14�2
5�7
5�5

ମ部はఈ部から内࿷
ԑ端ޱ、ຯに։きؾ
部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

ややೈ
࣭

/7� 灰ന・
5:5�1 灰

ԑ部ޱ
7�8

ఈ部׬形

ॏྔ 168�2H
ମ Լ 部 	 ఈ 部 ෇
近）に摩໣痕。
南多摩窯

3 4*69 須恵器
ᆀ

13�8
4�9
5�6

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։き、ޱ
ԑ端部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ೈ࣭ 7�5:37�4
にͿいᒵ・
2�5:5�5�1 灰
ԫ

形׬ ॏྔ 202�9H
ԑ部֎面にഗ෇ޱ
ண。
ମ Լ 部 	 ఈ 部 ෇
近）に摩໣痕。
南多摩窯

4 4*69 須恵器
ᆀ

12�3
3�9
5�9

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։き、ޱԑ端部
はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ೈ࣭ 10:37�3 にͿ
いԫᒵ

形׬ ॏྔ 129�4H
ମ 部 ֎ 面 に ഗ ෇
ண、「良」墨書。
南多摩窯

5 4*69 須恵器
ᆀ

13�6
4�2
5�7

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։き、ޱ
ԑ端部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

ややೈ
࣭

10:34�1 〜
6�1 灰׊

׬ԑ部ޱ
形

ఈ部 3�4

ॏྔ 129�3H
南多摩窯

6 4*69・
282-27

須恵器
ᆀ

12�7
4�9
4�4

ମ部はఈ部から内࿷
ԑ端ޱ、ຯに։きؾ
部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

ԑ部֎面ޱ
/5� 灰
それ以֎
5:35�3 にͿ
い੺׊

ԑ〜ମޱ
部 1�3

ఈ部 3�4

ॏྔ 71�9H
東金子窯

7 4*69 須恵器
ᆀ

12�4
5�0
5�0

ମ部はఈ部から内࿷
ԑ端ޱ、ຯに։きؾ
部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 5:5�1 灰 ԑ部ޱ
2�3

ఈ部 3�4

ॏྔ 95�5H
南多摩窯

8 4*69 須恵器
ᆀ

<11�7>
3�8

<6�3>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、࠭ ཻ、
৭ཻ子ࠇ

良޷ 5:6�1 灰 ԑ〜ମޱ
部 1�3

ఈ部 1�2

ॏྔ 76�3H
東金子窯

9 4*69 須恵器
ᆀ

	3�8

<5�7>

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

2�5:6�2�5 灰
ԫ

ମ〜ఈ部
2�3

ॏྔ 64�8H
南多摩窯

10 4*69 須恵器
ᆀ

	1�7

6�2

ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ 良޷ /5� 灰 ఈ部 7�8 ॏྔ 64�2H
ఈ部内面શମに摩
໣痕、స༻ݛ。
東金子窯

11 4*<69 須恵器
ᆀ

	1�4

6�6

ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 7�5:5�1 灰 ఈ部׬形 ॏྔ 73�6H
東金子窯

12 4*69・
282-18・

28

須恵器
ᆀ

	1�9

<6�0>

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

֎面
10:35�2 灰ԫ
׊
内面
7�5:35�3 にͿ
い׊

ఈ部 1�2 ॏྔ 37�5H
東金子窯

13 4*69 須恵器
ᆀ

	3�0

5�0

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

ཻ࠭、石ӳ ೈ࣭ 5:36�7 ᒵ ఈ部 2�3 ॏྔ 33�4H
南多摩窯

14 4*69 須恵器
ᆀ

	2�6

<4�6>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

小礫、ཻ࠭ ೈ࣭ 10:37�3 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�2 ॏྔ 18�6H
南多摩窯
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15 4*69 須恵器
ᆀ

	1�1

<5�5>

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳり後、ແ調੔。

ཻ࠭ ೈ࣭ 10:36�3 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 15�7H
南多摩窯

16 4*69 須恵器
㡜

<16�6>
	6�1


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

ロクロ成形。 小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ 5:5�5�1 灰 ԑ〜ମޱ
部 1�6

ॏྔ 50�5H
南多摩窯

17 4*69 須恵器
㡜

	1�8

7�7

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:5�5�1 灰
内面
2�5:6�2 灰ԫ

ఈ部׬形 ॏྔ 132�6H
東金子窯

18 4*69 須恵器
ࡼ୆෇ߴ

<13�1>
3�2

<7�2>

ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。ߴ୆部は୹く۶
。して֎൓するۂ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇ける。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ /5� 灰 ԑ部ޱ
1�12 以

Լ
୆部ߴ

1�2

ॏྔ 63�6H
ମ〜ఈ部内面に摩
໣痕、స༻ݛ。
東金子窯

19 4*69・
282-27

須恵器
֖

	2�4
 ロクロ成形。
ఱҪ部֎面は回సϔϥέズ
リ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ /5� 灰 ఱҪ部ഁ
片

ॏྔ 53�2H
東金子窯

20 4*69・
4,190・
4%12・
282-47

灰釉陶器
ࡼ

<15�1>
	1�9


ମ 部 は ؇ や か に ։
き、ޱԑ端部は୹く
֎൓する。

ロクロ成形。 小礫、ࠇ৭
ཻ子

良޷ ֎面
2�5:7�1 灰ന
内面 7�5:6�2
灰Φリーϒ

ԑ〜ମޱ
部 5�8

ॏྔ 67�3H
Ԑ౤窯

21 4*69 土師器
伫

<19�8>
28�3
7�1

಑部࠷大
ܘ

<20�9>

શମతに࿪Έが大き
い。ޱԑ部は௚立ؾ
ຯに։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部はॎҐのϔϥ
έズリ、ఈ部はϔϥέズリ。
内面のうち、಑上部はԣҐの
ϔϥナσ。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ ֎面
10:36�3 にͿ
いԫᒵ
内面
10:34�1 灰׊

ԑ部ޱ
1�2

಑部 2�3
ఈ部׬形

ॏྔ 810�2H
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34 4*69 ח మ 15�3 3�7 0�3 46�8H 形׬
ਕ部は࿷ۂする形状、基部は௚֯にંり
。られている͛ۂ
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22 4*69 土師器
伫

<18�7>
	20�6

಑部

ܘ大࠷
<20�8>

ԑ部は௚ઢతに։ޱ
く。શମతにްखな
つくり。಑部࠷大ܘ
は上部に͋る。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑部はॎҐのϔϥ
έズリ主ମ。
内面はԣҐのϔϥナσ主ମ。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

֎面
10:32�1 内ࠇ
面
7�5:34��3 ׊
அ面
5:35�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�12

಑部 1�4

ॏྔ 411�4H
ԑ〜಑部ഁ片とޱ
಑部ഁ片をਤ面上
で合成。

23 4*69 土師器
伫

<20�3>
	4�8


ᰍ部はΘͣかに内܏
して立ち上がり、ޱ
ԑ 部 は ୹ く ֎ ൓ す
る。「 コ 」 の ࣈ 状 に
近い形状をఄする。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、ᰍ部はԣҐのϔϥ
έズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:35�4 にͿ
い׊
内面
7�5:34�3 ׊

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 43�1H
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24 4*69 土師器
伫

	2�9

<4�1>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部はॎҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面はϔϥナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面
7�5:33�2 ׊ࠇ
内面
7�5:36�4 にͿ
いᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 25�4H
෢蔵ܕ伫

25 4*69 土師器
伫

	2�0

<3�6>

಑部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

֎面のうち、಑Լ部はॎҐの
ϔϥέズリ、ఈ部はϔϥέズ
リ。
内面はϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:36�6 ᒵ ఈ部 1�2 ॏྔ 17�0H
෢蔵ܕ伫

26 4*69 土師器
୆෇伫

<12�2>
	4�4


ᰍ部はやや内܏して
立ち上がり、ޱԑ部
は୹く֎൓する。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:34�3�5 ׊ ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 43�5H

27 4*69 土師器
୆෇伫

<13�3>
	3�2


ᰍ部は「く」のࣈ状
に۶ۂし、ޱԑ部は
୹く֎൓して։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ᰍ部はԣ
Ґのナσ、಑上部はԣҐのϔ
ϥέズリ。
内面はԣҐのϔϥナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 5:33�2 ҉੺
׊

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 29�6H

28 4*69 土師器
୆෇伫

	4�5
 ಑Լ部֎面はॎҐのϔϥέズ
リ、内面はϔϥナσ、伫と٭
୆部との઀合部はナσ。

小礫、ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ఈ部 2�3 ॏྔ 54�1H

29 4*69・
282-36

須恵器
伫

	12�9

಑部

ܘ大࠷
<22�2>

಑部࠷大ܘは上部に
͋り、ݞがுる器形
をఄする。

内面のうち、ᰍ部はࢦおさえ、
಑部はແ文の当て具痕。

小礫、࠭ ཻ、
৭ཻ子ࠇ

良޷ ֎面
7�5:3�2 Φ
リーϒࠇ
内面
2�5:6�1 ԫ灰

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 139�4H
南多摩窯

30 4*69 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ແ文の当て具痕。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
/3� 灰
内面
/4� ҉灰
அ面
2�5:34�5�3 に
Ϳい੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 142�4H
東金子窯

31 4*69・
282-16

須恵器
伫

	29�8

<13�9>
಑部

ܘ大࠷
31�1

಑部࠷大ܘは上部に
͋る。ఈ部は平ఈ。

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ແ文の当て具痕。

小礫、࠭ ཻ、
ւ໖ࠎ਑

良޷ ֎面
/6�・/4� 灰
内面
/5�5� 灰

಑部 3�4 ॏྔ 3,336�6H
南ൺا窯

32 4*69・
4%12

須恵器
長ᰍළ

<13�6>
	10�2

ᰍ部ܘ
<5�9>

ᰍ 部 は ֎ ൓ し て ։
き、ޱԑ部は΄΅ਫ
平に։く。

ロクロ成形。 小礫、ཻ࠭ 良޷ ֎面
/4�5� 灰
内面
2�5:6�1 ԫ灰

ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 94�5H
南多摩窯

33 4*69・
282-16・

38

灰釉陶器
ළ

	12�6

<6�9>

಑部࠷大
ܘ

<13�5>

಑部࠷大ܘは上部に
͋る。

ロクロ成形。
಑Լ部は回సϔϥέズリ、ߴ
୆部はషり෇け。

৭ࠇ、ཻ࠭
ཻ子

良޷ ֎面
2�5:7�1 灰ന
内面
10:36�1 ԫ灰

಑部 1�6
୆部ߴ

1�2

ॏྔ 96�9H
Ԑ౤窯͋るいは二
川窯か。
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SI�2（第 265 〜 271 ਤ、第 43・45 ද）
遺構　本遺構は 2-6 東۠の 291-79・89 άリッドにҐஔし、4*68 の南ଆ、4*73 の北西にҐஔする。
遺構の一部が近世以降の農事関連遺構群のひとつで͋る 4,,1392 に੾られている。本遺構周辺の
4*68 や 4*73 とともに、ᶙ 2 ૚上面で検出した。

平面プϥンは長方形をఄし、ن໛は長࣠（東西）380DN、୹࣠（南北）295DN で͋る。主࣠は
/-73°-E をࢦす。検出面からচ面までのਂさは 50DN ఔ౓で、นは΄΅ਨ௚に掘りࠐまれている。

চ面までの෴土は 14 ૚に෼૚した。これらの૚Ґは、׊ࠇ৭土をϕースにローϜཻ子やローϜϒ
ロックがࠞ在する૚と、ローϜ土をؚまͣ基本૚ংのᶘ૚に近しい૚とに大別される。後者はࣗવに
ଯ積した土で、前者は人ҝతな埋土と൑அされる。น溝の෴土で͋る 11 ૚は、その༷相から建物น
面等の෩化によりࣗવଯ積したとਪ࡯する。চ面௚上にଯ積する 10 ૚をはじめ、2・5・6・8・9 ૚
にはローϜཻ子やローϜϒロックがࠞ在する。นࡍのいΘΏる三֯ଯ積とߟえられる 7・13 ૚はࠇ
৭土主ମで、ᶘ૚に近い༷相をఄする。5׊ ૚͋るいは 6 ૚と 10 ૚の間に 7・13 ૚のଯ積が見られ
るため、本遺構ഇઈ後に埋໭しが行Θれたࡍに、్ 中でࣗવଯ積が生じる状況が͋ったとਪ࡯される。

চ面はషচで、多গのԜತが͋るものの΄΅ਫ平に଄られている。চ面をਫ਼査したところ、ΧϚド
前面をআきશ周するน溝を検出し、その内ଆでߗ化ൣғを確認した。柱穴等は認められなかった。

本遺構に伴うΧϚドは、東นの中ԝよりやや南ଆに設けられていた。ΧϚドのプϥンの確認中にӈ
କ部の南ଆにおいて、શମの半෼ఔ౓が遺ଘする須恵器֖が出土した（第 269 ਤ 1）。֖は内面を上
に޲けた状ଶで見つかっており、本遺構の埋຅աఔでҙਤతにஔかれたՄೳੑがߟえられよう。土器
の遺ଘ状ଶはҟなるものの、4*68 においても須恵器֖が出土しており、その類ੑࣅがࢦఠできる。

ΧϚドの調査を։࢝したところで、ӈକのਊ材としてࡉ長い礫が༻いられていることが෼かった（第
269 ਤ 2）。ΧϚドのஅ面࡯؍により、Րচ面௚上に࣭࠭粘土を主ମとする૚（6 〜 8 ૚）がଯ積し
ていることから、本遺構ഇઈ時にΧϚドはఱҪ部が͋る状ଶ͋るいは大きくյされていない状ଶͩっ
たとߟえられる。Րচ部は྆କ部の中ԝに͋り、໌ྎに焼土が࢒ଘしていた。Րচ面はচ面と同ఔ౓
のߴさで͋る。

ΧϚド掘方の調査では、左କも礫がਊ材として࢖Θれていたことが໌らかになり（第 269 ਤ 8）、
その構଄についても把握することができた。%-%�・E-E` のஅ面࡯؍で、15 ૚をକ部の土୆とし、ਊ
材となる礫をਾえஔいたところでཪࠐめとして 13 ૚をॆరしていること、その上に࣭࠭粘土主ମの
11 ૚や 12 ૚をඃせ、ΧϚドのକとしていることを確認した。12 ૚は࣭࠭粘土主ମͩが、ඃ೤੺化
した粘土がϒロック状にࠞ在していた。13 ૚は焼土と࣭࠭粘土をࠞͥ合Θせたような༷相をఄして
おり、いͣれの状況からも࣭࠭粘土が࢖い回されている状況がӐえる。ඃ೤੺化した粘土ϒロックが
ࠞ在する状況は掘方ॆర土にも認められた。

建物の掘方はશମతにᶛ૚にୡしており、南นから西นにかけてのൣғとΧϚド前等がਂく掘りࠐ
まれていた。15・16 ૚がషচで͋り、掘方ॆర土で͋るとߟえられる。掘方面においても柱穴等は
検出できなかった。

第 267 ਤの遺物෼෍を見ると、大きなภりは見られͣに෴土શମから遺物が出土したことがಡΈ
औれる。ࡌܝした遺物にݶれ͹、෴土中૚から上૚にかけて出土したものが多い。
遺෺　本遺構からは、૯点数 77 点、૯ॏྔ 7,540�8H が出土した。種別・機種͝との内༁は、古
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第 26� 図　SI�2(1)(1/60)

۷ํ

SI�2
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ೪౔ཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭ス

ίϦΞΛ 7�ɺϩʔϜཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻϩʔϜཻࢠΛ 20�ɺ೪౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ

1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 7�ɺ೪౔ཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ
̏ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪

౔ཻࢠΛ 25�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 3�ɺඃ೤੺
Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 1� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̐ɽ 10:33�2 ʙ ܘ৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻ直׊ࠇ ׊ࠇ 2�2 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭
スίϦΞΛ 5�ɺম౔ཻࢠΛ 3�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γ΍΍͍ڧɻ

̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 15�ɺ直ܘ 3mm
લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 20�ɺ೪౔ཻࢠΛ
10�ɺম౔ཻࢠ΍直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ֤ 5� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̓ɽ 10:31.7�1 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମ (ᶘ層༝དྷ͔ )ɻ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スί
ϦΞΛ 15�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γऑ͍ɻ

̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ೪౔ཻࢠɾϒϩοΫ͕ൗঢ়
ɾϒϩοΫΛࢠΔɻ೪౔ཻ͢ࡏࠞʹ 25�ɺϩʔϜཻࢠΛ 15�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ
直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 5�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 2� ؚΉɻ
೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̕ɽ 10:32�2 ʙ ʹ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়׊ࠇ ׊ࠇ 2�3
ɾϒϩοΫΛࢠΔɻϩʔϜཻ͢ࡏࠞ 25�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺ೪౔ཻ
Λ֤3�ؚΉɻࢠͷ୸Խཻޙ5mmલܘ1ʙ3mmͷᒵ৭スίϦΞ΍直ܘΛ5�ɺ直ࢠ
೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

10ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
ϩʔϜཻࢠΛ 25�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 7�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ
೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

11ɽ 10:33�4 ҉׊ ϩʔϜ౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ 10 層༝དྷͷ׊ࠇ৭౔͕ൗ
ঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ໌੺׊ (5:35��) ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ
͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻɹ˞֯ࡾଯੵ

12ɽ 10:33�3 ҉׊ ᶙ3 層౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ 14 層༝དྷͷ׊ࠇ৭౔͕ൗ
ঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·
Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

13ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম
౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

14ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭ス
ίϦΞΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

15ɽ 10:33�3 ʙ ৭౔ͷࠞ߹౔׊ࠇϩʔϜ層ͱ ׊҉ 3�4 ( ྆ऀ͕ൗঢ়ʹࠞࡏ )ɻ
直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ໌੺׊ (5:35��) ৭スίϦΞΛ 20�ɺ直ܘ 5 ʙ 10mm ͷ୸Խ
Λࢠཻ 5�ɺখ᛽Λ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻɹ˞షচ

16ɽ 10:33�3 ʙ ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜ౔͕׊ࠇ ׊ࠇʙ׊҉ 2�3
ϒϩοΫঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ໌੺׊ (5:35��) ৭スίϦΞΛ 15�ɺ
ম౔ཻࢠΛ 7�ɺϩʔϜϒϩοΫΛ 5�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 3� ؚΉɻ
೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
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第 266 図　SI�2(2) ΧϚυ (1/30)

ΧϚυ

۷ํ

ΧϚυ
̍ɽ 10:33�3 ʙ ܘΔɻ直͢ࡏ৭౔͕ࠞ׊ࠇʹ೪౔Λओମͱ͠ɺશମత ׊҉ 3�4 3

ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ೪౔ϒϩοΫΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺ
క·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ

̎ɽ 10:33�3 ʙ ࠞʹൗঢ়͕ࢠ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔ཻ׊ࠇ ׊ࠇʙ׊҉ 2�3
ࢠΔɻ೪౔ཻ͢ࡏ 15�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 5�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 3� ؚΉɻ
೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̏ɽ 10:33�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔ཻ͕ࢠൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔
ࢠཻ 20�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 3mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 3�ɺ直ܘ 3 ʙ
5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 2�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 1� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̐ɽ 7.5:33�4 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ϒϩοΫɾཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 5 ʙ
7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻɹ˞カϚυपล͔Β
ͷྲྀΕࠐΈɻ

̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠ
Λ 15�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక
·Γऑ͍ɻ

̒ɽ 10:33�3 ʙ Δɻম͢ࡏࠞʹ৭౔͕ൗঢ়׊ࠇʹ೪౔Λओମͱ͠ɺ෦෼త ׊҉ 3�4
౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ
୸ԽཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ˞カϚυఱҪ෦ͷ่མ͔ɻ

̓ɽ 7.5:33�4 ʙ ೪౔ओମɻඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ ׊҉ۃʙ׊҉ 2�3 15�ɺম
౔ϒϩοΫɾཻࢠΛ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻɹ˞カϚυԞ壁͋
Δ͍͸ఱҪ෦ͷ่མ͔ɻ

̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠΛ 7�ɺ׊৭౔ (ᶙ3 層༝དྷ )
ϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻɹ˞カϚυ壁໘ͷ่མ͔ɻ

̕ɽ 7.5:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻম౔ཻࢠΛ 15�ɺ೪౔ཻࢠΛ 10�ɺඃ೤੺Խͨ͠
೪౔ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

10ɽ 10:34�4 ׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻ直ܘ 3mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ
ম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻ

11ɽ 10:34�4 ׊ ೪౔ओମͰɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩο
ΫΛ 15�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ
೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻɹ˞カϚυକ෦

12ɽ 10:34�4 ׊ ೪౔ओମɻඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 10�ɺম౔ཻࢠɾϒϩο
ΫΛ 7�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5�ɺϩʔϜཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺ
క·Γ͸΍΍ऑ͍ɻɹ˞カϚυକ෦

13ɽ 10:33�4 ҉׊ ೪౔ͱম౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ
7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ
˞କ石ઃஔ࣌ͷཪࠐΊͷΑ͏ͳ౔͔ɻ

14ɽ 7.5:33�4 ҉׊ ೪౔ͱম౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 30�ɺ直ܘ 3 ʙ
7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ˞カϚυ火চ෦

15ɽ 10:33�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺম౔ཻ
Λࢠ 7�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γ΍΍ऑ͍ɻɹ˞カϚυକ
ͷجఈ෦

16ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 20�ɺϩʔϜཻࢠɾϒϩο
ΫΛ 7�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻɹ˞カϚυ掘方ॆ
ర౔

17ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ʢᶙ2 層༝དྷʣΛओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞࡏ
͢Δɻ೪౔ཻࢠΛ 15�ɺম౔ཻࢠΛ 5�ɺ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 2� ؚΉɻ೪ੑɺ
క·Γऑ͍ɻ

1�ɽ 10:34�4 ʙ Δɻ͢ࡏࠞʹ৭౔͕ൗঢ়׊ࠇʹ೪౔ओମͰɺ෦෼త ׊ʙ҉׊ 3�4
ඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫɾཻ Λࢠ 15�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺ
క·Γ͸΍΍͍ڧɻ

1��ɽ 10:34�4 ʙ �1 ׊ʙ҉׊ 3�4 層ͱۙ͢ࣅΔ͕ɺ1� 層ΑΓ΋ඃ೤੺Խͨ͠೪౔
ͷؚ༗ྔ͕গͳ͍ɻ

19ɽ 7.5:33�4 ҉׊ ೪౔ͱম౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ϒϩοΫΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸
ԽཻࢠΛ 5�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ

20ɽ 10:33�4 ҉׊ ԫ׊৭౔ʢᶙ3 ʙᶚ層༝དྷʣΛओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜ౔͕ൗ
ঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 7�ɺ直
ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻɹ˞カϚυ掘方
ॆర౔

21ɽ 10:33�4 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜ౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾ
ϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 5�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ
2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻɹ˞カϚυ掘方ॆర౔

�
6

�
1�

1�`
1�

1�
20

�

1�
1�

10
6

�
�

�
2 4

14
21

1�

20
16

12

1�

13

1416

13
11

1�

112

131� 16 14
4
2

3

11

1�
13

'`�2�2'

$`
�2
�2

$

&`�2�0&

%`�2�0%

' '`

&

% %`

$`
$

&`

%`
&`

' '`

$`
$

&

%



ᴷ 344 ᴷ

第 267 図　4*72(3) 遺෺分布・઀合図 (1/60)
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2.　土層断面 B-B’　੢南੢から

1.　土層断面 A-A’　南南東から

3.　চ面全景　੢南੢から

第 2�� 図　SI72 写真 (1)
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3�　ΧϚυ土૚அ໘ '�'� ๺൒෼　西南西͔Β

1�　ΧϚυ࿬須恵器֖出土ঢ়گ　南͔Β

7�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘%�%�　西南西͔Β

5�　ΧϚυ土૚அ໘ $�$�　南南西͔Β

4�　ΧϚυ土૚அ໘ '�'� 南൒෼　西南西͔Β

2�　ΧϚυ土૚அ໘%�%�　西南西͔Β

8�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ &�&�　西南西͔Β

6�　ΧϚυՐচ໘　西南西͔Β

第 269 図　SI72 ࣸਅ 	2
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3�　۷ํ土૚அ໘ A�A`　南南東͔Β

1�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ $�$`　西南西͔Β

5�　۷ํશܠ　西南西͔Β

4�　۷ํ土૚அ໘ #�#�　西南西͔Β

2�　ΧϚυ۷ํ　西南西͔Β

第 270 図　SI72 ࣸਅ 	3
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代の土師器 29 点 101�1H（ᆀ 1 点 5�8H、伫 28 点 95�3H）、古代の須恵器 27 点 406�8H（ᆀ 26 点
284�2H、֖ 1 点 122�6H）、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 4 点 24�3H（ᆵ 2 点 10�1H、伫 1 点 2�3H、
ു 1 点 11�9H）、ඃ೤礫をؚΉ礫 17 点 7,008�6H で͋る。礫とした中には、ΧϚドのਊ材として༻い

1 2 3

4
�

6

�

1 2 3

4 � 6

�

第 2�1 図　SI�2 出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ
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1 4*72・
291-69

須恵器
ᆀ

<12�3>
3�5
7�4

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ԑ部ޱ
10:5�1 灰
ମ〜ఈ部
5:36�6 ᒵ

ԑ部ޱ
1�3

ఈ部׬形

ॏྔ 110�4H
֎面にՐ᧪痕。
東金子窯

2 4*72・
291-79

須恵器
ᆀ

<12�2>
3�7
7�0

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ 5:4�1 灰 ԑ部ޱ
1�10

ఈ部׬形

ॏྔ 74�6H
東金子窯

3 4*72 須恵器
ᆀ

<12�6>
4�1

<6�7>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ԑ部ޱ
10:35�5�1 ׊
灰
ମ〜ఈ部
2�5:7�2 灰ԫ

ԑ部ޱ
1�4

ఈ部 1�2

ॏྔ 59�2H
内֎面にՐ᧪痕。
東金子窯

4 4*72 須恵器
ᆀ

<11�8>
3�3

<6�7>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子

良޷ ֎面
5:6�1 灰
内面
5:5�1 灰
அ面 	 一部 

7�5:36�6 ᒵ

ԑ部ޱ
1�10 以

Լ
ఈ部 1�4

ॏྔ 20�2H
東金子窯

5 4*72 須恵器
ᆀ

<12�2>
3�1

<7�9>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子

良޷ ֎面
5:6�1 灰
内面
5:5�1 灰
அ面 	 一部 

7�5:36�6 ᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ఈ部 1�4

ॏྔ 19�1H
東金子窯

6 4*72 須恵器
㡜

<15�2>
	4�2


ମ部は内࿷ؾຯに։
く。

ロクロ成形。 ཻ࠭、石ӳ、
ւ໖ࠎ਑

良޷ 5:5�1 灰 ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 29�9H
南ൺا窯

7 4*72 須恵器
֖

<17�5>
	3�6


すۂく۶ڧԑ部はޱ
る。

ロクロ成形。
ఱҪ部֎面は回సϔϥέズ
リ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子、石ӳ

良޷ 5:5�5�1 灰 ԑ部ޱ
1�2

ॏྔ 122�6H
東金子窯
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られた礫 2 点 5,337H をؚΉ。
遺構શମを調査したにもかかΘらͣ、遺物出土ྔがগないことが本遺構の特௃で͋る。古代の土器

の器種に関しても、ᆀや伫といった一般తな器種が主ମで͋る。遺ଘ状ଶがൺֱత良い土器をந出し、
7 点のਤ化を行った。

第 271 ਤ 1 〜 5 は須恵器ᆀで͋る。1 〜 3 はఈ部が׬形͋るいは 1�2 ఔ౓遺ଘするഁ片で、いͣ
れもఈ部は回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。ܘޱは 12�3d12�6DN、器ߴは 3�5 〜 4�1DN、
ఈܘは 1・2 が 7DN ୆、3 が 6�7DN で͋る。ମ部は௚ઢతに։き、内面のମ部とఈ部との境はൺֱ
త໌ྎで͋る。3 は 1・2 にൺ΂、ਂ਎とݴえる。4・5 もମ部がఈ部から௚ઢతに։く器形をఄで、
ఈ部調੔も 1 〜 3 と同༷とߟえられる。内面のఈ部からମ部にかけてはなͩらかで、その境は͋ま
り目立たない。6 は須恵器㡜で、ମ部は内࿷して։き、ޱԑ端部に内܏する面を༗する。7 は須恵器
֖で、શ周の 1�2 ఔ౓がґଘするが、つまΈをܽଛする。ఱҪ部はؙΈの͋る形状で、ޱԑ端部は
。する形状をఄするۂく۶ڧ

須恵器ᆀの 1 〜 5 はいͣれも南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶚ期後半にҐஔ෇けられ、時期తなࠩҟ
は見られない。1 〜 5 のうち、4 の઀合したഁ片 1 点がচ面௚上から出土したが、それ以֎のഁ片は
෴土からの出土で͋る。遺物の年代؍や出土状況から、本遺構のഇઈ時期は 8 世紀後葉とߟえられる。
SI�3（第 272 〜 280 ਤ、第 44・45 ද）
遺構　本遺構は 2-6 東۠の 291-90・100、301-81・91 άリッドに所在する。本遺構の北西には
4*72 がҐஔする。本遺構の一部は、近世以降の農事関連遺構群で͋る 4,,1382・1385 〜 1387・
4%,2762 に੾られる。

第 43 ද　SI�2 出土土器࡯؍ද
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第 2�2 図　SI�3(1)(1/60)

۷ํ

SI�3
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମ (ᶘ層༝དྷ͔ )ɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞ

Λ 20�ɺম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 5�ɺ直ܘ 5mm લ
Λࢠͷ୸Խཻޙ 3� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 20�ɺম౔
ɾϒϩοΫΛࢠཻ 10�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɾక·
Γऑ͍ɻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 7�ɺম౔
Λࢠཻ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔
ɾϒϩοΫΛࢠཻ 30�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 5� ؚ
Ήɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔
ɾϒϩοΫΛࢠཻ 15�ɺম౔ཻࢠΛ 5�ɺ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 2� ؚΉɻ
೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ

̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ
1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ೪౔ཻࢠΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 5�ɺ直ܘ 5mm લ
Λࢠͷ୸Խཻޙ 2� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ

̓ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔
ɾϒϩοΫΛࢠཻ 25�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ
7� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̔ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠΛ
15�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕
΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

̕ɽ 10:31.7�1 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମ (ᶘ層༝དྷ͔ )ɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞ
Λ 15�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 5�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɾక·
Γऑ͍ɻ

10ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻϩʔϜཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭ス
ίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 3�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 1� ؚΉɻ೪ੑɾక·
Γऑ͍ɻ

11ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 25�ɺম౔
Λࢠཻ 20�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ
೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

12ɽ 10:31.7�1 ׊ࠇ ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
ϩʔϜཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 7�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭
スίϦΞΛ 3�ɺম౔ཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

13ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
ϩʔϜཻࢠΛ 25�ɺ直ܘ 1 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 5�ɺ直ܘ 10mm લޙͷ୸Խ
Λࢠཻ 3� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ

14ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
ϩʔϜཻࢠΛ 15�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 3�ɺ
ϒϩοΫΛؠփ࣭࠭ڽ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

15ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱϩʔϜ౔ͷࠞ߹౔ɻ直ܘ 1 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦ
ΞΛ 7�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 3�ɺম౔ཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺ
క·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

16ɽ 10:32�1.5 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 7�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
17ɽ 10:31.7�1 ׊ࠇ ࠇ৭౔ओମɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 25�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
1�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹϩʔϜ౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 30�ɺϩʔϜཻࢠΛ 20�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 5�ɺ

ম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
19ɽ 10:32�2.5 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹϩʔϜ౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 25�ɺ直ܘ 1mm લޙͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ

5�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
20ɽ 10:32�2 ׊ࠇ ᶙ2 層ओମɻϩʔϜཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 5�ɺম౔ཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
21ɽ 10:33�3.5 ҉׊ ϩʔϜ౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔΍փ׊৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 3�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸Խཻࢠ

2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻɹ˞షচ
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第 273 図　4*73(2) ΧϚυ (1/30)
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平面プϥンは一辺 320 〜 340DN の方形をఄする。検出面はᶙ 2 ૚上面で、周辺の 4*68 や 4*72
とともに検出した。主࣠は /-16°-8 をࢦす。

চ面までの෴土は 20 ૚に෼૚した。֤૚Ґの༷相から、ローϜཻ子͋るいはローϜϒロックの༗
ແで大別される。ローϜཻ子やローϜϒロックをؚΉ૚は 10・12 〜 14・18・19 ૚で、෴土Լ૚、
চ面௚上にଯ積する。これよりも上部の૚ҐについてはͲれも׊ࠇ৭土主ମで、主に෴土の上૚から
中૚にかけてଯ積する。15 ૚はน溝の෴土で͋る。こうした状況から、本遺構ഇઈ後に多গの人ҝ
తな埋໭し͋るいはそれに近い行ҝが行Θれたが、׬શに埋຅することはなく、その後はࣗવଯ積に
より遺構શମが埋຅するにࢸったとਪ࡯される。

চ面はషচで、ローϜ土をϕースとして׊ࠇ৭土や灰׊৭土がࠞ在する土が༻いられている。চ面
をਫ਼査したところ、ΧϚド以֎のนࡍにน溝がめ͙ることを確認したが、柱穴等は認められなかった。
น溝の内ଆのൣғをߗ化ൣғとして認ࣝした。

本遺構に伴うΧϚドは北นの中ԝよりΘͣかに東دりのҐஔに଄られていた。นの一部を「6」ࣈ
形に掘りࠐΈ、ΧϚドの掘方としている。ΧϚドขޱを͙࠹ようにして、੾石状のڽ灰࣭࠭ؠが出土

第 2�4 図　SI�3(3) ΧϚυ

ΧϚυ
̍ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 10�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸

ԽཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
̎ɽ 10:33�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠΛ 30�ɺম౔ཻࢠ΍ڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ֤ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 10mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɾ

క·Γऑ͍ɻ
̏ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔ओମɻম౔ཻࢠΛ 10�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ 3�ɺ直ܘ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
̐ɽ 7.5:34�6 ׊ ম౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻɹ˞ϒϩοΫঢ়ͷଯੵ
̑ɽ 10:33�3.5 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠΛ 25�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ 3�ɺϩʔϜϒϩο

ΫΛ 1� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
̑�ɽ 10:33�3.5 ҉5 ׊ 層ͱ͍͕ۙ͠ɺম౔ͷྔ͕ଟ͘ɺϒϩοΫঢ়ͷম౔΋ؚ·Ε͍ͯΔɻ
̒ɽ 7.5:34�6 ׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔΍೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠΛ 30�ɺ೪౔ཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 3�ɺϩʔϜϒϩοΫΛ 1� ؚΉɻ೪ ɾੑ

క·Γऑ͍ɻ
̓ɽ 10:33�3.5 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔΍ম౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ25�ɺম౔ཻࢠΛ7�ɺ直3ܘʙ5mmͷ୸ԽཻࢠΛ5�ؚΉɻ೪ ɾੑక·Γऑ͍ɻ
̔ɽ 7.5:33�4 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 40�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10�ɺඃ೤੺Խͨ͠ڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ

೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
̕ɽ 10:33�4 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 5� ؚΉɻ೪ੑɾక

·Γऑ͍ɻ
10ɽ 10:33.5�4 ׊ ೪౔ओମɻ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 5�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
11ɽ 7.5:33.5�4 ׊ ඃ೤੺Խͨ͠೪౔ओମɻম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
12ɽ 10:33�4 ҉׊ࠇ ׊৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔΍೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 30�ɺ೪౔ཻࢠΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10� ؚΉɻ೪ ɾੑక·Γऑ͍ɻ
13ɽ 10:32�3 ׊ࠇ ׊ࠇ৭౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠΛ 30�ɺম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ ɾੑక·Γऑ͍ɻ
14ɽ 7.5:33.5�4 ׊ ম౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 40�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10�ɺඃ೤੺Խͨ͠ڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ

೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻɹ˞カϚυ火চ෦
15ɽ 10:33�4 ҉׊ փ׊৭౔ओମɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ඇৗʹऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻɹ˞ඃ

೤ʹΑΓશମతʹס૩͍ͯ͠Δɻ
15�ɽ 10:33�4 ҉׊ փ׊৭౔ओମɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
16ɽ 10:32.5�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱϩʔϜͷࠞ߹౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 5mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 5�ɺ直

ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
17ɽ 10:33.5�4 ׊ ϩʔϜ౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠΛ 7�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
1�ɽ 10:33�4 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 25�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
19ɽ 7.5:33�4 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹম౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 40�ɺ直ܘ 1 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7�ɺϩʔϜϒϩοΫΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ

͸΍΍ऑ͍ɻɹ˞೪౔Λ࠶ར༻͔ͨ͠ͷΑ͏ͳࠞ͟Γ方ɻ
20ɽ 10:33.5�4 ׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺશମతʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫΛ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7�ɺম౔ϒϩοΫΛ 5�ɺඃ೤੺Խͨ͠

೪౔ϒϩοΫΛ 2� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻ
21ɽ 10:33.5�4 ׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ׊ࠇ৭౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫΛ 3� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·

Γ͸΍΍͍ڧɻ
22ɽ 10:33�4 ҉׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺ׊ࠇ৭౔ͱϩʔϜ౔͕ࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 15�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
23ɽ 10:33�3.5 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ10�ɺ直3ܘʙ5mmͷ୸ԽཻࢠΛ5�ɺ׊৭౔(ᶙ3層༝དྷ)ϒϩοΫΛ3�ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
24ɽ 10:34�4 ׊ ׊৭౔(ᶙ3ɾᶚ層༝དྷ)ओମɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ7�ɺ直3ܘʙ5mmͷᒵ৭スίϦΞ΍直1ܘʙ3mmͷ୸ԽཻࢠΛ֤3�ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍͍ڧɻ
25ɽ 7.5:33�3 ҉׊ࠇ ׊৭౔ͱ೪౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 15�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
26ɽ 10:34�3 ʹͿ͍ԫ׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ׊৭౔ (ᶙ3 層༝དྷ ) ͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7�ɺඃ೤੺Խͨ͠೪౔ϒϩοΫΛ

1� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
27ɽ 7.5:33.5�4 ׊ ೪౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ׊ࠇ৭౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 30�ɺ直ܘ 3 ʙ 7mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕ඇৗʹऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
2�ɽ 10:33�4 ҉׊ ׊৭౔ (ᶙ3 層༝དྷ ) Λओମͱ͠ɺશମతʹ೪౔͕ࠞ͢ࡏΔɻ೪౔ཻࢠΛ 20�ɺম౔ཻࢠΛ 10�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γ΍΍͍ڧɻ
29ɽ 7.5:34�6 ׊ ೪౔ͱϩʔϜ౔ͷࠞ߹౔ɻম౔ཻࢠɾϒϩοΫΛ 20�ɺ直ܘ 3 ʙ 5mm ͷ୸ԽཻࢠΛ 10� ؚΉɻ೪ੑ͕ඇৗʹऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ



　遺構と遺物

ᴷ 353 ᴷ

第 275 図　4*73(4) 遺෺分布・઀合図 (1/60)
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2�　౔૚அ໘ #�#�　ೆ͔Β

1�　౔૚அ໘ "�"`　౦͔Β

3�　চ໘શܠ　ೆ͔Β

第 276 図　4*73 ࣸਅ (1)
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3�　ΧϚυ土૚அ໘ &�&� 西൒෼　南͔Β　

1�　চ໘௚্୸Խࡐ出土ঢ়گ　西๺西͔Β

7�　ΧϚυ土૚அ໘)�)� 西൒෼　南͔Β

5�　ΧϚυ土૚அ໘(�(� 西൒෼　南͔Β

4�　ΧϚυ土૚அ໘ &�&� 東൒෼　南͔Β

2�　ΧϚυڽփ࣭࠭ؠɾକੴݕ出ঢ়گ　南南東͔Β

8�　ΧϚυ土૚அ໘)�)� 東൒෼　南͔Β

6�　ΧϚυ土૚அ໘(�(� 東൒෼　南͔Β

第 277 図　SI73 ࣸਅ 	2
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3�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ &�&�　南͔Β

1�　ΧϚυ土૚அ໘%�%�　南東͔Β

7�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ $�$�　南͔Β

5�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘(�(�　南͔Β

4�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘ '�'�　南͔Β

2�　ΧϚυՐচ໘　南͔Β

8�　ΧϚυ۷ํ　南͔Β

6�　ΧϚυ۷ํ土૚அ໘)�)�　南͔Β

第 278 図　SI73 ࣸਅ 	3
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2.　掘方土層断面 B-B'　南から

1.　掘方土層断面 A-A’　東から

3.　掘方全景　南から

第 279 図　SI73 写真 (4)
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した（第 277 ਤ 2）。大きさは長さ約 57DN、࠷大෯ 20DN で͋る。その྆࿬からはକ部のਊ材とし
て༻いられた礫が出土しており、このڽ灰࣭࠭ؠ製の੾石はΧϚドのขޱఱҪ部にֻけられていたと
えられる。ΧϚドの調査をਐめる中で、このΧϚドは上部構଄がかなりյされた状ଶで͋ることがߟ
෼かった。ఱҪ部が่落したような࣭࠭粘土主ମとなる૚が部෼తに͋るのΈで、࣭࠭粘土主ମの૚
がՐচ部શମを෴うようなଯ積をしていないからで͋る。࣭࠭粘土主ମの૚は、$-$` や )-)� 土૚அ
面に͋る 10・11 ૚のΈで͋る。ڽ灰࣭࠭ؠの出土状況をߟえ合Θせると、ΧϚドの粘土を࠾औする
目త等で、ఱҪ部෇近を大きくഁյしたのではないͩろうか。

ΧϚドՐচ部は྆କの中ԝで検出した。Րচ部とした 14 ૚には、焼土主ମでશମతに࣭࠭粘土
がࠞ在していた΄か、ඃ೤੺化したڽ灰࣭࠭ؠϒロックもඍྔながらؚまれていた。このΧϚドで
は、ӈକ部に 1 つ、左କ部には大小 2 つの礫がそれͧれਊ材としてਾえられていた。E-E` அ面で見
ると、ӈକのਊ材と左କの大きい方のਊ材の上面がἧっていることが෼かる。左ӈのਊ材のڑ཭は約
50DN、出土したڽ灰࣭࠭ؠは遺ଘする長さが 57DN で͋ることから、ขޱఱҪ部にڽ灰࣭࠭ؠをֻ
けることはՄೳで͋る。

ΧϚド掘方の調査では、ΧϚドକ部に༻いられた࣭࠭粘土がかなり࢖い回されてることが෼かった。
このΧϚドでは७౓のߴい࣭࠭粘土は͋まり見られͣ、18・19 ૚のようにશମతに焼土がࠞ在する
ものや、20 ૚や 21 ૚のようにඃ೤੺化した粘土ϒロックやڽ灰࣭࠭ؠϒロックをؚΉものの方が
多かった。

建物の掘方はશ面がᶛ૚にୡしており、所ʑに浅くۼΉൣғが͋るものの、大きなԜತは見られな
かった。"-"�・#-#` 土૚அ面の 21 ૚がషচで͋り、掘方ॆర土でも͋る。掘方をਫ਼査したが、ここ
でも柱穴等は見つかっていない。

第 275 ਤの遺物෼෍ਤによると、建物શମから遺物が出土している。炭化材の大部෼はচ面௚上
から出土しており、෴土中には΄とΜͲؚまれていない。土師器や須恵器については、෴土から出土
したものが大半を占め、চ面௚上から出土した遺物はগ数で͋る。
遺෺　本遺構からは、૯点数 114 点、૯ॏྔ 27,238�9H が出土した。種別・器種͝との内༁は、古
代の土師器 51 点 302H（ᆀ 20 点 185�9H、伫 31 点 116�1H）、古代の須恵器 14 点 220�1H（ᆀ 12 点
189�7H、伫 1 点 4�4H、ළ͋るいはᆵ 1 点 26H）、縄文土器 2 点 58�1H（ॾү C 式 1 点 43�6H、উࡔ
1 式 1 点 14�5H）、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 3 点 12�6H（ᆵ 1 点 4�1H、伫 1 点 2�2H、୆෇
伫 1 点 6�3H）、ڽ灰࣭࠭ؠ 15 点 11,263H、ඃ೤礫をؚΉ礫 29 点 15,383�1H で͋る。これら以֎に
炭化物も出土した。

本遺構の特৭として、須恵器よりも土師器の方が多く出土しており、土師器ᆀが一定ྔؚまれてい
る点が͛ڍられる。また、ڽ灰࣭࠭ؠはΧϚド構ங材として༻いられたもので、その大部෼にՃ޻面
が認められ、中には੾石状のڽ灰࣭࠭ؠもؚまれていた。縄文土器や弥生時代後期〜古墳時代前期の
土器は、ࠞೖしたものとߟえられる。

古代の土師器や須恵器から、遺ଘ状ଶがൺֱత良いݸମをબͼ、ਤ化を行った。本遺構の古代の土
器は遺構内で઀合した৔合が大部෼を占めるが、4*68 や遺物包ؚ૚から出土したഁ片と઀合したέー
スが一部ؚまれている。

第 280 ਤ 1 〜 5 は土師器で、1 は㡜、2 〜 5 はᆀで͋る。1 は平ఈのఈ部で、ମ部はఈ部から内
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ਤ

1 4*73 土師器
ᆀ

<15�0>
5�5

<8�4>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

֎面のうち、ޱԑ部はԣҐの
ナσ、ମ部はԣҐのϛΨΩ、
ఈ部෇近はख࣋ちϔϥέズ
リ。
内面はԣҐのϛΨΩ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ֎面
10:36�4 にͿ
いԫᒵ
内面
/1�5� ࠇ

ԑ部ޱ
1�8

ఈ部 1�4

ॏྔ 58�4H
内面ࠇ৭ॲཧ

2 4*73 土師器
ᆀ

<12�3>
3�2

<6�2>

ମ部はఈ部から内࿷
。ຯに։くؾ

֎面のうち、ޱԑ〜ମ上部は
ԣҐのナσ、ମԼ部はࢦおさ
え、ఈ部はϔϥέズリか。
内面はナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 7�5:37�5 にͿ
いᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 19�5H
南෢蔵ܕ

3 4*73 土師器
ᆀ

<13�9>
3�4

<8�3>

ମ部はやや内࿷ؾຯ
に։く。

֎面のうち、ޱԑ〜ମ上部は
ԣҐのナσ、ମԼ部はࢦおさ
え、ఈ部はϔϥέズリか。
内面はナσ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 10:37�6 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�4 ॏྔ 28�0H
南෢蔵ܕ

4 4*73 土師器
ᆀ

<12�9>
	3�6

<9�5>

ମ部は௚ઢతに։
く。

֎面のうち、ޱԑ〜ମ上部は
ԣҐのナσ、ମԼ部はԣҐの
ϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

7�5:36�5�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�2

ॏྔ 52�4H
相໛ܕᆀ
第 280 ਤ 5 と同
一ݸମか。

5 4*73 土師器
ᆀ

<12�6>
	3�5

<9�0>

ମ部は௚ઢతに։
く。

֎面のうち、ޱԑ〜ମ上部は
ԣҐのナσ、ମԼ部はԣҐの
ϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

ややೈ
࣭

7�5:36�5�6 ᒵ ԑ部ޱ
1�4

ॏྔ 20�5H
相໛ܕᆀ
第 280 ਤ 4 と同
一ݸମか。

6 4*73 須恵器
ᆀ

<12�3>
4�6

<7�1>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。શମతに
ްखなつくり。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。ϔϥέズリが
ମԼ部におよͿ。

礫、ཻ࠭、
ന৭ཻ子

良޷ ԑ部֎面ޱ
2�5:5�1 ԫ灰
ମ〜ఈ部֎面
7�5:36�3 にͿ
い׊
内面
2�5:5�2 ҉ԫ
灰

ԑ部ޱ
1�3

ఈ部 2�3

ॏྔ 97�1H
東金子窯

7 4*73・
4*68

須恵器
ᆀ

	2�6

<9�5>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリか。

小礫、࠭ ཻ、
ന৭ཻ子、
ւ໖ࠎ਑

良޷ /5� 灰 ఈ部 1�6 ॏྔ 56�0H
南ൺا窯

8 4*73 須恵器
ᆀ

	1�8

<7�9>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന৭
ཻ子、ւ໖
਑ࠎ

良޷ 2�5:5�1 灰 ఈ部 1�3 ॏྔ 32�7H
南ൺا窯

9 4*73・
4*68

土師器
伫

<21�6>
	3�9


֎ԑ部は؇やかにޱ
൓して։く。

ᰍ〜಑上部֎面はԣҐのϔϥ
έズリ。

ཻ࠭ 良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ԑ部ޱ
1�8

ॏྔ 21�7H
෢蔵ܕ伫
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࿷ؾຯに։く器形をఄする。内面にはࠇ৭ॲཧをࢪし、ԣҐのϛΨΩが認められる。ఈ部調੔はख࣋
ちϔϥέズリで͋る。2・3 は南෢蔵ܕᆀで、ମ部֎面にはࢦおさえの痕跡が見られ、ఈ部はϔϥέ
ズリによる調੔とߟえられる。4・5 は相໛ܕᆀで、ମԼ部にはԣҐにϔϥέズリをࢪす。それͧれ
をਤ化したため法ྔに͹らつきが͋るが、これらは同一ݸମのՄೳੑがߟえられる。

6 〜 8 は須恵器ᆀで͋る。6 はશମతにްखのつくりで、ॏྔײの͋る須恵器で͋る。ମ部はఈ部
から௚ઢతに։く形状で、ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。֎面ではମ部とఈ部
の境がᐆດで、ఈ部のϔϥέズリがମ部の一部にもٴͿ。7 のఈ部調੔はෆ໌ྎͩが、8 は回సࢳ੾
り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。6 は東金子窯、7・8 は南ൺا窯の製品で͋る。9 は土師器伫
のޱԑ部で͋る。ޱԑ部はᰍ部から؇やかに֎൓する。

相໛ܕᆀの 4・5 は、田ඌ੣හによる෼類の C 段֊に、須恵器ᆀの 6 は南ൺا窯跡群ോ山編年の )
ᶚ期後半にそれͧれൺ定される。4 〜 6 の大部෼は෴土中から出土しており、本遺構のഇઈ時期は 8
世紀第 4 四半期とଊえられる。なお、4 の઀合したഁ片のうち数点がΧϚド掘方から出土しているこ
とから、建物の࢖༻時期とഇઈ時期に͋まり時間ࠩがないとਪ࡯する。 （小西）

第 44 ද　SI�3 出土土器࡯؍ද
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4*58 282-45・
46・56

第163
〜169ਤ

第170
〜173ਤ 長方形 501 411 76 /-20°-8 ᶘ3 ʵ 北 ˓

縄文土器 8 点 82�6H、土器82点371�6H、
土師器2,045点8,179�3H、須恵器375点
2,946�2H、陶器 1 点 2�3H、石器 5 点 50�7H、
石製品 1 点 49�8H、金属製品 27 点 55�7H、
礫 19 点 4,646�5H、焼礫 157 点 9,121�7H、
炭化種実 26 点、炭化材、焼成粘土塊 34 点
273�8H、ڽ灰࣭࠭ؠ 215 点 20,211�7H

୨状ࢪ設͋り。
4*63、4,194・
211、41784・925
に੾られる。

4*61 272-50・
60 第181ਤ 第182ਤ 	۱ؙ長方形


	 ˞ 
 	187
 	106
 90 	/-24°-8
 ᶘ3 	 ʵ 
 	 ʵ 
 ˓
土師器 11 点 53�5H、須恵器 3 点 122�1H、
石器 1 点 1�1H、礫 1 点 109�6H、焼礫5点
173�9H

˞日野市調査の竪
穴建物跡の「ுり出
し構଄」とਪ定され
る。
4%,1220・1222、
֧ཚに੾られる。

4*63
282-35

・36・45・
46

第184
〜191ਤ

第192
〜197ਤ ۱ؙ長方形 623 429 61 /-97°-8 ᶘ3 4

	 ˎ 


東
ˣ
北
ˣ
西

ʵ

縄文土器 2 点 16�0H、土器 22点 128�3H、
土師器 1,021点 3,991�1H、須恵器515点
3,694�9H、ロクロ土師器24点107�6H、石器
3点470�7H、金属製品 6 点 20�0H、礫 9点
2,779�2H、焼礫 41 点 4,855�5H、炭化材、
焼成粘土塊13点23�9H、ڽ灰࣭࠭21ؠ点
68�6H

ˎ主柱穴は掘方に
て検出。
4*58、41784・937
・939・940・946
を੾る。4%12、
4,207、4,,974 に
੾られる。

4*64
282-32

・33・42・
43

第206
〜211ਤ

第212
〜215ਤ 方形 493 422 79 /-6°-E ᶘ3 ʵ 北 ˓

縄文土器14点132�5H、土器17点114�2H、
土師器1,180点5,679�9H、須恵器 109 点
2,107�4H、石器 3 点 22�7H、石製品 4 点
4,808�3H、金属製品 8 点 109�3H、礫 14 点
10,693�1H、焼礫 37 点 15,224�3H、炭化材、
焼成粘土塊 7 点 23�8H

4*62、41769 を੾
る。4,217、֧ཚ
に੾られる。

4*67
291-75・
84・85・

86

第223
〜228ਤ

第229
〜231ਤ 長方形 458 456 73 /-23°-8 ᶙ1 ʵ 北 ˓

縄文土器 4 点 33�0H、土器 41点 149�3H、
土師器 1,749点 13,007�5H、須恵器71
点541�5H、石製品 2 点 35�1H、礫 11 点
1,256�7H、焼礫 80 点 5,102�5H、炭化材、
焼成粘土塊 3 点 7�7H、ڽ灰࣭࠭ؠ 25 点
10,597�0H

4,,1486、֧ཚに
੾られる。

4*68 291-69 第240
〜242ਤ

第243
〜245ਤ ۱ؙ長方形 382 290 32 /-85°-E ᶙ2 ʵ 東 ˓

縄文土器2点21�9H、土器1点1�4H、土師器
129点581�0H、須恵器24点265�1H、石製
品1点199�4H、礫3点403�6H、焼礫20点
2,737�1H、焼成粘土塊 3 点 33�5H

4,232、41951、
4,,1353 に੾られ
る。

4*69 282-17・
27

第247
〜253ਤ

第254
〜257ਤ ۱ؙ方形 421 338 46 /-17°-8 ᶙ1 ʵ 北 ʵ

縄文土器 3 点 17�6H、土器 19点 118�8H、
土師器 488 点 2,890�4H、須恵器 296 点
6,102�0H、灰釉陶器 28 点 134�4H、石器
1 点 2�2H、金属製品 2 点 48�1H、礫 6 点
254�5H、焼礫 21 点 4,374�1H、炭化材、
焼成粘土塊 1 点 10�3H、ڽ灰࣭࠭ؠ 5 点
14,090�0H

֧ཚに੾られる。

4*72 291-79・
89

第265
〜267ਤ

第268
〜270ਤ 長方形 380 295 58 /-73°-E ᶙ2 ʵ 東 ˓

土器 4 点 24�3H、土師器 29 点 109�4H、須
恵器 27 点 406�8H、礫 1点 6�8H、焼礫 16
点 7,001�8H

4,,1392 に੾られ
る。

4*73

291-90
・100・
301-81・

91

第272
〜275ਤ

第276
〜279ਤ 方形 409 337 66 /-16°-8 ᶙ2 ʵ 北 ˓

縄文土器 2 点 58�1H、土器 3 点 12�6H、土
師器 51 点 302�0H、須恵器 14 点 220�1H、
礫3点13,690�0H、焼礫26点1,693�1H、炭化
材、ڽ灰࣭࠭ؠ 6 点 11,263�0H

4%,2762、
4,,1382・1385・
1386・1387 に੾
られる。

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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2）　۷ཱபݐ෺跡（第 282 〜 291 ਤ、第 46・50 ද）
古代にؼ属すると൑அしたピット 78 基のうち、25 基については掘立柱建物跡 % 〜 ' を構成する

ものと൑அし、ここでѻう。掘立柱建物跡 %・E は調査۠中ԝ部෇近にฒͿようにҐஔしており、近
ྡの 4*58 ͼٴ 4*69 と࣠方޲が΄΅同じで͋る。発掘調査の時点では、このピット群が 1 棟の૯柱
建物跡で͋るՄೳੑもߟえたが、検౼の݁果、2 棟の掘立柱建物として報告する。

。から古代と൑அした܎属時期については、出土遺物や෴土の༷相、ଞの遺構との੾り合い関ؼ
また、֤ピットについての発掘調査時の番号（遺構ུ号 41）はݸ別番号のままとし、掘立柱建物

跡としての名শは、2023・2024 年౓報告෼からの続きで % 〜 ' とした。
なお、֤ピットのن໛等については第 50 දにࣔしている。
۷ཱபݐ෺跡%（第 282 〜 286 ਤ、第 46・50 ද）
遺構　調査۠中ԝ部෇近の 282-27・36 〜 38・47 άリッドで検出された、41678・743・744・
745・753・754・771・785・786・788 の 10 基のピットからなる掘立柱建物跡で͋る。

第 4� ද　ݹ୅୦݀ݐ෺跡Ұཡද
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第 2�1 図　ݹ୅遺構ؒ઀߹図 (1/�00ɾ1/400)
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ᶚ　遺構と遺物

第 282 図　۷ཱபݐ෺੻%(1)　41678・743 ʙ 745・753・754・771・785・786・788(1/60)
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第 2�3 図　۷ཱபݐ෺跡%(2)　S16��ɾ�43 ʙ �4�ɾ��3ɾ��4ɾ��1ɾ���ɾ��6ɾ���

۷ཱபݐ෺跡%
S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明

੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明

੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
�%ɺࠇ৭౔ 	10:31���1
 ൗจঢ়ʹ 10% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:35��
�0% ภࡏɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�43
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1%ɺ௚ܘ �0NN ҎԼの

৭౔ブϩοΫ׊ࠇ 	10:3���
10% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�44
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ΍΍࣭࠭ɻ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻີࢠɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭

スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1�4�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక

·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
10% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1��3
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚10ܘNNҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�0%ɺ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻࢠ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̒ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1��4
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:5��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1��1
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの҉׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1���
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ

ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊ࠇ 	10:3���
 ΛブϩοΫঢ়ʹ �0% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
5%ɺ௕͞ �NN ҎԼの୸化ࡐย 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̒ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̔ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ׊ࠇ৭౔ 	10:3���
 ൗจঢ়ʹ �0% ภࡏɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1��6
̍ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ

	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻࢠ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚5ܘNNҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
1%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

ɻᰒཻঢ়ɾブϩοΫঢ়Λఄ͢Δɻ͍ૈࢠཻ
̏ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̐ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̒ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ���5:���� ҉ΦϦʔブ׊৭౔層�௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍

೪౔࣭౔層ɻ
̔ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ΍΍ڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̕ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼのখ᛽ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͍ڧɺ

極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻࢠཻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻࢠཻ
̏ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ 極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻࢠ

΍΍࣭࠭౔層ɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̒ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̓ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ブϩοΫ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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当 初、 ୯ ಠ の ピ ッ ト と し て 41678 の 掘 ࡟ を ։ ࢝ し た が、 同 ピ ッ ト は ൺ ֱ త ن ໛ が 大 き
く、෴土には焼土が多くؚまれ、またఈ面で柱当たりの痕跡が確認された。ߋに、周辺でも
類 ࣅ の ピ ッ ト が 確 認 さ れ た こ と か ら、 掘 立 柱 建 物 跡 を 構 成 す る ピ ッ ト で ͋ る Մ ೳ ੑ を ૝ 定
し、周辺に͋るະ調査やະ検出のピットをਫ਼査、検౼し、掘立柱建物跡で͋ることを確認した。

֤ピットは、41754・771・785が古代の土坑4,195、41788が古代の41789、41771が古代の41922、
41744・745・753が中世の溝 4%12 の֤遺構に੾られるଞ、41678、754ٴͼ771が֧ཚに੾られる。

柱間はྊ行（南北）二間、ܻ行（東西）三間で、਎ࣷの間ִはྊ行が 209 〜 218DN で平ۉ
212DN、ܻ行が 157 〜 194DN で平ۉ 178DN で͋る。ྊ行よりܻ行の方が間ִはڱくなっている。

֤ピットの平面形ଶは、41744 をআいてԁ形もしくはପԁ形をఄし、また֤ピットの長࣠は、ଞ

第 2�4 図　۷ཱபݐ෺跡%(3)　S16��ŋ�43 ʙ �4�ŋ��3ŋ��4ŋ��1ŋ���ŋ��6ŋ��� 遺෺෼෍ŋ઀߹図 (1/60)

""

"`"`
�2
�2

$ $

$` $`
�2
�2

%

%

%`

%`�2�2

(` (

((` �2�2

S1
6�
�

S1
��
3

S1
��
6

S1
��
�

S1
��
1

S1
��
�

S1
��
6

S1
��
�

S1
��
1

S1
��
�

S1
��
4

S1
�4
�

S1
�4
4

S1
�4
3

S1
6�
�

S1
�4
�

S1
�4
4

S1
�4
3

S1��3S1��6 S16��

S1�4�S1��4S1���

1

1

1

2

2



　遺構と遺物

ᴷ 367 ᴷ

10�　41788 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β9�　41786 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β8�　41785 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

7�　41771 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β6�　41754 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β5�　41753 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

4�　41745 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β3�　41743 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β2�　41678 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

1�　۷ཱபݐ෺੻%શܠ　ೆೆ౦͔Β

第 285 図　۷ཱபݐ෺੻%ࣸਅ
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1 41744 土師器
ᆀ

	1�2

<6�7>

ମ部はఈ部からやや
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

10:37�3�5 に
Ϳいԫᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 30�4H

2 41786 須恵器
ᆀ

	1�7

<6�6>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。ମԼ部に
ྏ͋り。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

10:37�4 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 2�3 ॏྔ 39�9H
内֎面にՐ᧪痕。
南多摩窯

ᴷ 368 ᴷ

の遺構等に੾られているものもؚめて、61〜86DN で͋る。ਂさは、41753 ෇近の検出面のඪߴ
92�2 ̼ を 基 ४ に す る と、41678 が 92DN、41743 が 77DN、41744 が 78DN、41745 が 73DN、
41753 が 77DN、41754 が 52DN、41771 が 67DN、41785 が 75DN、41786 が 71DN、41788 が
74DN をଌる。南西۱の 41678 が࠷もਂく、41754 が浅い΄かは、ݦ著なࠩҟは見られない。

֤ピットのうち、࠷もਂい 41678 では前ड़の௨りఈ面で柱当たりを検出し、෴土の 1・2 ૚に焼
土ཻ子のࠞೖを認めた。また 2・3 ૚は柱ൈऔり穴෴土、4 〜 6 ૚は柱穴の掘方෴土とΈられる。
41744 はஅ面で 2 基の੾り合い、ఈ面では 3 つの掘りࠐΈが確認され、同一箇所において柱のਾえ
ସえが 2 回行ΘれたՄೳੑが͋る。41785 は 1 〜 3 ૚が柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土、41753 の
1 〜 3 ૚、41786 の 1 〜 4 ૚と 41788 の 1 〜 4 ૚がそれͧれ柱ൈऔり穴෴土とΈられる。　（相原）
遺෺　本遺構を構成する柱穴のうち 41678・743・744・753・786 から遺物が出土し、૯点数 61 点、
૯ॏྔ 346�4H で͋る。種別・器種͝との内༁は、古代の土師器 20 点 76�4H（ᆀ 1 点 30�4H、伫 19
点 46H）、古代の須恵器（ᆀ）6 点 57�5H、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器（ᆵ）1 点 9�2H で、
これら以֎にඃ೤礫 5 点 207�5H が͋る。

遺物の෼෍状況を見ると、西ଆから南ଆにかけての柱穴から古代の土師器や須恵器等が出土してい
る一方で、それ以֎の柱穴からは一੾出土していないことがӐえる。柱穴からの出土遺物は、本遺構
ഇઈ後に柱穴を埋め໭したࡍにࠞೖしたとਪ࡯される。出土遺物のうち、遺ଘ状ଶがൺֱత良い遺物
をந出し、ਤ化を行った。

第 286 ਤ 1 は土師器ᆀで、ఈ部には回సࢳ੾り痕が࢒る。2 は須恵器ᆀで、ఈ部は回సࢳ੾り後、
֎周に回సϔϥέズリをࢪす。ϔϥέズリの෯はڱい。焼成がややೈ࣭で、৭調がԫᒵ৭で͋ること
が 2 の特௃で͋る。今回の調査地点では、このような特௃を࣋つ須恵器（ᆀや伫）を数点確認した。
古代のೖ間をߟえる会のࠜ本༃ࢯからは、多摩χϡータ΢ンᶺ 107 遺跡のਫ৔遺構出土須恵器と଻
土や࣭ײが類ࣅするとのࢦఠが͋った。 （小西）

1

2

1 2

S1��6S1�44

S1��6

S1�44

第 2�6 図　۷ཱபݐ෺跡%出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ

第 46 ද　۷ཱபݐ෺跡%出土土器࡯؍ද
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第 2�� 図　۷ཱபݐ෺跡 &(1)　S1�6�ɾ��4ɾ�2�ɾ�3�ɾ�3�ɾ�40ɾ�44ɾ�46ɾ�4�(1/60)

۷ཱபݐ෺跡 &
S1�6�
１． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 5%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)2% 含む。粘性強、締まりあり、粒子やや粗い。
２． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 3%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)1% 含む。粘性強、締まりややあり、粒子粗い。
３． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 2%、直径 15mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)3%、直径 3mm 以下の砂質粘土粒子

(2.5Y6/4)3% 含む。粘性強、締まりあまりなし、粒子やや粗い。
４． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 2%、直径 5mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)7% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや密。
５． 10YR2/2 黒褐色土層 Ⅳ層土由来土層。直径3mm以下の焼土粒子1%、直径2mm以下のローム粒子(10YR6/6)1%含む。粘性強、締まりややあり、

粒子粗い。
６． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 10mm 以下の焼土ブロック 3%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)5% 含む。粘性強、締まりややあり、粒子

やや密。
７． 10YR2/2 黒褐色土層 砂質粘土10%偏在。直径5mm以下の焼土粒子2%、直径1mm以下のローム粒子(10YR6/6)1%含む。粘性強、締まりあり、

粒子やや粗い。
８． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 3mm 以下の焼土粒子 1%、直径 1mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)1%、直径 3mm 以下の砂質粘土粒子

(2.5Y6/4)3% 含む。粘性強、締まりややあり、粒子粗い。
９． 10YR2/1 黒色土層 直径 1mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR5/8)2%、直径 2mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)2% 含む。粘性強、締まり

ややあり、粒子やや粗い。
10． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 15mm 以下の暗褐色土ブロック (10YR3/3)10%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)3% 含む。粘性強、締ま

りあり、粒子やや密。

S1��4
１． 10YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の焼土粒子 7%、直径 8mm 以下のローム粒子 (10YR4/6)5%、長さ 5mm 以下の炭化材片 2% 含む。粘性

ややあり、締まりあり、粒子粗い。
２． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 1mm 以下の明黄褐色スコリア (10YR6/8)3%、直径 1mm 以下の赤褐色スコリア (5YR4/8)2% 含む。粘性あり、締

まりあり、粒子粗い。
３． 10YR2/1 黒色土層 ローム (10YR5/6) 斑文状に 20% 偏在。直径 2mm 以下の焼土粒子 2% 含む。粘性あり、締まりなし、粒子極めて粗く顆

粒状を呈する。
４． 10YR2/1 黒色土層 ローム(10YR5/6)ブロック状に40%混在。直径1mm以下の明赤褐色スコリア(2.5YR4/8)2%含む。粘性あり、締まりなし、

粒子極めて粗く顆粒状を呈する。
５． 10YR2/1 黒色土層 直径5mm以下の焼土粒子5%、直径2mm以下のローム粒子(10YR4/6)3%含む。粘性ややあり、締まりややあり、粒子粗い。
６． 10YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の焼土粒子 3%、直径 2mm 以下のローム粒子 (10YR4/6)2% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや密。
７． 10YR2/2.5 黒褐色土層 直径 2mm 以下の焼土粒子 1%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR4/6)5% 含む。粘性ややあり、締まりあり、粒子密。
８． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 2mm 以下の明黄褐色スコリア (10YR6/8)7%、直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR4/8)3% 含む。粘性あま

りなし、締まりあまりなし、粒子粗い。
９． 10YR2/3 黒褐色土層 ロームブロック (10YR5/6) 斑文状に 15% 混在。直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR4/8)2% 含む。粘性あり、締

まりあまりなし、粒子粗い。
10． 10YR2/2 黒褐色土層 ローム (10YR5/6) 斑文状に 30% 混在。直径 1mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR4/8)2% 含む。粘性ややあり、締まり

ややあり、粒子粗い。
11． 10YR2/2 黒褐色土層 ローム(10YR5/6)斑文状に20%混在。直径1mm以下の明赤褐色スコリア(2.5YR4/8)1%含む。粘性ややあり、締まりなし、

粒子極めて粗い。
12． 10YR2/1 黒色土層 黒褐色土 (10YR2/3)30% 偏在。ローム粒子・ブロック (10YR5/6)10% 偏在。直径 1mm 以下の明赤褐色スコリア

(2.5YR4/8)1% 含む。粘性強、締まりなし、粒子極めて粗い。
13． 10YR2/2 黒褐色土層 Ⅲ層土主体。直径 2mm 以下のローム粒子 (10YR4/6)3% 含む。粘性強、締まりあり、粒子密。
14． 10YR2/3 黒褐色土層 ローム (10YR5/6)40% 偏在。直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR4/8)2% 含む。粘性あり、締まりなし、粒子極

めて粗い。
15． 10YR2/2 黒褐色土層 ローム (10YR4/6)15% 偏在。直径 5mm 以下の赤褐色スコリア (5YR4/8)3% 含む。粘性あり、締まりややあり、粒子や

や粗い。
16． 10YR2/1.5 黒～黒褐色土層 直径 5mm 以下の焼土粒子 5%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR4/6)1% 含む。粘性強、締まりあり、粒子密。
17． 10YR4/6 褐色土層 黒褐色土 (10YR3/1)30% 偏在。直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (2.5YR4/8)1% 含む。粘性あり、締まりなし、粒子

極めて粗い。
18． 10YR4/6 褐色土層 ローム主体。黒褐色土20%偏在。直径3mm以下の明赤褐色スコリア2%含む。粘性あり、締まりやや強、粒子極めて粗い。

S1�2�
１． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 15mm 以下の砂質粘土ブロック (10YR5/4)10%、直径 7mm 以下の焼土粒子 5% 含む。粘性あり、締まり強、粒子

やや粗い。
２． 10YR3/3 暗褐色土層 直径 5mm 以下の砂質粘土ブロック (10YR5/4)5%、直径 5mm 以下の焼土粒子 5% 含む。粘性強、締まり強、粒子やや密。
３． 10YR3/4 暗褐色土層 直径 20mm 以下のロームブロック (7.5YR6/8)7%、直径 20mm 以下の砂質粘土ブロック (10YR5/4)5%、直径 5mm 以

下の焼土粒子 3% 含む。粘性強、締まり強、粒子密。
４． 10YR2/1 黒色土層 黒色土 (10YR1.7/1)10% 混在。直径 5mm 以下の焼土粒子 3% 含む。粘性あり、締まりあり、粒子やや密。
５． 10YR2/2 黒褐色土層 砂質粘土 10% 混在。直径 5mm 以下の焼土粒子 5%、直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (5YR5/8)3% 含む。粘性強、

締まり強、粒子やや密。
６． 10YR2/2 黒褐色土層 Ⅲ層土主体。直径2mm以下の砂質粘土粒子5%、直径2mm以下の焼土粒子3%含む。粘性強、締まりややあり、粒子やや密。
７． 10YR3/3 暗褐色土層 直径 10mm 以下の砂質粘土ブロック (10YR5/4)7%、直径 5mm 以下の焼土粒子 5%、直径 10mm 以下の黒色土ブロッ

ク (10YR2/1)3% 含む。粘性強、締まりあり、粒子密。やや粘土質土層。
８． 10YR4/6 褐色土層 砂質粘土層。
９． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 10mm 以下のロームブロック (10YR4/4)20%、直径 7mm 以下の焼土粒子 3%、直径 2mm 以下のローム粒子

(10YR4/6)2% 含む。粘性強、締まりあり、粒子やや密。

S1�3�
１． 10YR1.7/1 黒色土層 直径 3mm 以下の赤褐色スコリア (5YR4/8)3%、直径 5mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)3%、直径 3mm 以下のにぶい黄

橙色粒子 (10YR7/3)1% 含む。粘性強、締まりややあり、粒子粗い。
２． 10YR2/1 黒色土層 直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (5YR5/8)2%、直径 2mm 以下の砂質粘土粒子 (10YR7/2)3% 含む。粘性あり、締ま

りあまりなし、粒子粗い。
３． 10YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の明赤褐色スコリア (5YR5/8)5% 含む。粘性強、締まりあまりなし、粒子やや粗い。
４． 10YR2/1 黒色土層 直径3mm 以下の焼土粒子5%、直径2mm 以下のローム粒子(10YR5/8)5%、直径 5mm 以下の炭化物粒子2% 含む。粘性強、

締まりあり、粒子極めて粗い。
５． 10YR2/1 黒色土層 直径 1mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)3%、直径 2mm 以下の明赤褐色スコリア (5YR5/8)1% 含む。粘性強、締まりあ

まりなし、粒子粗い。
６． 10YR2/1 黒色土層 直径 10mm 以下の明赤褐色スコリア (5YR5/8)2%、直径 2mm 以下のローム粒子 (10YR5/8)1% 含む。粘性強、締まり強、

粒子粗い。
７． 10YR2/1 黒色土層 直径 3mm 以下の焼土粒子 3% 含む。粘性強、締まりあり、粒子密。
８． 10YR2/2 黒褐色土層 直径 10mm 以下のロームブロック (10YR5/8)10% 含む。粘性強、締まりあり、粒子密。
９． 10YR2/3 黒褐色土層 直径 15mm 以下の暗褐色土ブロック (10YR3/3)10%、直径 3mm 以下のローム粒子 (10YR6/6)5%、直径 3mm 以下の明

赤褐色スコリア 2% 含む。粘性あり、締まり強、粒子やや密。
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۷ཱபݐ෺跡 &（第 287 〜 289 ਤ、第 49 ද）
遺構　調査۠中ԝ部෇近の282-35・36・45・46άリッドにҐஔする、41767・784・925・937・939・
940・944・946・947の9基のピットからなる掘立柱建物跡で、֤ピットの検出面はᶘ3・ᶙ2૚で͋る。

当初、41767 を掘立柱建物跡 % に関連するピットとして調査をしていたが、41784 がਂい掘方を
࣋つピットで͋ることが෼かり、ߋに 4*58 のΧϚドの掘りࠐΈͩとߟえていたものが 4*58 を੾る
ピット（41925）で͋ることが൑໌したため、掘立柱建物跡 % とは別の建物跡がଘ在するか、もし
くは同建物跡が西ଆまで伸ͼることが૝定された。その後、4*63 の調査のਐḿとڞに、4*63 をғΉ
ように 4*63 より古いෳ数のピットが検出され、掘立柱建物跡 % とは別の掘立柱建物跡 E と認定した。
なお、41784 と 41925 の中間にもピットが 1 基͋ったものとߟえられるが、4*58 と 4*63 のॏෳ部
෼で検出がࠔ೉で͋ったため、確認できなかった。

前ड़の௨り 4*63 をऔりғΉように֤ピットがҐஔしていることから、41784・937・939・940・946
が 4*63 に੾られ、また 41784・925 が 4*58 を੾り、41767・940 が中世の溝 4%12 に੾られている。

柱間は、掘立柱建物跡 % と同じくྊ行（南北）二間、ܻ行（東西）三間で、਎ࣷの間ִはྊ行が
187 〜 208DN で平ۉすると 201DN、ܻ行がܽଛ部をআくと 166 〜 192DN で平ۉすると 180DN で
͋る。ܻ行の方が間ִはڱくなっているが、掘立柱建物跡 % とൺ΂るとそのࠩは小さい。

֤ピットの平面形ଶは、ԁ形・ପԁ形のもの（41767・784・925・937・944・947）と۱ؙ方形・
۱ؙ長方形のもの（41937・939・940・946）とが͋り、一༷ではない。また、֤ピットの長࣠の
長さは、࢒ଘ஋もؚめて 57 〜 102DN で大きな։きが͋る。

֤ピットのਂさは、41939 さ（92�1ߴ上部の࠷ ̼）を基४にすると、41767 が 82DN、41784
が 91DN、41925 が 97DN、41937 が 73TN、41939 が 77DN、41940 が 73DN、41944 が 79DN、
41946 が 84DN、41947 が 89DN をଌる。南ଆの 3 基がਂい޲܏に͋る。

土૚அ面の࡯؍では、41767・784・937・939・946 で柱痕跡のՄೳੑが͋る૚を確認した。こ
のうち、41767 は、1 〜 8 ૚に焼土をؚΈ、3・7・8 ૚には࣭࠭粘土ཻ子をؚΉ。特に 7 の࣭࠭粘
土ཻ子が多い。41784 も、1 ૚に焼土ཻ子のࠞೖが認められた。41925 は、前ड़の௨り、4*58 の෴
土に掘られたピットで、4*58 の発掘調査中に確認され、෴土には 4*58 のΧϚド༝དྷとΈられる࣭࠭
粘土ཻ子がؚまれていた。41937 は 4*63 の北西۱にҐஔしており、෴土の一部に焼土ཻ子や炭化物
ཻ子がؚまれていた。41939 は 9 ૚のうち 5・9 ૚をআく֤૚で焼土のཻ子やϒロックがࠞೖしていた。
41940 は、શ 4 ૚で焼土のཻ子やϒロックが見られる΄か、1 〜 3 ૚ではڽ灰࣭࠭ؠϒロックのࠞ
ೖが見られた。41944 も一部の૚で焼土が見られる。41946 は、શ 9 ૚のうち 5 ૚で焼土が見られ
る΄か、นࡍの 8・9 ૚はやや粘土࣭の土৕となっている。41946 はશ 10 ૚のうち 4 ૚で焼土が見
られ、2・9 ૚をআく֤૚でローϜのࠞೖが目立つ。 （相原）
遺෺　本遺構を構成するす΂ての柱穴から遺物が出土しており（ະ検出の柱穴 1 基をআく）、૯点数
62 点、૯ॏྔ 362�8H で͋る。種別・器種͝との内༁は、古代の土師器（伫）43 点 145�1H、古代
の須恵器 12 点 142H（ᆀ 9 点 48�1H、伫 3 点 93�9H）、古代の灰釉陶器（ළ͋るいはᆵ）1 点 16�4H、
縄文土器（Ճીར E3 式）1 点 15�9H で、これらのଞにඃ೤礫 5 点 43�4H が͋る。41993 から出土し
た須恵器伫 3 点は、4*63 出土の伫と઀合している。

֤柱穴から出土した遺物は、掘立柱建物としての機ೳがࣦΘれ、柱穴を埋め໭したࡍにࠞೖしたと



ᴷ 372 ᴷ

ਪ࡯される。出土遺物はͲれもࡉ片ͩったため、ਤ化は行っていない。 （小西）
۷ཱபݐ෺跡 '（第 290 〜 291 ਤ、第 49 ද）
遺構　2-6 西۠北東部の 281-100、291-91 άリッドにҐஔするŇ 掘立柱建物跡 %・E とはやや཭れ
たҐஔに͋り、֤ピットのن໛も྆建物跡より小さい。調査ൣғ内では 41755・756・757・758・
759 の 5 基を検出した。֤ピットの検出面はᶙ1〜2 ૚で͋る。

建物跡は北ଆの掘ൣ࡟ғ֎΁と続くと૝定され、ن໛は、柱間はྊ行（東西）二間、ܻ行（南北）
三間以上で͋る。調査ൣғ内では、਎ࣷの間ִはྊ行が158〜172DN、ܻ 行が167〜182DNをଌる。

֤ピットの平面形ଶは、ԁ形もしくはପԁ形で、長࣠の長さは 25 〜 44DN、୹࣠は 21 〜 41DN
で͋る。また、検出面（92�0N とする）からのਂさは 41755 が 32DN、41756 が 27DN、41757 が
39DN、41758 が 16DN、41759 が 20DN、41760 が 24DN をଌり、۱の 2 基がややਂくなっている。

֤ピットの෴土はࠇ৭ຢは׊ࠇ৭で 1 〜 3 ૚に෼けられ、֓Ͷ上૚に׊ࠇ৭スコリアをؚΈཻ子
はૈく、中・Լ૚はᶙ૚༝དྷの土৕からなる。炭化物ཻ子は΄΅ؚまͣ、焼土はؚまない。　（相原）
遺෺　本遺構を構成する柱穴のうち、南東۱の柱穴で͋る 41757 から古代の須恵器伫 1 点 3�7H が出
土したが、ࡉ片ͩったため、ਤ化は行Θなかった。 （小西）

第 288 図　۷ཱபݐ෺੻ &(2)　41767・784・925・937・939・940・944・946・947

41939
̍ɽ 2.5:3�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mmҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mmҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35�6)5�ɺ直ܘ 5mmҎԼͷখ᛽ 2�ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͘ᰒ

ཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ೪౔ཻࢠ (10:37�2)7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ

Ίͯૈ͍ɻۃࢠཻ
̏ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:346�4)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̓ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ೪౔ཻࢠ (10:37�2)7� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̔ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̕ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷ҉׊৭౔ϒϩοΫ (10:33�3)20�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
41940
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ཻࢠɾϒϩοΫ 20�ɺ೪౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 1mm લޙͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34�6)2�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 1� ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm લޙͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34�6)2�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 1� ؚΉɻ೪ੑ͘ڧɺక·Γऑ͍ɻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ཻࢠ 10�ɺ೪౔ཻࢠ 7�ɺڽփ࣭࠭ؠϒϩοΫ 1� ؚΉɻ೪ੑऑ͘ɺక·Γऑ͍ɻ
̐ɽ 10:32�2 ʙ ৭౔層 ᶙ2׊ࠇ 3 層౔ओମɻ෦෼తʹᶙ3 層͕ൗจঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm લޙͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34�6)3�ɺম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑऑ͘ɺక·Γ͍ڧɻ
41944
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��)1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:35�6)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·

Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̎ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:35�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�4)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:35�6)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34�6)1� ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷ҉׊৭౔ϒϩοΫ (10:33�4)30�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:35�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̒ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:35�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͘ᰒཻঢ়ٴ

ͼϒϩοΫঢ়Λఄ͢Δɻ
̓ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ׊ࠇ৭౔(10:32�3)30�ภࡏɻ直1ܘmmҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ(5:35��)2�ɺ直2ܘmmҎԼͷম౔ཻ1�ؚࢠΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ ɻ͍ૈࢠ
̔ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:35�6)5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̕ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ࠇ৭౔ (10:32�1)20� Ίͯૈ͍ɻۃࢠɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࡏࠞ

41946
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34�6)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̒ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̓ɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ Ίͯૈ͍ɻۃࢠ
̔ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑۃΊͯڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ೪౔࣭౔層ɻ
̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ΍΍೪౔࣭౔層ɻ

41947
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̐ɽ 10:31.7 ʙ ܘ৭౔層 直ࠇ 2�1 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:35��)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̒ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̓ɽ 7.5:32�3 ׊҉ۃ৭౔層 直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�6)10�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̔ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜ (10:35��)10� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ

(5:35��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
10ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜ (10:35��)30� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�1)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

Ίͯૈ͍ɻۃࢠཻ
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4�　41925 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β3�　41784 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β2�　41767 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

1�　۷ཱபݐ෺੻ &શܠ　ೆೆ౦͔Β

第 289 図　۷ཱபݐ෺੻ &ࣸਅ



ᴷ 374 ᴷ

第 2�0 図　۷ཱபݐ෺跡 '　S1��� ʙ �60(1/60)

۷ཱபݐ෺跡 '
S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷɻ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

S1��6
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷɻ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

S1���
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	�10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

S1�60
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷɻ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
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7�　41760 શܠ　ೆೆ౦͔Β6�　41759 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β5�　41758 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β
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3）　土޵（第 160、292 〜 303 ਤ、第 47・48 ද）
土坑（遺構ུ号は 4,）は、調査۠内の֤所に 19 基がࢄ在している。
一部をআいて出土遺物数はগなく、そこからؼ属時期を൑அすることがࠔ೉で͋るため、ࠇ৭スコ

リアを多くؚΉ等、෴土が古代の竪穴建物跡と類ࣅするものを中心に古代の土坑としてந出した。
土坑のうち、4,195 は竪穴状遺構としてもࠩし支えないن໛と形状で、土師器、須恵器、炭化材、

大ܕの礫がෳ数出土している。それ以֎は 4,195 とൺ΂ると小形で、平面形ଶもن໛も一༷ではない。
なお、一部の遺構はݸ別ਤをׂѪし、શ土坑に関する৘報は第 48 දの一ཡදに記ࡌした。
S,1��（第 292 〜 296 ਤ、第 47・48 ද）

2-6 西۠中ԝ෇近の 282-27・28・37・38 άリッドで検出された。土坑としてѻっているが、形
状తには竪穴状遺構に近い。

発掘調査։࢝時の遺構検出のࡍ、調査۠東西ϕϧトの南ଆで焼土をؚΉ遺構の一部を検出した。同

第 292 図　4,195(1)(1/40)

4,195
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ

直ܘ 7mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1�ɺ直ܘ 3mm Ҏ
Լͷ୸Խ物খย 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
(5:34��)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)5�ɺ直
ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺ
΍΍ີɻࢠཻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
(5:34��)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼ
ͷ୸Խ物খย 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ম౔ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊
৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍
ૈ͍ɻ

̑ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊
৭スίϦΞ (5:34��)1�ɺ長͞ 5mm ҎԼͷ୸Խ物খย 3� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̑�ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 5 層ʹۙࣅɻম౔Λ 10� ؚΉɻ
̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ম౔ 1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊

৭スίϦΞ (5:34��)1�ɺ長͞ 10mm ҎԼͷ୸Խ物খย 1� ؚ
Ήɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
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ϕϧトআڈ後にਫ਼査をしたところ、土師器や須恵器、炭化材、焼土が޿く෼෍していることを確認し
た。しかしද面の࡯؍では遺構のൣғが確認できͣ、トϨンνをೖれてようやくൣғを確定した。検
出面は、調査۠東西ϕϧト上がᶘ3૚、それ以֎がᶙ2૚で͋る。

遺構は、掘立柱建物跡 %（41754・771・785）、41922 を੾っており、また 4,225 ͼ֧ཚに一ٴ
部を੾られている。

長࣠ 309DN、୹࣠ 248DN の東西に長い࿪な۱ؙ長方形をఄし、検出面からのਂさは 31DN をଌ
る。ఈ面にはషচは確認されͣ、Ԝತが͋る。นは内࿷して立ち上がる。

෴土は 6 ૚に෼けられた。いͣれの૚にも焼土ཻ子がؚまれ、2 ૚と 4 ૚をআく૚では炭化物ཻ
子も確認された。また、ଯ積状況の࡯؍から、この 4,195 は、数౓に࿱って掘りฦされながら࢖༻
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されたものとߟえられる。別遺構とした 4,225 も、この掘りฦしの痕跡ともߟえられる。
遺物は、主に෴土の中૚以上から出土している。遺構の中ԝ部෇近には炭化材が多くΈられ、その

東ଆをғΉように土師器や須恵器、大ܕの礫が検出されている。 （相原）
本遺構からは、૯点数 159 点、૯ॏྔ 20,318�5H が出土した。種別・器種͝との内༁は、土師

器 84 点 1,373�1H（ 伫 55 点 1,003�6H、 ୆ ෇ 伫 29 点 369�5H）、 須 恵 器 36 点 1,300H（ ᆀ 22 点
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134�5H、伫 2 点 68�1H、ළ͋るいはᆵ 11 点 1,096�6H、器種ෆ໌ 1 点 0�8H）、縄文土器（Ճીར E3 式）
2 点 30�9H、縄文時代の石器（ଧ製石佁）1 点 300H、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器 3 点 20�9H（ᆵ
2 点 11�5H、ߴᆀ 1 点 9�4H）で、これら以֎にඃ೤礫をؚΉ礫 16 点 8,642�1H が͋る。土師器や須
恵器は古代の所産で͋り、それ以֎の土器や石器は本遺構に伴う遺物ではないと൑அした。古代の遺
物の中から、遺ଘ状ଶが良い土器をબͼ、ਤ化を行った。

第 294・295 ਤ 1 〜 3 は須恵器ᆀで͋る。1 はޱԑ部からମ部ഁ片ͩが、2・3 はఈ部が遺ଘしており、
ఈ部は回సࢳ੾り後ແ調੔で͋る。4・5 は土師器伫、6・7 は土師器୆෇伫で͋る。4 はޱԑから಑
Լ部にかけてのഁ片で、શ周のうち 1�3 ఔ౓が遺ଘする。શମతに器นがްく、ᰍ部の۶ۂは؇や
かで͋る。5 は಑部からఈ部にかけて遺ଘし、器นはബい。6 は土坑内出土のഁ片 22 点が઀合して
いるが、ྡり合うഁ片と৭調が大きくҟなるഁ片が͋り、二࣍ඃ೤等のՄೳੑをࣔࠦしている。8 は
須恵器伫の಑部ഁ片で͋る。֎面には平行ୟきが認められるが、その痕跡はࢄອで͋る。8 は焼成が
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ややೈ࣭で、ԫᒵ৭の৭調が特௃తで͋る。これと同一ݸମとߟえられるഁ片が遺物包ؚ૚からもෳ
数点出土している。こうした特௃を࣋つ須恵器について、古代のೖ間をߟえる会のࠜ本༃ࢯは、多摩
χϡータ΢ンᶺ 107 遺跡のਫ৔遺構出土須恵器と଻土や࣭ײが類ࣅするとࢦఠしている。

第 296 ਤ 9・10 は長ᰍළのような器形が૝定されるが、いͣれも಑上部より上をܽଛしている。
அ面形が方形状のߴ୆がషり෇けられ、ߴ୆部は֎方΁։かͣに௚立ؾຯの形状をఄする。

須恵器ᆀ（第 294・295 ਤ 2・3）は南ൺا窯跡群ോ山編年のᶞ期にൺ定され、土師器伫の༷相を
ؚめてߟえると、これらの土器は 9 世紀末〜 10 世紀初頭にҐஔ෇けられよう。 （小西）

� 10

� 10

第 2�6 図　S,1�� 出土遺෺ (2)(1/3)ɾࣸਅ
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S,20�（第 297・301 ਤ、第 48 ද）
長࣠ 148DN、୹࣠ 96DN、検出面からのਂさ 91DN をଌるやや大ܕの土坑で͋る。検出時にはピッ

ト（41663）としていたが、半ࡋして掘࡟したとところ、長ԁ形のややਂい遺構で͋ることが෼かり、
種別を土坑にม（4,208）ߋして調査を続けた。掘࡟を続けると、検出面からのਂさ 50DN ෇近でߗ
化面が検出され、東ଆがΦーバーϋンάするように掘ることができるようで͋った。検౼の݁果、Φー
バーϋンάとしていた部෼は別遺構の෴土で͋り、その別遺構は弥生時代ऴ末期〜古墳時代前期の竪
穴建物跡（4*65）で͋ることが໌らかとなった。また、当初検出したߗ化面も 4*65 のもので͋ると
൑அした。

平面形ଶはやや࿪な小൑形で、ఈ面はൺֱత平ୱで͋る。นは内࿷して立ち上がったのち、௚立ؾ
ຯに検出面にୡする。

෴土は 14 ૚に෼けたが、このうち 1 〜 5 ૚が柱痕跡、6 〜 14 ૚が柱掘方෴土のような状ଶでଯ
積しており、柱穴で͋ったՄೳੑもߟえられる。

遺物は土器 4 点、焼礫 1 点が出土した。土器は 4*65 に伴っていたものとΈられ、そのうち伫のഁ
片 2 点は 4*65 出土のഁ片と઀合した。

第 4� ද　S,1�� 出土土器࡯؍ද
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S,210（第 297・301 ਤ、第 48 ද）
2-6 西۠の西دりにҐஔする土坑で͋る。西ଆには古代の竪穴建物跡 4*61 がҐஔしている。ෆ੔

ପԁ形をఄし、ਂ さは 16DN と浅い。ఈ面はԜತが͋り、北西部には段ࠩを༗し 1 段௿くなっている。
S,213（第 160・301 ਤ、第 48 ද）

縄文時代の集石 4415 の発掘調査中に検出された。২物痕等によるഁյがܹしく、໌ྎなプϥンは
検出できなかった。෴土には焼土や炭化物のཻ子をؚΉ。
S,214（第 160・301 ਤ、第 48 ද）

4,213 と同じく、4415 の発掘調査時に検出された。西ଆは২物痕により֧ཚされている。෴土は
2 ૚からなり、そのうち上૚はࠇ৭土でᰒཻ状をఄする。
S,21�（第 297・301 ਤ、第 48 ද）

包ؚ૚掘࡟時に検出されたため、北ଆの一部がᕍ໓している。ཛ形もしくはପԁ形をఄするとࢥΘ
れる。2 ૚からなる෴土のうち、上૚はཻ子がۃめてૈい。
S,21�（第 298・302 ਤ、第 48 ද）

4*64 のΧϚドを੾る形で構ஙされた土坑で͋る。当初はΧϚドの一部との認ࣝで調査していたが、
్中から別遺構と൑அした。そのため、南ଆは 4*64 の一部として掘࡟してしまい、またෳ数の֧ཚ
により上部をഁյされていたため、平面形ଶはෆ໌ྎで͋るが、ԁ形をఄしていたものと૝定してい
る。ఈ面はൺֱత平ୱで、中心部がۼΜでいる。

෴土は 6 ૚に෼けられ、それͧれ 4*64 のΧϚド༝དྷとࢥΘれる焼土や࣭࠭粘土、炭化物のཻ子が
ࠞೖしている。また、࠷Լ૚にബくଯ積する 6 ૚はకまりがڧい。

遺物は土師器のΈܭ 32 点が出土している。શて伫のഁ片で͋り、ڪらく本དྷ 4*64 に伴っていた
もので、ΧϚドやԎ道の構ங材で͋ったՄೳੑもߟえられる。
S,224（第 297・302 ਤ、第 48 ද）

南ଆを 4,,874 や֧ཚに੾られているが、ԁ形をఄするものとࢥΘれる。ఈ面はൺֱత平ୱͩが、
西ଆがややԼがっている。นは内࿷して立ち上がる。

遺物は土師器 9 点、須恵器 6 点が出土しており、ྡ઀する 4,195 や掘立柱建物跡 % との関連ੑが
Ӑえる。
S,22�（第 298・302 ਤ、第 48 ද）

4,195 の掘࡟中に、෴土内で検出された土坑。அ面࡯؍から、4,195 はԿ౓か掘りฦされている
ことが૝定され、4,225 に関しても 4,195 の෴土の一部のՄೳੑもߟえられたが、平面でもൣғが
確認できたことから、別遺構の 4,225 としてѻった。

検出時、෴土の北半෼は 4,195 の෴土とڞに掘࡟してしまっていたが、平面形ଶはପԁ形をఄす
るものとࢥΘれる。นは内࿷して立ち上がっている。෴土は、3 ૚のうち上の 2 ૚に焼土のଞ、1 ૚
には炭化材片もが認められ、4,195 との関連ੑがӐえる。遺物は出土しなかった。
S,22�（第 298・302 ਤ、第 48 ද）

2-6 東۠のᶙ1 ૚で検出された。北ଆの大部෼が 4,,1337 に੾られているが、平面形ଶはෆ੔ପ
ԁ形をఄしているとΈられる。ఈ面はԜತが͋り、นは։きؾຯに立ち上がる。

遺物は、須恵器片とఝとΈられる金属製品が֤ 1 点出土している。
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第 297 図　4,208・210・215・224(1/40)

4,208

4,210 4,215

4,224

4,208
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:36��)15�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ

ম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻ
Ίͯૈ͍ɻۃࢠ

̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ (7.5:36��)15�ɺ直ܘ
1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ
ɻ͍ૈࢠɺక·Γ΍΍͋Γɺཻڧ

̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ (7.5:36��)5�ɺ直ܘ
2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫɾཻࢠ (7.5:36��)20�ɺ直ܘ
2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̑ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)40� ܘɻ直ࡏࠞ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ
৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̒ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35��)10�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ
໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35�6)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక
·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̓ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35��)5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక
·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

̔ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ (10:32�2)30� ܘɻ直ࡏࠞ 10mm ҎԼͷϩʔ
ϜϒϩοΫ (7.5:36��)10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)2� ؚΉɻ্෦
20mm ఔ౓͕ߗԽ͢Δɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̕ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (7.5:35��)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼ
ͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

10ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 6 層ʹࣅΔɻ直ܘ 15mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35��)15�ɺ直
ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

11ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35��)10�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ
໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35�6)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ

12ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫ (10:34�6) ओମɻ直ܘ 15mm ҎԼͷࠇ৭
౔ϒϩοΫ (10:32�1)40� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

13ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻࠇ৭౔(10:32�1)40�ภࡏɻ直3ܘmmҎԼͷ׊৭スίϦΞ(7.5:34�6)2�ؚΉɻ೪ੑڧɺ
క·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

14ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻࠇ৭౔(10:32�1)20�ภࡏɻ直3ܘmmҎԼͷ׊৭スίϦΞ(7.5:34�6)3�ؚΉɻ೪ੑڧɺ
క·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

Aɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 4I65 ෴౔ɻୈ 122 ਤ 1 層ʹಉ͡ɻ
#ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 4I65 ෴౔ɻୈ 122 ਤ 10 層ʹಉ͡ɻ
Cɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 4I65షচ౔ɻୈ122ਤ2�層ʹྨࣅɻ׊ࠇ৭౔ϒϩοΫ(10:32�2)30�ࠞࡏɻ直10ܘmmҎԼͷϩʔ

ϜϒϩοΫ (7.5:36��)10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
%ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 4I65 షচ౔ɻϩʔϜओମɻࠇ৭౔ (10:32�1)20� ภࡏɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ

(5:34��)33� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
Eɽ 2.5:3�3 ҉ΦϦʔϒ׊৭౔層 4I65 షচ౔ɻϩʔϜɾࠇ৭౔֤ 30� ܘɻ直ࡏࠞ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ

(5:35��)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (7.5:34�6)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

4,210
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35�6)7�ɺ直

ܘ 6mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35�6)3� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ
ૈ͍ɻ

4,224
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 1mm ͷ໌੺׊

৭スίϦΞ (2.5:35��)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪
ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3�ɺ直ܘ 1mm ͷ໌੺׊
৭スίϦΞ (2.5:35��)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍
͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35��)2�ɺ直ܘ
1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

4,215
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 খϒϩοΫͱඍཻͨ͠ࡏ͕ࠞࢠ層ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ

੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35�6)5�
ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)5�ɺ直ܘ
1mm ͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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S,22�（第 298・302 ਤ、第 48 ද）
4,,1317 に大きく੾られているが、ପԁ形をఄするものとࢥΘれる。ఈ面は平ୱで、นは։きؾ

ຯに立ち上がる。෴土は׊ࠇ৭の୯૚で、కまりがڧい。遺物は出土していない。
S,22�（第 299・302 ਤ、第 48 ද）

2-6 西۠の北西ଆで検出された土坑で͋る。東ଆ半෼近くを中世の溝 4%13 に੾られるが、小൑形
をఄするものとࢥΘれる。ఈ面にはԜತを༗する。

෴土は 3 ૚に෼けられた。そのうち、2 ૚の上部にਾえたような状ଶで、大ܕの࠭ؠが検出された。
ॏさは 3,400�0H をྔり、平ୱな面を上Լにして、ૅ石のような状ଶで検出された。

遺物は、上記のものもؚめて礫 5 点（いͣれも࠭ؠ）のଞ、土師器 1 点、須恵器 3 点等が出土した。
S,230（第 298・303 ਤ、第 48 ද）

中世の溝 4%13 に西ଆを੾られるが、小൑形をఄしていたものとࢥΘれる。ఈ面はややԜತが目立
ち、นは内࿷ؾຯに立ち上がる。෴土は 2 ૚に෼けられ、上૚はཻ子のۃめてૈいࠇ৭土、Լ૚は
ᶙ૚土༝དྷの׊ࠇ৭土で͋る。
S,23�（第 299・303 ਤ、第 48 ද）

෴土に焼土を多くؚΉପԁ形の土坑で͋る。焼土ཻ子の多Չによって෴土は 6 ૚に෼けられた。
炭化物は 1 ૚と 3 ૚にཻ子がΘͣかにؚまれるఔ౓で͋る。また、அ面の࡯؍から、数࣍にΘたっ
て掘りฦされたことが૝定される。

遺物は、焼礫が 1 点のΈで͋る。
S,244（第 160・303 ਤ、第 48 ද）

2-6 西۠北東部にҐஔする土坑で、北ଆは日野市調査ࡁΈൣғ΁と続いている。ᶙ2 ૚で検出され、
平面形ଶはԁ形をఄするとࢥΘれる。遺物は出土しなかった。
S,24�（第 299・303 ਤ、第 48 ද）

2-7 ۠の南西部で検出された土坑で、南ଆは日野市調査ࡁΈൣғ΁と続いている。平面形ଶは小൑
形をఄするものとࢥΘれるが、近世以降の 4%,2740、4,,1581 に੾られておりෆ໌ྎで͋る。遺物
は出土しなかった。
S,24�（第 299・303 ਤ、第 48 ද）

2-7 ۠南東部で検出された土坑ͩが、東西に伸ͼるෳ数の近世以降の遺構や֧ཚに੾られ、平面形
ଶはෆ໌で͋る。検出面からのਂさも 9DN とඇৗに浅い。確認された෴土は 1 ૚で、ཻ子がۃめて
ૈくᰒཻ状をఄするࠇ৭土で͋る。
S,2�0（第 299・303 ਤ、第 48 ද）

2-6 東۠で検出された小ܕで۱ؙ長方形をఄする土坑で͋る。ఈ面は平ୱで、นは΄΅ਨ௚に立ち
上がる。෴土は 2 ૚からなり、上૚の 1 ૚はスコリアをඇৗに多くؚΜでいる΄か、焼土ཻ子も多
くؚΜでいた。遺物は出土しなかった。
S,2�0（第 160・303 ਤ、第 48 ද）

ᶙ2 ૚で検出された土坑で͋る。上端の一部を古代末〜中世の土坑 4,240 に੾られているଞ、২
物痕のӨڹにより、平面形ଶはෆ໌確で͋る。෴土にはԫᒵ৭やᒵ৭のスコリアをやや多くؚΜでい
る。遺物は土師器片が 1 点出土した。
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第 298 図　4,217・225・227・228・230(1/40)

4,217 4,225

4,227

4,228

4,230

4,217
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔ

Ϝཻࢠ (2.5:5�6)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక
·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 15�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ࠭
࣭೪౔ཻࢠ (2.5:6�4)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̏ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 7�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࠭
࣭೪౔ཻࢠ (2.5:6�4)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋
Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̐ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 10�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔ
Ϝཻࢠ (2.5:5�6)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࣭࠭೪౔ཻࢠ (2.5:6�4)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺ
క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̑ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 7mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ࠭
࣭೪౔ཻࢠ (2.5:6�4)3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̒ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ࠭
࣭೪౔ཻࢠ (2.5:6�4)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ

4,225
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ �mm ҎԼͷম౔ϒϩοΫ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼ

ͷԫ׊৭スίϦΞ(10:35��)7�ؚΉɻ長͞20mmҎԼͷ୸Խࡐย͋Γɻ೪ੑ͋Γɺ
క·ΓڧɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷԫ
৭スίϦΞ׊ (10:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 層౔ओମɻ直ܘ 1mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ
(10:35��)1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ
͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

4,227
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)5�ɺ直ܘ

2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5� ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5�ɺ直

ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻక·Γ΍΍ऑ͍ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

4,228
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)10�ɺ直

ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)7� ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ

4,230
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�4)5�ɺ直ܘ

2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺ
Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻۃࢠཻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔༝དྷɻ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ
(10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
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第 299 図　4,229・239・247・248・250(1/40)

4,229 4,239

4,247

4,250

4,248

4,229
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3�ɺ直

ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�4)2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1�
ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)5�ɺ直
ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�4)2�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3�
ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̏ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3�ɺ直
ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�4)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2�
ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

4,239
̍ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 ඃ೤ͯ͠ߗ͘ڧԽͨ͠層ɻ直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠ

ൗจঢ়ʹ 40� ภࡏɻ直ܘ 3mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·
Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ

̎ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷࠇ
৭スίϦΞ׊ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷম౔ཻࢠൗจঢ়ʹ 10� ภࡏɻ直ܘ
2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直1ܘmmҎԼͷম౔ཻࡏ10�ࠞࢠɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ
క·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

̑ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直1ܘmmҎԼͷম౔ཻࡏ10�ࠞࢠɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ
క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̒ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊
৭スίϦΞ (10:34�4)1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ

4,247
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (2.5:5�6)7�ɺ直ܘ

3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3�
ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̎ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

4,250
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶘ層ɾᶙ1 層ओମɻスίϦΞ࣭ɻ直ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ

৭スίϦΞΛ 25�ɺম౔ཻࢠΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 層ओମͱ͠ɺશମతʹ 1 層͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直

ܘ 1 ʙ 3mm ͷᒵ৭スίϦΞΛ 7� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

4,248
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�4)5�ɺ直ܘ

2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊ
ͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
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3�　遺෺ग़౔ঢ়گ　ೆೆ౦͔Β

1�　౔૚அ໘ "�"�　౦๺౦͔Β

7�　遺෺ग़౔ঢ়گ　ೆೆ౦͔Β

5�　遺෺ग़౔ঢ়گ　ೆ͔Β

4�　遺෺ग़౔ঢ়گ　๺๺੢͔Β

2�　౔૚அ໘ #�#�　ೆೆ౦͔Β

8�　શܠ　ೆೆ౦͔Β

6�　遺෺ग़౔ঢ়گ　๺౦͔Β

第 300 図　4,195 ࣸਅ
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3�　S,210 土૚அ໘　東͔Β

1�　S,208 土૚அ໘　南南東͔Β

7�　S,215 土૚அ໘　南南東͔Β

5�　S,213 土૚அ໘　南南西͔Β

4�　S,210 શܠ　東͔Β

2�　S,208 શܠ　南南東͔Β

8�　S,215 શܠ　南南東͔Β

6�　S,214 土૚அ໘　๺๺西͔Β

第 301 図　S,208ɾ210ɾ213 ～ 215 ࣸਅ
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3�　S,224 土૚அ໘　南南東͔Β

1�　S,217 土૚அ໘　東͔Β

7�　S,229 土૚அ໘　南͔Β

5�　S,227 土૚அ໘　南東͔Β

4�　S,225 土૚அ໘　๺๺西͔Β

2�　S,217 શܠ　東͔Β

8�　S,229 શܠ　東๺東͔Β

6�　S,228 土૚அ໘　南͔Β

第 302 図　S,217ɾ224ɾ225ɾ227 ～ 229 ࣸਅ
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3�　4,230 ౔૚அ໘　౦ೆ౦͔Β

1�　4,239 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

7�　4,250 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

5�　4,247 શܠ　౦͔Β

4�　4,244 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

2�　4,239 શܠ　౦๺౦͔Β

8�　4,280 ౔૚அ໘　ೆೆ੢͔Β

6�　4,248 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β

第 303 図　4,230・239・244・247・248・250・280 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞

4,195 282-27・28・
37・38

第 292・
293 ਤ 第 300 ਤ 	 ۱ؙ長方形 
 $ 309 248 31 ᶘ3

縄文土器 2 点 30�9H、
土器 3 点 20�9H、土師器
84 点 1,373�2H、須恵器
36 点 1,299�9H、石器 1 点
300�0H、礫 1 点 24�8H、焼
礫 15 点 8,617�3H、炭化材

41754・771・785・
922 を੾る。4,225、
֧ཚに੾られる。

4,208 282-18・19・
28・29 第 297 ਤ 第 301 ਤ 小൑形 $ 148 96 91 ᶘ3 土器 4 点 35�5H、

焼礫 1 点 283�6H 4*65 を੾る。

4,210 272-50 第 297 ਤ 第 301 ਤ 	 ෆ੔ପԁ形 
 $ 	118
 	86
 16 ᶙ2 焼礫 2 点 195�5H 4%,1217、֧ཚに੾
られる。

4,213 282-62 第 160 ਤ 第 301 ਤ ෆ੔長方形 $ 67 53 30 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
4,214 282-72・82 第 160 ਤ 第 301 ਤ ପԁ形 " 	49
 	43
 24 ᶙ2 焼礫 1 点 195�5H 4,,968 に੾られる。
4,215 272-70 第 297 ਤ 第 301 ਤ 	 ཛ形 
 $ 	62
 	55
 14 ᶙ2 ʵ

4,217 282-33 第 298 ਤ 第 302 ਤ 	 ෆ੔ԁ形 
 $ 	87
 	14
 55 ᶘ3 土師器 32 点 134�0H 4*64 ΧϚドを੾る。
֧ཚに੾られる。

4,224 282-27・37 第 297 ਤ 第 302 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	96
 	61
 24 ᶘ3 土師器 9 点 19�1H、須恵器
6 点 23�9H、礫 1 点 46�0H

4,,874、֧ཚに੾ら
れる。

4,225 282-27・28・
37・38 第 298 ਤ 第 302 ਤ ପԁ形 % 88 76 35 4,195

෴土 ʵ 4,195 を੾る。

4,227 291-58・68 第 298 ਤ 第 302 ਤ 	 ෆ੔ପԁ形 
 $ 125 87 12 ᶙ1 須恵器 1 点 16�4H、
金属製品 1 点 0�7H 4,,1337に੾られる。

4,228 291-66・76 第 298 ਤ 第 302 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 158 132 15 ᶙ1 ʵ 4,,1317に੾られる。

4,229 282-41 第 299 ਤ 第 302 ਤ 	 小൑形 
 $ 	141
 	71
 32 ᶙ2

土器 1 点 11�0H、土師器 1
点 1�6H、須恵器 3 点 22�2H、
礫 1 点 3,400�0H、
焼礫 4 点 1,862�0H

4%13 に੾られる。

4,230 282-52 第 298 ਤ 第 303 ਤ 	 小൑形 
 " 	71
 	63
 18 ᶙ2 焼礫 1 点 60�0H 4%13 に੾られる。
4,239 282-34 第 299 ਤ 第 303 ਤ ପԁ形 $ 58 54 18 ᶙ2 焼礫 1 点 9�3H
4,244 291-81 第 160 ਤ 第 303 ਤ 	 ԁ形 
 $ 111 105 42 ᶙ2 ʵ

4,247 273-25 第 299 ਤ 第 303 ਤ 	 小൑形 
 E 	115
 	89
 35 ᶙ2 ʵ 4%,2740、4,,1581
に੾られる。

4,248 272-99・273-9 第 299 ਤ 第 303 ਤ ෆ໌ $ 	84
 	70
 9 ᶘ3 ʵ
4%,1297・1318・
2677、4,,1530、
֧ཚに੾られる。

4,250 291-95 第 299 ਤ 第 303 ਤ ۱ؙ長方形 $ 64 48 16 ᶙ1 ʵ
4,280 291-84 第 160 ਤ 第 303 ਤ 	 ෆ੔形 
 % 87 60 20 ᶙ2 土師器 1 点 2�5H 4,240 に੾られる。

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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4）　ϐッτ（第 160 〜 162、304 〜 314 ਤ、第 49・50 ද）
土坑と同༷、ピットの多くは出土遺物がແく、遺物からؼ属時期が検౼できないため、ࠇ৭スコリ

アを多くؚΉ等、෴土が古代の竪穴建物跡と類ࣅするものを中心に、52 基を古代のピットとしてந
出した（掘立柱建物跡を構成する 25 基をআく）。遺構ུ号は 41 で͋る。

෼෍は、2-6 西۠の中ԝ部から西دりにかけて、同時期の竪穴建物跡や掘立柱建物跡が集中するൣ
ғに多く見られる。

以Լに、特௃తなピットについてのΈུ֓を記ड़する。これらをؚΉશピットについては第 49 ද
に֓要をࣔしている。
S16�2　西ଆに段ࠩを༗する。日野市教育ҕһ会調査۠で検出された掘立柱建物跡の続きのՄೳੑ

が͋る。
S16�0　大部෼を 4%13 に੾られる。土師器伫಑部の小片が出土した。
S16��ɾ6��　ྡ઀してҐஔする̎基の小ピットで͋る。෴土が΄΅同じで͋ることから、同時期

にἥたれたものとΈられる。
S1�6�　4*64 の調査中に検出され、4*64 の古いΧϚドのՄೳੑもߟえたが、別遺構と൑அした。

調査では੾合い関܎は確認できなかったが、4*64 より古いものとࢥΘれる。෴土のうち 2 〜 5 ૚が
柱ൈऔり穴෴土、6 〜 9 ૚が柱穴掘方ॆర土で͋るとΈられる。9 ૚に෼けられたશての૚で、焼土
と࣭࠭粘土のཻ子が確認された。遺物は土師器伫のഁ片 5 点、須恵器ᆀのମ部〜ఈ部 1 点が出土した。

第 4� ද　ݹ୅土޵Ұཡද
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第 304 図　S16�0ɾ6�3ɾ664ɾ666ɾ6�2ɾ6��ɾ6�0ɾ6�� ʙ �00ɾ��1(1/40)

S16�0ɾ��1 S1666

S16�0 S16��

S1�00S16��ɾ6��

S16�2 S16��

S16�3 S1664

S16�0
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S16�3
̍ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1664
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
S1666
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚1ܘNNのʹͿ͍ԫ৭スコϦΞཻࢠ	��5:���
10%ɺ௚ܘ�NNҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ	��5:3��1
10%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:35��
�%ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S16�2
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN Ҏ

Լのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ 1 層ʹۙࣅɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
1%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S16��
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚5ܘNNҎԼのԫ׊৭スコϦΞ	10:35��
15%ɺ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのࠇ৭スコϦΞ�%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S16�0
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN の明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ �NN Ҏ

Լのࠇ৭౔ཻࢠ 10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ Ⅲ� 層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN の੺৭スコϦΞ 	103���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3��1
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·

Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚1ܘNNの׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚1ܘNNのϩʔϜཻ1ࢠ%ɺ௚ܘ�NNҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
ɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻࡏࠞ ɻ͍ૈࢠ
S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
 ɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺࡏࠞ

���ɻ41͍ૈࢠཻ ͱ΄΅ಉ͡ɻ
S1�00
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN の੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	��5:3��1
�% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S1��1
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
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S1���

S1��3 S1���S1��6S1�03

S1�6�

S1�03
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�% ؚΉɻ௚ܘ 1NN のࠇ৭౔ブϩοΫ �0% ภࡏɻ೪ੑ

͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1�6�
̍ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍

΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ

極Ίͯૈ͍ɻࢠ
̏ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 15NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺ

極Ίͯૈ͍ɻࢠཻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜブϩοΫɻ
̑ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
15%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺ

極Ίͯૈ͍ɻࢠཻ
̒ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ 15NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
�0%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺ

極Ίͯૈ͍ɻࢠཻ
̓ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 	10:3��1
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
̔ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̕ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	��5:���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1��6
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの୸化物

ࢠཻ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:35��
1%ؚΉɻⅢ�層૬౰౔�0%ࠞࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのম౔ブϩοΫ 10% ภࡏɻ௚ܘ 5NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのম౔ブϩοΫ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1��3
̍ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊҉ 	10:3���
 ൗจঢ়ʹ �0% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ���5:��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ϩʔϜओମɻ׊ࠇ৭౔ 	10:3���
�0% ภࡏɻ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̓ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚5ܘNNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ	��5:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼの明׊৭スコϦΞ	��5:35��
�%ɺ௕͞5NNҎԼの୸化ࡐย1%ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̔ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1���
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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S1���ɾ��0ɾ��1

S1��2 S1��3

S1���
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͘ૈࢠɺ௚ܘ

�0NN ҎԼのブϩοΫ͕ 5% ɻࡏࠞ
̏ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫɾཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦ

Ξ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻ ɺブϩο͘ૈࢠ

Ϋঢ়の෴౔Λ �0% ؚΉɻ
̑ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑�ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ 5 層ʹࣅΔ͕௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �% ؚΉɻ41��� ͔Βのྲྀೖ͔ɻ
̒ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1��0
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの೪౔ཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼの೪౔ブϩοΫ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:31���1
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ

΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̏ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜ 	10:35��
�0%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̓ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:31���1
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ

΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̔ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̕ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

΍΍ີɻࢠཻ
S1��1
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻ15ࢠ%ɺ௚1ܘNNҎԼのԫ׊৭スコϦΞ	10:35��
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのࠇ৭スコϦΞ�%ɺ௚1ܘNNҎԼの୸化物ཻ1ࢠ%ؚΉɻ

೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1��2
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͘ૈࢠɺᰒཻঢ়

Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1��3
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ͘ૈࢠɺ΍΍ᰒཻ

ঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚1ܘNNҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ	��5:35��
1%ؚΉɻϩʔϜ	10:3���
10%ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺ
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第 30� 図　S1��4ɾ���ɾ���ɾ���ɾ�20 ʙ �23(1/40)

S1��� S1���

S1�20 S1�21

S1��4 S1���

S1�22 S1�23

S1��4
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの୸化

物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ҉׊৭౔ൗจঢ়ʹ 10% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻⅢ層౔༝དྷ౔層ɻࢠཻ
S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋ڧΓɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻⅢ層

༝དྷ౔層ɻ
S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1���
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜཻࢠɾブϩοΫ 	10:3���
10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
S1�20
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�21
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの

୸化物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪

ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜ 	10:3���
�0%ɺࠇ৭౔ 	10:3��1
15% ܘɻ௚ࡏࠞ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ブϩοΫओମɻ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 	10:3��1
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ

	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ�10:35��� ԫ׊৭౔層� ৭౔׊҉ 	10:3���
 ൗจঢ়ʹ �0% ؚΉɻ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1�22
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻ೪౔࣭౔層ɻࢠཻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�23
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ

೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:35��
�0% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜブϩοΫɾཻࢠ 	10:35��
�0% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
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第 30� 図　S1�26ɾ�2�ɾ�30 ʙ �32ɾ�3�ɾ�41ɾ�43ɾ��0(1/40)

S1�30ɾ�31 S1�32

S1�3�

S1�26 S1�2�

S1�41 S1�43 S1��0

土ࢣ器
須恵器

S1�26
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·

Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ͋Γɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
1%ؚΉɻ௚ܘ�NNલޙのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻక·Γߗ៛ɺ

೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�2�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのম౔ཻࢠগྔࠞೖɻక·Γߗ៛ɺ

೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻ͕ࢠ௚ܘ໿ �0NN の

ԁঢ়ʹ΍΍ଟྔࠞೖɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�30
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯ

ૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ブϩοΫ 	��5:��1
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�31
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯ

ૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎�ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ � 層ʹࣅΔ͕ɺཻ͕ࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1�32
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�3�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�41
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�43
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼの҉׊৭౔ブϩοΫ 	10:3���
 Լ෦ʹ �0% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ

΍΍ૈ͍ɻ
S1��0
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ɺ

ᰒཻঢ়ٴͼブϩοΫঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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S1��6　4%12 のఈ面で検出した。掘立柱建物跡 % の 41744 と 41745 の間にҐஔする。2 ૚の෴
土のうち上૚の 1 ૚に焼土と炭化物のཻ子をؚΉ。
S1���　3 ૚からなる෴土の֤૚に、焼土のཻ子やϒロックをؚΉ。特に 1 ૚では焼土のϒロック

を多くؚΉ。そのଞ、1 ૚には炭化物ཻ子もؚΉ。
S1��3　浅い大きな掘りࠐΈの南東部に、小さくਂいピットを༗する。1 ૚のΈ焼土ཻ子をؚΉ。

土師器 3 点、須恵器 1 点等が出土した。
S1���ɾ��0ɾ��1　3 基のピットが約 240DN の間ִで 1 ྻにฒΜͩ状ଶで検出されたピットྻで

͋る。発掘調査時、掘立柱建物跡の一部で͋ると૝定してଞのピットの検出をࢼΈたが発見できなかっ
た。41789 が掘立柱建物跡 % の 41788 の੾っていることから、同建物跡より新しいことが෼かる。
41789 はପԁ形をఄする。ఈ面の状況から、同一ピット内において柱のਾえସえが行Θれたものと
Θれる。෴土はࢥ 6 ૚に෼けられ、2・3 ૚は柱ൈऔり穴の෴土とΈられる。41790 は 2 回ఔ౓のਾ
えସえが行ΘれたものとࢥΘれる。41791 はԁ形をఄする。ਾえସえの༗ແはෆ໌で͋る。෴土は、
41789 の 1 ૚と 5� ૚、41790 の 2・7 〜 9 ૚、41791 の 1 ૚に焼土ཻ子をؚΉ。特に 41791 の 1
૚でݦ著で͋る。遺物は、41789 と 790 で須恵器片֤ 1 点等が出土している。
S1���　ਂさ 58DN のピットで͋る。1 〜 3 ૚は柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土とΈられる。
S1���　調査۠東西ϕϧト南ଆのサϒトϨンνを掘࡟しているࡍに検出された。෴土は 4 ૚に෼け

られ、いͣれもཻ子がૈい。
S1�20　日野市調査ࡁΈൣғに近઀するやや小ܕのピットで、土師器伫のഁ片 8 点が出土した。
S1�21　ఈ面中ԝ部෇近が一段௿くなっている。この部෼の෴土 5 ૚が柱当たりに相当するものと

Έられる。
S1�22　掘立柱建物跡 % の 41771 ͼٴ 4,195 に੾られているため、遺ଘ状況はѱい。෴土は̐૚

まで確認され、そのうち 1 ૚は柱痕跡のՄೳੑが͋る。
S1�32　ن໛は小さく、北ଆの大部෼が֧ཚによってഁյされるが、෴土上૚から須恵器伫のഁ片

が出土した。
S1�43　̐૚の෴土のうち、1・2 ૚は柱痕跡、3・4 ૚は掘方ॆరとΈられる。
S1��0　4*69 にྡ઀したピットで、1・2 ૚は柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土、3・4 ૚は掘方ॆర

土とΈられる。 （相原）
本遺構からは 6 点 170�7H の遺物が出土し、その内༁は土師器（伫）1 点 0�8H、須恵器 5 点 170H（ᆀ

1 点 3�1H、伫 4 点 166�8H）で͋る。これらのうち 1 点をਤ化し、ࡌܝした。
第 309 ਤ 1 は須恵器伫の಑部ഁ片で͋る。ピット内から出土したഁ片 2 点が઀合した。֎面には

平行ୟきがີにࢪされている。東金子窯の製品で͋る。 （小西）
S1��1　4*68 の調査中に検出した。41951 が 4*68 を੾っているとࢥΘれる。෴土に焼土ཻ子をগ

ྔؚΉ。
S1���　2-7 ۠で検出した。̐૚の෴土のうち、1・2 ૚は柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土とΈられ

る。3・4 ૚はؚ༗物がগなく、కまっている。
S1�63　ൺֱత平ୱなఈ面を࣋つԁ形のピットで͋る。3 ૚の෴土のうち、1 ૚には粘土ཻ子を多

くؚΜでいる。 （相原）
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第 30� 図　S1��0 出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ

第 310 図　S1��1ɾ��4ɾ���ɾ�63ɾ�64ɾ�6�(1/40)

S1��4 S1��� S1�63

S1�6�

S1��1

S1�64

S1��1
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᶘ層ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞΛ 10%ɺಉܘの׊ࠇ৭スコϦΞΛ �%ɺম౔ཻࢠΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3����5� �৭౔層׊ࠇ 1 層ͱⅢ� 層のࠞ߹౔ɻ௚ܘ �NN લޙのᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
S1��4
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3��1
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·

Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1���
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ϩʔϜ 	10:35��
 ブϩοΫঢ়ʹ 5% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�63
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞΛ 15%ɺ೪౔ཻࢠΛ 10% ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN લޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ 15%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞΛ 5%ɺ೪౔ཻࢠΛ �% ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ᶘ層Λओମͱ͠ɺશମతʹⅢ1 層͕ࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ �NN લޙのࠇ৭スコϦΞΛ �%ɺ௚ܘ 1NN લޙのᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
S1�64
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊ࠇ 	ᶘ層༝དྷ 
 Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹⅢ� 層͕ブϩοΫঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ �NN લޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ 15%ɺ೪౔ཻࢠɾブϩοΫΛ �%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑɾక·Γऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3����5� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ׊ࠇ৭౔ 	ᶘ層༝དྷ 
 ͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ 1NN のᒵ৭スコϦΞΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
S1�6�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのম౔ཻࢠඍྔࠞೖɻక·Γ΍΍͋Γɺ

೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
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15�　41769 શܠ　๺๺੢͔Β14�　41769 ౔૚அ໘　౦͔Β13�　41707 ౔૚அ໘　౦͔Β

12�　41703 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β11� ܠ41698・699・700શ(Β͔ࠨ) ੢ೆ੢͔Β10� ࠨ)41698 )・699౔૚அ໘ ೆ੢͔Β

9�　41697 ౔૚அ໘　౦͔Β8�　41680 શܠ　੢͔Β7�　41675 ౔૚அ໘　౦͔Β

6�　41672 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β5�　41666 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β4�　41664 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

1�　41650 ౔૚அ໘　੢͔Β 3�　41662 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β2�　41653 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

第 311 図　41650・653・662・664・666・672・675・680・697 ʙ 700・703・707・769 ࣸਅ
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10�　( ӈ͔Β )41789・790・791 શܠ　ೆ͔Β

9�　41791 ౔૚அ໘　ೆ͔Β8�　41790 ౔૚அ໘　๺͔Β41789( ࠨ )・788( ӈ・۷ཱபݐ෺੻%)
౔૚அ໘　ೆೆ੢͔Β7�

6�　41787 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β5�　41783 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β4�　41781 ౔૚அ໘　੢͔Β

1�　41776 ౔૚அ໘　ೆ͔Β 3�　41779 શܠ　๺౦͔Β2�　41779 ౔૚அ໘　ೆ੢͔Β

第 312 図　41776・779・781・783・787 ʙ 791 ࣸਅ
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ೆೆ౦͔Β14�　41930　ܠ931શ・(ࠨ)41930　�15 ౔૚அ໘　ೆ͔Β13�　41927 ౔૚அ໘　ೆೆ੢͔Β

12�　41926 શܠ　๺๺੢͔Β11�　41923 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β10� 41922౔૚அ໘(ࠨ͸41771) ೆ͔Β

9�　41921 શܠ　ೆೆ౦͔Β8�　41920 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β7� ๺๺੢͔Β　ܠ800શ・(ࠨ)41799

6�　41798 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β5�　41797 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β4�　41795 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

1�　41792 શܠ　ೆ౦͔Β 3�　41794 શܠ　੢ೆ੢͔Β2�　41793 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

第 313 図　41792 ʙ 795・797 ʙ 800・920 ʙ 923・926・927・930・931 ࣸਅ
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15�　41969 શܠ　๺౦͔Β14�　41964 શܠ　ೆೆ౦͔Β13�　41964 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

12�　41963 શܠ　౦๺౦͔Β11�　41963 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β10�　41958 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

9�　41954 શܠ　ೆೆ౦͔Β8�　41951 શܠ　੢๺੢͔Β7�　41951 ౔૚அ໘　੢๺੢͔Β

6�　41950 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β5�　41943 શܠ　౦๺౦͔Β4�　41943 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

1�　41932 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β 3�　41941 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β2�　41935 ౔૚அ໘　ೆ͔Β

第 314 図　41932・935・941・943・950・951・954・958・963・964・969 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞
41650 282-48 第 304 ਤ 第 311 ਤ ཛ形 # 27 24 36 ᶙ2 ʵ
41653 282-47 第 304 ਤ 第 311 ਤ ପԁ形 " 52 44 18 ᶘ3 ʵ

41662 282-39
第 161・
162 ਤ

第 311 ਤ ԁ形 $ 40 38 9 ᶙ2 ʵ

41664 282-55 第 304 ਤ 第 311 ਤ 	 ཛ形 
 $ 	38
 31 18 ᶙ2 ʵ 4,,956 に੾られる。
41666 282-82 第 304 ਤ 第 311 ਤ ପԁ形 " 35 29 18 ᶙ2 ʵ

41671 282-45
第 161・
162 ਤ

ʵ 	 ԁ形 
 " 	18
 	13
 23 ᶘ3 ʵ 東西ϕϧトにかかる。

41672 282-65 第 304 ਤ 第 311 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 60 54 29 ᶙ2 土師器１点 2�0H

41675 282-65・66 第 304 ਤ 第 311 ਤ ෆ੔ପԁ形 # 	40
 	36
 31 ᶙ2 ʵ
4%,1260 に੾られ
る。

41678 282-47
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ପԁ形 $ 81 71 76 ᶙ2

土器 1 点 9�2H、土師器 10
点 20�8H、須恵器 2 点 6�5H、
礫 3 点 57�0H

掘立柱建物跡 %
柱当たり検出。
֧ཚに੾られる。

41680 282-62 第 304 ਤ 第 311 ਤ ෆ੔ପԁ形 " 53 30 37 ᶙ2 土師器 1 点 1�8H 4%13 に੾られる。
41697 272-60 第 304 ਤ 第 311 ਤ ԁ形 # 26 24 25 ᶙ2 ʵ
41698 282-41 第 304 ਤ 第 311 ਤ ཛ形 " 28 23 22 ᶙ2 土器 1 点 11�4H
41699 282-41 第 304 ਤ 第 311 ਤ ԁ形 " 23 22 18 ᶙ2 ʵ
41700 282-41 第 304 ਤ 第 311 ਤ ପԁ形 # 25 20 11 ᶙ2 ʵ
41703 272-60 第 305 ਤ 第 311 ਤ ཛ形 # 25 22 14 ᶙ2 ʵ
41707 272-80 第 161 ਤ 第 311 ਤ ପԁ形 # 41 31 45 ᶙ2 ʵ

41743 282-37・47
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ԁ形 $ 63 59 61 ᶙ2 土師器 1 点 6�9H 掘立柱建物跡 %

41744 282-37
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ෆ੔ԁ形 % 	61
 	53
 	42


4%12
ఈ面
	ᶙ2


土師器 1 点 30�4H、
須恵器 1 点 3�0H

掘立柱建物跡 %
4%12 に੾られる。

41745 282-38
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ପԁ形 $ 	70
 	58
 	41


4%12
ఈ面
	ᶙ2


ʵ
掘立柱建物跡 %
4%12 に੾られる。

41753 282-36・37
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ପԁ形 $ 	83
 	56
 66 ᶘ3

土師器 6 点 8�6H、須恵器 1
点 5�3H、焼礫 2 点 150�4H

掘立柱建物跡 %
4%12 に੾られる。

41754 282-37・38
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ପԁ形 $ 	72
 64 29 ᶙ2 ʵ

掘立柱建物跡 %
4,195 に੾られる。

41755 281-100 第 290 ਤ 第 291 ਤ ԁ形 % 31 28 30 ᶙ1 ʵ 掘立柱建物跡 '
41756 281-100 第 290 ਤ 第 291 ਤ ԁ形 " 38 38 28 ᶙ1 ʵ 掘立柱建物跡 '
41757 291-91 第 290 ਤ 第 291 ਤ ԁ形 E 44 41 38 ᶙ1 須恵器 1 点 3�7 ̶ 掘立柱建物跡 '
41758 281-100 第 290 ਤ 第 291 ਤ ପԁ形 " 25 21 14 ᶙ1 ʵ 掘立柱建物跡 '
41759 291-91 第 290 ਤ 第 291 ਤ ԁ形 " 32 30 14 ᶙ1〜2 ʵ 掘立柱建物跡 '

41760
281-100・

291-91
第 290 ਤ 第 291 ਤ ෆ੔ପԁ形 " 40 36 19 ᶙ1〜2 ʵ 掘立柱建物跡 '

41767 282-36
第 287・
288 ਤ

第 289 ਤ ପԁ形 " 81 62 76 ᶙ2
土師器 9 点 40�7H、
須恵器 3 点 9�5H

掘立柱建物跡 E
4%12 に੾られる。

41769 282-42 第 305 ਤ 第 311 ਤ 	 ԁ形 
 E 	65
 	59
 87 ᶘ3
土師器 5 点 44�9H、
須恵器 1 点 19�0H 4*64 に੾られる。

41771 282-37
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	68
 	62
 54

ᶘ3
〜ᶙ2

ʵ

掘立柱建物跡 %
41922 を੾る。
4,195、֧ཚに੾ら
れる。

41776 282-37・38 第 305 ਤ 第 312 ਤ ԁ形 " 35 33 25
4%12
ఈ面
	ᶙ2


ʵ 4%12 に੾られる。

41779 291-93 第 305 ਤ 第 312 ਤ ԁ形 " 78 75 26 ᶙ1
土器 1 点 3�6H、
土師器 1 点 0�8H

41781 282-38・48 第 304 ਤ 第 312 ਤ 	 ԁ形 
 " 	28
 	28
 27 ᶙ2 ʵ 4%12 に੾られる。

41783 282-39 第 305 ਤ 第 312 ਤ ۱ؙ長方形 % 85 66 54 ᶙ2
土師器 3 点 6�7H、須恵器 1
点 7�8H、焼礫 1 点 414�0H

41784 282-45
第 287・
288 ਤ

第 289 ਤ ෆ੔ପԁ形 $ 	102
 89 74
ᶘ3

〜ᶙ2

土師器 4 点 7�7H、
須恵器 3 点 26�6H、
焼礫 1 点 2�2H

掘立柱建物跡 E
4*58 を੾る。4*63
に੾られる。

41785 282-27・37
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ପԁ形 $ 	86
 	59
 	41


4,195
ఈ面
	ᶙ2


ʵ
掘立柱建物跡 %
4,195 に੾られる。

41786 282-36 第 282
〜 284 ਤ 第 285 ਤ ԁ形 " 77 72 58 ᶙ2

土師器 2 点 9�7H、
須恵器 2 点 42�6H

掘立柱建物跡 %

41787 282-41 第 305 ਤ 第 312 ਤ ପԁ形 " 	25
 	21
 29 ᶙ2 ʵ

41788 282-37
第 282

〜 284 ਤ
第 285 ਤ ԁ形 " 64 	59
 63 ᶙ2 ʵ

掘立柱建物跡 %
41789 に੾られる。

41789 282-37 第 306 ਤ 第 312 ਤ ପԁ形 % 76 58 39 ᶙ2
土器 1 点 2�0H、須恵器 1 点
8�9H、焼礫 1 点 774�0H

41788 を੾る。

41790 282-36 第 306 ਤ 第 312 ਤ ෆ੔形 E 76 68 98 ᶙ2 須恵器 1 点 2�1H
41791 282-36 第 306 ਤ 第 312 ਤ ԁ形 % 60 56 46 ᶙ2 ʵ
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遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞
41792 282-52 第 306 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 " 40 33 14 ᶙ2 ʵ
41793 282-33 第 306 ਤ 第 313 ਤ ԁ形 " 34 32 20 ᶙ2 ʵ
41794 282-54 第 307 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 " 40 30 34 ᶙ2 ʵ
41795 282-33 第 307 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 # 34 24 22 ᶙ2 土師器 1 点 1�7H 4%12 に੾られる。
41797 282-29 第 307 ਤ 第 313 ਤ ۱ؙ長方形 E 46 34 58 ᶙ2 ʵ
41798 282-29 第 307 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 " 29 21 47 ᶙ2 ʵ

41799 282-49 第 160・
161 ਤ 第 313 ਤ ԁ形 " 34 32 25 ᶙ3 ʵ

41800 282-49 第 160・
161 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 % 35 31 28 ᶙ3 ʵ

41920 282-48・49 第 307 ਤ 第 313 ਤ ԁ形 " 38 33 29 ᶙ2 土師器 8 点 28�2H
41921 292-22 第 307 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 E 58 46 38 ᶙ2 ʵ

41922 282-37 第 307 ਤ 第 313 ਤ 	 ପԁ形 
 " 64 46 	26
 ᶙ2 焼礫 1 点 44�6H 4,195、41771 に੾
られる。

41923 292-22 第 307 ਤ 第 313 ਤ ԁ形 $ 35 34 42 ᶙ2 ʵ

41925 282-46 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ ԁ形 " 	69
 	66
 90 4*58

෴土
土師器 10 点 34�9H、
須恵器 1 点 1�4H

掘立柱建物跡 E
4*58 を੾る。

41926 291-78 第 308 ਤ 第 313 ਤ ཛ形 $ 36 29 46 ᶙ2 ʵ
41927 291-79 第 308 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 $ 32 28 53 ᶙ2 ʵ
41930 282-34 第 308 ਤ 第 313 ਤ ԁ形 $ 41 36 75 ᶙ1〜2 ʵ

41931 282-35 第 308 ਤ 第 313 ਤ ପԁ形 $ 51 39 28 ᶙ1〜2 土師器 1 点 0�9H、
須恵器 1 点 15�2H

41932 282-25 第 308 ਤ 第 314 ਤ 	 方形 
 " 	21
 	15
 14 ᶙ3 須恵器 1 点 21�8H ֧ཚに੾られる。
41935 282-25 第 308 ਤ 第 314 ਤ ԁ形 " 25 22 22 ᶙ3 ʵ

41937 282-35 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ ۱ؙ方形 " 	57
 	55
 61 ᶙ2 土師器 7 点 13�9H、

須恵器 1 点 8�9H
掘立柱建物跡 E
4*63 に੾られる。

41939 282-36・46 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ 	۱ؙ長方形
 " 	87
 77 76 ᶙ2 土師器 9 点 26�7H、

須恵器 4 点 95�6H
掘立柱建物跡 E
4*63 に੾られる。

41940 282-35 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ 	۱ؙ長方形
 " 	70
 	56
 63

4%12
ఈ面
	ᶙ3


土師器 2 点 7�6H、
灰釉陶器 1 点 16�4H

掘立柱建物跡 E
4*63、4%12 に੾ら
れる。

41941 282-28・29 第 308 ਤ 第 314 ਤ 	 ԁ形 
 " 	37
 	37
 59 ᶙ2 ʵ 東西ϕϧトにかかる。
41943 282-38 第 308 ਤ 第 314 ਤ ପԁ形 E 50 45 39 ᶙ2 ʵ

41944 282-35・45 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ ପԁ形 " 78 59 49 ᶙ2 縄文土器 1 点 15�9H、

焼礫 2 点 16�9H 掘立柱建物跡 E

41946 282-45 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ ۱ؙ方形 " 68 	65
 67 ᶙ2 土師器 1 点 8�9H、

焼礫 3 点 24�2H
掘立柱建物跡 E
4*63 に੾られる。

41947 282-45 第 287・
288 ਤ 第 289 ਤ ପԁ形 " 71 61 79 ᶙ2 土師器 1 点 4�7H 掘立柱建物跡 E

東西ϕϧトにかかる。

41950 282-28 第 308 ਤ 第 314 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 61 42 31 ᶙ2
土師器 1 点 0�8H、
須恵器 5 点 170�0H

41951 291-69 第 310 ਤ 第 314 ਤ ପԁ形 " 	34
 	30
 56 ᶙ2 ʵ 4*68 を੾る。
41954 272-94 第 310 ਤ 第 314 ਤ ପԁ形 " 22 19 57 ᶙ2 ʵ
41958 273-14 第 310 ਤ 第 314 ਤ ԁ形 E 39 36 42 ᶙ2 ʵ
41963 291-87 第 310 ਤ 第 314 ਤ ԁ形 $ 57 53 25 ᶙ2 ʵ
41964 291-96 第 310 ਤ 第 314 ਤ ԁ形 $ 48 44 22 ᶙ2 ʵ
41969 291-49・59 第 310 ਤ 第 314 ਤ ཛ形 $ 40 32 21 ᶙ2 ʵ

411057 292-17・18 第 161 ਤ ʵ ʵ 	$
 ʵ ʵ 	26

南นஅ面

	ᶙ1

ʵ

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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�）　遺構外出土遺෺（第 315 〜 327 ਤ、第 51・52 ද）
遺構֎から出土した古代の遺物は、૯点数 8,764 点、૯ॏྔ 48,613�2H で͋る。種別・器種͝

との内༁は、土師器 6,270 点 23,282�2H（ᆀ 237 点 1,063�5H、൫状ᆀ 42 点 171�8H、伫 5,830 点
20,779�8H、୆෇伫 68 点 566�3H、似 2 点 10�4H、伫͋るいは似 67 点 622�4H、ു 2 点 35�2H、器種
ෆ໌ 22 点 32�8H）、須恵器 2,426 点 23,996�3H（ᆀ 1,733 点 10,146�7H、㡜 54 点 831�6H、֖ 78 点
882�4H、ു 3 点 58�5H、伫 285 点 7,208�3H、ᆵ 3 点 162�7H、長ᰍළ 41 点 702�4H、ළ͋るいはᆵ
214 点 3,930�7H、コップ形須恵器 1 点 18H、మു形土器 1 点 7�2H、ࣖࡼ 1 点 2�9H、ϛχνϡア土器
1 点 24�1H、器種ෆ໌ 10 点 20�8H）、ロクロ土師器（ᆀ）1 点 2�8H、灰釉陶器 34 点 483�4H（㡜 5 点
52�1H、ࡼ 1 点 17�3H、長ᰍළ 13 点 232�2H、ළ͋るいはᆵ 15 点 181�8H）、נ 7 点 739H（ؙנ 5 点
717�8H、平נʁ 2 点 21�2H）、金属製品 19 点 98�5H（౛子 5 点 12�9H、మ᭲ 6 点 12�2H、᭬ 1 点 4�2H、

第 �0 ද　ݹ୅ϐッτҰཡද (2)
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第 31� 図　แؚ૚出土ݹ୅土ࢣ器ɾ須恵器ɾփᬵಃ器෼෍図 (1/�00)
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第 316 図　ݹ୅遺構外出土遺෺ (1)(1/3)
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ח 1 点 28�6H、器種ෆ໌ 6 点 40�6H）、ڽ灰࣭࠭ؠ 7 点 11H で͋る。
土師器では、伫が࠷多で、࣍いでᆀ、୆෇伫が多い。この΄かに、গྔでは͋るが൫状ᆀも出土し

ている。須恵器では、ᆀや㡜、֖、伫、ළ類等一般తな器種が見られる一方で、మു形土器やࣖࡼと
いったこれまでの発掘調査では確認されていない器種がؚまれている。また、ᆵとした器種にはಥ帯
෇四ࣖᆵのഁ片 2 点がؚまれている。いͣれもಥ帯がめ͙る部Ґͩったためにಥ帯෇四ࣖᆵと認ࣝ
できたが、それ以֎の部Ґなら͹伫やළと۠別できていないՄೳੑが͋る。

はこれまでの平山遺跡の発掘調査で΄とנについては、ද土や遺物包ؚ૚から出土した。古代のנ
ΜͲ確認されていないため、小さなഁ片といえͲも出土したҙٛは大きい。これらのנについては、
4,191 出土נと合Θせて E%9 によるݩૉ૊成෼ੳを実ࢪした（第ᶛষ第 3 અࢀর）。

第 315 ਤには、古代の土師器・須恵器・ロクロ土師器・灰釉陶器の෼෍状況をࣔした。特に集中
తに෼෍するのが、2-6 西۠の東端から 2-6 東۠にかけてと、2-6 西۠の中ԝ部で͋る。後者は、竪
穴建物跡と掘立柱建物跡等の古代の遺構が࠷もີ集するൣғで͋り、それらの遺構とॏなるように遺
物が෼෍する状況はූ合している。一方、前者のൣғには竪穴建物跡はなく、掘立柱建物跡と土坑等
が͋るఔ౓で͋り、遺構の෼෍状況と੔合していない。遺物の෼෍ີ౓では 2-6 西۠よりもೱい༷相
をఄしており、ඇৗに特௃తで͋る。この辺りには竪穴建物跡は෼෍していないことから、集落の中
でഇغ৔のように認ࣝされていたのͩろうか。

また、遺物෼෍が集中する上記のൣғ以֎ではややࢄອな෼෍状況ͩが、2-6 西۠の西端辺りから
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第 31� 図　ݹ୅遺構外出土遺෺ (1) ࣸਅ
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遺物の෼෍がܹٸにݮり、2-7 ۠ではඇৗにرബな状況΁とม化する。古代の遺構෼෍を見ても、同
༷の޲܏が見られる。

遺構֎出土遺物のうち、遺ଘ状ଶがൺֱత良い土器をબͼ、ਤ化を行った。
第 316・317 ਤ 1 は土師器൫状ᆀで、ମԼ部からఈ部にかけて遺ଘする。ఈ部調੔はख࣋ちϔϥ

έズリで、内֎面に੺࠼が認められる。
2 〜第 320・321 ਤ 38 は須恵器ᆀで͋る。2 はఈܘが 10DN をӽえる大Ϳりなᆀで、おそらくശ

ࠁえられる。ఈ部はશ面回సϔϥέズリで、ఈ部中ԝに「ʷ」͋るいは「Ҫ」状のઢߟをఄするとܕ
が見られる。3 〜 5 はఈ部にશ面回సϔϥέズリをࢪすᆀで͋る。ମ部はఈ部からやや内࿷ؾຯに։
く形状をఄする。ఈܘは、3 は 8�7DN、4・5 は 7�0DN で͋る。6・7 はఈܘが 8 〜 9DN ୆の大Ϳり
なᆀで、ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。6 のମ部Լ端にはϔϥέズリが認めら
れる。8 〜 15 はఈܘが 7DN ୆のᆀで͋る。ମ部はఈ部から௚ઢతに։くもの（8・12・13・15）と、
やや内࿷ؾຯに։くもの（10・11・14）が͋る。10 はޱԑ部がややංްする。ఈ部調੔は、8 〜
10 が回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪし、11 〜 15 は回సࢳ੾り後、ແ調੔で͋る。

第 318 ਤ 16 はޱԑ部からମ部にかけてのഁ片で、ମ部はΘͣかに内࿷し、ޱԑ部はؙく収める。
内֎面ともにロクロ目がよく࢒る。17 〜 23 はఈܘが 6DN ୆のᆀで͋る。17 〜 19・21・22 のように、
ମ部がఈ部から௚ઢతに։く。ఈ部はͲれも回సࢳ੾り後、ແ調੔で͋る。24 〜第 320 ਤ 31 はఈ
がܘ 5DN ୆のᆀで͋る。ମ部の形状は、ఈ部から௚ઢతに։くもの（24・26 〜 31）と、25 のよう
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にやや内࿷ؾຯに։くものが͋る。26 はޱԑ部がややංްする。ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔で͋る。
32 〜 36 はఈܘが 4DN ୆のᆀで、ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔で͋る。35 以֎は、ମ部がఈ部か
ら௚ઢతに։く形状をఄする。32 はޱԑ部がؙΈを帯ͼてංްする。37 はᆀのޱԑ部からମ部のഁ
片で、内֎面に࣫の෇ணが認められる。࣫が෇ணした土器はこの 1 点のΈで͋る。38 はᆀのఈ部で、
ఈ部֎面には「ʓ」のઢࠁがࢪされている。

これらの須恵器ᆀは、2・4・5・10・19・38 が଻土にւ໖ࠎ਑をؚΈ、南ൺا窯の製品で͋る。3・
7 〜 9・11 〜 15・17・18・20 〜 23・25・28 が東金子窯の製品で、7 については前内出窯の製品
で͋る。6・16・24・26・27・29 〜 34・36・37 は南多摩窯の製品で͋る。35 は南多摩窯の製品
とߟえられるが、அ定はできない。

39 〜 46 は須恵器㡜を一ׅした。39 はແߴ୆の㡜で、ମ部Լ端にؙΈを࣋つ器形で͋る。40 は、
39 と同形のମ部に௿めのߴ୆が෇く。いͣれもମ部Լ端にϔϥέズリが見られ、ఈܘが 9 〜 10DN
୆と大形の㡜で͋る。41・42 は、அ面形が方形をఄし、௚ઢతに։くߴ୆が෇く。42 の֎面には
ロクロ目が良く࢒る。43・44 はߴ୆֎端部が઀地するタイプのߴ୆でߴ、 ୆内ଆはࣼめにせり上がる。
45・46 はߴ୆のஅ面形が三֯形状をఄする。45 はߴ୆が「ϋ」のࣈ状に։き、46 は௚立ؾຯに立
ち上がる。39・40・43 は東金子窯、41・42・44 〜 46 は南多摩窯の製品で͋る。
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第 322・323 ਤ 47・48 は灰釉陶器㡜で͋る。47 はޱԑ部からମ部にかけてのഁ片で、内࿷する
ମ部からޱԑ部は୹く֎൓する。48 はମԼ部からߴ୆部にかけて遺ଘする。ఈ部はހ状をఄし、ؙ
Έを帯ͼたߴ୆が෇く。ఈ部֎面には文ࣈのように見えるઢࠁがࢪされているが、中ԝ部෼がつͿれ
ており、൑ಡはできなかった。いͣれもԐ౤窯の製品で͋る。

49 〜 52 は須恵器֖で͋る。49 はつまΈをؚめたఱҪ部が遺ଘし、Ϙタン状のつまΈを༗する。
50 はἷ平なๅच形のつまΈが෇く。ఱҪ部֎面にബく墨書の痕跡が認められた。೑؟では墨書を൑
ಡすることができͣ、੺֎ઢࡱӨを行ったところ、墨書が୶くөし出され、三文ࣈの墨書で͋るՄೳ
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ੑが໌らかになった。੺֎ઢࡱӨにՃえ、௨ৗの状ଶでࡱӨしたը૾をフΥトシϣップで࠼౓や৭相
を調੔し、墨書部෼をڧ調することをࢼΈた。その݁果、三文ࣈの墨書が「大垣内」とղऍできると
૝定した。51・52 はいͣれもޱԑ部のഁ片で、ޱԑ端部は۶ۂする。51 はޱԑ部શମがؙΈを帯
ͼるが、52 は۶ۂがڧく、シϟープなҹ৅で͋る。49 〜 51 は東金子窯、52 は଻土にւ໖ࠎ਑をؚΈ、
南ൺا窯の製品で͋る。

53 〜 56 は土師器伫で͋る。53 はޱԑ部が௚ઢతに։く形状をఄする。54・55 は಑Լ部からఈ
部にかけてのഁ片で、54 は಑部がఈ部から։きながら立ち上がり、55 は޿がらͣに立ち上がる。い
すれもްखのつくりの伫で͋る。56 は金Ӣ฼を多くؚΉ଻土と、֎面のߥいϋέ目が特௃のߕ൹ܕ
伫で͋る。なお、4*63 からもߕ൹ܕ伫のޱԑ部から಑上部にかけてのഁ片が出土しており、同一ݸ
ମのՄೳੑがߟえられる。57・58 は土師器୆෇伫で͋る。

59 〜第 324 ਤ 77 は須恵器伫を一ׅしてࡌܝした。59 〜 62 はޱᰍ部のഁ片で、いͣれもޱԑ端
部は֎܏する面を༗する。59 はೈ࣭な焼成で、ᒵ৭の৭調が特௃తで͋る。63 〜 76 は಑部ഁ片で
͋る。63 は֎面にୟきの痕跡は認められͣ、ແ文で͋る。64 〜 76 は֎面に平行ୟきを༗する。内
面に同心ԁの当て具痕が࢒る 66・71 〜 73 以֎は、ແ文の当て具痕が見られる。74 は଻土にւ໖
਑をؚΉ。75ࠎ は಑部でもఈ部に近いഁ片で͋り、Լ端部には平行ୟきをࢪしていない。内面はແ
文の当て具痕が࢒るが、さらにࢦ等でなでつけたような痕跡が見られる。75 はଞの須恵器伫とൺ΂
ると、໌らかにೈ࣭な焼成で、৭調もにͿいԫᒵ৭をఄする。こうした特௃の須恵器伫のഁ片は、ܝ
したࡌ 75 以֎にも遺物包ؚ૚からෳ数出土した΄か、4,195 からも出土している（第 294・295 ਤ 8）。
これらの伫と同༷の特௃を࣋ち、同一ݸମとߟえられるのが 59 のޱᰍ部ഁ片で͋る。77 は಑Լ部
からఈ部にかけて遺ଘする。78 はᰍ部のഁ片を࠶ར༻したݚຏした須恵器ഁ片で、ഁஅ面の 1 箇所
がݦ著に摩໣している。これらの須恵器伫は、59・60・62・75 が南多摩窯、61・63・65・67 〜
70・76・77 が東金子窯、64・66・72・73・78 がބ西窯、74 が南ൺا窯の製品で͋る。71 はބ
西窯の製品ͩとߟえられるが、அ定はできない。なお、59・75 の須恵器については、古代のೖ間を
から、多摩χϡータ΢ンᶺࢯえる会のࠜ本༃ߟ 107 遺跡のਫ৔遺構出土須恵器と଻土や࣭ײが類ࣅ
するとのࢦఠが͋った。

第 326・327 ਤ 79 〜 81 は須恵器ᆵで͋る。79 はޱԑ部のഁ片で、ޱԑ部が؇やかに֎൓して։
き、ޱԑ端部には֎܏する面を༗する。୹ᰍᆵのような器形を૝定している。79 は内֎面が҉灰৭で、
அ面はにͿい੺׊৭という特௃తな৭調をఄする。80・81 はಥ帯෇四ࣖᆵで͋る。いͣれも಑上部
にめ͙るಥ帯が෇くഁ片で、81 にはؙいಥىが෇属する。79 〜 81 は東金子窯の製品で͋る。

82 〜 88 は須恵器長ᰍළとළ類で͋る。82 は小形の長ᰍළで、ޱԑ端部は֎܏する面を༗する。
83 は長ᰍළのᰍ部で͋る。84 はؙ಑形、85 は౗ཛ形の಑部で、おそらくは長ᰍළになるのͩろう。
86 〜 88 は಑Լ部からߴ୆部が遺ଘする。86 は಑部がఈ部から௚ઢతに։く形状で、֎面はにͿい
ޫ୔の͋る׊৭をఄするのが特௃తで͋る。87 はؙΈを帯ͼた器形で、84 のようなؙ಑形と૝定す
る。88 のߴ୆は、ߴ୆の֎端部が઀地面になる形状で͋る。82 〜 84・86 は南多摩窯、85・87・
88 は東金子窯の製品で͋る。

89 〜 91 は灰釉陶器の長ᰍළで、ᰍ部のഁ片で͋る。89・91 はԐ౤窯の製品で、90 は二川窯の
製品で͋るՄೳੑがߟえられる。
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1 292-2・
16

ᶘ૚ 土師器
൫状ᆀ

	1�5

<9�8>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。平ఈ。

ロクロ成形。
ఈ部はख࣋ちϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

良޷ 2�5:34�6 ੺׊ ఈ部
1�8[

ॏྔ 17�0H
内֎面に੺࠼。

2 291-84・
95・96・
292-13

ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�2

<10�3>

ମ 部 は ఈ 部 か ら 内
࿷ ؾ ຯ に ։ く。 平
ఈ。

ロクロ成形。
ମ部Լ端にϔϥέズリ、ఈ部
は回సϔϥέズリ。

ཻ࠭、੺
、৭ཻ子׊
ւ໖ࠎ਑

良޷ 7�5:36�5�6 ᒵ ఈ部 1�2
以Լ

ॏྔ 52�9H
ఈ部֎面にઢࠁ
͋り。
南ൺا窯

3 291-84・
292-13

ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�2

<8�7>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、શ面回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭
ཻ

良޷ 2�5:5�5�1 ԫ
灰

ఈ部 1�3 ॏྔ 59�3H
東金子窯

4 282-54 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�5

<7�0>

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、શ面回
సϔϥέズリ。

ࠇ、ཻ࠭
৭ཻ子、
ւ໖ࠎ਑

良޷ 内֎面
/6� 灰
அ面
7�5:35�4 にͿ
い׊

ఈ部 1�3 ॏྔ 40�8H
ఈ部֎面にՐ᧪
痕。
南ൺا窯

5 4%13 ʵ 須恵器
ᆀ

	2�0

<7�0>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部はશ面回సϔϥέズリ。

小礫、࠭
ཻ、ւ໖
਑ࠎ

良޷ 5:5�1 灰 ఈ部 3�4 ॏྔ 42�4H
南ൺا窯

6 291-82・
83

ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�2

<9�4>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。ϔϥέズリが
ମԼ部におよͿ。

小礫、࠭
ཻ

ೈ࣭ 7�5:36�5�4 に
Ϳいᒵ

ఈ部 1�3 ॏྔ 30�7H
南多摩窯

7 4%12 ʵ 須恵器
ᆀ

	0�7

<8�7>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

੺׊৭ཻ
子

ೈ࣭ ֎面
2�5:7�2 灰ԫ
内面
10:37�2 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�6 ॏྔ 16�2H
東金子窯（前内
出窯）

8 282-56 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�7

7�3

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭
ཻ、ന৭
ཻ子

良޷ /4�5� 灰 ఈ部 1�2 ॏྔ 43�3H
東金子窯

9 282-48 ᶗ૚ 須恵器
ᆀ

	0�7

<7�3>

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ࠇ、ཻ࠭
৭ཻ子

良޷ 2�5:5�1 ԫ灰 ఈ部 1�2 ॏྔ 48�6H
東金子窯

10 282-45 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

<12�3>
3�2

<7�1>

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։き、
ޱ ԑ 端 部 は ං ް す
る。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭
ཻ、ւ໖
਑ࠎ

良޷ 5:5�1 灰 ԑ部ޱ
1�3

ఈ部 1�2

ॏྔ 68�2H
南ൺا窯

ᴷ 420 ᴷ

第 328 ਤ 92 は須恵器ϛχνϡア土器で、コップ形のような器形で͋る。ମ部Լ端にϔϥέズリが
見られ、ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔で͋る。93 は須恵器మു形土器のޱԑ部で͋る。ؙくංްし
たޱԑ部が内܏する形状から、మു形土器と൑அした。94 は須恵器ࣖࡼのޱԑ部で͋る。ࡉ片のため、
ਪଌの域を出ないが、ࣖ 、えられる。生産地はஅ定できないがߟられた部Ґに相当すると͛ۂのંりࡼ
それͧれ 92 は東金子窯、93 は南ൺا窯、94 は南多摩窯のՄೳੑが͋る。

95 〜 98 はנで、いͣれもؙנで͋る。95 〜 97 は࣭ߗな焼成とॏྔײが特௃で、ತ面はϔϥナσ、
Ԝ面には෍目が࢒る。95・96 の左ӈ端部にはತ面ଆに 1 面の面औりをࢪす。98 は須恵࣭ͩが、95
〜 97 のような࣭ߗさとॏྔײは見られない。Ԝ面には෍目、ತ面はϔϥナσとࢥΘれるがෆ໌ྎで
͋る。これらのנは、4,191 から出土したנとともに、E%9 によるݩૉ૊成෼ੳを行い、第ᶛষ第
3 અに෼ੳ݁果をࡌܝした。

須恵器ᆀの年代؍については、南ൺا窯跡群ോ山編年の編年にґڌし、記ࡌする。第 316・317
ਤ 4・6・9 は ) ᶙ期にൺ定され、9 は ) ᶙ期末にҐஔ෇けられる。3 は ) ᶚ期、10 は ) ᶚ期中ࠒ、
8・11・12・14 は ) ᶜ期、第 318・319 ਤ 20・21 は ) ᶝ期、18 は ) ᶞ〜ᶟ期、17・24・22・
26・第 320・321 ਤ 32 は ) ᶟ期、第 318・319 ਤ 28 は ) ᶠ期にൺ定される。また、灰釉陶器では、
第 322・323 ਤ 47 が ,-90 窯式、48 が 0-53 窯式にそれͧれҐஔ෇けられる。 （小西）

第 �1 ද　ݹ୅遺構外出土土器࡯؍ද (1)
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11 282-43 ᶗ૚ 須恵器
ᆀ

<12�6>
3�8

<7�1>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

良޷ 5:5�1 灰 ԑ部ޱ
1�12

ఈ部 1�2

ॏྔ 56�6H
東金子窯

12 282-29 ᶙ૚ 須恵器
ᆀ

	2�8

7�0

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ࠇ、ཻ࠭
৭ཻ子

良޷ 5:5�5�1 灰 ఈ部׬形 ॏྔ 84�7H
東金子窯

13 282-46 ʵ 須恵器
ᆀ

	1�0

<7�3>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

ೈ࣭ ֎面
2�5:6�1�5 灰
ԫ
内面
5:5�5�1 灰

ఈ部 1�2 ॏྔ 33�3H
東金子窯

14 282-18・
292-31

ᶘ・ᶙ
૚

須恵器
ᆀ

	1�6

<7�1>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ 良޷ /3�5� ҉灰 ఈ部 1�2 ॏྔ 37�9H
東金子窯

15 4%12 ʵ 須恵器
ᆀ

	1�3

<7�2>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

ೈ࣭ 2�5:7�1�5 灰
ԫ

ఈ部 1�4 ॏྔ 22�8H
東金子窯

第
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16 282-25・
26

ᶘ・ᶙ
૚

須恵器
ᆀ

<13�7>
	5�8


ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

ロクロ成形。 ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

ೈ࣭ ԑ部ޱ
5:36�6 ᒵ
ମ部
2�5:6�2 灰ԫ

ԑ〜ମޱ
部 1�6

ॏྔ 43�1H
南多摩窯

17 282-57 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	3�1

<6�3>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ、ന৭
ཻ子

良޷ 10:34�1 灰׊ ఈ部 1�3 ॏྔ 61�5H
東金子窯

18 282-26・
38

ᶘ・ᶙ
૚

須恵器
ᆀ

	1�8

6�3

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ࠇ、ཻ࠭
৭ཻ子

良޷ ֎面
/4�5� 灰
内面
2�5:5�1 ԫ灰

ఈ部׬形 ॏྔ 70�3H
東金子窯

19 4%12 ʵ 須恵器
ᆀ

	1�7

6�1

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ、ւ໖
਑ࠎ

ೈ࣭ ֎面
5:6�1 灰
内面
5:7�1 灰ന

ఈ部׬形 ॏྔ 64�0H
南ൺا窯

20 272-59・
282-55

ᶗ・ᶘ
૚

須恵器
ᆀ

	1�4

<6�5>

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

良޷ 7�5:4�5�1 灰 ମ〜ఈ部
1�2

ॏྔ 41�1H
東金子窯

21 282-45 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	2�1

<6�5>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

良޷ ఈ部֎面
5:35�3 にͿ
い੺׊
それ以֎
2�5:4�5�1 ԫ
灰

ఈ部 1�2 ॏྔ 37�1H
東金子窯

22 282-38 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	2�1

<6�3>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന
৭ཻ子、
৭ཻ子ࠇ

ややೈ
࣭

2�5:5�2 ҉灰
ԫ

ఈ部 1�3 ॏྔ 33�3H
東金子窯

23 282-52 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�2

6�0

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ、石ӳ

良޷ ֎面
/5� 灰
内面
7�5:5�1 灰

ఈ部׬形 ॏྔ 53�3H
東金子窯

24 282-39 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	1�7

5�9

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

2�5:5�2 ҉灰
ԫ

ఈ部׬形 ॏྔ 58�4H
南多摩窯

25 282-26・
45

ᶗ・ᶘ
૚

須恵器
ᆀ

<11�9>
3�1

<6�5>

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

良޷ /5�5� 灰 ԑ部ޱ
1�8

ఈ部 1�6

ॏྔ 24�2H
東金子窯

26 282-45・
66

ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

<11�5>
3�7

<5�5>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։き、ޱԑ端
部 は Θ ͣ か に ං ް
する。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

ೈ࣭ ԑ部ޱ
10:35�1�5 ׊
灰
それ以֎
7�5:35�4 にͿ
い׊

ఈ部 1�2 ॏྔ 33�7H
南多摩窯

27 282-37 ᶘ・ᶙ
૚

須恵器
ᆀ

	2�1

5�5

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

良޷ 2�5:5�1 灰 ఈ部 3�4 ॏྔ 85�5H
南多摩窯

28 282-37 ʵ 須恵器
ᆀ

	2�9

<5�6>

ମ 部 ఈ 部 か ら や や
内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
৭ࠇ、ཻ
ཻ子

良޷ /4� 灰 ମ〜ఈ部
1�2

ॏྔ 72�8H
東金子窯

29 282-48 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	2�0

5�0

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന
৭ཻ子

良޷ 2�5:4�1 ԫ灰 ఈ部׬形 ॏྔ 49�0H
南多摩窯

30 282-55 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

	2�6

<5�4>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
৭ࠇ、ཻ
ཻ子

良޷ 2�5:5�1 灰 ఈ部 1�2 ॏྔ 38�4H
南多摩窯

第
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31 4%13 ʵ 須恵器
ᆀ

	2�1

5�5

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ 良޷ 5:4�5�1 灰 ఈ部׬形 ॏྔ 57�0H
南多摩窯

32 282-27・
47

ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

<14�2>
4�5

<5�9>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։き、ޱԑ端
部はංްする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭、ന
৭ཻ子

良޷ /5�5� 灰 ԑ部ޱ
1�8

ఈ部 1�3

ॏྔ 43�2H
南多摩窯

33 282-48 ᶗ૚ 須恵器
ᆀ

	1�5

4�8

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ、石ӳ、
৭ཻ子ࠇ

良޷ 10:35�1 灰׊ ఈ部׬形 ॏྔ 41�7H
南多摩窯

　遺構と遺物
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ਤ

34 4%12 ʵ 須恵器
ᆀ

	1�1

<4�9>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

5:7�1 灰ന ఈ部 1�2 ॏྔ 20�1H
南多摩窯

35 282-26 ʵ 須恵器
ᆀ

	0�8

4�5

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ

ೈ࣭ 7�5:36�4
にͿいᒵ・
5:5�5�1 灰

ఈ部׬形 ॏྔ 34�5H
南多摩窯か

36 4%12 ʵ 須恵器
ᆀ

	1�6

<4�3>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

ཻ࠭ 良޷ 5:5�5�1 灰 ఈ部 1�2 ॏྔ 21�7H
南多摩窯

37 282-41 ᶙ૚ 須恵器
ᆀ

ମ 部 は ௚ ઢ త に ։
く。

ロクロ成形。 ཻ࠭ ೈ࣭ 2�5:6�1 ԫ灰 ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 8�6H
内֎面に࣫෇ண。
南多摩窯

38 291-83 ᶘ૚ 須恵器
ᆀ

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

小礫、࠭
৭ࠇ、ཻ
ཻ子、ւ
໖ࠎ਑

良޷ 2�5:5�5�1 灰 ఈ部ഁ片 ॏྔ 14�4H
ఈ部֎面に「˓」
ઢࠁ。
南ൺا窯

39 292-13・
22

ᶘ૚ 須恵器
㡜

	2�6

<9�8>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、֎周回
సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ന
৭ཻ子

ややೈ
࣭

内֎面
5:34�4 にͿ
い੺׊
அ面中心部
/5�5� 灰

ఈ部 1�8 ॏྔ 49�3H
東金子窯

40 291-82・
83・92・

93

ᶗ・ᶘ
૚

須恵器
㡜

	5�8

<10�8>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సϔϥέズリ後、ߴ
୆部をషり෇け。ϔϥέズリ
はମԼ部におよͿ。

小礫、࠭
ཻ

良޷ 5:5�5�1 灰 ୆部ߴ
1�2

ॏྔ 127�4H
東金子窯

41 282-46・
57

ᶘ૚ 須恵器
㡜

	2�5

<7�8>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

ཻ࠭ ೈ࣭ 10:38�3 浅ԫ
ᒵ

୆部ߴ
1�3

ॏྔ 44�8H
֎面は器面のߥ
れがݦ著。
南多摩窯

42 4%12・
282-45

ᶘ૚ 須恵器
㡜

	4�0

<7�5>

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

֎面
2�5:6�5�2 灰
ԫ
内面
10:36�2 灰ԫ
׊

୆部ߴ
1�3

ॏྔ 45�8H
南多摩窯

43 282-39 ᶘ૚ 須恵器
㡜

	0�9

<7�1>

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

ཻ࠭、石
ӳ

ೈ࣭ ֎面
10:37�2 にͿ
いԫᒵ
内面
2�5:7�2 灰ԫ

୆部ߴ
1�3

ॏྔ 34�3H
東金子窯

44 282-55 ᶘ૚ 須恵器
㡜

	2�5

<6�3>

ମ 部 は ఈ 部 か ら や
や内࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
。୆部షり෇けߴ

小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
10:34�2 灰ԫ
׊
内面
7�5:34�2 灰׊

୆部ߴ
1�6

ॏྔ 12�8H
ମ部֎面にࣗવ
釉。
南多摩窯

45 282-49 ᶘ૚ 須恵器
㡜

	1�3

6�1

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

ཻ࠭、石
ӳ

良޷ /4�5� 灰 ୆部ߴ
3�4

ॏྔ 42�1H
南多摩窯

46 282-39 ᶘ૚ 須恵器
㡜

	2�3

<5�6>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。ߴ୆部
அ 面 は ಷ い 三 ֯ 形
状をఄする。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

ཻ࠭ 良޷ 10:34�1 灰׊ ୆部ߴ
1�2

ॏྔ 35�7H
南多摩窯
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47 282-35 ᶙ૚ 灰釉陶器
࿸

ମ 部 は ؇ や か に ֎
൓する。

ロクロ成形。 ࠇ、ཻ࠭
৭ཻ子

良޷ 2�5:7�1 灰ന ԑ〜ମޱ
部ഁ片

ॏྔ 17�1H
Ԑ౤窯

48 282-48 ᶘ૚ 灰釉陶器
࿸

	1�7

<7�8>

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
2�5:6�1 ԫ灰
内面
2�5:7�1 灰ന

୆部ߴ
1�4

ॏྔ 27�5H
ఈ部֎面にઢࠁ。
Ԑ౤窯

49 282-26・
48

ᶗ・ᶙ
૚

須恵器
֖

	2�8
 Ϙタン状のつまΈ。 ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ、つ
まΈ઀合部はナσ。

小礫、࠭
ཻ

ややೈ
࣭

2�5:7�1�5 灰
ന

ఱҪ部
1�6

ॏྔ 44�1H
東金子窯

50 282-44 ᶗ૚ 須恵器
֖

	3�2
 ๅच形のつまΈ。 ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ、つ
まΈ઀合部はナσ。

ཻ࠭、石
ӳ、ࠇ৭
ཻ子

良޷ 2�5:5�5�1 ԫ
灰

ఱҪ部
1�2

ॏྔ 84�0H
ఱҪ部֎面に「大
垣内」墨書。
東金子窯

51 282-38 ᶘ૚ 須恵器
֖

<22�5>
	2�7


ޱ ԑ 部 は ؙ く ං ް
し、۶ۂはಷい。

ロクロ成形。 小礫、࠭
ཻ

良޷ /6� 灰 ԑ部ޱ
1�8

ॏྔ 29�0H
東金子窯

52 282-25・
35・56

ᶗ・ᶘ・
ᶙ૚

須恵器
֖

<18�1>
	2�2


。するۂԑ部は۶ޱ ロクロ成形。
ఱҪ部は回సϔϥέズリ。

ཻ࠭、ւ
໖ࠎ਑

良޷ 5:4�1 灰 ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 27�5H
南ൺا窯

53 291-82・
92

ᶘ૚ 土師器
伫

<20�5>
	3�6


ᰍ 部 か ら ޱ ԑ 部 に
か け て ؇ や か に ֎
൓する。

֎面のうち、ޱԑ部はԣҐの
ナσ、ᰍ部以ԼはॎҐのϔϥ
έズリ。

ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

良޷ 10:37�4 にͿ
いԫᒵ

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 58�0H
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54 291-83・
93

ᶘ૚ 土師器
伫

	3�0

<8�8>

಑部はఈ部から௚
ઢతに։く。

಑Լ部֎面はԣҐのϔϥέズ
リ、内面はナσ、ఈ部はϔϥ
έズリ。

ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

良޷ ֎面
7�5:36�5 にͿ
いᒵ
内面
10:37�4 にͿ
いԫᒵ

ఈ部 1�6 ॏྔ 94�1H

55 291-82 ᶙ૚ 土師器
伫

	3�0

<8�9>

಑部はఈ部から௚
ઢతに։く。

಑Լ部֎面はॎҐのϔϥέズ
リ、内面はϔϥナσ、ఈ部は
ϔϥέズリ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
10:33�2 ׊ࠇ
内面
5:36�6 ᒵ

ఈ部 1�2 ॏྔ 137�2H

56 282-37 ᶙ૚ 土師器
伫

	1�5

<8�6>

಑部はఈ部から௚
ઢతに։く。

಑Լ部֎面はॎҐのϋέ目、
内面はԣҐのϋέ目、ఈ部に
໦葉痕。

小礫、࠭
ཻ、金Ӣ
฼

良޷ 5:34�4 にͿ
い੺׊

ఈ部ഁ片 ॏྔ 15�5H
伫ܕ൹ߕ

57 282-36 ᶘ૚ 土師器
୆෇伫

	2�1
 伫಑部֎面はॎҐのϔϥέズ
リ、಑部・٭୆部内面はϔϥ
ナσ、伫と٭୆部との઀合部
֎面はॎҐのナσ。

ཻ࠭、石
ӳ

良޷ 5:35�6 ໌੺
׊

ఈ部׬形 ॏྔ 51�7H

58 282-54 ᶘ૚ 土師器
୆෇伫

	2�5

<9�8>

状ࣈ୆部はϋの٭
に։く。

。୆部内֎面ともにナσ٭ ཻ࠭ 良޷ 7�5:35�4 にͿ
い׊

୆部٭
1�6

ॏྔ 20�9H

59 282-9・
19・29

ᶘ૚ 須恵器
伫

<22�2>
	7�7


ᰍ部ܘ
<18�0>

ԑ部は؇やかにޱ
֎൓し、ޱԑ端部は
ංްし、֎܏する面
を࣋つ。

。ԑ部内֎面ともにナσޱ 小礫、࠭
ཻ、੺׊
৭ཻ子

ೈ࣭ 7�5:36�6 ᒵ ᰍ部 1�4 ॏྔ 288�4H
南多摩窯

60 291-92 ᶘ૚ 須恵器
伫

ԑ部は؇やかにޱ
֎൓し、ޱԑ端部は
。する面を࣋つ܏֎

。ԑ部内֎面ともにナσޱ ཻ࠭ 良޷ ֎面
5:6�1 灰
内面
5:7�1�5 灰ന

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 106�3H
ԑ部֎面にࣗޱ
વ釉、ޱԑ部内
面に降灰。
南多摩窯

61 291-92 ᶘ૚ 須恵器
伫

ԑ部は؇やかにޱ
֎൓し、ޱԑ端部は
。する面を࣋つ܏֎

。ԑ部内֎面ともにナσޱ ཻ࠭ 良޷ ֎面
/2� ࠇ
内面
7�5:4�1 灰
அ面
2�5:34�2 灰੺

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 51�0H
ԑ部֎面にࣗޱ
વ釉、ޱԑ部内
面に降灰。
東金子窯

62 282-35 ᶘ૚ 須恵器
伫

ԑ部は؇やかにޱ
֎൓し、ޱԑ端部は
。する面を࣋つ܏֎

ԑޱ、ԑ部֎面に平行ୟきޱ
部内֎面ともにナσ。

ཻ࠭ 良޷ ֎面
/3�5� ҉灰
内面
2�5:6�1�5 ԫ
灰

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 47�0H
ԑ部内面に降ޱ
灰。
南多摩窯

63 291-96・
292-6

ᶘ・ᶙ
૚

須恵器
伫

಑部֎面はナσ、内面はແ文
の当て具痕。

礫、ཻ࠭ ややೈ
࣭

֎面
/5�5� 灰
内面
2�5:6�1 ԫ灰

಑部ഁ片 ॏྔ 153�7H
東金子窯

64 281-
100・

282-48

ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ナσ。

ཻ࠭、石
ӳ

良޷ ֎面
/5�5� 灰
内面
5:6�1 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 90�7H
西窯ބ

65 282-65 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ナσ。

ཻ࠭ 良޷ 7�5:4�5�1 灰 ಑部ഁ片 ॏྔ 69�6H
東金子窯

第
324
・

325
ਤ

66 292-4・
14

ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
同心ԁの当て具痕。

ཻ࠭ ややೈ
࣭

֎面
2�5:5�1 ԫ灰
内面
2�5:7�1 灰ന

಑部ഁ片 ॏྔ 47�6H
西窯ބ

67 291-73 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
同心ԁの当て具痕。

小礫、࠭
ཻ、石ӳ、
৭ཻ子ࠇ

良޷ ֎面
/3� 灰
内面
/4� 灰
அ面
5:34�5�2 灰׊

಑部ഁ片 ॏྔ 110�6H
69 と類ࣅ
東金子窯

68 282-27・
37

ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ナσ。

ཻ࠭ 良޷ 5:5�5�1 灰 ಑部ഁ片 ॏྔ 114�0H
東金子窯

69 291-84 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ແ文の当て具痕。

ཻ࠭、石
ӳ、ࠇ৭
ཻ子

良޷ ֎面
/4�5� 灰
内面
5:34�2�5 にͿ
い੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 127�4H
67 と類ࣅ
東金子窯

70 282-48 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ナσ。

小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
2�5:7�2 灰ԫ
内面
/4�5� 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 69�0H
東金子窯
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˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

出土
૚Ґ

छผ
器छ ๏ྔ 器形のಛ௃ ੡ٕ࡞๏のಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ

第
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・

325
ਤ

71 282-27・
37

ᶙ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
同心ԁの当て具痕。

ཻ࠭ ೈ࣭ ֎面
/4� 灰
内面
2�5:7�1 灰ന

಑部ഁ片 ॏྔ 42�3H
西窯かބ

72 292-24 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
同心ԁ状の当て具痕。

小礫、࠭
ཻ、石ӳ

ややೈ
࣭

֎面
/5�5� 灰
内面
5:6�1 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 68�5H
第 324・325 ਤ
73 と同一ݸମ。
西窯ބ

73 282-19 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
同心ԁ状の当て具痕。

小礫、࠭
ཻ、石ӳ

ややೈ
࣭

֎面
/5�5� 灰
内面
5:6�1 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 66�0H
第 324・325 ਤ
72 と同一ݸମ。
西窯ބ

74 282-38 ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ナσ。

小礫、࠭
ཻ、ւ໖
਑ࠎ

良޷ /4� 灰 ಑部ഁ片 ॏྔ 33�0H
南ൺا窯

75 282-27 ᶘ૚ 須恵器
ᆵ

಑部֎面は平行ୟき、内面は
ແ文の当て具痕。

ཻ࠭、੺
৭ཻ子׊

ೈ࣭ ֎面
10:35�1 に
Ϳいԫᒵ・
10:35�1 灰׊
内面
10:37�2�5 に
Ϳいԫᒵ

಑部ഁ片 ॏྔ 129�0H
南多摩窯

76 4%12・
282-19・

56

ᶘ૚ 須恵器
伫

಑部֎面は平行ୟき。 礫、ࠇ৭
ཻ子

良޷ ֎面
2�5:6�1 灰
内面
/5�5� 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 86�6H
東金子窯

77 4%12 ʵ 須恵器
伫

	7�2
 ఈ部は平ఈ。 ಑部֎面は平行ୟき。 小礫、࠭
ཻ

良޷ 2�5:6�1 灰 ಑〜ఈ部
ഁ片

ॏྔ 122�4H
東金子窯

78 4%13 ʵ 須恵器
伫

大෯࠷
6�6

大長࠷
4�5

大ް࠷
0�9

ᰍ部内֎面ともにナσ。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
/6�5� 灰ന
内面
2�5:6�1 ԫ灰

ᰍ部ഁ片 ॏྔ 37�5H
ຏ須恵器片ݚ
一ଆ面にݚຏ痕。
西窯ބ

第
326
・

327
ਤ

79 282-10 ᶘ૚ 須恵器
ᆵ

<13�6>
	5�0


ޱ ԑ 部 は ؇ や か に
֎൓し、ޱԑ端部は
。する面を࣋つ܏֎

。ԑ部内֎面ともにナσޱ ཻ࠭ 良޷ 内֎面
/3�5� ҉灰அ
面
5:34�3�5 にͿ
い੺׊

ԑ部ޱ
1�6

ॏྔ 75�1H
東金子窯

80 282-47 ᶘ૚ 須恵器
ಥ帯෇四

ࣖᆵ

಑ 上 部 に ಥ 帯 が め
͙る。

಑部内֎面ともにナσ。 ཻ࠭ 良޷ /6� 灰 ಑部ഁ片 ॏྔ 47�3H
第 326・327 ਤ
81 と同一ݸମ。
東金子窯

81 282-26 ᶘ૚ 須恵器
ಥ帯෇四

ࣖᆵ

಑ 上 部 に ಥ 帯 が め
͙り、ಥىが෇属す
る。

಑部内֎面ともにナσ。 ཻ࠭ 良޷ /6� 灰 ಑部ഁ片 ॏྔ 40�4H
第 326・327 ਤ
80 と同一ݸମ。
東金子窯

82 282-44 ᶘ૚ 須恵器
長ᰍළ

<4�3>
	4�3


ᰍ部ܘ
4�0

ޱ ᰍ 部 は ؇ や か に
֎൓し、ޱԑ端部は
。する面を࣋つ܏֎

ロクロ成形。
。ԑ部はナσޱ

ཻ࠭、石
ӳ

良޷ /6� 灰 ԑ部ޱ
1�6

ᰍ部׬形

ॏྔ 36�4H
南多摩窯

83 282-26・
27・45・

55

ᶗ・ᶘ
૚

須恵器
長ᰍළ

	7�9

ᰍ部ܘ
<6�9>

ᰍ 部 は ௚ 立 ؾ ຯ に
立ち上がる。

ロクロ成形。 小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
2�5:5�1 ԫ灰・
/6� 灰
内面
2�5:5�5�1 ԫ
灰

ᰍ部 1�2 ॏྔ 65�1H
ᰍ部֎面にࣗવ
釉。
南多摩窯

84 272-26・
282-38・

48

ᶘ૚ 須恵器
ළ � ᆵ

	12�7

಑部࠷
大ܘ

<17�7>

ロクロ成形。 小礫、࠭
৭ࠇ、ཻ
ཻ子

良޷ ֎面
2�5:2�1 ࠇ
内面
7�5:4�5�1 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 94�4H
಑部֎面に降灰。
南多摩窯

85 282-27・
47

ᶘ・ᶙ
૚　

須恵器
ළ � ᆵ

	11�1

಑部࠷
大ܘ

<19�0>

ロクロ成形。
಑Լ部֎面は回సϔϥέズ
リ。

小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
/5� 灰
内面
/4�5� 灰

಑部ഁ片 ॏྔ 146�8H
東金子窯

86 282-30 ᶘ૚ 須恵器
ළ � ᆵ

	7�7

<12�6>

಑ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ମԼ部は回సϔϥέズリ。ఈ
部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部ష
り෇け。

ཻ࠭、石
ӳ

良޷ ֎面
7�5:35�3 にͿ
い׊
内面
10:35�1 灰׊

୆部ߴ
1�4

ॏྔ 89�8H
֎面にಷいޫ୔
͋り。
南多摩窯
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 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
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第
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ਤ

95 282-36 נؙ ෯ 	9�8

長さ 	11�3


ްさ 2�4

ತ面はϔϥナσ、一部にࣗવ釉。Ԝ面は෍目。
左ଆ面はϔϥέズリ、ತ面、Ԝ面に面औり。

小礫、࠭ ཻ、
੺׊৭ཻ子

良޷ ತ・Ԝ面
5:5�1 灰
அ面
5:34�1 灰׊

ഁ片 ॏྔ 325�2H
第 354 ਤ 5 と同
一ݸମのՄೳੑが
。いߴ

96 282-29・
49

נؙ ෯ 	12�0

長さ 	8�8

ްさ 2�0

ತ面はશ面にࣗવ釉、Ԝ面は෍目。ӈଆ面はϔ
ϥέズリ、ತ面、Ԝ面に面औり。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ ತ面
2�5:8�3 浅ԫ
Ԝ面
7�5:5�1 灰அ
面
2�5:34�1 ੺灰

ഁ片 ॏྔ 309�2H
97 と同一ݸମの
Մೳੑがߴい。

97 282-47 נؙ ෯ 	4�7

長さ 	6�8

ްさ 1�9

ತ面はશ面にࣗવ釉、Ԝ面は෍目。 小礫、ཻ࠭ 良޷ ತ面
2�5:8�3 浅ԫ
Ԝ面
/4�5� 灰
அ面
2�5:34�1 ੺灰

ഁ片 ॏྔ 62�8H
96 と同一ݸମの
Մೳੑがߴい

98 282-10 נؙ ෯ 	4�1

長さ 	4�1

ްさ 1�1

ತ面はϔϥナσか、Ԝ面は෍目。શମతにബい
つくり。

ཻ࠭ 良޷ /5� 灰 ഁ片 ॏྔ 20�6H

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

出土
૚Ґ
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87 282-47
〜 49

ʵ 須恵器
ළ � ᆵ

	7�2

<7�9>

಑ 部 は ఈ 部 か ら 内
࿷ؾຯに։く。

ロクロ成形。
ମԼ部は回సϔϥέズリ。ఈ
部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部ష
り෇け。

小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
5:5�1 ԫ灰
内面
/5�5� 灰

୆部ߴ
3�4

ॏྔ 171�6H
東金子窯

88 282-28・
48

ᶘ૚ 須恵器
ළ � ᆵ

	1�8

<9�3>

಑ 部 は ఈ 部 か ら ௚
ઢతに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ߴ୆部
をషり෇け。

小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
/4� 灰
内面
/5� 灰

୆部ߴ
1�3

ॏྔ 61�2H
東金子窯

89 282-45・
55

ᶘ૚ 灰釉陶器
長ᰍළ

	6�9

ᰍ部ܘ
<5�5>

ロクロ成形。 小礫、࠭
ཻ

良޷ ֎面
5:6�2 灰Φ
リーϒ
内面
2�5:6�2 灰ԫ

ᰍ部 1�4 ॏྔ 32�2H
Ԑ౤窯

90 282-46 ᶘ૚ 灰釉陶器
長ᰍළ

	4�5

ᰍ部ܘ
<5�4>

ᰍ 部 は ௚ 立 ؾ ຯ に
立ち上がる。

ロクロ成形。 ཻ࠭ 良޷ 2�5:6�5�2 灰
ԫ

ᰍ部 1�6 ॏྔ 18�2H
二川窯か

91 282-8 ᶘ૚ 灰釉陶器
長ᰍළ

	3�7

ᰍ部ܘ
<4�7>

ᰍ 部 は ௚ 立 ؾ ຯ に
立ち上がる。

ロクロ成形。 ࠇ、ཻ࠭
৭ཻ子

良޷ ֎面
5:5�2 灰Φ
リーϒ
内面
2�5:7�1 灰ന

ᰍ部 1�4 ॏྔ 17�7H
Ԑ౤窯

第
328
ਤ

92 282-55 ᶘ૚ 須恵器
ϛχνϡ

ア

	3�6

2�6

ମ 部 は ఈ 部 か ら ௚
立 ؾ ຯ に 立 ち 上 が
る。

ロクロ成形。
ମԼ部は回సϔϥέズリか。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔。

小礫、࠭
ཻ、石ӳ

ೈ࣭ 10:36�5�4 に
Ϳいԫᒵ

ఈ部׬形 ॏྔ 24�1H
東金子窯か

93 282-56 ᶘ૚ 須恵器
మു形

。ԑ部は内࿷するޱ ロクロ成形。 ཻ࠭、石
ӳ

ೈ࣭ 2�5:6�5�2 灰
ԫ

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 7�2H
南ൺا窯か

94 282-45 ᶘ૚ 須恵器ࣖ
ࡼ

ޱ ԑ 端 部 は ؙ く ං
ްする。

ロクロ成形。 ཻ࠭ ೈ࣭ 2�5:6�1�5 ԫ
灰

ԑ部ഁޱ
片

ॏྔ 2�9H
南多摩窯か
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5　古代末〜中世

古代末〜中世にؼ属するものとしてѻう遺構は、溝 3 条、掘立柱建物跡 1 棟、土坑 31 基、ピット
139 基で͋る。溝 4%12・13 については、෴土の༷相ٴͼ 4%12 出土炭化材の年代ଌ定の݁果（第
ᶛষ第 1 અࢀর）から、中世にؼ属するものと൑அした。それ以֎の遺構は、いΘΏる「ԁ形土坑」
に見られる׊ࠇ৭スコリアを多くؚΉ基本૚ংᶘ૚をϕースとする෴土やそれに類する෴土を༗する
ものについて、古代末〜中世にؼ属すると൑அした。

֤遺構は、調査۠શମに෼෍しているが、2-6 東۠の南ଆと 2-7 ۠中ԝ部෇近はややࢄອで͋る。
遺物は、遺構から出土するものの΄とΜͲが縄文時代〜古代のもので、ଞの遺構や遺物包ؚ૚等か

らྲྀれࠐΜͩものとࢥΘれる。中世の遺物はશて遺構֎から出土したもので、陶器 16 点、磁器 2 点
で、磁器の 2 点はいͣれも中国（南૙）ཾઘ窯産の੨磁で͋る。

第）ߔ　（1 332 〜 340 ਤ、第 53 ද）
溝は、古代末以降にؼ属する 4%12 〜 15 の 4 条を検出した。そのうち 4%15 については、近世以

降にؼ属する道路跡と൑அし、本報告では 4',1 として近世以降の項でѻうこととした。
S%12（第 332 〜 335 ਤ、第 53 ද）

2-6 西۠の中ԝ෇近を΄΅東西にԣஅする溝で、282-33 〜 40・47 〜 50 άリッドにҐஔする。
検出面はᶘ3 〜ᶙ2 ૚で、遺構の検出時には、طに෴土の上面からෳ数の礫が出土する状況で͋った。
遺構　ଞの遺構との੾り合い関܎は、4*60・63、掘立柱建物跡 %（41744・745・753）・4,191・
222、41642・738・746・767・770・773・775・776・777・781・795・940・949 の֤遺構を
੾っており、西端部෇近等は֧ཚに੾られている。溝の東端、西端ڞに掘ൣ࡟ғ֎΁と続いている。

調査ൣғ内でのن໛は、長さ 35�47 大෯࠷、̼ 135DN、ਂさ 35DN をଌる。அ面形ଶはٯ୆形状
をఄしている。主࣠方޲は /-87°-8 をࢦす。調査ൣғ内の東ଆ部෼はൺֱత௚ઢをอっているが、
西ଆは北を内ଆにしてΘͣかなހをඳく。東端と西端のൺࠩߴは 9DN で、東がΘͣかに௿いが、΄
΅平ୱとݴえる。ఈ面は、西ଆがൺֱత平ୱなのにରして、東ଆでは్中から南北で段ࠩが生じてい
て、南ଆがΘͣかに௿くなっている。

ఈ面にはピット状の掘りࠐΈがෳ数確認され、4%12 にؼ属するとߟえられたものについては 11
〜 7 の番号を෇した。溝に伴うԿらかのࢪ設が構ஙされていたՄೳੑをࣔしている。

෴土は 3 か所でϕϧトを設けて࡯؍し、それͧれ 3 〜 6 ૚に෼૚した。いͣれも、Լ૚にᶙ૚土
を主ମとする૚が確認された。また、中〜上૚では、土૚அ面 %-%` では 3 ૚、'-'` では 3 ૚、(-(`
では 1 ૚の֤૚上部もしくはશମがߗ化していることが確認された。溝の埋຅աఔで、これらの面
が一定の間、道路状に࢖༻された事が૝定される。なお、このߗ化面は、面తには໌ྎなൣғとして
ଊえることはできなかった。

遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、金属製品、礫・焼礫、炭化物、焼成粘土塊等が出土している。
これらの中には、4%12 に੾られる 4*63 や、4*63 にྡ઀する 4*58、近઀する 4*69 との઀合が確認
されたࢿྉも͋ることから、土師器、須恵器、灰釉陶器、金属製品（౛子）については、それらの遺
構に伴っていたものが多くؚまれているとߟえられる。
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̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ௚ܘ 15NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ブϩοΫ 	��5:3��1
 Լ෦ʹ 10% ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
5%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ���5:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ্෦͕

΍΍ີɻࢠɺక·Γ͋Γɺཻڧ化͍ͯ͠Δɻ೪ੑߗ
̐ɽ���5:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̒ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ5 層ʹࣅΔ͕ɺࠇ৭スコϦΞ͸ؚ·ͳ͍ɻ௚ܘ 1NN の明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

'�'`
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ � ʙ �0NN の׊ࠇ৭౔ブϩοΫ

	��5:3��1
 Լ෦ʹ �0% ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ���5:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼの明׊৭スコϦΞ	��5:35��
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ্෦͕ߗ化͍ͯ͠Δɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γڧɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̐ɽ���5:3��1� �৭౔層׊ࠇ � 層ΑΓ҉͍ɻ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻશମతʹߗ化͍ͯ͠Δɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ極Ίͯڧɺཻີࢠɻ
̑ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ௚ܘ�NNҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ	10:3���
1%ɺ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	��5:3���
1%ɺ௚ܘ�NNҎԼのࠇ৭スコϦΞ�%ؚΉɻ

೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

(�(`
̍ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻશମతʹ

΍΍ૈ͍ɻࢠɺཻڧ化͍ͯ͠Δɻ೪ੑ͋Γɺక·Γߗ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 5NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35�5
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̏ɽ���5:3��1� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ௚ܘ 1NN の明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

11
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ϩʔϜ 	��5:35��
�0% ɻີࢠɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࡏࠞ

13
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の҉੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

14
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

16
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

1�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭౔ཻࢠ 15% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
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6�　11 ʙ̐શܠ　౦͔Β

4�　౔૚அ໘ #�#�　౦͔Β

第 335 図　4%12 ࣸਅ



ᴷ 434 ᴷ

また遺物は、礫を中心に、૚Ґతには෴土の中૚から上૚で多くΈられる޲܏が͋る。෴土の中૚
にߗ化面が見られることとの関連がߟえられる。

礫・焼礫ܭ 143 点の石材は࠭ؠが 120 点（83�9ˋ）と࠷も多く、࣍いで片状࠭ؠ 6 点（4�2ˋ）、
ทؠ 5 点（3�5ˋ）、礫ؠ 3 点（2�1ˋ）、νϟート 2 点（1�4ˋ）、石ӳ、中ཻ྘৭ڽ灰ؠ、粘൘ؠ、
ม࣭ݰ෢ؠ、ϗϧンフェϧス、ྲྀ໲ؠ、ܰ石が֤ 1 点（֤ 0�7ˋ）で͋る。

炭化物については、थ種同定と์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定を実ࢪした。थ種はΧバノΩ属で、์ࣹੑ炭ૉ
年代ଌ定の݁果、13 世紀代の暦年代ൣғをࣔした（第ᶛষ第 1 અࢀর）。

発掘調査の時点で、෴土の༷相や遺構の形ଶからؼ属時期を中世と૝定していたが、炭化物の年代
૝定の݁果から、中世というؼ属時期が࠶確認できた。 （相原）
遺෺　本遺構からは、૯点数 546 点、૯ॏྔ 37,235�6H が出土した。種別・器種͝との内༁は、縄
文土器 5 点 83�2H（ॾү D 式 1 点 24�2H、ྖޒϲ୆ᶘ式 1 点 30�9H、中期ܕ式ෆ໌ 1 点 11�3H、ງ೭
内 1 式 1 点 12�2H、ܕ式ෆ໌ 1 点 4�7H）、縄文時代の石器（ຏ石）1 点 663H、弥生時代後期〜古墳
時代前期の土器 12 点 75�5H（ᆵ 7 点 57H、伫 5 点 18�5H）、古墳時代後期の須恵器（ᆀ）1 点 6�8H、
古代の土師器 211 点 604�4H（ᆀ 6 点 26H、伫 201 点 565�7H、୆෇伫 4 点 12�7H）、古代の須恵
器 166 点 1�227H（ᆀ 129 点 556�4H、㡜 3 点 43�2H、֖ 3 点 8�1H、伫 16 点 360�2H、長ᰍළ 3 点
59�5H、ළ͋るいはᆵ 12 点 199�5H）、古代の灰釉陶器 5 点 12�7H（㡜 4 点 10�7H、ࡼ 1 点 2H）、古
代の金属製品（౛子）1 点 4H、焼成粘土塊 1 点 4�6H、ඃ೤礫をؚΉ礫 143 点 34,554�6H で、これ
ら以֎に炭化材が出土した。

本遺構のؼ属時期は上ड़のとおり、中世と൑அした。出土遺物に当該時期の遺物はؚまれていない
ことから、本遺構に伴う出土遺物はࡌܝしていない。なお、遺構のؼ属時期ではない遺物のうち一部
は、֤時代の遺構֎出土遺物としてࡌܝしたものも͋る。 （小西）
S%13（第 336 〜 338 ਤ、第 53 ද）
遺構　2-6 西۠の西دりを南北に؏く溝で͋る。検出当初は調査۠の南端から調査۠東西ϕϧト෇
近までの୹い溝と૝定されていたが、ਫ਼査したところ、北ଆも掘ൣ࡟ғ֎΁と続くことが൑໌した。
282-31・32・41・42・51・52・61・62・72・82 の֤άリッドにҐஔしている。ଞの遺構との੾合いは、
4*62、4415、4,209・229・230、41677・680 を੾っており、4%,1237・1238・1239・1241・1242・
1337・1346、4,,968・1010、֧ ཚଞに੾られている。前ड़の௨り南、北端ڞに掘ൣ࡟ғ֎΁と伸ͼる。

検出面はᶘ3・ᶙ2 ૚で、調査ൣғ内でのن໛は長さ 21�71 大෯࠷、̼ 154DN、ਂさ 38DN をଌる。
主࣠方޲は /-8°-8 をࢦす。おおよそ南北方޲に伸ͼているが、௚ઢではなく、Θͣかに西ଆにுり
出すようにހをඳいている。南端と北端のൺࠩߴは 7DN で南がΘͣかに௿いが、΄΅平ୱで͋る。
அ面形ଶは֓Ͷٯ୆形状をఄしている。ఈ面にはԜತはগないが、南端部෇近にはピット状の掘りࠐ
Έがෳ数確認され、11〜4 の番号を෇した。

෴土のଯ積状況は 3 か所で確認し、それͧれ 3 〜 9 ૚に෼けられた。ߗ化面は土૚அ面 #-#` の 7
૚の上部でのΈ確認された。また、同じく #-#` の 2 ૚で焼土ཻ子が、$-$` の 1 ૚で炭化物ཻ子がそ
れͧれඍྔ確認されている。また、֤所とも、࠷Լ૚にはᶙ૚土を主ମとした土৕がଯ積していた。

遺物は、土師器、須恵器、礫・焼礫等が出土している。૚Ґతには、中૚から上૚にかけてやや多い。
礫・焼礫は合ܭ 127 点で、石材別では࠭ؠが115点（90�6ˋ）と࠷も多く、粘൘ؠ 3点（2�4ˋ）、片状࠭
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第 336 図　4%13(1)(1/40・1/80・1/500)
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แؚ૚ग़౔遺෺と઀合

第 337 図　4%13(2) 遺෺分布・઀合図 (1/80・1/500)

4%13
"�"`� � ̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)7�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
  ̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ 5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭ɻࢠཻ
  ̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷΦϦʔϒ׊৭スίϦΞ (2.5:4�4)5�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ 1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
  ̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷΦϦʔϒ׊৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
#�#`  ̍ɽ 5:2�2 ΦϦʔϒࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷԫ׊৭スίϦΞ (2.5:5�6)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 5� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
  ̎ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷԫ׊৭スίϦΞ (2.5:5�6)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ (5:35��)1�ɺ直ܘ 7mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 7� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
  ̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
  ̐ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)2�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
  ̑ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)5�ɺ直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:35��)5�ɺ直ܘ 1mm ͷࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻ ɻ͍ૈࢠ
  ̒ɽ 5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (2.5:6�6)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 5� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
  ̓ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ্෦͕ߗԽ͍ͯ͠Δɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
  ̔ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔༝དྷ౔層ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 1mm ͷࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
  ̕ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
$�$`�� ̍ɽ 2.5:3�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:4��)1�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:36�6)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ୸Խ物ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2 ʙ 3mm ͷࠇ

৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
  ̎ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ 2�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
  ̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔ओମɻ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36�6)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻີࢠɻ
11� � ̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ (1034��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ

͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
12� � ̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ (1034��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ

͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
  ̎ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 4mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ (1034��)3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
13� � ̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ (1034��)3� ؚΉɻϩʔϜ

(7.5:33�4)10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
  ̎ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 4mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
14� � ̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)7�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ 5�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ (1034��)3� ؚΉɻϩʔϜ

(7.5:33�4)10� ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
  ̎ɽ 7.5:33�4 ҉׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 4mm ҎԼͷ੺৭スίϦΞ 3� ؚΉɻࠇ৭౔ (10:32�1)5� ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
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ϗϧンフェϧス֤、ؠ礫、ؠ 2点（֤1�6ˋ）、ทؠ、ૈཻ྘৭ڽ灰ؠ、νϟート֤ 1点（֤0�8ˋ）と続く。
（相原）

遺෺　本遺構からは、૯点数 255 点、૯ॏྔ 18,304�2H が出土した。種別・器種͝との内༁は、弥
生時代後期〜古墳時代前期の土器（ᆵ）2 点 2�8H、古墳時代後期の土師器（ᆀ）1 点 7�7H、古墳
時代の須恵器（伫）1 点 38H、古代の土師器 80 点 168�4H（ᆀ 4 点 26�3H、伫 73 点 133�8H、୆෇
伫 3 点 8�3H）、古代の須恵器 41 点 294�8H（ᆀ 37 点 202H、㡜 1 点 11�3H、֖ 1 点 9�9H、伫 2 点
71�7H）、ඃ೤礫をؚΉ礫 130 点 17,792�5H で͋る。これらの出土遺物はͲれも本遺構のؼ属時期に
該当するものではないため、本遺構に伴う遺物としてࡌܝしていない。一部の遺物に関しては、֤時
代の遺構֎出土遺物としてࡌܝしたものが͋る。 （小西）

属時期は、෴土の状況等、4%12ؼ との類ੑࣅから中世と൑அした。
S%14（第 339 〜 340 ਤ、第 53 ද）

2-6 西۠の南西部、282-72・73・82・83 άリッドにҐஔする浅く୹い溝で͋る。東西端部の形状から、

第 339 図　4%14(1/40)

4%14
̍ɽ 7.5:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)7�ɺ直ܘ 2 ʙ 10mm ͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷখ᛽

5� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)1�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷখ᛽

3� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ࣭࠭౔ɻ
̏ɽ 2.5:2�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)1� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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4%12 282-33〜40・
47〜50

第332
〜334ਤ 第335ਤ 	3,547
 135 35 ᶘ3・ᶙ2 中世

縄文土器 5 点 83�2H、土器 12 点
75�5H、土師器 211 点 604�4H、須恵
器 167 点 1,233�8H、灰釉陶器 5 点
12�7H、石器 1 点 663�0H、金属製品
1 点 4�0H、礫 59 点 13,067�1H、焼礫
84点21,487�4H、炭化材、焼成粘土塊
1 点 4�6H

炭化材の年代ଌ定実ࢪ。
4*60・63、4,191・222、41642・738
・744・745・746・753・767・770・
773・775・776・777・781・795・
940・949を੾る。֧ ཚに੾られる。

4%13
282-31・32・41
・42・51・52・61

・62・72・82

第336
・337ਤ 第338ਤ 	2,171
 154 38 ᶘ3・ᶙ2 中世

土器 2 点 2�8H、土師器 81 点 176�0H、
須恵器 42 点 332�9H、石器 2 点
804�8H、礫 47 点 3,455�6H、焼礫 83
点 14,336�9H

4*62、4415、4,209・229・230、
41677・680 を੾る。4%,1237・
1238・1239・1241・1242・1337
・1346、4,,968・1010、֧ ཚଞ
に੾られる。

4%14 282-72・73・82
・83 第339ਤ 第340ਤ 	239
 	37
 	23
 ᶙ2 古代末

〜中世 ʵ

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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溝としてѻうこととした。検出面はᶙ2 ૚で、縄文時代の集石 4415 のൣғ内の南ଆに͋たり、ߋに
南ଆは日野市調査ൣғにٴΜでいる。調査ൣғ内でのن໛は長さ 239DN、෯ 37DN、ਂ さ 23DN をଌり、
東西に長い。

ఈ面はൺֱత平ୱͩが、東ଆに長࣠ 29DN、୹࣠ 25DN の遺物なԁ形をఄする浅いピット状のۼΈ
が͋る。นは内࿷して立ち上がる。

෴土は 3 ૚に෼けられ、そのうち 1・2 ૚はローϜཻ子や小礫をؚΈకまりがऑく、2 ૚は࣭࠭土
で͋る。࠷Լ૚の 3 ૚はࠇ৭土でకまりが͋る。

遺物は出土しなかった。

2）　۷ཱபݐ෺跡（第 341 〜 342 ਤ、第 57 ද）
古代末〜中世にؼ属する掘立柱建物跡は、掘立柱建物跡 ( の 1 棟で͋る。遺物が焼礫 1 点のΈで

͋るため、෴土の༷相からؼ属時期を൑அした。
۷ཱபݐ෺跡 (（第 341 〜 342 ਤ、第 57 ද）

2-6 東۠北東部の 291-57・58 άリッドにҐஔする、41910・911・912・913・914 の 5 基のピッ
トからなる掘立柱建物跡で͋る。

構成する֤ピットのうち、41912・913 が近世以降の道路跡 4',1 に上部の一部を࡟平されている。
確認されたൣғ内でのن໛は、柱間はྊ行（東西）二間、ܻ行（南北）一間で͋るが、41910・914
の間にピットが確認されないことから、北ଆは掘ൣ࡟ғ֎΁と続いていると૝定され、ܻ行は二間以
上になるものとࢥΘれる。掘ൣ࡟ғ内においては、਎ࣷの間ִはྊ行が 155 〜 171DN、ܻ行が 161
〜 174DN で͋る。֤ピットの検出面はᶙ 1〜2 ૚で͋る。

ピットの平面形ଶは、ԁ形もしくはପԁ形で、平面ن໛は、長࣠୹࣠とも 22 〜 29DN で、南西۱
の 41913 が࠷小で͋る。また、検出面（91�95N とする）からのਂさは 41910 が 25DN、41911 が
31DN、41912 が 37DN、41913 が 40DN、41914 が 35DN をଌる。

෴土は、֤ピットとも׊ࠇ৭もしくは҉׊৭の土৕が主ମで、スコリア以֎のؚ༗物は、一部の૚
でローϜのཻ子やϒロックが見られるఔ౓で͋る。

遺物は、41911 から焼礫が 1 点出土したのΈで͋る。

第 �3 ද　ݹ୅຤ʙதੈߔҰཡද
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第 341 図　۷ཱபݐ෺跡(　S1�10 ʙ �14(1/60)

۷ཱபݐ෺跡(
S1�10
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࠞࢠೖɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ

೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ

S1�11
̍ɽ�10:3���� 灰ԫ׊৭౔層� ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ

΍΍ߗ៛ɺ೪ੑऑ͍ɻ

S1�12
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ 5% ࠞೖɻక·Γ

΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

S1�13
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ 5% ࠞೖɻక·Γ

΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻక·Γ

΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊҉ 	10:3���
 ൗঢ়ʹ �0% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γ

΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ͋Γɻ

S1�14
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ 10NN લޙのϩʔϜブϩοΫ 10% ؚΉɻ

క·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN લޙのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ ��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ৭౔׊҉ 	10:3���
10% ൗঢ়ʹؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ

�NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ͋Γɻ
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3）　土޵（第 343 〜 354 ਤ、第 54 〜 56 ද）
古代末〜中世にؼ属する土坑（遺構ུ号 4,）は、2-6 西۠から 2-6 東۠にかけて 31 基が検出された。

平面形ଶ別では、いΘΏる「ԁ形土坑」とされるԁ形の土坑のଞ、ପԁ形や小൑形、۱ؙ長方形のも
の等が͋る。

出土する遺物は土師器や須恵器、灰釉陶器等、古代の遺物が主ମで、遺構との時期ࠩが͋るものと
Θれる。特筆す΂きは、4,191ࢥ からנが 2 点出土していることが͛ڍられる。

以Լに֤遺構のུ֓をࣔす。ن໛や形状等、શ土坑に関する基本৘報については第56දに記ࡌした。
S,1�0（第 343・350 ਤ、第 54・55 ද）

ԁ形土坑で͋る。弥生時代ऴ末期の 4*60 の෴土上面で検出された。ਂさは 12DN と浅く、෴土は
୯一૚でཻ子がૈい。 （相原）

本遺構からは、૯点数 16 点、૯ॏྔ 278�3H の遺物が出土した。種別・器種͝との内༁は、土師器（伫）
3 点 32�4H、須恵器 11 点 193�3H（ᆀ 8 点 89�7H、伫 1 点 21H、長ᰍළ 1 点 29�3H、ළ͋るいはᆵ 1
点 53�3H）、灰釉陶器 1 点 6�5H、礫（ඃ೤礫）1 点 46�1H で͋る。なお、灰釉陶器については、4*69
から出土したഁ片と઀合した。これらのうち須恵器 1 点のਤ化を行った。

第 354 ਤ 1 は須恵器ᆀのମԼ部からఈ部のഁ片、શମతに࿪Έが目立つ。ఈ部調੔はख࣋ちϔϥ
έズリとߟえられるが、൑વとしない。南多摩窯跡 (37 窯式にൺ定されよう。 （小西）
S,1�1（第 343・350 ਤ、第 54 〜 56 ද）

ԁ形土坑で͋る。北ଆを 4%12、41770・773 に੾られる。ఈ面は平ୱでนはやや։きؾຯに立ち
上がり、ਂさは 20DN をଌる。෴土は 3 ૚からなり、1 ૚には焼土ཻ子がΘͣかにؚまれている。遺
物が多く包ؚされており、נも 2 点出土した。 （相原）

本遺構からは、૯点数 57 点、૯ॏྔ 832�5H の遺物が出土した。種別・器種͝との内༁は、土師
器（伫）23 点 74H、須恵器 25 点 188�9H（ᆀ 18 点 78H、ළ͋るいはᆵ 7 点 110�9H）、2（נؙ）נ
点 191H、ඃ೤礫 7 点 378�6H で͋る。これらの中から 3 点をਤ化し、ࡌܝした。

第 354 ਤ 2 は須恵器ළ͋るいはᆵのᰍ部から಑部にかけてのഁ片で͋る。෮ݩしたਤによると、
ᰍ部ܘが޿いため、୹ᰍᆵのような器形と૝定される。4・5 はؙנ、ತ面はϔϥナσ、Ԝ面には෍
目が認められる。いͣれも須恵器のような࣭ߗな焼成が特௃తで、ॏྔײが͋る。4・5 と類ࣅする
が遺物包ؚ૚からも出土している（第נ 328 ਤ 95 〜 97）。

なお、4・5 については、遺物包ؚ૚から出土したଞのנとともに E%9 によるݩૉ෼ੳを実ࢪし、
その内༰を第ᶜষ第 3 અにࡌܝした。 （小西）
S,1�2（第 344・350 ਤ、第 54 ද）

ԁ形土坑とࢥΘれるが、上部の࡟平がܹしい。検出ൣғ内での長࣠は 92DN、検出面からのਂさは
11DN をଌり、ఈ面はややԜತが͋り、นは内࿷ؾຯに立ち上がる。෴土は 2 ૚に෼けられ、1 ૚は
ཻ子がૈい。

遺物は、土師器伫಑部、ޱԑ部のഁ片 5 点、須恵器ᆀのഁ片 2 点ଞが出土した。
S,1�3（第 344・350 ਤ、第 54 ද）

やや࿪なԁ形をఄする土坑で、南ଆの一部は日野市調査ൣғにٴΜでいる。ਂさはΘͣか 8DN で、
ఈ面はࡉかなԜತを༗する。検出された෴土は 1 ૚で、ࠇ৭スコリアを多くؚΜでおりૈい。
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第 343 図　S,1�0ɾ1�1(1/40)
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5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10%ɺ
௚ܘ � ʙ 5NN の׊ࠇ৭౔ブϩοΫ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍
΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

S,1�1
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ
�NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ
΍΍ີɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層ɾブϩοΫओମɻ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦ
Ξ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

แؚ૚遺෺ͱ઀߹
遺構ؒ઀߹

᛽
נ
փᬵಃ器
須恵器
土ࢣ器

1

S%
12

S%12

1
2

3

S%
12

S1��3

S1��0

S%12

S%12出土ࢿྉ(SI6��1�)
ͱ઀߹

S%12出土ࢿྉ(SI6��1�)ͱ઀߹

S%
12
出
土
ࢿ
ྉ

(S
I6
��
1�
)ͱ
઀
߹

SI6��1�ͱ઀߹

SI6��1�ͱ઀߹

SI
6�
�1
�ͱ
઀
߹

1

1

1

แؚ
૚出
土ࢿ
ྉ(S
I6��
1�)ͱ

઀߹

แؚ૚出土
߹ྉ(SI6��1�)ͱ઀ࢿ

แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ

(S
I6
��
1�
)ͱ
઀
߹

2(S%12出土ࢿྉͱ઀߹)

2(S%12出土ࢿྉͱ઀߹)

4

4

4

�

�

�

2

2（แؚ૚出土ࢿྉ
ͱ઀߹)

2（แؚ૚出土ࢿྉͱ઀߹
)

2（แؚ૚出土ࢿྉͱ઀߹)2（แؚ૚出土ࢿྉͱ઀߹)

2（
แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
)

2（
แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
)

2（
แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
)2（

แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ

ͱ
઀
߹
)

2（
แ
ؚ
૚
出
土
ࢿ
ྉ
ͱ
઀
߹
)

"

"

"`

"`�2�1

#`
�2
�1

# #

#`

"

"

"`

"`�2�1

#`
�2
�1

# #

#`

"

"

"`

"`�2�1

#`
�2
�1

# #

#`

"

"

"`

"`�2�1

#`
�2
�1

# #

#`



ᴷ 444 ᴷ

S,1�4（第 344・350 ਤ、第 54 ද）
小൑形をఄする土坑で͋る。西ଆは 4*58 の掘࡟時にᕍ໓してしまったが、෴土に 4*58 に༝དྷす

るとࢥΘれる焼土をؚΜでいることかが、4*58 より新しい土坑と൑அした。୹࣠のஅ面は 6 状をࣈ
ఄし、ఈ面はԜತが͋る。
S,1��（第 344・350 ਤ、第 54 ද）

やや小ܕのԁ形土坑で͋る。4*65 の෴土上面に͋り、半ፊ時、4*65 の෴土で͋る 4,199 のఈ面
を掘りա͗てしまった。ఈ面東دりに小ピットを༗している。遺物は土師器 4 点、須恵器 2 点が出
土した。
S,201（第 344・350 ਤ、第 54 ද）

ԁ形土坑ͩが、調査۠東西ϕϧト上にҐஔしており、検出時には北ଆ部෼は包ؚ૚掘࡟によりᕍ໓
していた。やや小ͩܕが、ਂさは 24DN を確認した。෴土は 3 ૚に෼けられ、1 ૚はスコリアが多く
てૈく、3 ૚はやや࣭࠭で͋った。
S,202（第 345・350 ਤ、第 54 ද）

小൑形をఄする小ܕの土坑で͋る。୹࣠のஅ面は 6 。状をఄし、ఈ面には段ࠩが͋って北ଆがਂいࣈ
෴土はᰒཻ状をఄしておりۃめてૈい。土師器の小片が 2 点出土した。
S,203（第 345・351 ਤ、第 54 ද）

ପԁ形をఄする。南東部෼を近世以降の 4%,1334 に੾られている。ਂさは浅く 16DN で͋る。෴
土は୯૚で、ࠇ৭スコリアを多くؚΉ࣭࠭のࠇ৭土૚で͋る。遺物は土師器ᆀの小片と礫が 1 点ͣ
つ出土した。
S,204（第 345・351 ਤ、第 54 ද）

長いପԁ形をఄする土坑で、南東ଆの一部をࡉ 41681 に੾られている。ఈ面は、長࣠அ面で見る
と中ԝ෇近が੝り上がっている。นは։いて立ち上がる。遺物は、土師器が 1 点出土した。
S,20�（第 345・351 ਤ、第 54 ද）

南ଆの一部が֧ཚに੾られているが、۱ؙ長方形をఄするとࢥΘれる。ఈ面はややԜತが目立ち、
นは։きؾຯに立ち上がっている。෴土は 2 ૚に෼けられ、1 ૚はࠇ৭スコリアを多くؚΜでいる。
S,206（第 345・351 ਤ、第 54 ද）

ପԁ形をఄする土坑で͋る。41726 とॏෳしており、4,206 は 41726 より古いとΈられる。ఈ面
はԜತが͋り、นは։きながら立ち上がる。෴土は 2 ૚に෼૚した。1 ૚はࠇ৭スコリアを多くؚΉ。
遺物は土師器伫の小片 2 点と縄文土器 1 点が出土した。
S,20�（第 346・351 ਤ、第 54 ද）

古代の竪穴建物跡 4*63 の෴土上面で検出された土坑で、北ଆには中世の溝 4%12 がྡ઀する。۱
ؙ長方形をఄし、長࣠ 170DN、୹࣠ 88DN、ਂさ 28DN をଌる。ఈ面はൺֱత平ୱで、นは、南北
は௚立し、東西は内࿷ؾຯに立ち上がっている。

෴土は 3 ૚に෼けられた。上૚の 1 ૚は、ࠇ৭スコリアや焼土ཻ子をগྔؚΉࠇ৭土、続く 2 ૚は、
ؚ༗物のগない׊ࠇ৭土૚で、1・2 ૚ともやや࣭࠭で͋る。Լ૚の 3 ૚は炭化物ཻ子をΘͣかにؚ
Ήࠇ৭土で、కまりはڧく、ߗ化面を形成している。

遺物は、土師器と須恵器が֤ 1 点出土した。
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第 344 図　4,192 ʙ 194・199・201(1/40)

4,192

4,194

4,193

4,199

4,201

4,192
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:35��)3�ɺ直ܘ 12mm

ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36��)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ
(5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ層౔༝དྷ౔層ɻ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ
(10:35��)1�ɺ直ܘ 1mm ͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36��)5�ɺ直ܘ 1mm ͷ੺׊
৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

4,194
̍ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35�6)3�ɺ

直ܘ 5mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)5� ؚΉɻ
೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ

̎ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�4)3�ɺ直ܘ
1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍
΍ີɻ

4,193
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35�6)7�ɺ直ܘ

3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ 10�
ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

4,199
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)7�ɺ直ܘ

3mm ҎԼͷࠇ৭スίϦΞ (10:32�1)5�ɺ直ܘ 5mm ҎԼͷࠇ৭౔ཻࢠ
(10:31.7�1)5�ɺ直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక
·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̎ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 ᶙ2 層౔༝དྷ౔層ɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ
5�ɺ直ܘ 1mm ͷԫ׊৭スίϦΞ (2.5:5�6)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺ
΍΍ີɻࢠཻ

4,201
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)3�ɺ直ܘ

1mm ͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (2.5:6�6)2�ɺ直ܘ 1mm ͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 5� ؚΉɻ
೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (5:35��)3�ɺ直ܘ
1mm ͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (2.5:6�6)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 3� ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)2�ɺ直ܘ 3mm
ҎԼͷ໌׊৭スίϦΞ (7.5:35��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ
΍΍࣭࠭౔層ɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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第 34� 図　S,202 ʙ 206(1/40)

S,202

S,204

S,203

S,20�

S,206

S,203
̍ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ΍΍࣭࠭౔層ɻ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10%ɺ

௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼのম౔ཻࢠ
	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,202
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのࠇ৭౔ 	10:3���
 ࢠཻ

�0%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5% ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·
Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ

S,20�
̍ɽ���5:���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
�%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10% ؚ
Ήɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ

̎ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ 1 層ͱⅢ� 層のࠞ߹౔ɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコ
ϦΞ 	��5:5��
�%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ
క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,206
̍ɽ���5:���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:35��
10%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	10:���
�% ؚΉɻ
೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ �NN ϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	10:���
1%
ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ

S,204
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚

ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦ
Ξ 5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚
ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺ
΍΍ີɻࢠཻ
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S,20�（第 346・351 ਤ、第 54 ද）
4%13 に西ଆの大半を੾られているが、本དྷはପԁ形をఄしていたものとਪ定される。ఈ面はԜತ

が目立ち、นは։いて立ち上がる。෴土は、ཻ 子のややૈい׊ࠇ৭土で͋る。遺物は出土していない。
S,211（第 346・351 ਤ、第 54 ද）

検出時はピット（41693）としていたが、後に土坑に種別をมߋした。また、古代の 4*58 の掘࡟
がਐΜͩ後に当ピットを調査しているが、遺物と焼土ཻ子のؚ༗ྔから、本དྷは 4*58 よりも新しい
遺構で͋ったと൑அした。

。ຯに立ち上がるؾଘ部はପԁ形をఄする。ఈ面は段ࠩを༗し、西ଆが௿くなっている。นは内࿷࢒
෴土は 3 ૚に෼けられた。1 ૚は焼土ཻ子を多くؚΜでおり、4*58 ༝དྷの土૚とਪ定される。2・3
૚も焼土をগྔؚΈ、3 ૚はᶙ2 ૚土を主ମとする。

遺物は、本དྷ 4*58 にؼ属していたとࢥΘれる土師器伫の小片 5 点ଞが出土した。
S,21�（第 329・352 ਤ、第 54 ද）

縄文時代の集石 4415 調査時に検出された土坑で͋る。西ଆに֧ཚが͋り、શମの平面形ଶはෆ໌
ͩが、࢒ଘ部はෆ੔ପԁ形をఄする。෴土は 3 ૚に෼けられた。礫が 3 点出土した。
4,222（第 346・352 ਤ、第 54 ද）

4*60 の෴土上面で検出された。南半෼は 4%12 に੾られており、かろうじてఈ面が࢒っている状
ଶで͋った。平面形ଶはପԁ形で、ਂさは 9DN をଌる。෴土は୯૚で、ࠇ৭土に焼土ཻ子をΘͣか
にؚΉ。
S,226（第 346・352 ਤ、第 54 ද）

2-6 東۠の北東部で検出された土坑で͋る。南ଆの大部෼が近世以降の 4,,1347 に੾られており、
形状は࢒ଘ部からのਪ定ではෆ੔ପԁ形で͋る。෴土は 2 ૚に෼けられ、特に 1 ૚はスコリアを多
くؚΜでいる。
S,231（第 347・352 ਤ、第 54 ද）

2-6 西۠で検出された、࿪なପԁ形をఄする小ܕの土坑で͋る。ఈ面には段ࠩが͋り、西ଆが一段
ਂくなっている。นは։きؾຯに立ち上がる。෴土は 2 ૚からなり、いͣれもࠇ৭土で、またకま
りがなく࣭࠭で͋る。
S,232（第 347・352 ਤ、第 54 ද）

2-6 東۠の東部で検出されたԁ形土坑で͋る。古代の 4*68 の南นを੾って構ஙされており、ఈ面
のが 4*68 の෴土で͋ることから、検出がࠔ೉で͋った。また、東ଆの上部は 4,,1353 に੾られている。

นは֓Ͷਨ௚に立ち上がる。෴土は 4 ૚に෼けられ、࠷Լ૚の 4 ૚は炭化物ཻ子をগྔؚΉ΄か、
上部のߗ化がݦ著で͋った点が特筆される。

遺物は、土師器伫・ᆀ 10 点、須恵器ᆀ 2 点等が出土した。いͣれもഁ片ͩが、本དྷは 4*68 にؼ
属していたものとࢥΘれる。
S,233（第 347・352 ਤ、第 54 ද）

۱ؙ長方形をఄする土坑で͋る。ن໛は長࣠ 117DN、୹࣠ 75DN、ਂさ 19DN をଌり、長࣠は΄
΅南北方޲をࢦしている。ఈ面はൺֱత平ୱで、นはਨ௚ؾຯに立ち上がる。෴土は׊ࠇ৭土の୯一
૚で͋る。遺物は焼礫 1 点のΈで͋る。
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第 346 図　S,20�ɾ20�ɾ211ɾ222ɾ226(1/40)

S,20�

S,222

S,20�

S,211

S,226

S,20�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ �%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊

৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ
క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,222
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚

ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ
೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

S,226
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
1%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
10% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

S,20�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 	5:35��
1%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ
΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1%ɺ௚ܘ
1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍΍
࣭࠭౔層ɻ

̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ܘ化໘ɻ௚ߗ 1NN のϩʔϜཻࢠ 1%ɺ௚ܘ 5NN Ҏ
Լの୸化物ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ

S,211
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのԫ

৭スコϦΞ׊ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍
͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ4*5� の෴౔༝དྷ౔層ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ
৭スコϦΞ׊ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのম౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ
�NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
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S,234（第 347・352 ਤ、第 54 ද）
ପԁ形をఄするとࢥΘれる土坑で͋る。北西部は 4,,1362 によって੾られてᕍ໓し、南西部の上

端は 4,,1363 に੾られている。ఈ面はൺֱత平ୱで、中ԝ部がややۼΜでいる。นは内࿷ؾຯに立
ち上がる。෴土は୯૚で、スコリアを多くؚΜでいる。

遺物は、土師器伫の小片が 1 点出土した。
S,23�（第 347・352 ਤ、第 54 ද）

۱ؙ長方形をఄする土坑で、ن໛は長࣠ 145DN、୹࣠ 85DN、ਂさ 43DN をଌる。ఈ面は平ୱで、
นは、東西は։きؾຯに、南北はਨ௚ؾຯに立ち上がる。෴土は׊ࠇ৭で、スコリアやローϜのϒロッ
ク・ཻ子を多くؚΜでいる。遺物は土師器 2 点、須恵器 2 点等が出土した。
S,236（第 348・353 ਤ、第 54 ද）

2-6 西۠で検出されたԁ形土坑で、北西部の上端を֧ཚに੾られている。ఈ面はൺֱత平ୱで、น
はਨ௚ؾຯに立ち上がるが、西นや南นのԼ部の一部がΦーバーϋンάしている。෴土は 2 ૚から
なり、上૚の 1 ૚はશମతにᰒཻ状をఄしている。

遺物は、土師器 3 点、須恵器 2 点等が出土した。
S,240（第 348・353 ਤ、第 54 ද）

ପԁ形をఄする土坑で͋る。ఈ面は、Ԝತはগないが、南東部がやや௿くなっている。นは内࿷し
て立ち上がる。෴土は 2 ૚に෼けられ、いͣれもࠇ৭スコリアをやや多くؚΜでいるଞ、1 ૚には焼
土や炭化物のཻ子がඍྔؚまれている。

遺物は土師器 5 点、須恵器 2 点が出土した。
S,241（第 348・353 ਤ、第 54 ද）

ପԁ形をఄする土坑で、ఈ面は中ԝがややϨンズ状にۼΜでいる。นは内࿷しながら立ち上がる。
෴土は 2 ૚に෼૚され、1 ૚は׊ࠇ৭スコリアを多くؚΈ、また炭化物の小片もඍྔにؚΉ。遺物は
土師器 3 点、須恵器 1 点ଞが出土した。
S,242（第 348・353 ਤ、第 54 ද）

北ଆの一部が 4,,1050 に੾られるが、۱ؙ方形をఄしていたとࢥΘれる。ఈ面はԜತが͋り、น
は։きؾຯに立ち上がる。෴土は 2 ૚に෼けられ、いͣれもスコリアを多くؚΈ、特に 1 ૚はకま
りがඇৗにऑい。 （相原）

本遺構から出土したのは須恵器伫1点52�8HのΈで、それを第354ਤにࡌܝした。3は伫಑部ഁ片で、
֎面には平行ୟきが認められる。 （小西）
S,24�（第 349・353 ਤ、第 54 ද）

2-6 西۠で検出されたԁ形の土坑で͋る。検出面からのਂさは 18DN で浅い。ఈ面はϨンズ状にۼ
Έ、そのままนを経て検出面にࢸる。෴土は 2 ૚からなり、そのうち 1 ૚のཻ子はૈい。遺物は出
土していない。
S,24�（第 349・353 ਤ、第 54 ද）

2-6 東۠で検出された、やや࿪なཛ形をఄする土坑で͋る。ఈ面はൺֱత平ୱで、นは、東西はਨ
௚ؾຯに、南北นは内࿷ؾຯに立ち上がる。෴土は 4 ૚に෼けられ、1・2 ૚に׊ࠇ৭スコリアを多
くؚΉଞ、1 ૚には粘土ཻ子やϒロックもؚΜでいる。遺物は出土しなかったŇ
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第 34� 図　S,231 ʙ 23�(1/40)

S,232

S,233

S,234

S,231

S,23�

S,232
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚

�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞܘ 	��5:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ�%ؚΉɻ
௚ܘ 5NN のϩʔϜブϩοΫภࡏɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚
�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞܘ 	��5:3���
5%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻ5ࢠ%ؚΉɻ
௚ܘ 5NN のϩʔϜブϩοΫภࡏɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ

̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚
ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 5%ɺ
௚ܘ �NN ҎԼの୸化物ཻࢠ �% ؚΉɻ௚ܘ 5NN のϩʔϜブϩοΫภࡏɻ層の্
෦Λ中৺ʹక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ

S,234
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
10%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ

S,23�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
10%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
10% ؚΉɻ層の্෦Λ中৺ʹɺ௚ܘ
�0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక
·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ

S,231
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
5%ɺ௚ܘ

�NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊৭スコϦΞ
	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ࣭࠭౔層ɻ

̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ
೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ

S,233
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
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第 34� 図　S,236ɾ240 ʙ 242(1/40)

S,240S,236

S,241 S,242

須恵器
แؚ૚遺෺ͱ઀߹

S,240
̍ɽ�10:3��1 ʙ ���� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ᶘ層ओମɻશମతʹスコϦΞ࣭ɻ௚ܘ 1

ʙ �NN の׊ࠇ৭スコϦΞΛ �%ɺ௚ܘ 1NN ఔのᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ௚ܘ
� ʙ 5NN の୸化物͕ �%ɺম౔ཻ͕ࢠ 1% Δɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗ͢ࡏࠞ
ʹऑ͍ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᶘ層ओମͰશମతʹⅢ1 層͕ࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ �NN લ
৭スコϦΞΛ׊ࠇのޙ 5%ɺ௚ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦΞΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕΍
΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

S,242
̍ɽ�10:3��1 ʙ ���� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ᶘ層ओମɻ௚ܘ 1 ʙ �NN の׊ࠇ৭スコ

ϦΞ΍ᒵ৭スコϦΞΛ֤ �% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᶘ層ओମͰɺશମతʹⅢ1 層͕ࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ �NN

લޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ 5%ɺ௚ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦΞΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕
΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ

S,236
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠΛ �% ؚΉɻશମʹ΍΍

Ռཻঢ়Λఄ͢Δɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γ͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠΛඍྔؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·

Γ΍΍͋Γɻ

S,241
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ᶘ層ओମɻશମతʹスコϦΞ࣭ɻ௚ܘ 1 ʙ �NN のࠇ

৭スコϦΞΛ׊ 10%ɺ௚ܘ �NN લޙのᒵ৭スコϦΞΛ �% ؚΉɻ௚ܘ 5NN લޙ
の୸化物͕ 1% Δɻ೪ੑɺక·Γ͸ऑ͍ɻ͢ࡏࠞ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層҉׊৭౔ओମͰ 1 層͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ
1NN લޙのᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
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S,26�（第 349・353 ਤ、第 54 ද）
やや࿪な۱ؙ長方形をఄする。また、包ؚ૚掘࡟中に検出されたため、東ଆの上部が࡟平されてい

る。ఈ面はൺֱత平ୱで、นはਨ௚ؾຯに௚ઢతに立ち上がる。෴土は、ᶘ૚を主ମとする 1 ૚と
ᶙ2 ૚を主ମとする 2 ૚からなり、1 ૚はスコリアをඇৗに多くؚΉ。遺物は土師器伫のഁ片 2 点等
が出土している。

第 34� 図　S,24�ɾ24�ɾ26�ɾ2�0(1/40)

S,24�

S,26� S,2�0

S,24�

S,26�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ᶘ層ओମɻスコϦΞ࣭ɻ௚ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦ

ΞΛ �0%ɺ௚ܘ �NN લޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ 10%ɺ௚ܘ � ʙ �NN の୸化物Λ
�% ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹ 1 層͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
௚ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦΞΛ �%ɺম౔ཻࢠΛ �% ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

S,24�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�%ɺ௚

ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ
	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�%ɺ௚
ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ
	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ

S,24�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔׊ࠇ 	ᶘ層༝དྷ 
 Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹⅢ� 層͕

ブϩοΫঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ௚ܘ�NNલޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ15%ɺ೪౔ཻࢠɾブϩο
ΫΛ �%ɺ௚ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN લޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ 10%ɺ௚ܘ 1 ʙ
�NN のᒵ৭スコϦΞΛ �% ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層ओମͱ͠ɺશମతʹ � 層͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ௚
ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦΞΛ 5% ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ

̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ�層ओମɻ௚1ܘʙ�NNのᒵ৭スコϦΞΛ�%ؚΉɻ
೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸΍΍ऑ͍ɻ

S,2�0
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1 ʙ �NN のᒵ৭スコϦΞΛ �5%ɺ׊৭౔ブϩο

Ϋ 	Ⅲ� 層༝དྷ 
 ΍ম౔ཻࢠΛ֤ �%ɺϩʔϜཻࢠɾブϩοΫΛ �% ؚΉɻ೪ੑɺక
·Γऑ͍ɻ

̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN લޙの׊ࠇ৭スコϦΞΛ 15%ɺ௚ܘ 1NN
ఔのᒵ৭スコϦΞΛ 5%ɺম౔ཻࢠΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ

̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ� 層Λओମͱ͠ɺશମతʹ � 層͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ
௚ܘ 1 ʙ �NN の׊ࠇ৭スコϦΞΛ �%ɺ௚ܘ 1NN ఔのᒵ৭スコϦΞΛ 5%ɺম
౔ཻࢠΛ �% ؚΉɻ೪ੑ͕ऑ͘ɺక·Γ͸ඇৗʹऑ͍ɻ
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3�　S,192 土૚அ໘　๺๺東͔Β

1�　S,190 શܠ　南͔Β

7�　S,201 土૚அ໘　南南西͔Β

5�　S,194 土૚அ໘　東๺東͔Β

4�　S,193 શܠ　๺๺西͔Β

2�　S,191 土૚அ໘　南͔Β

8�　S,202 શܠ　西南西͔Β

6�　S,199 શܠ　南南東͔Β

第 350 図　S,190 ～ 194ɾ199ɾ201ɾ202 ࣸਅ
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3�　S,205 શܠ　南͔Β

1�　S,203 શܠ　南南東͔Β

7�　S,209 土૚அ໘　東๺東͔Β

5�　S,207 土૚அ໘　東͔Β

4�　S,206 શܠ　南南東͔Β

2�　S,204 土૚அ໘　南東͔Β

8�　S,211 土૚அ໘　南南東͔Β

6�　S,207 શܠ　南͔Β

第 351 図　S,203 ～ 207ɾ209ɾ211 ࣸਅ
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3�　4,226 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β

1�　4,219 શܠ　ೆೆ౦͔Β

7�　4,234 ౔૚அ໘　ೆ੢͔Β

5�　4,232 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

4�　4,231 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

2�　4,222 શܠ　ೆ͔Β

8�　4,235 શܠ　੢ೆ੢͔Β

6�　4,233 શܠ　ೆ͔Β

第 352 図　4,219・222・226・231 ʙ 235 ࣸਅ
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3�　S,241 શܠ　東๺東͔Β

1�　S,236 土૚அ໘　東͔Β

7�　S,269 土૚அ໘　南南西͔Β

5�　S,245 土૚அ໘　南東͔Β

4�　S,242 土૚அ໘　東๺東͔Β

2�　S,240 શܠ　東๺東͔Β

8�　S,270 土૚அ໘　東๺東͔Β

6�　S,249 土૚அ໘　南南東͔Β

第 353 図　S,236ɾ240 ～ 242ɾ245ɾ249ɾ269ɾ270 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞

4,190 282-39 第 343 ਤ 第 350 ਤ ԁ形 $ 119 111 12
4*60
෴土

土師器 3 点 32�4H、須恵器
11 点 193�3H、灰釉陶器 1
点 6�5H、焼礫 1 点 46�1H

4*60 を੾る。

4,191 282-48・49 第 343 ਤ 第 350 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	120
 	88
 20 ᶙ2
土師器 23 点 74�0H、須恵
器 25 点 188�9H、נ 2 点
191�0H、焼礫 7 点 378�6H

4%12、41770・773
に੾られる。

4,192 282-55・56 第 344 ਤ 第 350 ਤ ԁ形 $ 92 88 11 ᶙ2
土器 1 点 11�0H、
土師器 5 点 9�2H、
須恵器 2 点 19�5H

4,193 282-48・58 第 344 ਤ 第 350 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	116
 	88
 8 ᶙ1 ʵ
4,194 282-46 第 344 ਤ 第 350 ਤ 	 小൑形 
 " 	64
 	39
 21 ᶘ3 ʵ 4*58 を੾る。

4,199 282-19 第 344 ਤ 第 350 ਤ ԁ形 E 90 89 26
4*65
෴土

土師器 4 点 3�2H、
須恵器 2 点 8�2H

4*65 を੾る。

4,201 282-20 第 344 ਤ 第 350 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	101
 	62
 24 ᶘ3 ʵ
4,202 282-18 第 345 ਤ 第 350 ਤ 小൑形 % 59 50 23 ᶘ3 土師器 2 点 1�7H

4,203
272-70・80・
28-261・71

第 345 ਤ 第 351 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 	139
 	98
 16 ᶙ2
土師器 1 点 2�5H、
礫 1 点 20�9H

4%,1334 に੾られる。

4,204 282-29 第 345 ਤ 第 351 ਤ ପԁ形 % 	96
 	37
 23 ᶙ2 土師器 1 点 2�5H 41681 に੾られる。

4,205 282-61・71 第 345 ਤ 第 351 ਤ 	 ۱ؙ長方形 
 $ 	119
 	85
 16 ᶙ2 ʵ
֧ཚに੾られる。
東西ϕϧトにかかる。

4,206 272-70 第 345 ਤ 第 351 ਤ ପԁ形 $ 125 104 15 ᶙ2
縄文土器 1 点 4�4H、
土師器 2 点 2�6H

41726 に੾られる。

4,207 282-45・46 第 346 ਤ 第 351 ਤ ۱ؙ長方形 $ 170 88 28
4*63
෴土

土師器 1 点 3�5H、
須恵器 1 点 4�0H

4*63 を੾る。

4,209 282-72 第 346 ਤ 第 351 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 	108
 	40
 14 ᶙ2 ʵ 4%13 に੾られる。

4,211 282-46・47 第 346 ਤ 第 351 ਤ 	 ପԁ形 
 	%
 	94
 	40
 24 ᶘ3
土器 1 点 5�2H、
土師器 5 点 7�8H

4*58 を੾る。

4,219 282-73 第 329 ਤ 第 352 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 	90
 	86
 49 ᶙ3 焼礫 3 点 412�7H
4415 を੾る。
֧ཚに੾られる。

4,222 282-39 第 346 ਤ 第 352 ਤ ପԁ形 $ 	77
 	38
 9
4*60
෴土

ʵ
4*60 を੾る。
4%12 に੾られる。

4,226 291-59・60 第 346 ਤ 第 352 ਤ ෆ੔ପԁ形 $ 	87
 	65
 	16
 ᶙ1 ʵ 4,,1347 に੾られる。
4,231 282-52 第 347 ਤ 第 352 ਤ ପԁ形 % 61 38 17 ᶙ2 ʵ

4,232 291-69 第 347 ਤ 第 352 ਤ ԁ形 $ 	125
 	123
 43 ᶙ2
土器 1 点 1�2H、土師器 10
点 32�0H、須恵器 2 点 8�3H、
焼礫 3 点 209�9H

4*68 を੾る。
4,,1353 に੾られる。

4,233 291-79 第 347 ਤ 第 352 ਤ ۱ؙ長方形 $ 117 75 19 ᶙ2 焼礫 1 点 42�6H

4,234 291-70・80 第 347 ਤ 第 352 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 	107
 	43
 22 ᶙ2 土師器 1 点 1�9H
4,,1362・1363 に
੾られる。

4,235 291-80 第 347 ਤ 第 352 ਤ ۱ؙ長方形 $ 145 85 43 ᶙ2
土器 2 点 6�1H、
土師器 2 点 7�9H、
須恵器 2 点 21�2H

4,236 282-17 第 348 ਤ 第 353 ਤ ԁ形 $ 	109
 	84
 28 ᶙ1
土器 1 点 0�7H、土師器 3 点
16�7H、須恵器 2 点 7�7H、
焼礫 3 点 59�2H

֧ཚに੾られる。

4,240 291-84・85 第 348 ਤ 第 353 ਤ ପԁ形 $ 94 84 24 ᶙ1
土師器 5 点 21�1H、
須恵器 2 点 6�1H

4,241 291-84・94 第 348 ਤ 第 353 ਤ ପԁ形 $ 87 72 31 ᶙ1
土器 1 点 8�4H、土師器 3 点
13�3H、須恵器 1 点 5�2H

4,242 291-73 第 348 ਤ 第 353 ਤ 	 ۱ؙ方形 
 $ 	72
 	65
 21 ᶙ1 須恵器 1 点 52�8H 4,,1050 に੾られる。
4,245 282-48・49 第 349 ਤ 第 353 ਤ ԁ形 " 71 67 18 ᶙ2 ʵ
4,249 291-87 第 349 ਤ 第 353 ਤ ཛ形 $ 63 55 28 ᶙ2 ʵ

4,269 292-5 第 349 ਤ 第 353 ਤ ۱ؙ長方形 $ 114 101 17 ᶙ1
土器 1 点 2�3H、
土師器 2 点 11�1H

4,270
292-13・14・

23・24
第 349 ਤ 第 353 ਤ 	 ପԁ形 
 $ 	105
 56 21 ᶙ2

土師器 1 点 2�4H、
須恵器 1 点 4�5H

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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S,2�0（第 349・353 ਤ、第 54 ද）
平面形ଶはପԁ形をఄする。2-6 東۠の南西端で包ؚ૚のトϨンν掘࡟中に検出されたため、南西

部の一部がᕍ໓している。ఈ面は؇やかなԜತが͋り、นは։きؾຯに立ち上がる。෴土は 3 ૚に
෼けられ、いͣれもకまりはऑい。1・2 ૚はスコリアを多くؚΈ、1 〜 3 の֤૚に焼土ཻ子をগྔ
ؚΜでいる。

遺物は土師器伫、須恵器ᆀの小片֤ 1 点が出土した。 （相原）

第 �4 ද　ݹ୅຤ʙதੈ土޵Ұཡද
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第 3�4 図　S,1�0ɾ1�1ɾ242 出土遺෺ (1/3ɾ1/4)ɾࣸਅ



˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

छผ
器छ ๏ྔ 器形のಛ௃ ੡ٕ࡞๏のಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ

第
354
ਤ

1 4,190 須恵器
ᆀ

	0�8

<5�7>

ମ部はఈ部から௚ઢ
తに։く。

ロクロ成形。
ఈ部は回సࢳ੾り後、ख࣋ち
ϔϥέズリか。

ཻ࠭ 良޷ /5�5� 灰 ఈ部 3�4 ॏྔ 40�9H
ମ〜ఈ部֎面にࣗ
વ釉。
南多摩窯

2 4,191・
282-28・
38・49

須恵器
ළ � ᆵ

	9�8

಑部

ܘ大࠷
<21�2>

がுる器形、୹ᰍݞ
ᆵか。

ロクロ成形。 小礫、࠭ ཻ、
৭ཻ子ࠇ

良޷ ֎面
5:4�2 灰Φ
リーϒ
内面
2�5:5�1 ԫ灰

ᰍ〜಑部
ഁ片

ॏྔ 136�8H
಑部֎面に降灰、
ࣗવ釉。
東金子窯

3 4,242 須恵器
伫

֎面は平行ୟき。 ཻ࠭ 良޷ ֎面
/3� ҉灰
内面
/4� 灰
அ面
5:34�3 にͿ
い੺׊

಑部ഁ片 ॏྔ 78�1H
東金子窯

˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ छผ ๏ྔ

DN ੡ٕ࡞๏のಛ௃ ଻土 ম成 ৭ௐ ଘ࢒ උߟ

第
354
ਤ

4 4,191 נؙ ෯ 	9�3

長さ 	4�6

ްさ 2�1

ತ面はԣҐのϔϥナσ、શ面にࣗવ釉。Ԝ面は
෍目。޿端面はϔϥέズリ、ತ面、Ԝ面に面औり。

小礫、ཻ࠭ 良޷ ತ面
2�5:5�2 ҉灰
ԫ
Ԝ面
5:4�1 灰

ഁ片 ॏྔ 100�1H
東金子窯

5 4,191 נؙ ෯ 	5�8

長さ 	7�8

ްさ 2�2

ತ面はԣҐのϔϥナσ、一部にࣗવ釉。Ԝ面は
෍目。

ཻ࠭、੺׊
৭ཻ子

良޷ 2�5:4�1 ԫ灰 ഁ片 ॏྔ 90�9H
東金子窯

　遺構と遺物
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4）　ϐッτ（第 355 〜 371 ਤ、第 57 ද）
古代末〜中世にؼ属するものと൑அしてந出したピットは 134 基を数える（掘立柱建物跡 ( を構

成する 5 基をআく）。遺構ུ号は 41 で͋る。
いͣれも時期ܾ定に଱えうる遺物の出土がগないため、原ଇとして、「ԁ形土坑」に見られるよう

なࠇ৭・׊ࠇ৭スコリアを多くؚΉ基本૚ংᶘ૚の土৕をϕースとする෴土を࣋つものを中心にந出
した。

෼෍は、2-6 東۠の南部に෼෍が見られないൣғが͋る΄かは、͋るఔ౓のまとまりを࣋ちつつも
に検出された。なお、2-6ൣ޿ 西۠西端から 2-7 ۠東ଆにかけては、֧ཚによりᕍ໓したものも͋る
と見られる。

以Լ、特௃తなピットについてのΈུ֓を記ड़し、શピットの֓要は第 57 දにࣔした。
S1642　検出面からのਂさ 59DN をଌるややਂいピットで͋る。北ଆ上部を 4%12 に੾られている。

3 ૚の෴土のうち、上部の 2 ૚はཻ子がૈい࣭࠭土で͋る。
S1660　5 ૚に෼૚される෴土のうち、１〜３૚は柱痕跡とߟえられる。
S16��　4%13 に੾られる。検出された̎૚の෴土のうち、ᶙ૚土主ମの 2 ૚はߗ化が認められた。
S16��　4*62 の発掘調査中、同遺構の土૚࡯؍༻のϕϧト上面で検出された。大部෼はᕍ໓してし

まっておりશ༰はෆ໌で͋るが、3 点の礫が積Έॏなるようにஔかれているのが確認できた。礫はい
ͣれも࠭ؠで͋る。ૅ石のՄೳੑがߟえられる。
S1�0�　ਂさ 68DN のややਂいピットで、̎૚の෴土のうちԼ૚にはローϜཻ子がภ在する。

第 �� ද　S,1�0ɾ1�1ɾ242 出土土器࡯؍ද

第 �6 ද　S,1�1 出土࡯؍נද



ᴷ 460 ᴷ

S1�34ɾ�3�ɾ�36ɾ�3�　南からॱに 41734-739-736-735 のॱに௚ઢ状にฒͿピットྻ。北ଆの
3 基は等間ִにฒͿが、南端の 41734 はやや։きが͋る。
S1�3�　4%12 に੾られるピットで、北から南΁ࣼめにἥたれている。4%12 との関ੑ܎はෆ໌で͋

る。
S1�40ɾ�41ɾ�42　4*65 の෴土掘࡟中に検出された小ピット群で͋り、4*65 より新しい。
S1�63　1・2 ૚は柱痕跡もしくは柱ൈऔり穴෴土、3 ૚は掘方ॆర土とΈられる。
S1��0　西ଆの浅い土坑状の掘りࠐΈと、東ଆのਂさ 65DN のピット状の部෼で構成される。
S1��3　4,191 を੾るピットで͋る。෴土は 3 ૚からなり、そのうち 1 ૚はローϜ主ମで͋る。
S1���　2 基のピットが੾り合うような状況で検出された。大ܕの焼礫（࠭ؠ）が 1 点出土した。
S1���　5 ૚からなる෴土はશ般తにཻ子がૈいが、柱痕跡とΈられる 1・2 ૚が特にૈい。
S1�02　4*66 の෴土で検出されたピットで͋る。小ͩܕが柱痕跡が確認できた。
S1�1�ɾ�1�ɾ�1�ɾ�42　西から 41942-919-918-918 のॱに௚ઢ状にฒͿ。4',1 内にҐஔし、

4',1 のఈ面からのਂさは 42 〜 62DN をଌる。
S1�24　ԁ形をఄするピットで͋る。同時代の 4,233 にྡ઀している。須恵器伫のഁ片が 1 点出

土した。
S1�2�　小形でԁ形をఄするピットで͋る。2 ૚からなる෴土は、いͣれも焼土ཻ子をؚΉ。
S1�34　3 ૚の෴土のうち 1・2 ૚は柱ൈऔり穴とΈられ、Լ૚の 2 ૚にはϒロック状のローϜを

多くؚΜでいる。
S1�4�　2 基のピットが੾り合うような状ଶで検出された。அ面࡯؍によると、南ଆの浅い部෼の

方が新しい。
S1�4�　ఈ面に 2 つのۼΈが͋り、柱のਾえସえが行ΘれたՄೳੑが͋る。土師器 1 点、焼礫 10

点が出土した。
S1�4�　4%12 に੾られるピットで͋る。北から南΁Θͣかにࣼめにἥたれており、కまりのない

࣭࠭土を෴土に࣋つ。
S1��2　2-7 ۠で検出されたピット。அ面の࡯؍で柱痕跡とΈられる૚を確認した΄か、ఈ面で柱

当たりを検出した。
S1��3　ఈ面に 2 つのۼΈが͋り、柱のਾえସえが行ΘれたՄೳੑが͋る。
S1�60　近世以降の溝で֧ཚされているが、அ面࡯؍で 1 〜 3 ૚の柱痕跡、4・5 ૚の柱掘方ॆర

土を確認した。
S1�6�　ପԁ形をఄする、ਂさ 73DN とややਂいピットで͋る。෴土のうち 1・3 ૚は柱ൈऔり穴

෴土とΈられる。
S1�6�　2-7 ۠東端で検出されたやや大きなピットで、ਂさは 106DN をଌる。෴土は 13 ૚まで確

認され、そのうち 2 〜 5 ૚と 7・8 ૚はそれͧれ別ݸの柱痕跡で、柱のਾえସえが行ΘれたものとΈ
られる。 （相原）
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S1632

S1642

S1634 S1636 S163�

S16�2ɾ��4 S16�4

S1643ɾ644 S164�ɾ6�1 S164�

S1632
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1634
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1636
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚1ܘNNの明੺׊৭スコϦΞ	5:35��
1%ɺ௚1ܘNNのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ1%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺ

ɻ͍ૈࢠཻ
S163�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻԼ෦ʹϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
5% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1642
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ ɻ΍΍࣭࠭ɻ͍ૈࢠ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
�0% ɻ͍ૈࢠɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࡏࠞ
S1643
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1644
̍ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S164�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚1ܘNNҎԼのϩʔϜཻࢠ	��5:3���
1%ɺ௚ܘ�NNҎԼのԫ׊৭スコϦΞ	��5:5��
�%ؚΉɻⅢ�層౔�0%ࠞࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ૈ͍ɻࢠ
S164�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S16�1
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S16�2
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ΍

΍࣭࠭౔層ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ 1 層ʹࣅΔ͕Ⅲ� 層౔͕ �0% ΍΍ૈ͍ɻࢠɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࡏࠞ
S16�4
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫ׊৭スコϦΞ	��5:5��
�%ɺ௚1ܘʙ�NNの明੺׊৭スコϦΞ	��5:35��
5%ɺ௚5ܘNNҎԼのࠇ৭スコϦΞ�%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
�ˋɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1��4
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NNҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚1ܘNNҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ؚΉɻⅢ�層౔10%ࠞࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺ

΍΍ີɻࢠཻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 1 層ʹࣅΔ͕Ⅲ� 層౔͕ �0% ΍΍ૈ͍ɻࢠɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࡏࠞ
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S16�6

S166�

S16��

S16�� S1660 S166�

S166� S166�ɾ6�0

S16��ɾ6�4

S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋

·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ 1 層ʹ΄΅ಉ͕ͩ͡ɺϩʔϜཻࢠ͸௚ܘ �NN ҎԼͰ 5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S16�6
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚ܘ 1NN のࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S16��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN の明ԫ׊৭スコϦΞ 	��5:���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ � ʙ

5NN のࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ క·Γऑɺ೪ੑऑɺᶘ1 層౔جௐɺ明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:���
�%ɺ௚ܘ � ʙ 5NN のࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
�%ɺ௚ܘ 1NN のࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	��5:5��
5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1660
̍ɽ�5:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚1ܘNNのࠇ৭スコϦΞ5%ɺ௚1ܘNNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
1%ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻ ɻ͍ૈࢠ
̎ɽ���5:3��1� ҉੺灰৭౔層� ௚1ܘNNҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1%ɺ௚1ܘNNの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ؚΉɻⅢ�層૬౰౔�0%ภࡏɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̏ɽ�5:3��1� �৭౔層׊ࠇ 1 層ͱ΄΅ಉ͡ɻⅢ� 層૬౰౔͕ 10% ภࡏɻ
̐ɽ���5:3��1� ҉੺灰৭౔層� � 層ʹۙࣅɻⅢ� 層૬౰౔ �0% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S166�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN

ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S166�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のʹͿ͍ԫ৭スコϦΞཻࢠ 	��5:���
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ 	��5:3��1
10%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:35��
�%

ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S166�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక

·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S166�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక

·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S16�0
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక

·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S16�4
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
15%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ���5:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̏ɽ���5:31���1� ੺ࠇ৭౔層� ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1%ɺⅢ層༝དྷ౔ �0% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ ΍΍ີɻࢠ
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第 3�� 図　S16�3ɾ6�6ɾ6��ɾ6�1ɾ6��ɾ6�4ɾ6��ɾ�04ɾ�0�ɾ�0�ɾ�2�(1/40)

S16��S16�� S16�4 S1�04

S1�0� S1�0� S1�2�

S16�3 S16�6 S16�� S16�1

S16�3
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ 5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·

Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S16�6
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
15%ɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక

·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ���5:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼのࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ41��5 の � 層ͱಉ͡ɻ
S16��
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ �%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·

Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ΍΍ߗ化ɻ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
S16�1
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	��5:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ� 層౔ओମɻ௚ܘ 1NN のԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S16��
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻࠇ৭౔ 	10:3���
5% Լ෦ʹภࡏɻ೪ੑͳ͠ɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ
S16�4
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚1ܘNNの׊ࠇ৭スコϦΞ�%ɺ௚1ܘNNのϩʔϜཻࢠ�%ɺ௚1ܘNNの੺׊৭スコϦΞ	��5:3���
1%ɺখ石1%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S16��
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ภࡏɺ௚ܘ 1NN の੺׊৭スコϦΞ 	��5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�04
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN の׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
S1�0�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
15%ɺ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ�%ɺ௚5ܘNNҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ�%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜ 	10:3���
10% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�0�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 5%ɺ௚ܘ 1NN の੺৭スコϦΞ 	103���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ

΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の੺৭スコϦΞ 	103���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�2�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
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第 358 図　41728・729・731 ʙ 739・746(1/40)

41734・735・736・739

41737 41738 41746

41728 41729 41731 41732

41733

41728
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34�6)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 5� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34�6)2�ɺ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:35�6)1�ɺ直ܘ 1mm ͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

΍΍ૈ͍ɻࢠཻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ͷ੺׊৭スίϦΞ (2.5:34�6)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
41729
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ (10:35�6)3�ɺ直ܘ 1mm ͷ୸Խ物ཻࢠ 1� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ 10:33�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷԫ׊৭スίϦΞ 1� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ͋Γɺཻࢠ͸͍͔ࡉɻ
41731
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 5mm ͷϩʔϜϒϩοΫ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻԼ෦͸΍΍೪ੑ͘ڧ៛ີɻ
41732
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ԫᒵ৭スίϦΞ (10:37��)1�ɺ直ܘ 1mm ͷম౔ཻࢠ 3� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ͋Γɺཻ͍͔ࡉࢠɻ
41733
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ԫᒵ৭スίϦΞ (10:37��)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 5� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
41734
̍ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 ԫ׊৭スίϦΞ 5� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑऑɺཻࢠ͸΍΍ૈ͍ɻ
41735
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ԫ׊৭スίϦΞ (7.5:36��)1�ɺ直ܘ 5mm ͷϩʔϜϒϩοΫ 1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ͋Γɺཻࢠ͸͍͔ࡉɻ
41736
̍ɽ 10:33�1 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ͷম౔ཻࢠ 1�ɺԫ׊৭スίϦΞ 10� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑऑɺཻࢠ͸΍΍ૈ͍ɻ
41737
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 ໌׊৭౔ཻࢠ (7.5:35�6)3�ɺ直ܘ 2mm ͷփԫ׊৭ϒϩοΫ (10:36�2)1� ؚΉɻక·Γऑɺ೪ੑ͋Γɺᰒཻঢ়Ͱཻࢠ͸ૈ͍ɻ
̎ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 0.5mm ͷম౔ཻࢠ 1� ؚΉɻక·Γɾ೪ੑ΍΍ڧɺཻࢠ͸͍͔ࡉɻ
41738
̍ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ΍΍࣭࠭౔層ɻ直ܘ 1mm ͷϩʔϜཻࢠ (10:36��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ΍΍࣭࠭౔層͕ͩ 1 層ΑΓక·Δɻ直ܘ 10mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (7.5:35�6)5� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ີɻ
41739
̍ɽ 10:32�1.5 ࠇʙ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35��)2� ؚΉɻ΍΍࣭࠭౔層ɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ᶙ2 層౔ओମɻ直ܘ 12mm ͷ໌੺׊৭スίϦΞ (2.5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
41746
̍ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 ࣭࠭౔層ɻ直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ 10:31.7�1 ࠇ৭౔層 ΍΍࣭࠭౔層ɻ直ܘ 1mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
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第 3�� 図　S1�4� ʙ �4�ɾ�61 ʙ �63ɾ�6�ɾ��0ɾ��3ɾ���ɾ���(1/40)

S1��0S1�6� S1��3

S1��� S1���

S1�4�ɾ�4� S1�61S1�4� S1�62

S1�63

S1�4�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1�4�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1�4�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�61
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1�62
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1�63
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �%ɺ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺ

క·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN のϩʔϜཻࢠ 	�10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN の׊ࠇ৭スコϦΞ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1�6�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの୸化ࡐย �% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの୸化ࡐย 1% ؚΉɻ҉׊৭౔

	10:3���
10% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
10%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ Ⅲ層౔༝དྷ౔層ɻ௚ܘ 1NN の明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1��0
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ϩʔϜཻࢠओମɻ׊ࠇ৭౔ 	10:3��1
10% 極Ίͯૈ͍ɻࢠɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࡏࠞ
̏ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�0% ภࡏɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1���
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ 1 層ʹࣅΔ͕Ⅲ� 層౔͕ �0% ΍΍ີɻࢠɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࡏࠞ
S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ

1

2 3
4

S%12಺

S%12

S,1�1

1

2

3

S%12

S,1�1

S%12S,1�1

S%12

1 2

S%12
S%12

S%12

3
2

1

২෺ࠟ

1 1 1

1
2

1

2

33

1

2

S1�4�S1�4�

"`

"`�2�1

"

"

"`�2�1

"`"

" "

"`

"`�2�1

"

"`

"`�2�1

"

"

"`"

" "`�2�1

"`

"`�2�1

"

"

"

"`

"`�2�1

"

"`"

" "`�2�1

"

"

"`

"`�2�1

"

"

"`

"`�2�1



ᴷ 466 ᴷ

第 360 図　S1���ɾ��2ɾ�02ɾ�0�ɾ�0�ɾ�0�ɾ�1�ɾ�16ɾ�24ɾ�2�(1/40)

S1�0�

S1�24 S1�2�

S1�1�ɾ�16

S1��� S1��2 S1�02 S1�0�

S1�0�

S1���
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのʹͿ͍ԫ׊৭スコϦΞ	10:35��
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
1%ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ 極Ίͯૈ͍ɻࢠ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのʹͿ͍ԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ

極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ���5:��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̑ɽ���5:��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �0NN ҎԼの҉׊৭౔ブϩοΫ 	10:3���
10%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ

೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
S1��2
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	��5:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�02
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ΍΍೪౔࣭౔層ɻ
̏ɽ�10:3��1�5� �৭౔層׊ࠇʙࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜओମɻࠇ৭౔ 	10:3��1
�0% ΍΍ૈ͍ɻࢠɺཻڧɺక·Γڧɻ೪ੑࡏࠞ
S1�0�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γ΍΍ऑ͍ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�0�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
S1�0�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�1�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠඍྔࠞೖɻక·Γ΍

΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ৭౔׊ࠇ �0% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�16
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙの୸化物ཻࢠඍྔࠞೖɻక·Γ΍

΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ ৭౔׊ࠇ �0% ؚΉɻ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�24
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ�NNҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのᒵ৭スコϦΞ	��5:3���
�%ؚΉɻ௚ܘ�NNલޙのϩʔϜཻࢠগྔࠞೖɻక·Γߗ៛ɺ

೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔࠞೖɻక·

Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�2�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ඍࡉͳϩʔϜཻࢠΛඍྔؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ඍࡉͳϩʔϜཻࢠΛඍྔؚΉɻ೪ੑɾక·Γͱ΋͋·Γͳ͠ɻ
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第 361 図　S1�1� ʙ �1�ɾ�2�ɾ�33ɾ�34ɾ�36ɾ�42ɾ�4�(1/40)

S1�2�

S1�33 S1�34 S1�4�S1�36

S1�1�ɾ�1�ɾ�1�ɾ�42

S1�1�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక

·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
S1�1�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ1 層ʹۙࣅɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక

·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
S1�1�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻక·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ1 層ʹۙࣅɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక

·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక

·Γ΍΍ߗ៛ɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
S1�2�
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ඍࡉͳম౔ཻࢠΛ �%ɺඍࡉͳϩʔϜཻࢠΛඍྔؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ඍࡉͳম౔ཻࢠΛඍྔؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γ΍΍͋Γɻ
S1�33
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのʹͿ͍ԫ׊৭スコϦΞ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �0NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
10% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γڧɺཻີࢠɻ
S1�34
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௕͞ 5NN ҎԼの୸化ࡐย 1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ

΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜ 	10:3���
 ブϩοΫঢ়ʹ �0%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺ

క·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ Ⅲ層౔ओମɻ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ
S1�36
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ϩʔϜཻࢠ	10:3���
�0%ภࡏɻ௚5ܘNNҎԼのম౔ཻࢠ�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:3���
�%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ 極Ίͯૈ͍ɻࢠ
̎ɽ���5:��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ���5:��1� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻີࢠɻ೪౔࣭౔層ɻ
S1�42
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
5% ؚΉɻక·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのԫᒵ৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのᒵ৭スコϦΞ 	��5:3���
�% ؚΉɻ௚ܘ �NN લޙのϩʔϜཻࢠ΍΍ଟྔʹࠞೖɻక

·Γߗ៛ɺ೪ੑ΍΍ऑ͍ɻ
S1�4�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 15NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:3���
�0%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γڧɺཻࢠ΍΍ີɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̒ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 10NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
10% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
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S1�62

S1�4� S1�4� S1��2

S1��� S1��� S1�60 S1�61

S1�4�
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ࣭࠭౔ 	10:3���
10% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺ

極Ίͯૈ͘ɺ͔࣭ͭ࠭ɻࢠཻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ɺ͔࣭ͭ࠭ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ɺ

͔࣭ͭ࠭ɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの明੺׊৭スコϦΞ 	5:35��
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
S1�4�
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋·Γͳ͠ɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ࣭࠭౔層ɻ
S1��2
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの׊ࠇ৭スコϦΞ �% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
S1���
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ�NNҎԼの׊৭スコϦΞ	10:3���
�%ɺ௚1ܘNNҎԼの੺׊৭スコϦΞ	5:3���
�%ɺ௚ܘ�NNҎԼのϩʔϜཻࢠ	10:35��
5%ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1���
̍ɽ���5:31���1� �৭౔層ࠇ ৭౔ࠇ 	10:3��1
 ൗจঢ়ʹ �0% ܘɻ௚ࡏࠞ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺ

క·Γڧɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ৭౔ࠇ 	10:31���1
�0% ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�60
̍ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼのϩʔϜブϩοΫ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼのম౔ཻࢠ 1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�0% ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:35��
�%ɺ௚ܘ 5NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
1% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊҉ ৭౔ࠇ 	10:3��1
�0% ภࡏɻ೪ੑ͋Γɺక·Γͳ͠ɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
S1�61
̍ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ 5NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͍ɻ
̎ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ΍΍͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
S1�62
̍ɽ�10:31���1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
5%ɺ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ

೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ極Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
̎ɽ�10:3��1� �৭౔層ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̐ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼのϩʔϜཻࢠ 	5:35��
�% ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̑ɽ�10:3���� �৭౔層׊ࠇ ௚ܘ �NN ҎԼの明ԫ׊৭スコϦΞ 	10:3���
�%ɺ௚ܘ 1NN ҎԼの੺׊৭スコϦΞ 	5:3���
�% ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ

೔
໺
ࢢ

ௐ
ࠪ
ࡁ
Έ
ൣ
ғ

೔໺ࢢ
ௐࠪࡁΈൣғ

1

2
3

4 �
�

1

2 3
4

1

S%,2�36

12
2

1

2

3

S%,2�40

11
2

3

S%,2�03

S%,2�03S%,2�03

S%,2�33

S%,26��S%,26��

S%,26��

1

2

3

4

�

4

�

1

2

3

S%,2�32

S%12

S%12

S%
12

SI
63SI63

"

"

"`

"`�2��

"`"

"`�2�1"

"

"

"`

"`�2�0

#
#`

�2
�0

#
#`

"`�2�6

"`"

"

"`

"`�2�6"

"

"

"

"`

"`�2�6

"

"

"`

"`�2�6

"

"

"`

"`�2�6



　遺構と遺物

ᴷ 469 ᴷ
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4196841965 41966

411000 411004

41965
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 3mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞΛ 15�ɺ直ܘ 3mm લޙͷ׊ࠇ৭スίϦΞΛ 7�ɺম౔ཻࢠΛ 3� ؚΉɻ೪ੑɺక·Γऑ͍ɻ
̎ɽ 10:32�1 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 層౔Λओମͱ͠ɺ෦෼తʹᶙ3 層౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 5� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍ऑ͘ɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
̏ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ᶙ2 層౔Λओମͱ͠ɺશମతʹᶙ3 層౔΍ᶚ層౔͕ൗঢ়ʹࠞ͢ࡏΔɻ直ܘ 1mm ఔͷᒵ৭スίϦΞΛ 7� ؚΉɻ೪ੑ͕΍΍͘ڧɺక·Γ͸ऑ͍ɻ
41966
̍ɽ 7.5:32�1 ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (10:35��)10� ภࡏɻ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36��)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ Ίͯૈ͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻۃࢠ
̎ɽ 7.5:31.7�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)3�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ໌ԫ׊৭スίϦΞ (10:36��)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ

೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
̏ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 20mm ҎԼͷϩʔϜϒϩοΫ (10:34�6)10�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
41968
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)3�ɺ直ܘ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)1� ؚΉɻ೪

ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ͍ૈࢠɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ׊ࠇ৭スίϦΞ 1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̏ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̐ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)5� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻ͍ૈࢠɻ
̑ɽ 10:33�3 ҉׊৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (10:34�6)20� ܘɻ直ࡏࠞ 1mm ҎԼͷ໌੺׊৭スίϦΞ (5:35��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̒ɽ 10:32�1 ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)2� ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࢠ΍΍ૈ͍ɻ
̓ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 1mm ҎԼͷ׊৭スίϦΞ (10:34�6)1�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷϩʔϜཻࢠ (10:34�6)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)1� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺ

క·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̔ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (10:34�6)20� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γ͋Γɺཻࢠ΍΍ີɻ
̕ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 直2ܘmmҎԼͷϩʔϜཻ3(10:34�6)ࢠ�ɺ直3ܘmmҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ(5:34��)1�ؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɺక·Γ͋Γɺཻ ΍΍ૈ͍ɻ΍΍࣭࠭౔層ɻࢠ
10ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (10:34�6)30� ɻ͍ૈࢠɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ΍΍͋Γɺཻࡏࠞ
11ɽ 10:32�3 ׊ࠇ৭౔層 ϩʔϜཻࢠ (10:34�6)40� ܘɻ直ࡏࠞ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)3� ؚΉɻ೪ੑ͋Γɺక·Γ͋·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
12ɽ 10:35�� ԫ׊৭౔層 ϩʔϜཻࢠɾϒϩοΫࠞ߹౔層ɻ׊ࠇ৭౔ (10:32�3) ภࡏɻ೪ੑڧɺక·Γ͋ΓɺཻۃࢠΊͯૈ͍ɻ
13ɽ 10:34�6 ׊৭౔層 ϩʔϜओମɻ直ܘ 5mm ҎԼͷ׊ࠇ৭౔ཻࢠ (10:32�2)7�ɺ直ܘ 3mm ҎԼͷ੺׊৭スίϦΞ (5:34��)2� ؚΉɻ೪ੑڧɺక·Γͳ͠ɺཻۃࢠΊͯૈ

͘ᰒཻঢ়Λఄ͢Δɻ
411000
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)5�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)4� ؚΉɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ直ܘ 2mm લޙͷϩʔϜ

গྔࠞೖɻࢠཻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 1 層ͱྨࣅɻ直ܘ 2mm લޙͷϩʔϜཻ͕ࢠଟྔʹࠞೖɻ直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)2�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ

(7.5:36��)2� ؚΉɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
411004
̍ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)2� ؚΉɻక·Γ΍΍͋Γɺ೪ੑ΍΍͋Γɻ
̎ɽ 10:32�2 ׊ࠇ৭౔層 直ܘ 2mm ҎԼͷԫᒵ৭スίϦΞ (10:3���)3�ɺ直ܘ 2mm ҎԼͷᒵ৭スίϦΞ (7.5:36��)3� ؚΉɻక·Γ͋Γɺ೪ੑ͋Γɻ
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ᴷ 470 ᴷ

15�　41658 શܠ　ೆೆ੢͔Β14�　41657 ౔૚அ໘　ೆೆ੢͔Β13�　41656( ӈ )・667 શܠ　౦๺౦͔Β

12�　41655( ӈ )・674 શܠ　౦๺౦͔Β11�　41654 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β10�　41652(ࠨ)・774౔૚அ໘　ೆ੢͔Β

9�　41649 ౔૚அ໘　੢͔Β8� 651౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β7�　41645・(ࠨ)41648 ౔૚அ໘　ೆ͔Β

644౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β5�　41642・(ࠨ)41643　�6 ౔૚அ໘　౦͔Β4�　41640 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β

2�　41634( ӈ )・636 શܠ　ೆ͔Β1� 41632( ࠨ )・633 શܠ ੢ೆ੢͔Β 3� 41637( ӈ )・733 શܠ　ೆೆ౦͔Β

第364図　41632ʙ634・636・637・640・642ʙ645・648・649・651・652・654ʙ658・667・674・733・774ࣸਅ



　遺構と遺物

ᴷ 471 ᴷ

15�　41692 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β14�13�　41688 遺෺ग़౔ঢ়گ　ೆ౦͔Β

12�　41687 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β11�　41686 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β10�　41685 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

9�　41683 ౔૚அ໘　ೆ͔Β8�　41681 ౔૚அ໘　ೆ౦͔Β7�　41677 ౔૚அ໘　ೆ͔Β

1�　41660 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β

6�　41676 ౔૚அ໘　౦͔Β5�　41673 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β4� 670౔૚அ໘・(ࠨ)41669 ౦๺౦͔Β

3�　41668 શܠ　ೆ͔Β2�　41665 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

41689( ӈ )・690( खલࠨ )・691 શܠ
ೆೆ੢͔Β

第 365 図　41660・665・668 ʙ 670・673・676・677・681・683・685・686 ʙ 692 ࣸਅ



ᴷ 472 ᴷ

15� 718౔૚அ໘・(ࠨ)41717 ೆ౦͔Β14�　41716 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β13�　41715 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

12�　41714 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β11�　41713 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β10�　41711 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

9�　41710 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β8�　41709 ౔૚அ໘　ೆ͔Β7�　41708 શܠ　ೆೆ౦͔Β

6�　41706 ౔૚அ໘　౦͔Β5�　41705 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β4�　41704 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

1�　41694 શܠ　ೆೆ౦͔Β 3�　41696 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β2�　41695 શܠ　੢ೆ੢͔Β

第 366 図　41694 ʙ 696・704 ʙ 706・708 ʙ 711・713 ʙ 718 ࣸਅ



　遺構と遺物

ᴷ 473 ᴷ

13�　( Β͔ࠨ )41734・739・736・735 શܠ　౦๺౦͔Β

12�　41739 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β11�　41736 ౔૚அ໘　ೆ੢͔Β10�　41735 ౔૚அ໘　ೆ੢͔Β

9�　41732 ౔૚அ໘　ೆ౦͔Β8�　41731 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β7�　41729 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

6�　41728 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β5�　(ӈ͔Β)41725・726・727શܠ ౦͔Β4�　41724 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

1�　41719 ౔૚அ໘　ೆ੢͔Β 3�　41722 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β2�　41721 ౔૚அ໘　๺౦͔Β

第 367 図　41719・721・722・724 ʙ 729・731・732・734 ʙ 736・739 ࣸਅ



ᴷ 474 ᴷ

15�　41768 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β14�　41766 શܠ　๺๺౦͔Β13�　41765 શܠ　ೆೆ౦͔Β

12�　41763 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β11�10�　41752 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

9�　41750 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β8�　41749 શܠ　ೆೆ౦͔Β7�

6�　41746 શܠ　౦͔Β5�4�　41740 શܠ　ೆೆ੢͔Β

1�　41737 શܠ　ೆ౦͔Β 3�　41738 શܠ　౦ೆ౦͔Β2�　41738 ౔૚அ໘　౦ೆ౦͔Β

41741( ࠨ )・742 શܠ
ೆೆ੢͔Β

41747( ࠨ )・748 શܠ
ೆೆ੢͔Β

41761( खલ )・762 શܠ
ೆೆ౦͔Β

第 368 図　41737・738・740 ʙ 742・746 ʙ 750・752・761 ʙ 763・765・766・768 ࣸਅ



　遺構と遺物

ᴷ 475 ᴷ

15�　41916 શܠ　ೆೆ౦͔Β14�　41915 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β13�　41909 શܠ　ೆೆ੢͔Β

12�　41907( ࠨ )・908 શܠ　๺͔Β11�　41905 શܠ　੢ೆ੢͔Β10�　41902 ౔૚அ໘　౦͔Β

9�　41901 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β8�　41782 ౔૚அ໘　੢͔Β7�　41780 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

6�　41778 શܠ　੢͔Β5�　41778 ౔૚அ໘　੢͔Β4�　41777 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β

1�　41770 ౔૚அ໘　๺͔Β 3�　41775 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β2�　41773 ౔૚அ໘　౦͔Β

第 369 図　41770・773・775・777・778・780・782・901・902・905・907 ʙ 909・915・916 ࣸਅ



ᴷ 476 ᴷ

13�　41949 શܠ　๺͔Β12�　41948 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β11�　41945 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β

10�　41936 ౔૚அ໘　๺͔Β9�　41934 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β8�　41933 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

7�　41929 શܠ　ೆ੢͔Β6�　41928 ౔૚அ໘　ೆ੢͔Β5�　41924 ౔૚அ໘　ೆೆ੢͔Β

4�　41942 શܠ　๺๺੢͔Β3�　41918 શܠ　๺๺੢͔Β2�　41917 શܠ　ೆೆ౦͔Β

1�　( Β͔ࠨ )41917・918・919・942 શܠ　๺๺੢͔Β

第 370 図　41917 ʙ 919・924・928・929・933・934・936・942・945・948・949 ࣸਅ



　遺構と遺物

ᴷ 477 ᴷ

15�　411008 શܠ　ೆೆ੢͔Β14�　411007 શܠ　ೆೆ੢͔Β13�　411005 શܠ　ೆೆ౦͔Β

12�　411004 શܠ　ೆೆ੢͔Β11�　411000 શܠ　ೆೆ౦͔Β10�　41971 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β

9�　41968 ౔૚அ໘　๺๺੢͔Β8�　41966 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β7�　41965 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β

6�　41962 ౔૚அ໘　ೆೆ౦͔Β5�　41961 શܠ　੢ೆ੢͔Β4�　41960 શܠ　੢ೆ੢͔Β

1�　41952 ౔૚அ໘　੢ೆ੢͔Β 3�　41959 ౔૚அ໘　౦๺౦͔Β2�　41955 શܠ　ೆೆ౦͔Β

第 371 図　41952・955・959 ʙ 962・965・966・968・971・1000・1004・1005・1007・1008 ࣸਅ



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )
図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞

41632 292-13 第 355 ਤ 第 364 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 28 14 18 ᶙ2 ʵ
41633 292-13 第 331 ਤ 第 364 ਤ ෆ੔ପԁ形 # 24 17 22 ᶙ2 ʵ
41634 292-12 第 355 ਤ 第 364 ਤ ෆ੔ପԁ形 " 23 15 28 ᶙ2 ʵ
41636 292-12 第 355 ਤ 第 364 ਤ ཛ形 # 16 15 12 ᶙ2 ʵ
41637 292-23 第 355 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 # 25 21 36 ᶙ2 ʵ
41640 282-40 第 331 ਤ 第 364 ਤ ପԁ形 " 50 	33
 12 ᶙ2 ʵ
41642 282-48 第 355 ਤ 第 364 ਤ 	 ԁ形 
 # 	29
 	11
 59 ᶙ2 ʵ 4%12 に੾られる。
41643 282-48 第 355 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 " 27 26 31 ᶙ2 ʵ
41644 282-48 第 355 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 % 25 23 30 ᶙ2 土師器 1 点 1�2H

41645 282-48 第 330・
331 ਤ 第 364 ਤ ཛ形 # 17 15 16 ᶙ2 ʵ

41648 282-48 第 355 ਤ 第 364 ਤ ۱ؙ方形 $ 23 22 19 ᶙ2 ʵ
41649 282-48 第 355 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 # 23 22 20 ᶙ2 ʵ
41651 282-48 第 355 ਤ 第 364 ਤ ପԁ形 " 26 23 23 ᶙ2 焼礫 1 点 32�7H
41652 282-47 第 355 ਤ 第 364 ਤ ۱ؙ方形 " 23 22 41 ᶙ2 ʵ
41654 282-56 第 355 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 $ 35 34 16 ᶙ2 ʵ
41655 282-54・55 第 356 ਤ 第 364 ਤ ପԁ形 " 36 29 35 ᶙ2 ʵ
41656 282-62・72 第 356 ਤ 第 364 ਤ ପԁ形 $ 48 35 49 ᶙ2 礫 2 点 629�0H 4415 を੾る。
41657 282-72 第 356 ਤ 第 364 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 58 44 41 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41658 282-72 第 356 ਤ 第 364 ਤ ପԁ形 $ 51 46 47 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41660 282-62 第 356 ਤ 第 365 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 48 45 37 ᶘ3 ʵ
41665 282-55 第 356 ਤ 第 365 ਤ 	 ԁ形 
 	#
 	32
 	13
 30 ᶙ2 ʵ 4,,961 に੾られる。
41667 282-72 第 356 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 $ 31 26 53 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41668 282-81 第 356 ਤ 第 365 ਤ 	 ԁ形 
 " 	27
 	27
 33 ᶙ2 ʵ
41669 282-81 第 356 ਤ 第 365 ਤ ԁ形 " 22 21 23 ᶙ2 ʵ
41670 282-81 第 356 ਤ 第 365 ਤ ۱ؙ長方形 " 28 22 18 ᶙ2 ʵ
41673 282-74 第 357 ਤ 第 365 ਤ ཛ形 " 24 19 19 ᶙ2 ʵ
41674 282-55・65 第 356 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 $ 50 48 45 ᶙ2 ʵ
41676 282-65・66 第 357 ਤ 第 365 ਤ ପԁ形 $ 52 40 25 ᶙ2 須恵器 1 点 2�1H

41677 282-41・42 第 357 ਤ 第 365 ਤ ԁ形 " 32 28 28
4%13
ఈ面
	ᶙ2


土師器 2 点 1�7H 4%13 に੾られる。

41681 282-29 第 357 ਤ 第 365 ਤ ཛ形 " 31 29 30 ᶙ2 ʵ 4,204 を੾る。
41683 272-79 第 330 ਤ 第 365 ਤ ཛ形 % 21 15 20 ᶚ 焼礫 1 点 99�5H
41685 282-61 第 330 ਤ 第 365 ਤ ԁ形 " 21 20 15 ᶙ2 ʵ
41686 282-61 第 330 ਤ 第 365 ਤ ۱ؙ長方形 " 25 18 35 ᶙ2 ʵ
41687 282-61 第 330 ਤ 第 365 ਤ ԁ形 " 26 25 25 ᶙ2 ʵ

41688 282-42 第 357 ਤ 第 365 ਤ 	 ԁ形 
 " 	22
 	22
 11 4*62
෴土 焼礫 3 点 1,473�0H 4*62 を੾る。

41689 272-70 第 330 ਤ 第 365 ਤ ཛ形 $ 29 21 17 ᶙ2 ʵ
41690 272-70 第 330 ਤ 第 365 ਤ ཛ形 # 24 22 43 ᶙ2 ʵ
41691 272-60・70 第 330 ਤ 第 365 ਤ ପԁ形 " 21 17 20 ᶙ2 ʵ
41692 272-60 第 330 ਤ 第 365 ਤ ପԁ形 $ 25 22 25 ᶙ2 ʵ
41694 282-82 第 357 ਤ 第 366 ਤ ପԁ形 $ 26 22 21 ᶙ2 ʵ
41695 282-81 第 357 ਤ 第 366 ਤ ԁ形 " 18 16 30 ᶙ2 ʵ
41696 282-61 第 330 ਤ 第 366 ਤ ପԁ形 % 27 23 18 ᶙ2 ʵ
41704 282-51 第 357 ਤ 第 366 ਤ ԁ形 " 14 14 15 ᶙ2 ʵ
41705 272-99 第 330 ਤ 第 366 ਤ ԁ形 " 25 22 22 ᶛ4 ʵ
41706 272-80 第 330 ਤ 第 366 ਤ ପԁ形 % 39 31 34 ᶙ2 ʵ
41708 282-61 第 357 ਤ 第 366 ਤ ପԁ形 " 37 33 68 ᶙ2 ʵ
41709 272-70 第 357 ਤ 第 366 ਤ ෆ੔ପԁ形 $ 30 23 35 ᶙ2 須恵器 1 点 4�1H
41710 282-73 第 330 ਤ 第 366 ਤ ཛ形 # 25 20 35 ᶙ2 土師器 1 点 7�8H 4415 を੾る。
41711 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ ପԁ形 $ 24 19 28 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41713 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ ԁ形 # 22 21 47 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41714 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ ԁ形 " 21 19 24 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41715 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ ཛ形 # 24 16 24 ᶙ2 土師器 1 点 0�7H 4415 を੾る。
41716 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ ཛ形 # 27 21 40 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41717 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ 	 ପԁ形 
 # 26 	18
 32 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41718 282-72 第 330 ਤ 第 366 ਤ 	 小൑形 
 $ 36 	20
 26 ᶙ2 土師器 1 点 2�9H 4415 を੾る。
41719 282-62・72 第 330 ਤ 第 367 ਤ ପԁ形 # 29 19 21 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41721 282-62 第 330 ਤ 第 367 ਤ ཛ形 " 28 24 42 ᶙ2 土師器 1 点 2�1H 4415 を੾る。

41722 282-72 第 330 ਤ 第 367 ਤ 	 ԁ形 
 # 	20
 	19
 14 ᶙ2 ʵ
4415 を੾る。
4,,968 に੾られる。

41724 282-73 第 330 ਤ 第 367 ਤ ཛ形 E 39 28 31 ᶙ2 ʵ 4415 を੾る。
41725 272-70 第 357 ਤ 第 367 ਤ ପԁ形 # 27 21 44 ᶙ2 ʵ
41726 272-70 第 330 ਤ 第 367 ਤ ପԁ形 $ 25 20 32 ᶙ2 ʵ 4,206 を੾る。
41727 272-80 第 330 ਤ 第 367 ਤ ପԁ形 $ 28 22 28 ᶙ2 ʵ
41728 282-55 第 358 ਤ 第 367 ਤ ۱ؙ方形 $ 66 60 48 ᶙ2 ʵ
41729 292-12・22 第 358 ਤ 第 367 ਤ ཛ形 $ 58 40 41 ᶙ2 ʵ 4*59 を੾る。
41731 292-12 第 358 ਤ 第 367 ਤ ԁ形 $ 38 33 41 ᶙ2 ʵ
41732 292-22 第 358 ਤ 第 367 ਤ ପԁ形 % 44 32 37 ᶙ2 土師器 1 点 4�3H
41733 292-23 第 358 ਤ 第 364 ਤ ۱ؙ方形 $ 36 32 40 ᶙ2 ʵ

ᴷ 478 ᴷ
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遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞
41734 282-9 第 358 ਤ 第 367 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 42 30 26 ᶙ1〜2 ʵ
41735 282-9 第 358 ਤ 第 367 ਤ 	 ԁ形 
 " 	22
 	20
 25 ᶙ1〜2 ʵ
41736 282-9 第 358 ਤ 第 367 ਤ ෆ੔ପԁ形 # 35 32 33 ᶙ1〜2 焼礫 1 点 5�9H
41737 282-64 第 358 ਤ 第 368 ਤ 	 ପԁ形 
 " 	25
 	22
 19 ᶙ2 縄文土器 1 点 8�0H ֧ཚに੾られる。

41738 282-36 第 358 ਤ 第 368 ਤ ԁ形 $ 	29
 	24
 67
4%12
ଆ面
	ᶙ2


土器1 点10�7H、須恵器1点
9�4H

4%12 に੾られる。

41739 282-9 第 358 ਤ 第 367 ਤ ۱ؙ方形 $ 28 27 39 ᶙ1〜2 ʵ

41740 282-19 第 331 ਤ 第 368 ਤ ԁ形 # 20 19 41 4*65
෴土Լ૚ ʵ 4*65 を੾る。

41741 282-19 第 331 ਤ 第 368 ਤ ԁ形 # 19 19 45 4*65
෴土Լ૚ ʵ 4*65 を੾る。

41742 282-19 第 331 ਤ 第 368 ਤ ԁ形 $ 14 13 36 4*65
෴土Լ૚ ʵ 4*65 を੾る。

41746 282-35 第 358 ਤ 第 368 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	29
 	26
 39 ᶙ2 ʵ 4%12 に੾られる。
41747 292-12 第 359 ਤ 第 368 ਤ ପԁ形 # 19 16 18 ᶙ2 ʵ
41748 292-13 第 359 ਤ 第 368 ਤ ପԁ形 " 23 16 30 ᶙ2 ʵ
41749 292-3 第 359 ਤ 第 368 ਤ ପԁ形 " 30 28 36 ᶙ1〜2 ʵ
41750 292-3 第 331 ਤ 第 368 ਤ ཛ形 % 30 23 32 ᶙ1〜2 ʵ
41752 282-62 第 330 ਤ 第 368 ਤ 多֯形 # 21 20 30 ᶚ ʵ
41761 281-100 第 359 ਤ 第 368 ਤ ԁ形 " 29 27 20 ᶙ1〜2 ʵ
41762 281-100 第 359 ਤ 第 368 ਤ ԁ形 $ 22 21 26 ᶙ1〜2 ʵ

41763 281-100 第 359 ਤ 第 368 ਤ ෆ੔ପԁ形 E 41 38 30 ᶙ1〜2
土器 1 点 2�9H、須恵器 1点
11�2H

41765 292-22 第 331 ਤ 第 368 ਤ ପԁ形 $ 31 24 35 ᶙ2 ʵ

41766 282-29 第 330・
331 ਤ 第 368 ਤ ཛ形 " 26 21 38 4*65

চ面 ʵ 4*65 を੾る。

41768 282-38 第 359 ਤ 第 368 ਤ ପԁ形 % 60 51 31 ᶙ2 ʵ

41770 282-38・48 第 359 ਤ 第 369 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 87 62 65
4%12
ఈ面
	ᶙ2


土師器 1 点 2�2H
4,191 を੾る。
4%12 に੾られる。

41773 282-48 第 359 ਤ 第 369 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	32
 	32
 58
4%12
ఈ面
	ᶙ2


ʵ
4,191 を੾る。
4%12 に੾られる。

41774 282-47 第 356 ਤ 第 364 ਤ ԁ形 # 27 24 37 ᶙ2 ʵ

41775 282-37 第 359 ਤ 第 369 ਤ ପԁ形 " 32 28 21
4%12
ఈ面
	ᶙ2


ʵ 4%12 に੾られる。

41777 282-38 第 359 ਤ 第 369 ਤ ෆ੔ପԁ形 % 64 28 29
4%12
ఈ面
	ᶙ2


土師器 1 点 0�6H、焼礫1 点
1,021�0H

4%12 に੾られる。

41778 291-82・83 第 360 ਤ 第 369 ਤ ۱ؙ方形 $ 34 31 48 ᶙ1
縄文土器1点5�2H、土師器
1 点 2�7H

41780 282-62 第 330 ਤ 第 369 ਤ ཛ形 " 24 22 22 ᶙ2 ʵ
41782 282-48 第 360 ਤ 第 369 ਤ ཛ形 $ 28 24 20 ᶙ2 ʵ
41901 282-20 第 331 ਤ 第 369 ਤ ԁ形 " 21 19 20 ᶙ3 ʵ

41902 291-92 第 360 ਤ 第 369 ਤ ԁ形 " 29 28 28 4*66
෴土 ʵ 4*66 を੾る。

41905 291-49 第 360 ਤ 第 369 ਤ ۱ؙ方形 " 44 39 20 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ

4',1、4,,1341 に੾
られる。

41907 291-59 第 360 ਤ 第 369 ਤ ପԁ形 " 40 34 35 ᶙ1 ʵ
41908 291-58 第 331 ਤ 第 369 ਤ 小൑形 $ 40 33 33 ᶙ1 ʵ 4',1 に੾られる。
41909 291-59 第 360 ਤ 第 369 ਤ ପԁ形 " 45 43 25 ᶙ1 ʵ
41910 291-58 第 341 ਤ 第 342 ਤ ପԁ形 " 28 24 16 ᶙ2 ʵ 掘立柱建物跡 (
41911 291-58 第 341 ਤ 第 342 ਤ ԁ形 " 26 23 21 ᶙ2 焼礫 1 点 65�9H 掘立柱建物跡 (

41912 291-58 第 341 ਤ 第 342 ਤ ԁ形 " 26 24 26 ᶙ2 ʵ 掘立柱建物跡 (
4',1 に੾られる。

41913 291-57 第 341 ਤ 第 342 ਤ ԁ形 " 22 22 20 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ 掘立柱建物跡 (

4',1 に੾られる。
41914 291-57 第 341 ਤ 第 342 ਤ ԁ形 $ 29 29 33 ᶙ2 ʵ 掘立柱建物跡 (

41915 291-57 第 360 ਤ 第 369 ਤ ପԁ形 $ 25 	18
 27 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ 4',1 に੾られる。

41916 291-57 第 360 ਤ 第 369 ਤ ཛ形 $ 	29
 	23
 29 ᶙ2 ʵ 4',1 に੾られる。

41917 291-67 第 361 ਤ 第 370 ਤ ପԁ形 # 32 27 62 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ 4',1 に੾られる。

41918 291-66 第 361 ਤ 第 370 ਤ ཛ形 # 33 28 58 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ 4',1 に੾られる。

41919 291-66 第 361 ਤ 第 370 ਤ ପԁ形 # 39 29 50 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ 4',1 に੾られる。

41924 291-78・79 第 360 ਤ 第 369 ਤ ԁ形 # 37 35 49 ᶙ2 須恵器 1 点 81�6H
41928 282-25 第 360 ਤ 第 369 ਤ ԁ形 # 39 36 47 ᶙ2 ʵ
41929 282-34 第 361 ਤ 第 370 ਤ ԁ形 $ 30 27 23 ᶙ2 ʵ
41933 282-29・39 第 361 ਤ 第 370 ਤ ԁ形 $ 46 42 33 ᶙ3 ʵ

　遺構と遺物

ᴷ 479 ᴷ

第 �� ද　ݹ୅຤ʙதੈϐッτҰཡද (2)



遺構໊ άϦッυ ૠ図൪߸ 形ଶ ໛ن (DN) 出໘ݕ 遺෺ උߟ ( ॏෳؔ܎౳ )図໘ ࣸਅ 平໘ அ໘ ௕࣠ ୹࣠ ਂ͞
41934 282-38 第 361 ਤ 第 370 ਤ ԁ形 $ 34 32 33 ᶙ2 ʵ
41936 282-24・25 第 361 ਤ 第 370 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	34
 	20
 37 ᶙ3 ʵ ֧ཚに੾られる。

41942 291-66 第 361 ਤ 第 370 ਤ ԁ形 $ 27 25 42 4',1ఈ面
	ᶙ2
 ʵ 4',1 に੾られる。

41945 282-38 第 361 ਤ 第 370 ਤ ෆ੔形 % 59 29 33 ᶙ2 ʵ

41948 282-45 第 362 ਤ 第 370 ਤ ପԁ形 % 72 61 40 ᶙ2
土師器1点3�3H、焼礫 10点
380�4H

41949 282-35 第 362 ਤ 第 370 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	30
 	21
 47 ᶙ2 ʵ 4%12 に੾られる。

41952 273-24・34 第 362 ਤ 第 371 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	44
 	30
 24 ᶙ2 ʵ
柱当たり検出Ň
4%,2736に੾られる。

41953 273-25 第 329 ਤ 第 371 ਤ ཛ形 $ 58 39 14 ᶙ2 ʵ
41955 273-14 第 362 ਤ 第 371 ਤ ԁ形 $ 33 30 40 ᶙ2 ʵ

41959 273-14 第 362 ਤ 第 371 ਤ 	۱ؙ長方形
 " 	53
 	33
 33 ᶙ2 ʵ
4%,2703・2740 に
੾られる。

41960 273-13 第 362 ਤ 第 371 ਤ 	 ཛ形 
 $ 44 	42
 50 ᶙ2 ʵ 4%,2732に੾られる。

41961 273-13 第 362 ਤ 第 371 ਤ 	 ԁ形 
 $ 	34
 	28
 45 ᶙ2 ʵ
4%,2689・2733 に
੾られる。

41962 273-13 第 362 ਤ 第 371 ਤ 	 ۱ؙ方形 
 E 42 38 28 ᶙ2 ʵ

41965 292-24 第 363 ਤ 第 371 ਤ ପԁ形 # 41 37 73 ᶙ2
土師器1点2�1H、須恵器1点
19�8H、焼礫 1 点 36�6H

41966 273-24 第 363 ਤ 第 371 ਤ 	۱ؙ長方形
 $ 	44
 	21
 15 ᶙ2 ʵ 4%,2736に੾られる。

41968 272-88 第 363 ਤ 第 371 ਤ 	ෆ੔ପԁ形
 E 	77
 	47
 106 ᶙ2 ʵ
4416 を੾る。
4%,1351に੾られる。

41971 291-68 第 331 ਤ 第 371 ਤ ԁ形 $ 28 27 41 ᶙ3 ʵ
411000 291-86 第 363 ਤ 第 371 ਤ ཛ形 # 33 32 44 ᶙ2〜3 ʵ
411004 291-84 第 363 ਤ 第 371 ਤ ԁ形 " 27 25 24 ᶙ2 ʵ
411005 291-84 第 331 ਤ 第 371 ਤ ԁ形 $ 30 26 70 ᶙ2 ʵ
411007 291-74・84 第 331 ਤ 第 371 ਤ ԁ形 $ 30 28 63 ᶙ2 ʵ
411008 291-74・84 第 331 ਤ 第 371 ਤ ཛ形 $ 27 21 48 ᶙ2 ʵ

411058 292-17 第 331 ਤ ʵ ʵ 	"
 ʵ ʵ 	38
 南นஅ面
	ᶙ3
 ʵ 4%,2608に੾られる。

˞（　）内は、遺ଘൣғ内での数஋・状況をࣔす。遺物ཝで土器としたものは、弥生時代後期〜古墳時代前期の土器をࢦす。
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�）　遺構外出土遺෺（第 372 ਤ、第 58 ද）
中世の遺物は遺構に伴うものはなく、શて遺構֎から出土した。૯点数 18 点、૯ॏྔ 412�9H で、

磁器 2 点 12 ̶、陶器 16 点 400�9H で͋る。産地別の内༁は、ഫࡌ品としては中国（南૙）ཾઘ窯
産੨磁 2 点 12H、国内産では、੉ށ・美ೱ産陶器 5 点 71�2H、ৗ׈産陶器 10 点 312H、ѳ美産陶器
1 点 17�6H で͋る。੉ށ・美ೱ産には、大窯期の遺物もؚまれている。器種別では、࿸ 2 点 12H、ࡼ
2 点 47�9H、ു 1 点 10�3H、片ുޱ 1 点 55�5H、Ꭼു 1 点 13H、伫 7 点 195�8H、ᆵ 2 点 42�9H、స
༻౐ 1 点 35�4H で͋る。当該期の遺物はͲれもࡉ片が多いが、ൺֱత遺ଘ状ଶの良いഁ片をਤ化し、
。したࡌܝ

第 372 ਤ 1・2 はཾઘ窯産の᭩࿇ห文の࿸で͋る。いͣれも࿇ห文の一部が確認できる。3 は੉ށ・
美ೱ産のؙࡼで、ߴ୆内面をআくશ面に長石釉がࢪされる。内面にはॏͶ焼きの痕跡で͋るピン跡が
୆内部には࠭目が認められる。4ߴ、る΄か࢒ は੉ށ・美ೱ産のؙࡼで、いΘΏるࢤ野ࡼで͋る。શ
面に長石釉がࢪされている。5 はৗ׈産の片ുޱのഁ片で͋る。6 は੉ށ・美ೱ産のᎬുで͋る。内
面にはᷱ目がࢪされている。大窯期の製品で、15 世紀末〜 16 世紀前半の所産とߟえられる。7 はస
༻౐で͋る。ৗ׈産の陶器伫の಑部ഁ片をస༻しており、片面と一部をআくଆԑ部に摩໣痕が認めら
れる。 （小西）

第 �� ද　ݹ୅຤ʙதੈϐッτҰཡද (3)



˞法ྔの 	　
 は࢒ଘ、<　> は෮ݩの஋をࣔす。

ૠ図
൪߸

遺෺
൪߸

出土
Ґஔ

出土
૚Ґ

छผ
器छ ܘޱ 器ߴ ఈܘ ಛ௃ ଘ࢒ ਪఆ࢈஍ උߟ

第
372
ਤ

1 282-56 ᶗ૚ ੨磁
࿸

	2�8
 ᭩࿇ห文。 ମ部ഁ片 中国（南૙）
ཾઘ窯

ॏྔ 7�4H

2 281-100 ʵ ੨磁
࿸

	2�2
 ᭩࿇ห文。 ମ部ഁ片 中国（南૙）
ཾઘ窯

ॏྔ 4�7H

3 301-81 ᶗ૚ 陶器
ࡼ

<10�0> 	2�4
 <6�0> શ面に長石釉、ߴ୆෩のுり出し、
内面見ࠐΈ部にピン痕、ఈ部֎面に
࠭目。

ԑ部ޱ
1�6

੉ށ・美ೱ ॏྔ 19�8H
大窯期

4 272-89 ʵ 陶器
ࡼ

<10�7> 	2�5
 <6�3> શ面長石釉。 ԑ部ഁޱ
片

੉ށ・美ೱ ॏྔ 14�1H
ࡼ野ࢤ

5 282-47 ᶘ૚ 陶器
片ുޱ

	4�6
 ロクロ成形。 ԑ部ഁޱ
片

ৗ׈ ॏྔ 55�5H
15D 前半

6 291-68 ʵ 陶器
Ꭼു

	2�8
 内面にᷱ目。 ԑ部ഁޱ
片

੉ށ・美ೱ ॏྔ 13�0H
大窯期

7 291-84 ᶘ૚ 陶器
伫

（స༻౐）

大長࠷
5�1

大෯࠷
4�9

大ް࠷
1�1

ഁஅ面 3 面ʴ内面にຏり面。 ಑部ഁ片 ৗ׈ ॏྔ 35�4H
಑部ഁ片をస༻。
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6　近世以降

近世以降の遺構は、道路跡 1 条と農事関連遺構群とした溝、土坑、ピットで͋る。これらの遺構は、
෴土が基本૚ংᶗ૚をϕースとすること、中世にؼ属する溝 4%13 を੾っていること、出土遺物等か
らؼ属時期を近世以降と൑அした。

遺物は、上記の֤遺構や包ؚ૚から陶磁器、土製品、石製品（౐石ଞ）、金属製品等が出土したが、
いͣれもࡉ片が主ମで͋る。

1）　ಓ࿏跡
道路跡は、4',1の1条を調査した。発掘調査当初は中世ࠒの遺構とΈなし4%15としていた。しかし、

෴土の༷相や、ۂઢのඳき方が近年の۠ը੔ཧ௚前までଘ在していた道路のۂઢにԊっていること等
から近世以降の遺構と൑அし、また、෴土中にߗ化૚を検出したことから種別を道路跡として、੔ཧ
調査時に種別と名শをมߋした。
S',1（第 378・379 ਤ）
遺構　2-6東۠の北東دり、291-49・56〜59・65〜67άリッドで検出された。掘立柱建物跡(（41912・
913）、41905・908・915・916・917・918・919・942の֤ピット を ੾ っ て お り、4,,1087・1341 ٴ ͼ
4%,2627 の֤農事関連遺構に੾られている。

検出面はᶘ૚〜ᶙ1૚上で、֓Ͷ北東から南西に޲かって、南を֎ଆとする؇やかなۂઢをඳいて
伸ͼている。北東ଆはݱ道Լ΁と続いており、また南西ଆはి柱が立っているため掘࡟できなかった
が、ߋにそのઌの日野市調査ࡁΈൣғ΁と延ͼているものとࢥΘれる。

調査ൣғ内でのن໛は長さ 23�68N、࠷大෯ 145DN、検出面からఈ面までのਂさは 25DN をଌる。
அ面形ଶはٯ୆形状をఄし、શମతに南ଆが޿く։いている。ఈ面はൺֱత平ୱͩが、部෼తにピッ

ト状の浅いۼΈを༗している。
෴土のଯ積は 4 箇所で࡯؍し、֤所とも 3 〜 4 ૚に෼૚した。࠷上部を෴う灰ԫ׊৭の 1 ૚やԼ

૚の 3 ૚がややߗくకまっており、また 5 ૚は上部がߗ化していることから、埋຅していくաఔで、
数࣍にΘたって道として࢖༻されていたことがӐえる。また、部෼తにΈられる࠷Լ૚の 5 ૚には、
炭化物や焼土のཻ子がࠞೖしている。 （相原）
遺෺　本遺構からは、近世の੉ށ・美ೱ産陶器（ു）1 点 9�8H、縄文土器（Ճીར E4 〜 5 式）1 点 5�9H、
古代の土師器（伫）4 点 12�8H、古代の須恵器 3 点 67�7H（伫 2 点 62�9H、長ᰍළ 1 点 4�8H）、礫（ඃ
೤礫をؚΉ）19 点 723�6H が出土した。近世の陶器をআき、出土遺物の大部෼は周辺等からのࠞೖ
品とߟえられる。たͩし、近世の陶器についても෴土のൺֱతߴいҐஔから出土しており、本遺構に
伴う遺物とஅ定はしがたい。本遺構出土遺物はࡉ片ͩったため、ਤ化は行っていない。 （小西）

2）　೶ؔࣄ࿈遺構܈（第 374 〜 377・380 ਤ）
近世以降の遺構としたもののうち、道路跡 4',1 をআく遺構群をѻう。溝（ུ号 4%,）726 条、土

坑（同 4,,）636 基、ピット（同 41,）124 基が該当する。ෳ数条がฒ૸する溝はാ࡞に伴う੊間溝、
ൺֱత群集する土坑は野ࡊのஷ蔵༻等の土坑とΈられることから、2024 年౓報告地点と同༷、これ
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第 3�4 図　ۙੈҎ߱の遺構෼෍図ׂ図 (1)(1/200)
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第 3�� 図　S',1(1/40ɾ1/120)
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らを農事関連遺構とした。
ߔ

溝は、調査۠内શ域において 726 条が検出された。෯や主࣠方Ґ、長さ等がൺֱతἧった溝がฒ
行してෳ数条検出されたものは、ാの੊間溝とߟえられる。掘りࠐΈはશ般తに浅く、அ面形状はٯ
୆形で͋ることが多い。෴土はᶗ૚土をϕースとしたものが主ମで͋る。

これらは෼෍状況からෳ数の群に෼けられ、この群は、当時の۠ըをࣔしているものとΈられる。
また、֤群の間に͋る遺構のۭന地帯は௨路や۠ը境とߟえられる。

4�　౔૚அ໘ $�$�　੢ೆ੢͔Β

੢ೆ੢͔Β　گग़ঢ়ݕԽ໘ߗ　�2

1�　遺構ݕग़ঢ়گ　੢ೆ੢͔Β

5�　౔૚அ໘%�%�　੢ೆ੢͔Β

3�　શܠ　੢ೆ੢͔Β

第 379 図　4',1 ࣸਅ
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3�　2�6੢区 ೆ౦෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ　੢ೆ੢͔Β

1�　2�6੢区 ๺੢෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ　੢ೆ੢͔Β

6�　2�6 ౦区 ೆ෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ　੢ೆ੢͔Β

5�　2�6 ౦区　๺෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ　ೆೆ౦͔Β

4� 2�6੢区 ೆ੢෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ ౦๺౦͔Β

2� 2�6੢区 ๺౦෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ　౦๺౦͔Β

7�　2�7 区　ೆ෦近世以降遺構ݕग़ঢ়گ　੢͔Β

第 380 図　近世以降の遺構શࣸܠਅ
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なお、2-6 西۠西端部から 2-7 ۠のൣ޿ғにかけて見られる、෯ 15DN ఔ౓の一定෯で、ਂくロー
Ϝ૚まで掘りࠐまれている௚ઢతな溝は、ࠜࡊ類を࠿ഓするࡍに༻いられるトϨンνϟーによるもの
で、近〜ݱ代のもので͋ろう。
土޵

土坑は 636 基が検調査ൣғ内の֤所で検出された。その多くは、主࣠が上記の溝に平行するが、
௚ަするものもΈられる。平面形ଶは֓Ͷ長方形、ఈ面はൺֱత平ୱで、นはਨ௚に立ち上がるもの
が主ମで͋る。෴土は֓Ͷᶗ૚土をϕースとしている。

これらは、࡞物のஷ蔵༻の「イϞ穴」や、ഇغ༻の͝Έ穴等として༻いられたものが多いと૝定さ
れる。
ϐッτ

近世以降のピットは 124 基を検出した。2-6 東۠が中心で、2-7 ۠にも見られる。これらの多くは
୯ಠのものがࢄ在しており、༻్等はෆ໌で͋るが、2-6 東۠では、数基のピットがൺֱత等間ִで
ฒͿ箇所も͋ることから、一部はࡤ等の柱穴で͋ったՄೳੑもߟえられる。

これらの農事関連遺構は、近世以降のؼ属としているが、໌࣏時代初期の੾絵ਤに見られる۠ըが
一部はઓ後までҡ࣋されていて、֤۠ըがߞ地として࢖༻されていたことから、近代やそれ以降のも
のもগなからؚͣまれていることが૝定される（第ᶜষ第 6 અࢀর）。 （相原）

3）　遺構外出土遺෺（第 381 ਤ、第 59・60 ද）
近世の遺構֎出土遺物の大半は、άリッド一ׅとしてऔり上͛たもので͋る。૯点数 69 点、૯

ॏྔ 629�2H で、その内༁は、磁器 10 点 38�1H（੉ށ・美ೱ産 1 点 3�5H、ං前産 8 点 33�9H、産地
ෆ໌ 1 点 0�7H）、陶器 54 点 433�9H（੉ށ・美ೱ産 43 点 354�7H、ං前産 4 点 27�6H、୮೾産 1 点
9�8H、ৗ׈産 1 点 14�3H、産地ෆ໌ 5 点 27�5H）、石製品 3 点 155�3H、土製品 1 点 1�4H、金属製品（મ
՟）1 点 0�4H で͋る。機種別では、࿸ 18 点 86�6H、ࡼ 15 点 63�2H、֖ 1 点 7�6H、ു 13 点 188H、
Ꭼു 2 点 46�7H 伫 2 点 18�2H、Րೖれ 2 点 13�7H、ಙར 1 点 9�1H、土ළ 1 点 11�5H、器種ෆ໌ 9 点
27�6H で͋る。મ՟については、状ଶがѱく、મ໏の൑ಡも೉しい。

遺物の෼෍状況を見ると、2-6 東۠ではൺֱతೱいີ౓で෼෍している一方で、2-6 西۠や 2-7 ۠
ではࢄອな෼෍になっている。当該期の遺物の大部෼はࡉ片ͩが、ൺֱత遺ଘ状ଶの良いഁ片をબͼ、
ਤ化を行った。

第 381 ਤ 1 は੉ށ・美ೱ産陶器ࡼで͋る。ޱԑ部֎面から内面にかけて灰釉がࢪされ、ፘりࠐΈ
୆を༗する。2ߴ は੉ށ・美ೱ産陶器ുで、内面にはॏͶ焼きの痕跡が࢒る。3 は੉ށ・美ೱ産陶器
Ꭼുで͋る。内面には 4 条 1 ୯Ґのᷱ目が見られ、ఈ部には回సࢳ੾り痕が࢒る。4・5 はいͣれも
ม࣭ྲྀ໲ؠ製の౐石で、3 面に製࡞時のՃ޻痕が見られる。 （小西）
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4 291-77 ౐石 （8�6） （2�8） （2�8） 112�5H 約 2�3 ม࣭ྲྀ໲ؠ 片面にຏ面、3 面にᷱਕタΨネ痕。

5 291-69 ౐石 （5�3） （2�9） （1�5） 39�4H 約 1�4 ม࣭ྲྀ໲ؠ 片面にຏ面、3 面にᷱਕタΨネ痕。
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1 2 3

4 �

4 �

第 3�1 図　ۙੈҎ߱遺構外出土遺෺ (1/3)ɾࣸਅ

第 �� ද　ۙੈҎ߱遺構外出土ಃ࣓器ྨ࡯؍ද

第 60 ද　ۙੈҎ߱遺構外出土ੴ੡඼࡯؍ද
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7　ࣗવՊֶ෼ੳ

1　平山遺跡 2-6・2-7 ۠の種実同定・थ種同定・์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定

パリノ・サーヴェイ株式会社
͸͡Ίʹ

平山遺跡（東京都日野市西平山地内）は、浅川Լྲྀ域左岸に෼෍する日野୆地の南ԑに෇ਵする௿
Ґ段丘上にҐஔする。平山遺跡は、これまでの発掘調査の݁果、縄文時代から平安時代の遺跡で͋る
ことが໌らかとされている。

本෼ੳ調査では、平山遺跡 2-6・2-7 ۠の発掘調査において検出された遺構から出土した炭化種実・
炭化材の同定およͼ遺構の年代の検౼を目తとして、種実同定、थ種同定およͼ์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定
を実ࢪした。

1)　छ࣮ಉఆ
ྉࢼ　"

、跡（4*59、4*60、4*65ډྉは、発掘調査所見から弥生時代後期から古墳時代前期とされるॅࢼ
4*66）、奈良・平安時代とされるॅډ跡（4*58）の࿍やΧϚド等෴土のਫચબ別により回収（ந出）
された炭化種実 81 点（ࢼྉ 1 〜 81）で͋る。ࢼྉのৄࡉは、同定݁果とともに第 61 දにࣔす。
#　෼ੳํ๏

し、同定がՄೳな炭化種実をピンセット等でந出する。炭化種実の࡯؍Լでڸඍݦ実ମ؟ྉを૒ࢼ
同定は、ݱ生ඪ本や௴（1993）ࡔ、中山΄か（2010）、ླ໦΄か（2018）等をߟࢀに実ࢪし、部Ґ
ŋ 状ଶ別のݸ数を数えて݁果を一ཡදでࣔす。また、֤෼類群のࣸ真をఴ෇して同定ࠜڌとする。อ
ଘ状ଶが良޷な炭化種実は、σδタϧノΪスを༻いて長さ、෯、ްさをܭଌし、݁果を一ཡදにซ記
する。෼ੳ後は、炭化種実を෼類群別に༰器にೖれてฦ٫する。
$　݁Ռ

݁果を第 61 දにࣔす。81 ྉを௨じて、ඃ子২物ࢼ 7 ෼類群（Φχάϧϛ、ϞϞ、ϒド΢属、ϒ
ド΢Պ、ώΤ属  、アワ、イネ）79 の炭化種実が同定された。12ݸ は同定ができなかったが、うݸ
ち 1 ྉࢼ）ݸ 28ʀ4*66）は૒子葉類の種子とߟえられる。炭化種実以֎は、ෆ໌炭化物 1 炭化、ݸ
材 1 ໦材、ݸ 1 ඇ炭化種実（૲本のアΧβ属種子）1、（一部炭化）ݸ ܪスΪナ類地Լ、ݸ 4 ࠛ、ݸ
஬類 3 片ؠ、ݸ 1 、஬類はࠛ、ܪが確認された。ඇ炭化種実（૲本のアΧβ属種子）、スΪナ類地Լݸ
อଘ状ଶがۃめて良޷で͋ることから、後代のࠞೖと൑அされる。

炭化種実群（ෆ໌をআく）は、໦本 4 ෼類群（Φχάϧϛ、ϞϞ、ϒド΢属、ϒド΢Պ）55 、ݸ
૲本 3 ෼類群（ώΤ属  、アワ、イネ）24 ഓ২物は、ϞϞが࠿。から成るݸ 18 ྉࢼ 31 ྉࢼ）ݸ
64 〜 81）、ϞϞ  が 1 ྉࢼ）ݸ 52）、アワが 3 ྉࢼ）ݸ 8・15・56）、アワ  が 1 ྉࢼ）ݸ 18）、
イネが 15 ྉࢼ）ݸ 10・17・23 〜 25・29・33・35・38・40・42・45・55・61・62）、イネ  が
4 ྉࢼ）ݸ 2・21・49・57）の、ܭ 56 ഓのՄೳੑが͋るώΤ属࠿、のଞݸ  が 1 ྉࢼ）ݸ 12）確
認された。



ྉࢼ
൪߸ 遺構໊ 土৕

αϯプϧ໊ ظ࣌ ෼ྨ܈ ෦Ґ ঢ়ଶ ਺ݸ େ͖͞ (NN) 図൛
൪߸ උߟ௕͞ ෯ ް͞

1 4*60 ࿍ 弥生時代ऴ末期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 2�38 � -  -  - அ面平׈
2 4*60 ࿍ 弥生時代ऴ末期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�66 � 1�71 � 1�75 � - 状ଶෆ良
3 4*60 ࿍ 弥生時代ऴ末期 ϒド΢属 種子 形׬ 炭化 1 3�07 2�66 2�21 2
4 4*60 ࿍ 2�2 弥生時代ऴ末期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 -  -  -  - ϒド΢属  
5 4*59 ࿍ᶅ 1�2 弥生時代ऴ末期 ෆ໌炭化物 形׬ 炭化 1 2�89 1�89 -  -
6 4*58 ŜŵŪƄᶇ 3�3 奈良・平安 ϒド΢Պ 種子 ׬形 炭化 1 2�58 2�06 -  -
7 4*58 ŜŵŪƄ 2�3 奈良・平安 ෆ໌ ෆ໌ ഁ片 炭化 1 1�21 � -  -  -
8 4*58 ŜŵŪƄ 1�3 奈良・平安 アワ 穎果 形׬ 炭化 1 -  -  -  8
9 4*58 ŜŵŪƄᶆ 3�3 奈良・平安 ࠛ஬類 ഁ片 2 -  -  -  -

10 4*58 ŜŵŪƄᶅ 3�3 奈良・平安 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�10 � 1�70 � 1�18 � - 基部ܽଛ
11 4*58 ŜŵŪƄᶄ 3�3 奈良・平安 炭化材 ഁ片 炭化 1 -  -  -  -
12 4*58 ŜŵŪƄᶄ 3�3 奈良・平安 ώΤ属 穎果 形׬ 炭化 1 -  -  -  6
13 4*58 ŜŵŪƄᶄ 3�3 奈良・平安 ෆ໌ ෆ໌ ഁ片 炭化 1 0�87 � -  -  -
14 4*62 ੺࠭ 4�4 弥生時代後期 ࠛ஬類 ഁ片 1 -  -  -  -
15 4*62 ࿍ 4�5 弥生時代後期 アワ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 -  -  -  -
16 4*66 焼粘土 弥生時代後期 ෆ໌ ෆ໌ 形׬ 炭化  1 -  0�97 -  - ମٿ , 一端ઑる
17 4*66 ࿍ᶃ 弥生時代後期 イネ 穎果 ഁ片 炭化 1 2�16 � -  -  - ௖部
18 4*66 ࿍ 1�4 弥生時代後期 アワ 穎果 ഁ片 炭化 1 -  -  -  - 発๐ , 状ଶෆ良
19 4*66 ࿍ 1�4 弥生時代後期 ໦材 ഁ片 一部炭化 1 -  -  -  -
20 4*66 ࿍ 1�4 弥生時代後期 ෆ໌ ෆ໌ ഁ片 炭化 1 2�74 � -  -  -
21 4*66 ࿍ 1�4 弥生時代後期 イネ 穎果 ഁ片 炭化 1 0�83 � -  -  -
22 4*66 ࿍焼粘土ᶅ 弥生時代後期 スΪナ類 地Լܪ ഁ片 1 -  -  -  -
23 4*66 ࿍焼粘土ᶅ 弥生時代後期 イネ 佅・穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 4�33 2�42 � 1�51 9
24 4*66 ࿍ 2�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形׬ 炭化 1 4�68 2�72 2�04 - ཻ大 12�73, ཻ形 1�72
25 4*66 ࿍ 2�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形׬ 炭化 1 4�27 2�58 1�81 - ཻ大 11�02, ཻ形 1�66
26 4*66 ࿍ 2�4 弥生時代後期 ෆ໌ ෆ໌ 形׬ 炭化  1 1�26 -  -  - ମٿ , 一端ઑる
27 4*66 ࿍焼粘土 2�3 弥生時代後期 片ؠ ഁ片 1 -  -  -  -
28 4*66 ࿍焼粘土ᶃ 弥生時代後期 ૒子葉類 種子 ׬形ະຬ 炭化 1 2�50 2�01 1�94 12 ෲ面一部ܽଛ
29 4*66 ࿍焼粘土 3�3 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�39 � 2�38 1�87 - ௖部ܽଛ
30 4*66 ࿍焼粘土 3�3 弥生時代後期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 1�52 � -  -  - 内面ඍࡉॎ長໢目໛༷
31 4*65 ࿍ 1�12 弥生時代後期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 -  -  -  - ෲ面
32 4*65 ࿍ 11�12 弥生時代後期 ϒド΢属 種子 形׬ 炭化 1 3�44 2�39 2�01 -
33 4*65 ੺࠭˚ 3�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�98 � 2�56 1�92 - 基部ܽଛ
34 4*65 ࿍ 7�12 弥生時代後期 ෆ໌ ෆ໌ 形ະຬ׬ 炭化 1 4�20 2�54 -  - 内部発๐
35 4*65 ੺࠭˚ 1�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�41 1�61 1�13 11 基部ܽଛ , ཻ大 5�49, ཻ形 2�12
36 4*65 ࿍ 3�12 弥生時代後期 ϒド΢属 種子 ഁ片 炭化 1 -  -  -  - എ面
37 4*65 ࿍ 4�12 弥生時代後期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 1�99 � -  -  -
38 4*65 ࿍ 2�2 弥生時代後期 イネ 穎果 形׬ 炭化 1 4�47 2�69 2�10 10 ཻ大 12�02, ཻ形 1�66
39 4*65 ࿍ 2�2 弥生時代後期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 1�77 � -  -  -
40 4*65 ࿍ 2�2 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�86 2�54 1�44 - ཻ大 9�08, ཻ形 1�52
41 4*65 ࿍ 3�3 弥生時代後期 ϒド΢属 種子 ഁ片 炭化 1 2�25 � -  -  - എ面
42 4*65 ࿍ 3�3 弥生時代後期 イネ 穎果 ഁ片 炭化 1 3�04 � -  -  -
43 4*65 ࿍ 1�2 弥生時代後期 Φχάϧϛ ֩ ഁ片 炭化 1 -  5�54 � -  -
44 4*65 ࿍ 2�3 弥生時代後期 Φχάϧϛ ֩ ഁ片 炭化 1 4�61 � -  -  1
45 4*65 ࿍ 2�3 弥生時代後期 イネ 穎果 ഁ片 炭化 1 1�84 � -  -  - ௖部
46 4*65 ࿍ 1�3 弥生時代後期 スΪナ類 地Լܪ ഁ片 1 -  -  -  -
47 4*65 ࿍ 1�3 弥生時代後期 ෆ໌ 果実 ഁ片 炭化 1 2�01 � -  -  - ൽ一部அ面ࡤ状
48 4*65 ࿍ 1�3 弥生時代後期 ෆ໌ ෆ໌ 形ະຬ׬ 炭化 1 1�62 � -  -  -
49 4*65 ࿍内 1�4 弥生時代後期 イネ 穎果 ഁ片 炭化 1 1�99 � -  -  -
50 4*65 ࿍内 1�4 弥生時代後期 ෆ໌ 果実 ഁ片 炭化 1 3�15 � -  -  - ൽ一部அ面ࡤ状
51 4*65 ࿍内 2�4 弥生時代後期 ෆ໌ ෆ໌ ഁ片 炭化 1 3�15 � -  -  -
52 4*65 ࿍内 2�4 弥生時代後期 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 3�25 � -  -  -
53 4*65 ࿍内 4�4 弥生時代後期 スΪナ類 地Լܪ ഁ片 1 -  -  -  -
54 4*65 ࿍内 3�4 弥生時代後期 ෆ໌ 果実 ഁ片 炭化 1 2�36 � -  -  -
55 4*65 ࿍内 2�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�23 1�95 1�36 - ཻ大 6�30, ཻ形 1�66
56 4*65 ࿍内 4�4 弥生時代後期 アワ 果実・穎果 形׬ 炭化 1 -  -  -  7
57 4*65 ࿍ 2�6 弥生時代後期 イネ 穎果 ׬形ະຬ 炭化 1 4�63 2�48 1�84 - ม形している
58 4*65 ࿍ 1�6 弥生時代後期 スΪナ類 地Լܪ ഁ片 3 -  -  -  -
59 4*65 ࿍ 5�6 弥生時代後期 ϒド΢属 種子 ഁ片 炭化 9 -  -  -  - 合ܭ 1 ମ෼ݸ
60 4*65 ੺࠭ 3�5 弥生時代後期 ϒド΢Պ 種子 ഁ片 炭化 1 -  -  -  -
61 4*65 ੺࠭˚ 2�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 4�21 2�26 1�41 - ཻ大 9�51, ཻ形 1�86
62 4*65 ੺࠭˚ 2�4 弥生時代後期 イネ 穎果 形ະຬ׬ 炭化 1 3�49 2�22 1�57 � - ཻ大 7�75, ཻ形 1�57
63 4*65 ੺࠭˘ 3�4 弥生時代後期 アΧβ属 種子 形׬ 1 -  -  -  -
64 4*58-221 奈良・平安 ϞϞ ֩ 形ະຬ׬ 炭化 1 19�27 14�79 � 14�92 -
65 4*58-227 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 -  -  -  - ৯痕
66 4*58-246 奈良・平安 ϞϞ ֩ 形ະຬ׬ 炭化 1 20�17 � 17�85 13�22 � -
67 4*58-247 奈良・平安 ϞϞ ֩ 形ະຬ׬ 炭化 1 16�98 15�41 13�52 4
68 4*58-248 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 6 -  -  -  -
69 4*58-249 奈良・平安 ϞϞ ֩ 形ະຬ׬ 炭化 1 18�76 14�07 � 12�48 -
70 4*58-250 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 3 -  -  -  -
71 4*58-251 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 2 -  -  -  -
72 4*58-310 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 3 -  -  -  -
73 4*58-498 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 -  -  -  -
74 4*58-568 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 -  -  -  -
75 4*58-576 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 -  -  -  -
76 4*58-1419 奈良・平安 ϞϞ ֩ 形ະຬ׬ 炭化 1 17�69 � 15�17 12�12 -
77 4*58-1595 奈良・平安 ϞϞ ֩ 形׬ 炭化 1 21�43 17�33 13�93 3
78 4*58-1982 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 -  -  -  -
79 4*58-1983 奈良・平安 ϞϞ ֩ŋ種子 ഁ片 炭化 2 16�21 � 14�23 � 13�16 � 5 ઀合し׬形ະຬ , ৯痕
80 4*58-2194 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 3 -  -  -  - 1 ৯痕ݸ
81 4*58-2199 奈良・平安 ϞϞ ֩ ഁ片 炭化 1 -  -  -  -

஫ 
 。ଘ஋に「�」でࣔす࢒し、ܽଛ等は༺࢖ଌはσδタϧノΪスをܭ
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໦のΦχάϧϛߴ葉थで޿ഓのՄೳੑをআいた෼類群は、໦本類のΈから成り、落葉࠿ഓ২物と࠿
が 1 ྉࢼ）ݸ 44）、Φχάϧϛ  が 1 ྉࢼ）ݸ 43）、ឌ本のϒド΢属が 5 ྉࢼ 13 ྉࢼ）ݸ 3・32・
36・41・59）、ϒド΢Պが 3 ྉࢼ）ݸ 4・31・60）、ϒド΢Պ  が 5 ྉࢼ）ݸ 1・6・30・37・39）の、
ܭ 23 。が確認されたݸ

以Լ、炭化種実֤෼類群の形ଶత特௃等を記す。ֶ名は佐஛΄か編（1982,1989BŋC）にґڌした。
・Φχάϧϛ（+VHMBOT NBOETIVSJDB .BYJN� WBS� TBDIBMJOFOTJT	.JZBCF FU ,VEP
 ,JUBNVSB）

　クϧϛՊクϧϛ属
֩はܘ 2�5 〜 4DN の޿ཛମ。௖部がઑり、1 本の໌ྎなॎの๓合ઢが͋る。֩はߗく៛ີで、ද

面にはॎ方޲の浅いூ໲が૸り、͝つ͝つしている。内部には子葉がೖる 2 つの大きなۼΈとִน
が͋る。出土֩はഁ片で、࢒ଘ長 4�6NN ఔ౓。
 ・ϞϞ（1SVOVT QFSTJDB #BUTDI）　バϥՊサクϥ属

֩（内果ൽ）は長さ 1�6 〜 2�2DN、෯ 1�5 〜 1�8DN、ްさ 1�2 〜 1�5DN のややภ平な޿ପԁମ、௖
部はؙい〜ややઑる。基部は੾形で、中ԝ部に࿷ೖしたᢌが͋る。എ面正中ઢ上にࡉいॎོ条が、ෲ
面正中ઢには浅いॎ溝とその྆ଆに෯のڱい帯状部が͋る。一部の֩にはネズϛ類による৯痕とߟえ
られるԁ形状ܽଛがΈられる（ࢼྉ 79）。内果ൽはްくߗく、ද面はॎにྲྀれるෆنଇなઢ状のਂい
。Έが͋り、શମとしてૈいしΘ状にΈえるۼ

֩内に 1 。状໛༷が͋るےく浅いॎࡉで׈ཛ状ପԁମをఄし、ද面はやや平޿ೖる種子は、ภ平なݸ
ܽଛのない炭化֩のܭଌ஋は、࠷大で長さ 21�43NN、෯ 17�33NN、ްさ 13�93NN（ࢼྉ ࠷、（77
小で長さ 16�98NN、෯ 15�41NN、ްさ 13�52NN（ࢼྉ 67）をଌる。
・ϒド΢属（7JUJT）　ϒド΢Պ

種子は長さ 3�1 〜 3�4NN、෯ 2�4 〜 2�7NN、ްさ 2�0 〜 2�2NN の޿౗ཛମ、ଆ面؍は半޿౗ཛ
形で基部はࡉくᅏ状にઑる֩ᅏが͋る。എ面正中ઢの௖部から長さ 0�7 〜 0�9NN に、ܘ 1�0NN の
ཛ形の合点が͋り、ࡉく浅い溝にғまれる。ෲ面正中ઢは（ಷ）ྏをなし、ࡉいےが૸る。正中ઢの
左ӈには、֤ 1 の長さݸ 1�7 〜 2�0NN、෯ 0�5NN ఔ౓の౗ൽ਑形でਂくۼΉ֩ۼが͋る。種ൽは
ബくߗく、அ面はࡤ状、ද面はૈ面。なお、എ面がܽଛしたഁ片をϒド΢Պ（7JUBDFBF）としている。
・ώΤ属（EDIJOPDIMPB） 　イネՊ

穎果は長さ 1�3NN、෯ 1�3NN ఔ౓の半ภٿମ。എ面はؙΈが͋りෲ面はやや平ら。ᡢೕ基部正中
ઢ上は、എ面に長さ 0�7NN、෯ 0�6NN ఔ౓のഅఙ形、ෲ面にܘ 0�5NN ఔ౓の半ԁ形のᡢのۼΈが
͋る。ද面はૈ面。

穎果のサイズ（長さʷ෯ʀಹ須 ,2018）は 1�69NN2 で͋り、ݱ在の野生種の上ݶ஋（2�6NN2）よ
りも小ܕで͋る。
・アワ（4FUBSJB JUBMJDB	L�
1�#FBVW�）　イネՊΤノコロάサ属

果実 ŋ 穎果は、長さ 1�2 〜 1�3NN、෯ 1�2 〜 1�3NN ఔ౓の半ภٿମでഎ面はؙΈが͋りෲ面は平
ら。穎果は基部正中ઢ上にഅఙ形のᡢのԜΈが͋る。ද面に࢒る果ൽはബく、ද面にはԣ方޲に目立
つඍࡉなᰒཻ状ಥىが഑ྻする。
・イネ（0SZ[B TBUJWB L�）　イネՊイネ属

佅（内֎穎）は、長さ 6 〜 7�5NN、෯ 3 〜 4NN、ްさ 2 〜 3NN ఔ౓のภ平な長ପԁମ。基部
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に大きさ 1NN ఔ౓のࣼ੾状ԁ柱形の果実ংฑ（小ึ࣠）と 1 ରのޢ穎を༗し、その上に֎穎（ޢ穎
とݴう৔合も͋る）と内穎が͋る。֎穎は 5 ຺、内穎は 3 ຺をもち、ともにस形をఄし、๓合して
ややภ平な長ପԁ形のҴ佅を構成する。果ൽはബく、ද面にはᰒཻ状ಥىがॎྻする。出土佅は基部
の小ึ࣠で、࢒ଘ長 1�0NN をଌる。

佅内に 1 ถ（穎果）は、長さݰೖるݸ 3�2 〜 4�7NN、෯ 1�6 〜 2�7NN、ްさ 1�4 〜 2�1NN のภ
平な長ପԁମ。基部一端にᡢが୤落したࣼ੾形のԜ部が͋る。ද面はૈ面で内֎穎の๓合部痕のॎོ
条が͋る。

長さと෯がܽଛのない炭化ถ 8 ཻ、ଌ஋をもとにܭのݸ 形（長さ � ෯）・ཻ 大（長さʷ෯）（佐౻ ,1988）
をٻめた݁果、୹ཻでۃʑ小ܕが 2 がܕ小ۃ、ݸ 3 がܕ小、ݸ 2 ྉࢼ）ݸ 38）、長ཻでۃʑ小ܕが
1 ྉࢼ）ݸ 35）で͋った。
࡯ߟ　%

炭化種実同定の݁果、࠿ഓ২物のϞϞ、アワ、イネのଞ、࠿ഓのՄೳੑが͋るώΤ属  が確認された。
奈良・平安時代とされる 4*58 より確認された果थのϞϞは、中国で࠿ഓ化され、日本に౉དྷした

とߟえられており、果実が৯༻、ༀ༻、ढज़・ࡇ᛾༻のଞ、؍৆༻としてのར༻が૝定されている。
一部の出土炭化֩にはネズϛ類による৯痕が確認されることから、৯֐をडけた後にՐをडけたとਪ
ଌされる。

弥生時代後期͋るいはऴ末期とされる 4*62、4*65、4*66 の࿍、奈良・平安時代とされる 4*58 の
ΧϚドより確認されたࠄࡶ類のアワ、弥生時代後期͋るいはऴ末期とされる 4*60、4*65、4*66 の࿍、
奈良・平安時代とされる 4*58 のΧϚドより確認されたࠄ類のイネは、当時ར༻された২物࣭৯ྐと
ࣔࠦされ、ՐをडけたとΈなされる。一部のイネやアワの炭化ཻࠄද面に果ൽ（佅）が࢒ることか
ら、୤嚭（ͩっ΀ʀ佅֪をऔりڈる）前の段֊でՐをडけたとਪଌされる。奈良・平安時代とされる
4*58 のΧϚドより確認されたώΤ属  は、ݱ在の野生種の上ݶ஋（ಹ須 ,2018）よりも小さいサイ
ズに該当した。ࠄࡶ類のώΤに༝དྷする৔合、アワやイネとともにར༻されたാ࡞物とਪଌされる。

葉थのΦχάϧϛ、ϒド΢属（Պ）が確認され޿ഓのՄೳੑをআいた෼類群は、落葉࠿ഓ২物と࠿
た。弥生時代後期〜古墳時代前期とされる 4*65 の࿍より確認されたݎ果類のΦχάϧϛは、河൞ྛ
要ૉのߴ໦で͋り、֩内部の子葉が৯༻Մೳで、古くからར༻され、遺跡出土ྫも多い（౉辺 ,1975
なͲ）。周辺の落葉थྛから࣋ちࠐまれ、ར༻された২物࣭৯ྉ࢒ᕥとਪଌされる。弥生時代後期͋
るいはऴ末期とされる 4*60、4*65、4*66 の࿍、奈良・平安時代とされる 4*58 のΧϚドより確認さ
れたϒド΢属（Պ）は、河൞やྛԑなͲの໌るく։けた৔所に生育するឌ本で͋り、果実が৯༻Մೳ
で͋る。出土炭化種子に人ҝతなར༻痕跡は認められないが、遺跡周辺域の৿ྛより࠾औ ŋ ར༻Մೳ
な؀境で͋ったとਪଌされる。 （দݩ美༝紀）

2)　थछಉఆ
ྉࢼ　"

ྉは、発掘調査所見から、縄文時代とされる集石（4417）、弥生時代ऴ末期とされる竪穴建物跡ࢼ
（4*59）、奈良時代とされる竪穴建物跡（4*67）およͼ奈良・平安時代とされる竪穴建物跡（4*58）、
平安時代とされる土坑（4,195）、古代末〜中世とされる溝跡（4%12）等から出土した炭化材（炭化
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82 4%12-152 古代末 - 中世 2019�11�18 ΧバノΩ属ˎ ൘状 	 ຝ目 

83 4,195-15 平安 2020�6�29 クリˎ 半ࡋ状 	 ௚ܘ �30NN

84 4,195-16 平安 2020�6�29 クリ  ෼ׂ材 	 ਊ࣋材、ϛΧンׂ状、半ܘ˺ 25NN


85 4,195-21 平安 2020�6�29 クリ  本ମは൘状 	 ൘目 
、ഁ片と઀合なら͹
෼ׂ材 	 半ࡋ〜ϛΧンׂ材、半ܘ �13NN
 とਪ定される。

86 4,195-22 平安 2020�6�29 クリ 	 ࠜ材 
 部ވأ 	 ਊ࣋材 

87 4,195-24 平安 2020�6�29 クリ ൘状 	 ൘目 

88 4,195-81 平安 2020�7�31 クリ 片化、෼ׂ材状ࡉ 	 ϛΧンׂ、半ܘ �15NN

89 4,195-83 平安 2020�7�31 クリ 	 ࠜ材 
 ˎ ਊ࣋材か  ௚ܘ �22NN
90 4*58-2392 :$ 奈良・平安 イネՊ 	 ૲本類 
 中ۭԁ౵状の২物遺ମ主ମ
91 4*58-2394 奈良・平安 クリ ෼ׂ材状
92 4*58-2398 :$ 奈良・平安 アΧΨシѥ属 ෼ׂ材状 	 ֯๮  

93 4*58-2399 :$ 奈良・平安 イネՊ 	 ૲本類 
 中ۭԁ౵状の২物遺ମ主ମ
94 4*58-2400 :$ 奈良・平安 Ϟϛ属 ൘状 	 ௥ຝ 

95 4*58-2411 奈良・平安 クリ ൘状 	 ൘目 

96 4*58-2412 奈良・平安 クリ ෼ׂ材 	 ਊ࣋材  半ࡋ〜ϛΧンׂ状、半ܘ �24NN

97 4*59-132 弥生時代ऴ末期 クスノΩՊ 大片ɿ൘状࠷ 	 ൘目 

98 4*59-135 弥生時代ऴ末期 クスノΩՊ ഁ片ɿ޿い面が൘目
99 4*59-140 弥生時代ऴ末期 クスノΩՊ ෼ׂ材 	 ਊ࣋材、൘状、半ܘ �20NN


100 4*59-143 弥生時代ऴ末期 έϠΩ 片化、小ഁ片は൘目多いࡉ
101 4*67-1902 :$ 奈良 クリ ෼ׂ材 	 ਊ࣋材、ϛΧンׂに近い 

102 4*67-1905-2 :$ 奈良 クリˎ ෼ׂ材 	 ਊ࣋材、半ܘ �27NN

103 4*67-1906 :$ 奈良 Φχάϧϛ ෼ׂ材  	 半ࡋ状、半ܘʾ 10NN

104 4*67-1923 :$ 奈良 έϠΩ ਊؙ࣋໦  	 ௚ܘ �40NN

105 4*67-1926 :$ 奈良 アΧΨシѥ属 ਊؙ࣋໦  	 ௚ܘ �20NN

106 4*67-1927-1 :$ 奈良 クリ 状ଶѱい、ਊؙ࣋໦  	 ௚ܘ �28NN

107 4*67-1929-1 :$ 奈良 クリ ෼ׂ材状 	 ਊ࣋材  


108 4*67-1932 :$ 奈良 ΧϠ ઌ༷のഁ片ࠞじるߌ 	 ର৅֎ 
。෼ੳは同一ࢼྉ内の
ഁ片 	 ෼ׂ材 	 ϛΧンׂ状 
、半ܘ �10NN

109 4*67-1939 :$ 奈良 ΧϠˎ ਊؙ࣋໦ 	 ௚ܘɿ30 ʷ 27NN

110 4*67-1940 :$ 奈良 έϠΩ ෼ׂ材 	 ਊ࣋材、ϛΧンׂ  、半ܘ �20NN

111 4417-273 縄文 2020�12�7 Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属ˎ ഁ片 	 い面がຝ目޿ 


ˎ์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定ࢼྉ
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物）30 点（ࢼྉ 82 〜 111）で͋る。ࢼྉのৄࡉおよͼ࡯؍所見は、݁果とともに第 62 දにࣔす。
#　෼ੳํ๏

炭化材（炭化物）ࢼྉは、ࣗવס૩させた後、໦ޱ（ԣஅ面）・ຝ目（์ࣹஅ面）・൘目（઀ઢஅ面）
の 3 அ面のׂஅ面を࡞製し、実ମݦඍڸおよͼ૸査ిܕ子ݦඍڸを༻いて໦材૊৫の種類や഑ྻを
所の日本産໦材ࣝ別σータϕースとൺڀݚ生ඪ本およͼಠ立行੓法人৿ྛ૯合ݱし、その特௃を࡯؍
ֱして種類を同定する。

なお、໦材૊৫の名শや特௃は、ౡ地・ҏ東（1982）、8IFFMFS ଞ（1998）、3JDIUFS ଞ（2006）を
にする。また、日本産थ໦の໦材૊৫については、ྛ（1991）やҏ東（1995,1996,1997,1998,1999）ߟࢀ
をߟࢀにする。
$　݁Ռ

थ種同定݁果を第 62 දにࣔす。炭化材（炭化物）ࢼྉからは、਑葉थ 3 種類（Ϟϛ属、Ϛπ属ෳ
ҡ؅ଋѥ属、ΧϠ）、޿葉थ 6 種類（Φχάϧϛ、ΧバノΩ属、アΧΨシѥ属、クリ、έϠΩ、クス
ノΩՊ）とイネՊ૲本類が検出された。以Լに検出された種類（෼類群）のղ๤ֶత特௃をड़΂る。
・Ϟϛ属（"CJFT）　ϚπՊ

࣠方޲૊৫はԾ道؅のΈで構成される。Ծ道؅のૣ材部から晩材部΁のҠ行はൺֱత؇やかで、晩
材部の෯はڱい。์ࣹ૊৫はॊࡉ๔のΈで構成される。ॊࡉ๔นはૈく、ਨ௚นにはじΎͣ状のංް
が認められる。෼野น޸はスΪܕで 1 ෼野に 1 〜 4 ૊৫は୯ྻ、1ࣹ์。ݸ 〜 20 。ߴ๔ࡉ
・Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属（1JOVT TVCHFO� %JQMPYZMPO）　ϚπՊ

࣠方޲૊৫をΈると、Ծ道؅のૣ材部から晩材部΁のҠ行はやや؇やかで、ਨ௚थࢷ道が晩材部に

第 62 ද　थछಉఆ݁Ռ
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認められる。์ࣹ૊৫は、Ծ道؅、ॊࡉ๔、ਫ平थࢷ道と、थࢷ道をऔりғΉΤピセリ΢Ϝࡉ๔で構
成される。෼野น޸は૭状となる。์ ࣹԾ道؅内นにはࣃڒ状のಥىが認められる。์ ࣹ૊৫は୯ྻ、
1 〜 15 。ߴ๔ࡉ
・ΧϠ（TPSSFZB OVDJGFSB 4JFC� FU ;VDD�）　イνイՊΧϠ属

࣠方޲૊৫はԾ道؅のΈで構成され、थࢷ道およͼथࡉࢷ๔は認められない。Ծ道؅のૣ材部から
晩材部΁のҠ行はややٸで、晩材部の෯はڱい。Ծ道؅内นには 2 本がରをなしたらせΜංްが認
められる。์ࣹ૊৫はॊࡉ๔のΈで構成される。෼野น޸はト΢ώܕ〜ώノΩܕで、1 ෼野に 1-4 。ݸ
์ࣹ૊৫は୯ྻ、1-10 。ߴ๔ࡉ
・Φχάϧϛ（+VHMBOT NBOETIVSJDB .BYJN� TVCTQ� TJFCPMEJBOB	.BYJN�
,JUBNVSB）　クϧϛՊクϧϛ属

୯ಠまたは、ܘはൺֱత大ܘ材で、道؅޸ࢄ 2-3 かっ޲在し、年ྠքにࢄにෳ合して޲が์ࣹ方ݸ
てܘを઴ݮさせる。道؅は୯ἥ޸を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻする。์ࣹ૊৫は΄΅同ੑ、1-3 、๔෯ࡉ
1-40 。ߴ๔ࡉ
・ΧバノΩ属（#FUVMB TQ�）　ΧバノΩՊ

に޲は์ࣹ方޸؅、材で޸ࢄ 2 〜 4 ޸؅นはബい。道؅は֊段ἥ、がෳ合、ԣஅ面ではପԁ形ݸ
を༗し、段（CBS）数は 20 〜 30、น޸はີにରྻ状〜ަޓ状に഑ྻする。์ࣹ૊৫は同ੑ、1 〜 4
〜๔෯、１ࡉ 30 在状〜୹઀ઢ状。年ྠࢄで͋まり目立たない。ॊ૊৫はターϛナϧ状およͼߴ๔ࡉ
քはややෆ໌ྎ。
・コナϥ属アΧΨシѥ属（2VFSDVT TVCHFO� $ZDMPCBMBOPQTJT）　ϒナՊ

޸に഑ྻする。道؅は୯ἥ޲؅นްは中༱〜ްく、ԣஅ面ではପԁ形、୯ಠで์ࣹ方、材で޸ࣹ์
を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻする。์ ࣹ૊৫は同ੑ、୯ྻ、1-15 。のものとෳ合์ࣹ૊৫とが͋るߴ๔ࡉ
・クリ（$BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD�）　ϒナՊクリ属

部はݍ޸、材で޸؀ 3-4 。しながらՐԌ状に഑ྻするݮじたのち、઴ݮをܘに؅ܹٸで֎ݍ޸、ྻ
道؅は୯ἥ޸を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻする。์ࣹ૊৫は同ੑ、୯ྻ、1 〜 15 、材はࠜ。ߴ๔ࡉ
やや์ࣹ޸材で、์ࣹ૊৫は 1 〜 2 ྻになる。
・έϠΩ（;FMLPWB TFSSBUB	TIVOC�
.BLJOP）　χϨՊέϠΩ属

部はݍ޸、材で޸؀ 1-2 に໲޲じたのち、塊状にෳ合して઀ઢ・ࣼ方ݮをܘに؅ܹٸで֎ݍ޸、ྻ
༷状͋るいは帯状に഑ྻし、年ྠքに޲かってܘを઴ݮさせる。道؅は୯ἥ޸を༗し、น޸はަޓ状
に഑ྻ、小道؅内นにはらせΜංްが認められる。์ࣹ૊৫はҟੑ、1-6 ๔෯、1-50ࡉ ์。ߴ๔ࡉ
ࣹ૊৫の上Լԑ辺部を中心に݁থࡉ๔が認められる。
・クスノΩՊ（LBVSBDFBF）

؅นはബく、ԣஅ面では֯ுったପԁ形、୯ಠまたは、材で޸ࢄ 2-3 在ࢄにෳ合して޲が์ࣹ方ݸ
する。道؅は୯ἥ޸を༗し、น޸はަޓ状に഑ྻする。์ࣹ૊৫はҟੑ、1-2 ๔෯、1-20ࡉ 。ߴ๔ࡉ
ॊ૊৫は周ғ状およͼࢄ在状。ॊࡉ๔には༉ࡉ๔が認められる。
・イネՊ૲本類（(SBNJOFBF）

ਪ定される葉Ḝ（ᑈに༊ணし、周ғをऔりרいている葉の一部）をؚΉᑈの௚ܘは 4NN 前後。ᑈ
の中心は中ۭで周ғに૊৫が࢒る。原生໦部の小ܘの道؅の左ӈに 1 ରの大ܕの道؅が͋り、その
֎ଆに師部ࡉ๔が͋る。これらをણҡࡉ๔（ҡ؅ଋḜ）がғΜでҡ؅ଋを形成する。ࢼྉが੬ऑで、
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。Θれるࢥ๔がബいため、タέ・ササではなく૲本類（HSBTT）とࡉ๔นがബく、ણҡࡉ
࡯ߟ　%

炭化材のथ種同定の݁果、਑葉थのϞϛ属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、ΧϠ、޿葉थのΦχάϧϛ、Χ
バノΩ属、アΧΨシѥ属、クリ、έϠΩ、クスノΩՊなͲの 9 ෼類群とイネՊ૲本類が確認された。

検出された種類は、ྛԑや河川ԊいなͲに໌るいྛ地を構成するものが多く、െ࠾やૈᐗの収ୣな
Ͳ人ҝతな࡞༻によって࡞られるཬ山ྛ（਋炭ྛや農༻ྛ）にΈられる種類もؚまれている。当時は
このような৿ྛが近くにଘ在し、ೖखがՄೳで͋ったとߟえられる。

検出された種類のうち、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、Φχάϧϛ、ΧバノΩ属、アΧΨシѥ属、クリ、έ
ϠΩ、クスノΩՊは、ڧ౓は中༱〜ॏߗなものをؚΉが、いͣれもൺֱత成長がૣく、大きな材がಘ
やすい޲܏が͋る。Ϟϛ属はこれらにൺ΂るとܰೈで͋るが、Ճ޻が༰қで、ଠくまっす͙な材がಘ
やすいことから、ॅډ構ங材等に༻いられることが͋る。ΧϠは成長が஗く年ྠが៛ີで͋る。ڧ౓
がߴい໦材では͋るが、大きな໦材がಘ೉い。なお、ڧ㔸で͋ることから、ٷの༻材としてのར༻が
認められる。検出されたイネՊは、Ḝࡉ๔のްさからΈてタέではなく、૲本類のכで͋る。כは、
ܰく、ਫはけが良いことから、԰ࠜ材やน材をはじめ、建ங༻్に༻いられることが多い。

なお、今回の෼ੳにڙされた炭化材は、古代の竪穴ॅډ跡や土坑から出土したࢼྉがおよそ 8 ׂ
を占めている。थ種同定݁果では、4*67 や 4*58 ではෳ数のथ種から構成され、その中ではクリが
多いという޲܏をࣔす一方、4,195 ではथ種がクリのΈで構成されるという特௃が໌らかとなった。
クリはॏߗな໦材で͋り建ங構଄材として༏れていることから、ར༻されたՄೳੑが͋る。4,195
については、遺構のੑ֨を౿まえた検౼がඞ要とߟえられる。 （東ᖒ　ᠳ・田中ٛ文）

3)　์ࣹੑ୸ૉ೥୅ଌఆ
ྉࢼ　"

ྉは、第ࢼ 2 項で෼ੳର৅とされた炭化材のうち、୲当者によりબ୒された 6 点（ࢼྉ 82・83・
89・102・109・111）で͋る。
#　෼ੳํ๏

化ナトリ΢Ϝ（/B0)）により෗২ࢎਫ、ڈՄ༹成෼をআࢎԘ等ࢎにより炭（M$(）ࢎྉは、Ԙࢼ
するڈՄ༹成෼をআࢎԘ等ࢎによりアϧΧリॲཧ時に生成した炭ࢎԘ、ڈ等アϧΧリՄ༹成෼をআࢎ

にڞ化ナトリ΢Ϝࢎਫ、ࢎೱ౓はԘ。（ॲཧ """�"DJE "MLBMJ "DJEࢎ・アϧΧリ・ࢎ） 1NPM�L で͋る。
は（するݩమを৮ഔとしਫૉでؐ）化炭ૉのਫ਼製、άϥフΝイト化ࢎྉの೩焼、二ࢼ EMFNFOUBS 社

の WBSJP *40T01E DVCF と *POQMVT 社の "HF3 を連݁したࣗಈ化૷ஔを༻いる。ॲཧ後のάϥフΝイト・
మคࠞ合ࢼྉを /E$ 社製のϋンドプϨス機を༻いて内ܘ 1NN の޸にプϨスし、ଌ定ࢼྉとする。

ଌ定はタンσϜՃ଎器をϕースとした 14$-".4 ઐ༻૷ஔ（/E$ 社製）を༻いて、14$ のܭ数、13$
ೱ౓（13$�12$）、14$ ೱ౓（14$�12$）をଌ定する。".4 ଌ定時に、ถ国国立ඪ४ہ（/*4T）からఏڙ
されるඪ४ࢼྉ（)09- ᶘ）、国ࡍ原子ྗ機関からఏڙされるඪ४ࢼྉ（*"E"-$6 等）、バックάϥ΢
ンドࢼྉ（*"E"-$1）のଌ定も行う。Ў13$ はࢼྉ炭ૉの 13$ ೱ౓（13$�12$）をଌ定し、基४ࢼྉから
のͣれをઍ෼ภࠩ（̄）でදす。

์ࣹੑ炭ૉの半ݮ期は L*##: の半ݮ期 5568 年を࢖༻する。また、ଌ定年代は 1950 年を基点と



ྉࢼ
൪߸

出土஍఺
ͳͲ ੑঢ় ॲཧ

ํ๏
ิਖ਼೥୅�#1
( ྐྵ೥ֱਖ਼༻ ) Ў13$�(̄) ྐྵ೥ֱਖ਼೥୅ $PEF�/P�೥୅஋ ֬཰�

82 4%12
-152

炭化材
	 ΧバノΩ属 


"""
	1.


755 ʶ 20
	753 ʶ 21


-26�88
ʶ 0�24

М DBM "% 1262 - DBM "% 1282 688 - 669 DBM#1 68�3 *"""-
240729

QBM-
153982М DBM "% 1227 - DBM "% 1285 723 - 665 DBM#1 95�4

83 4,195
-15

炭化材
	 クリ 


"""
	1.


1175 ʶ 20
	1175 ʶ 21


-28�17
ʶ 0�22

М
DBM "% 776 - DBM "% 788 1174 - 1163 DBM#1 12�0

*"""-
240730

QBM-
15399

DBM "% 828 - DBM "% 890 1123 - 1061 DBM#1 56�2

2М
DBM "% 772 - DBM "% 794 1179 - 1157 DBM#1 16�5
DBM "% 799 - DBM "% 896 1152 - 1055 DBM#1 70�0
DBM "% 924 - DBM "% 950 1027 - 1000 DBM#1 8�9

89 4,195
-83

炭化材
	 クリ 


"""
	1.


1190 ʶ 20
	1192 ʶ 21


-29�28
ʶ 0�17

М
DBM "% 780 - DBM "% 789 1171 - 1162 DBM#1 8�8

*"""-
240731

QBM-
15400DBM "% 824 - DBM "% 883 1126 - 1068 DBM#1 59�5

2М DBM "% 773 - DBM "% 889 1177 - 1061 DBM#1 95�4

102 4*67
-1905-2

炭化材
	 クリ 


"""
	1.


1320 ʶ 20
	1321 ʶ 21


-27�77
ʶ 0�17

М
DBM "% 661 - DBM "% 683 1290 - 1267 DBM#1 38�3

*"""-
240732

QBM-
15401

DBM "% 745 - DBM "% 760 1206 - 1190 DBM#1 24�0
DBM "% 767 - DBM "% 772 1184 - 1179 DBM#1 6�0

2М
DBM "% 655 - DBM "% 705 1295 - 1246 DBM#1 53�8
DBM "% 738 - DBM "% 775 1212 - 1176 DBM#1 41�7

109 4*67
-1939

炭化材
	 ΧϠ 


"""
	1.


1285 ʶ 20
	1287 ʶ 21


-24�54
ʶ 0�24

М
DBM "% 676 - DBM "% 706 1275 - 1245 DBM#1 32�4

*"""-
240733

QBM-
15402DBM "% 737 - DBM "% 772 1213 - 1179 DBM#1 35�9

2М DBM "% 669 - DBM "% 774 1282 - 1177 DBM#1 95�4

111 4417
-273

炭化材
	 Ϛπ属ෳҡ
؅ଋѥ属 


"""
	1.
 NPEFSO -30�66

ʶ 0�19

М
*"""-

240734
QBM-

15403
2М

1
 年代஋のࢉ出には、LJCCZ の半ݮ期 5568 年を࢖༻。
2
#1 年代஋は、1950 年を基点としてԿ年前で͋るかをࣔす。
3
 ෇記したࠩޡは、ଌ定ࠩޡМ（ଌ定஋の 68�2� がೖるൣғ）を年代஋にࢉ׵した஋。
4
)$M はࢎॲཧ、""" は、ࢎ・アϧΧリ・ࢎॲཧ、"B" はアϧΧリೱ౓をബくしたॲཧをࣔす。
5
 暦年のࢉܭには、0YDBM W4�4、ֱ正σーターセットは *OU$BM20 を࢖༻。
6
 暦年のࢉܭには 1 ܻ目までࣔした年代஋を࢖༻。
7
 ֱ正ۂઢやֱ正プロάϥϜがվ正された৔合のࢉܭ࠶やൺֱが行いやすいように、1 ܻ目をؙめていない。
8
 ౷ܭతに真の஋がೖる確཰は、Мが 68�2�、2Мが 95�4� で͋る。
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した年代（#1）で͋り、ࠩޡはඪ४ภࠩ（0OF 4JHNB�68�）に相当する年代で͋る。ଌ定年代のද
ࣔ方法は、国ֶࡍ会でのק告にैう（4UVJWFS � 1PMBDI,1977）。暦年ֱ正に༻いるιフト΢Τアは、
0YDBM4�4（#SPOL,2009）、ֱ正ۂઢは *OU$BM20 （3FJNFS FU BM�,2020）で͋る。

暦年ֱ正は、大ؾ中の 14$ ೱ౓が一定で半ݮ期が 5568 年としてࢉ出された年代஋にରし、աڈの
Ӊ஦ઢڧ౓や地ٿ磁৔のมಈによる大ؾ中の 14$ ೱ౓のมಈ、その後గ正された半ݮ期（14$ の半ݮ
期 5730 ʶ 40 年）をֱ正することによって、暦年代に近ͮけるख法で͋る。
$　݁Ռ͓Αͼ࡯ߟ

݁果を第 63 ද、第 382 ਤにࣔす。同Ґମิ正を行った์ࣹੑ炭ૉ年代ଌ定݁果は、4%12-152（ࢼ
ྉ 82） が 755 ʶ 20#1、4,195-15（ ࢼ ྉ 83） が 1175 ʶ 20#1、4,195-83（ ࢼ ྉ 89） が 1190
ʶ ྉࢼ）67-1905-2*4、20#1 102）が 1320 ʶ ྉࢼ）67-1939*4、20#1 109）が 1285 ʶ 20#1、
ྉࢼ）4417-273 111）が NPEFSO で͋った。

暦年ֱ正݁果（2М）は、4%12-152（ࢼྉ 82）が DBM"% 1227 〜 ྉࢼ）4,195-15、1285 83）が
DBM"% 772 〜 ྉࢼ）4,195-83、950 89）が DBM"% 773 〜 ྉࢼ）67-1905-2*4、889 102）が DBM"% 
655 〜 ྉࢼ）67-1939*4、775 109）が DBM"% 669 〜 774 で͋る。

発掘調査所見と暦年ֱ正݁果とをൺֱすると、古代末〜中世とされる ྉࢼ）4%12 82）は 13 世紀
代の暦年代ൣғがಘられており、後ड़する 4*67 や 4,195 よりも新しい遺構で͋るՄೳੑがߴい。平
安時代とਪ定される ྉࢼ）4,195 83,89）は 8 世紀後半〜 9 世紀後半およͼ 10 世紀半͹ࠒ、奈良
時代とਪ定される ྉࢼ）67*4 102,109）は 7 世紀中͹〜 8 世紀後半ࠒまでの暦年代ൣғをࣔしており、
いͣれも発掘調査所見を支࣋する݁果とݴえる。一方、縄文時代の集石とされる ྉࢼ）4417 111）
は NPEFSO で͋ったことから、出土炭化材はݱ代のものと൑அされる。 （田中ٛ文）
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第 3�3 図　୸Խछ࣮
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第 3�4 図　୸Խࡐ (1)

1B 1C 1D

2B 2C 2D

3B 3C 3D

B�໦ޱ C�ຝ目 D�൘目
スέーϧは100ЖN

1�Ϟϛ属	ࢼྉ94

2�Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属	ࢼྉ111

3�ΧϠ	ࢼྉ109




　ࣗવՊֶ෼ੳ 

ᴷ 505 ᴷ

第 3�� 図　୸Խࡐ (2)
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第 3�6 図　୸Խࡐ (3)
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第 3�� 図　୸Խࡐ (4)
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2　平山遺跡 2-6 東۠・2-7 ۠の土৕෼ੳ

パリノ・サーヴェイ株式会社
͸͡Ίʹ

平山遺跡（東京都日野市西平山地内）は、浅川Լྲྀ域左岸に෼෍する日野୆地の南ԑに෇ਵする௿
Ґ段丘上にҐஔする。日野୆地本ମは中期ߋ新世末にଯ積した日野段丘ଯ積物により構成されている
日野面に۠෼されているが、平山遺跡のҐஔする段丘は、それよりも௿Ґの立川 2 面（TD2）に۠෼
されている（২໦΄か ,2013）。

平山遺跡 2-6 東۠およͼ 2-7 ۠の発掘調査では、ް
いローϜ૚の土૚அ面が࡞成されたが、૚Ґతな৭調
のม化に๡しいため、෢蔵野୆地のローϜ૚の基本૚
ংとのରൺがࠔ೉とされた。本報告では、調査۠で確
認されたローϜ૚について、ςフϥ෼ੳ（ॏ߭物૊成、
Ր山Ψϥスൺ෼ੳ、۶ં཰ଌ定）を実ࢪし、基本૚ং
とのରൺを行った。

ྉࢼ　(1
ྉは、2-6ࢼ 東۠およͼ 2-7 ۠のࢼ掘坑 2 箇所で࡞

成された土૚அ面より࠾औされている。֤ࢼ掘坑の平
面Ґஔを第 388 ਤに、֤ࢼ掘坑の土૚அ面およͼࢼ
ྉ࠾औҐஔを第 389 ਤにࣔす。以Լに֤地点の֓要
をड़΂る。
"　2�6 ౦۠޵۷ࢼ� 4౦น

本地点では、検出面からਂ౓約 1�5N までのローϜ
૚அ面が࡞成された。土૚は׊৭をఄするՐ山灰土い
ΘΏるローϜで͋る。発掘調査所見により、検出面の
ローϜ૚は̫૚とされ、いΘΏるιフトローϜ૚に相
当する。そのԼҐはॱに " ૚から E ૚までの෼૚が
なされている。

ྉは、ᶛ૚上面よりࢼ E ૚の上部まで、ްさ 5DN
で連続に 30 点࠾औされており、上Ґよりࢼྉ番号 1
〜 30 が෇されている。

ςフϥ෼ੳには、ᶛ૚以Լの֤૚ 1 点ͣつにΘた
るようにબ୒された土৕ࢼྉ 6 点（ࢼྉ番号 2・5・9・
14・22・29）をڙしている。
#　2�� ޵۷ࢼ�۠ 12 ๺น

本地点では、検出面からਂ౓約 2N までのローϜ૚

�3
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第 3�� 図　ࢼྉ࠾औҐஔ (1)(1/1
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அ面が࡞成された。土૚の΄とΜͲは׊৭をఄするՐ山灰土いΘΏるローϜで͋るが、அ面のԼ部は
࠭૚およͼ࠭礫૚で͋る。発掘調査所見により、検出面のローϜ૚の 1 ૚がいΘΏるιフトローϜ
とされ、上Ґよりॱに " ૚から + ૚までの෼૚がなされている。このうち、" ૚〜 ' ૚まではローϜ
で͋り、* ૚は࠭礫૚、(・)・+ の֤૚は࠭૚で͋る。

"、ྉはࢼ ૚上面より + ૚の࠷上部まで、ް さ 5DN 連続で࠾औされているが、૚քにލる৔合には、
૚քの上Լで番号が෇されている。そのため࠾औされたࢼྉは、ࢼྉ番号 1 〜 54 までの合ܭ 54 点
になる。

ςフϥ෼ੳには、1 ૚以Լの֤૚ 1 点ͣつにΘたるようにબ୒された土৕ࢼྉ 10 点（ࢼྉ番号 2・
8・16・24・33・40・45・48・52・54）をڙしている。

2)　෼ੳํ๏
"　ςϑϥ෼ੳ（ॏ߭෺૊成ɺՐ山Ψϥεൺ෼ੳɺ۶ં཰ଌఆ）

ྉ約ࢼ 40H にਫをՃえ௒Ի೾ચড়૷ஔにより෼250、ࢄ ϝッシϡの෼ੳᝲを༻いてਫચし、ཻܘ

第 389 図　ࢼྉ࠾औҐஔ (2)(1/40ʣ
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1�16NN 以Լのཻ子をআڈする。ס૩の後、ᝲ別し、ಘられたཻܘ 1�4NN-1�8NN の࠭෼をϙリタ
ンάスςンࢎナトリ΢Ϝ（ൺॏ約 2�96 に調੔）によりॏӷ෼཭、ॏ߭物をภޫݦඍڸԼにて 250 ཻ
にୡするまで同定する。ॏ߭物同定のࡍ、ෆಁ໌なཻについては、ࣼめ上方からの落ࣹޫԼでࠇ৭金
属ޫ୔をఄするもののΈを「ෆಁ໌߭物」とする。「ෆಁ໌߭物」以֎のෆಁ໌ཻおよͼม࣭等で同
定のෆՄೳなཻ子は「そのଞ」とする。

Ր山Ψϥスൺは、ॏӷ෼཭したܰ߭物෼におけるཻ࠭を 250 ཻ数え、その中のՐ山Ψϥスのྔൺ
をٻめる。Ր山Ψϥスの形ଶ෼類は、バϒϧܕ・中間ܕ・ܰ 石ܕの 3 タイプに෼類した。֤ܕの形ଶは、
バϒϧܕはബख平൘状、中間ܕはද面にؾ๐のগないްख平൘状͋るいはഁࡅ片状なͲの塊状Ψϥス
で͋り、ܰ石ܕは小ؾ๐をඇৗに多く࣋った塊状およͼؾ๐の長く伸ͼたણҡଋ状のものとする。ま
た、Ր山Ψϥスにおける「そのଞ」とは、ܰ߭物෼におけるՐ山Ψϥス以֎のཻ子（石ӳや長石類な
Ͳの߭物ཻ子およͼ෩化มཻ࣭なͲ）で͋る。

Ր山Ψϥスの۶ં཰ଌ定は、古ᖒ（1995）の ."*0T を࢖༻したԹ౓ม化法を༻いた。

3)　݁Ռ
"　2�6 ౦۠޵۷ࢼ 4౦น

݁果を第 64 ද、第 390 ਤにࣔす。ॏ߭物૊成は、શ૚ҐにΘたってΧンϥン石がඇৗに多く、
60 〜 80� を占める。ଞにগྔのࣼ方ً石と୯ًࣼ石およͼෆಁ໌߭物がؚまれる。$ ૚以Լの૚Ґ
では、ً྆石はগྔながらもԼҐ΄Ͳ多くなる޲܏がӐえる。

Ր山Ψϥスൺでは、ࢼྉ番号 2 に中間ܕՐ山Ψϥスの໌ྎなೱ集૚४がࣔされている。" ૚や #
૚にも中間ܕՐ山Ψϥスがগྔؚまれるが、$ ૚以ԼにはՐ山Ψϥスは΄とΜͲؚまれない。

Ր山Ψϥスの۶ં཰を第 392 ਤにࣔす。બ୒したࢼྉのうち、ࢼྉ番号 22 については、Ր山Ψ
ϥスがશく検出されなかったため、۶ં཰のଌ定はෆೳで͋った。ଌ定した 5 点のࢼྉのうち、Ր

第 64 ද　ॏ߭෺ɾՐ山Ψϥεൺ෼ੳ݁Ռ
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山Ψϥスがগྔ以上ؚまれるࢼྉ番号 2・5・9 の 3 点は໌ྎな۶ં཰のϨンδがࣔされた。いͣれ
も同༷の஋をࣔし、ϨンδのԼݶは O1�500、上ݶは O1�503 で͋った。Ϟードは O1�501 から 1�503
の間に͋る。ࢼྉ番号 14・29 は、検出されたՐ山Ψϥスはۃめてඍྔで͋ったため、そのϨンδ
もෆ໌ྎで͋る。ࢼྉ番号 14 では、O1�499 から O1�504 までの஋が認められ、ࢼྉ番号 29 では、
O1�500 前後、O1�507 前後、O1�513 ෇近の஋が認められた。
#　2�� ޵۷ࢼ۠ 12�๺น

݁果を第 64 ද、第 391 ਤにࣔす。ॏ߭物૊成は、શ૚ҐにΘたってΧンϥン石がඇৗに多く、6 ૚（ࢼ
ྉ番号 40）以上では 60 〜 80� を占める。その中でも $ ૚（ࢼྉ番号 16）で࠷も多く、その上Ґ
とԼҐではݮগ޲܏がӐえる。Χンϥン石のݮগ޲܏がӐえる૚Ґでは、ෛの相関でࣼ方ً石の増Ճ
がӐえる。特に޲܏ % ૚（ࢼྉ番号 24）以Լにおいてݦ著で͋り、( ૚（ࢼྉ番号 45）から * ૚（ࢼ
ྉ番号 52）までの૚Ґではࣼ方ً石のྔൺは 20� を௒える。

Ր山Ψϥスൺでは、" ૚（ࢼྉ番号 2）に中間ܕՐ山Ψϥスの໌ྎなೱ集૚४がࣔされている。#
〜 % ૚にも中間ܕՐ山Ψϥスはগྔまたはඍྔؚまれるが、E ૚以ԼにはՐ山Ψϥスは΄とΜͲؚま
れない。

Ր山Ψϥスの۶ં཰を第 393 ਤにࣔす。ଌ定した 10 点のࢼྉのうち、Ր山Ψϥスがඍྔ以上ؚ
まれるࢼྉ番号 16 以上の 3 点は໌ྎな۶ં཰のϨンδがࣔされた。いͣれも΄΅同༷の஋をࣔし、
ϨンδのԼݶは O1�500 または 1�501、上ݶは O1�503 または 1�504 で͋った。Ϟードは O1�502 ෇
近に͋る。ࢼྉ番号 24 はՐ山Ψϥスはඍྔで͋るが、そのϨンδの஋とϞードの஋は、上記 3 点の
ྉ番号ࢼ。ྉと΄΅同༷で͋るࢼ 33 以Լは、検出されたՐ山Ψϥスはۃめてඍྔで͋ったため、そ
のϨンδもෆ໌ྎで͋る。ࢼྉ番号 33 では O1�500 ෇近の஋が認められ、ࢼྉ番号 40 と 45 では
O1�497 から 1�500 ෇近の஋が認められ、ࢼྉ番号 48 では O1�499 〜 1�501 ෇近と O1�508 ෇近およ
ͼ O1�512 〜 1�515 ෇近の஋が認められ、ࢼྉ番号 52 では O1�514 〜 1�516 ෇近、さらにࢼྉ番号
54 では O1�512 〜 1�516 ෇近の஋がࣔされた。

࡯ߟ　(4
"　2�6 ౦۠޵۷ࢼ 4౦น

本地点における࠷も༗ޮなରൺࢦඪは、ᶛ૚に認められた中間ܕՐ山Ψϥスのೱ集૚४で͋る。こ
のՐ山Ψϥスは産出૚Ґと形ଶおよͼ۶ં཰の特௃から、立川ローϜ૚上部Ψϥス࣭ςフϥ（6(� 山
࡚ ,1978）に༝དྷする。本地点における 6( のՐ山Ψϥスは、" ૚や # ૚にもٴΜでいるが、ᶛ૚の
Ր山Ψϥスのྔൺとのࠩが特に໌ྎなため、ᶛ૚がςフϥ࠷ೱ集部のԼݶに相当するとߟえられる。
ςフϥ࠷ೱ集部のԼݶは、そのςフϥの降灰૚४に΄΅一கするとݴΘれている（ૣ௡ ,1988）から、
本地点における 6( の降灰૚४はᶛ૚のࢼྉ番号 2 ෇近にਪ定される。これまでの෢蔵野୆地の立
川ローϜ૚の෼ੳྫからは、6( の降灰૚४は、ඪ४૚ংのᶙ૚上部にਪ定されることが多い。した
がって、本地点のᶛ૚は、ඪ४૚ংのᶙ૚上部にରൺされるとߟえられる。6( の෾出年代について
は、6( の༝དྷとߟえられている浅間Ր山のܰ石ྲྀ期のςフϥの年代が暦年では 1�5 〜 1�6 ສ年前と
されている（町田・新Ҫ ,2003）から、これを 6( の年代とߟえて良い。したがって、本地点のᶛ૚
は暦年で 1�5 〜 1�6 ສ年前ࠒの形成年代がਪ定される。なお、Ր山Ψϥスの۶ં཰から、本地点では、
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第 390 図　2�6 東۠޵۷ࢼ 4東นのॏ߭物૊੒͓ΑͼՐ山Ψラε比

第 391 図　2�7 ޵۷ࢼ۠ 12 ๺นのॏ߭物૊੒͓ΑͼՐ山Ψラε比
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第 393 図　2�7 ޵۷ࢼ۠ 12 ๺นのՐ山Ψラεの۶ં཰

第 392 図　2�6 東۠޵۷ࢼ 4東นのՐ山Ψラεの۶ં཰
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" ૚や # ૚にগྔؚまれる中間ܕՐ山Ψϥスも 6( に༝དྷするものと൑அされ、さらには $ ૚にۃめ
てඍྔ検出されたՐ山Ψϥスも 6( に༝དྷするとߟえられる。こうしたςフϥ༝དྷのᷲࡅ物の降灰૚
४よりもԼҐの૚Ґ΁の落ちࠐΈは、降灰後の土৕化࡞༻におけるಈ২物による׆ಈや土৕のౚ݁༥
ղの܁りฦしなͲが要因となっているとߟえられる。

これまでの෼ੳ事ྫの特に多い෢蔵野୆地の立川ローϜ૚については、҉৭帯を基४とした෼૚が
古くより行Θれており、ඪ४૚ংともいう΂きڞ௨した૚名が༻いられている。໼ڮ・࡞本（2012）は、
෢蔵野୆地֤地における立川ローϜ૚のॏ߭物૊成の૚Ґతなม化を調΂、ڞ௨した૚Ґで認められ
る特定の߭物のྔൺのۃ大૚४がରൺࢦඪとなることを見出した。具ମతには、上Ґよりॱに、ᶙ૚
Լ部〜ᶚ૚上部のΧンϥン石のۃ大૚४、ᶛ૚௚上およͼ௚Լのً石のۃ大૚४、ᶝ૚Լ部のΧンϥ
ン石のۃ大૚४、ɜ ૚中部〜Լ部のً石のۃ大૚४およͼᶠ૚のΧンϥン石のۃ大૚४が͛ڍられる。
これらのうち、ᶛ૚௚上のً石のۃ大૚४は、小ྛ΄か（1971）におけるӋௗの෼ੳྫ以དྷ多くの
෼ੳྫでࢦఠされている。

平山遺跡のҐஔする日野୆地は、多摩川をڬΜで෢蔵野୆地にྡ઀する地ཧతҐஔに͋り、ローϜ
૚の形成؀境は΄΅同༷で͋るとߟえられるから、上ड़した෢蔵野୆地の立川ローϜ૚のඪ४૚ংに
おけるॏ߭物૊成の૚Ґతなม化は本地点でもద༻されるとߟえてよい。本地点のローϜ૚において
は、上ड़した 6( の降灰૚४をྀߟすると、$ ૚のࢼྉ番号 14 ෇近のΧンϥン石の多いॏ߭物૊成
が、ᶙ૚Լ部〜ᶚ૚上部のΧンϥン石のۃ大૚४にରൺされる。また、ඪ४૚ংにおけるᶛ૚௚上の
ً石のۃ大૚४は、E ૚のࢼྉ番号 29 よりもさらにԼҐに͋ることがਪ定される。したがって、本
地点の૚ংとඪ४૚ংとのରൺでは、本地点のᶛ૚から $ ૚までが֓Ͷඪ४૚ংのᶙ૚にରൺされ、
本地点の % ૚から E ૚まではඪ४૚ংのᶚ૚にରൺされるとߟえられる。
#　2�� ޵۷ࢼ۠ 12�๺น

2-6 東۠ ࢼ掘坑 4 東นと同༷に本地点においても " ૚（ࢼྉ番号 2）に認められる中間ܕՐ山Ψ
ϥスのೱ集૚४は、6( の降灰૚४にରൺされる。また、$ ૚（ࢼྉ番号 16）のॏ߭物૊成は、ඪ
४૚ংのᶙ૚Լ部〜ᶚ૚上部のΧンϥン石のۃ大૚४にରൺされる。したがって、本地点の " ૚〜
$ ૚までが֓Ͷඪ४૚ংのᶙ૚にରൺされ、本地点の % ૚以Լがඪ४૚ংのᶚ૚以Լにରൺされる。
なお、Ր山Ψϥスの۶ં཰から、本地点では E ૚上部（ࢼྉ番号 33）෇近まで 6( のՐ山Ψϥスの
落ちࠐΈがਪ定される。Ր山Ψϥスの落ちࠐΈについては、2-6 東۠ࢼ掘坑 4 東นの項でड़΂た௨り
で͋る。

本地点の ( ૚〜 + ૚にかけての૚Ґは、࠭૚または࠭礫૚で͋るため、෩成ਖのྦྷ積を前ఏとす
るॏ߭物૊成の૚Ґతม化による૚ংରൺをద༻することはできない。実ࡍに本地点でも、෢蔵野
୆地の立川ローϜ૚には΄とΜͲؚまれることない֯ર石がඍྔながらもؚまれている。本地点の (
૚以Լは、上ड़した % ૚以Լのରൺから、֓Ͷඪ४૚ংのᶚ૚Լ部以ԼにରൺされるՄೳੑが͋る
とߟえられる。

ところで、今回෼ੳを行ったࢼ掘坑 2 箇所のローϜ૚では、෢蔵野୆地の立川ローϜ૚上半部に
してؚまれているѬ良ࢄ֦ TO ςフϥ（"T� 町田・新Ҫ ,1976）に༝དྷするՐ山Ψϥスのؚ༗は໌ྎ
ではない。おそらく、本地点の 6 ૚（ࢼྉ番号 40）〜 8 ૚（ࢼྉ番号 48）に認められる O1�499 以
Լの௿۶ં཰のՐ山Ψϥスが "T に༝དྷするՄೳੑの͋ることをࢦఠできるにա͗ない。このことは、
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本遺跡の立地する段丘の཭ਫが、"T の降灰以後で͋ったことをࣔࠦしている。本地点では、その૚
相から、( ૚までは主に河川によるଯ積により形成されたとߟえられる。おそらく "T の降灰は、(
૚以Լの૚Ґ形成時に͋ったとߟえられ、降Լଯ積した "T のᷲࡅ物は、΄とΜͲྲྀࣦしてしまった
ために཭ਫ後のローϜ૚で͋る ' ૚以上の土૚形成時の෩成ਖ中には΄とΜͲࠞ在することがなかっ
たとߟえられる。

前ड़したように本遺跡の立地する段丘は TD2 面に۠෼されているが、཭ਫした年代は、"T の降灰
した 3 ສ年前よりも後で͋ったとߟえられる。෢蔵野୆地の TD2 面は "T の降灰௚前や௚後の཭ਫと
されるところが多いが、日野୆地の TD2 面は、෢蔵野୆地の TD2 面よりも཭ਫの஗れた段丘で͋っ
たとߟえられる。

なお、本地点のՐ山Ψϥスの۶ં཰ଌ定では、) ૚（ࢼྉ番号 48）以Լのࢼྉで O1�515 ෇近の
۶ં཰をࣔすՐ山Ψϥスがඍྔながらؚまれている。このՐ山Ψϥスは、その஋（町田・新Ҫߴ ,2003）
から、6 〜 6�5 ສ年前にശࠜՐ山より෾出したശࠜ東京ςフϥ（)L-T1）に༝དྷするՄೳੑが͋る。
もちろΜ本地点の ) ૚以Լは )L-T1 の降灰૚४とはແ関܎で͋り、おそらく ) ૚以Լの࠭૚形成時
のᷲࡅ物の中に )L-T1 ༝དྷのᷲࡅ物がࠞೖしていることをࣔすものとߟえられる。
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第 394 図　ॏ߭෺･ՐࢁΨϥス
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1.火山ガラス(2-6東区試掘坑4東壁 Ⅴ層;2) 2.重鉱物(2-6東区試掘坑4東壁 A層;5)

3.重鉱物(2-6東区試掘坑4東壁 E層;29) 4.火山ガラス(2-7区試掘坑12北壁 A層;2)

5.重鉱物(2-7区試掘坑12北壁 C層;16) 6.重鉱物(2-7区試掘坑12北壁 I層;52)

Ol:カンラン石. Opx:直方輝石. Cpx:単斜輝石. Vg:火山ガラス. Pl:斜長石.
0.5mm
(1-6)
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3　平山遺跡その 3 出土נのݩૉ૊成෼ੳ

長佐古　真也（東京都埋蔵文化財センター）　
ॹݴ

調査୲当からのґཔをडけ、平山遺跡その 3 出土נの E%9 を༻いたݩૉ૊成෼ੳを実ࢪした。ݱ
状では、ൺֱର৅とす΂き窯跡出土ࢿྉの෼ੳྫがෆ଍していることから、基ૅσータの஝積を第一
の目తとしたが、当初のґཔ目తで͋る当該ࢿྉの生産地同定に޲けたల๬をಘるため、多摩χϡー
タ΢ン（以Լ、T/ とলུ）遺跡内窯跡出土נ等の෼ੳ事ྫ（長佐古 2024）とのൺֱもࢼΈた。

̍　෼ੳର৅ࢿྉͱ෼ੳのํ๏
෼ੳର৅としたנは、ૠਤະࢿࡌܝྉをؚΉ 8 点で͋る（第 395 ਤ）。֤ ྉにはࢼ " 〜 ) のԾූ号を、

෼ੳ஋にはॱに )33T@1 〜 8 の番号を෇した。֤ࢼྉのৄࡉについては、報告書本文をࢀরされたい。
෼ੳは、ඇഁյを原ଇとし、ԚછのগないとࢥΘれるഁஅ面をଌ定面とした。ݩૉ෼ੳにઌ立って、

まͣଌ定面にબ୒したഁஅ面の実ମݦඍڸը૾をࡱӨした。૾ࡱには、0L.164 製σδタϧ実ମݦ
ඍڸ %49-110（東京都埋蔵文化財センター）を༻いた。

෼ੳにはౡ௡製୎上ܕΤネϧΪー෼ޫܬࢄ 9 ઢ෼ੳ૷ஔ（E%9） E%9-8100（東京都埋蔵文化財
センター）を༻いた。෼ੳ条݅は、3I ターήット、真ۭ؀境、෼ੳର৅ "Mʕ6（4�00 〜 35�00F7）
の ྖ 域 は 50L7 ʗ 240 Ж "-"VUP の 条 ݅ で、$ʕ4D（0�00 〜 4�40F7） の ྖ 域 は 15L7 ʗ 1000 Ж
"-"VUP、さらに 4・,・$B のਫ਼ີ定ྔをҙਤして設けた 4ʕ$B（2�10 〜 4�10F7）のྖ域については
15L7 ʗ 1000 Ж "-"VUP で �2 のフΟϧタを࢖༻し、ܭ 3 つのྖ域を 60 ඵͣつଌ定した。コリϝー
タ（ଌ定ൣғのߜり）は 10NN としたが、ද面のコンタϛネーシϣンがݒ೦される '・) について
は 5NN とした。

෼ੳ஋のࢉ出には、'1 法による定ੑ定ྔϝχϡーを設定し、ؠ石・土৕にؚまれるՄೳੑの͋る
10 種の主成෼ݩૉ < ૉ（4J）・アϧϛχ΢Ϝ（"M）・మ（'F）・νタン（TJ）・ナトリ΢Ϝ（/B）・Χܔ
リ΢Ϝ（,）・Ϛάネシ΢Ϝ（.H）・Χϧシ΢Ϝ（$B）・リン（1）・ེ ԫ（4）> にՃえ、ඍྔݩૉ 9 種 < バ
ナδ΢Ϝ（7）・クロϜ（$S）・ϚンΨン（.O）・ѥԖ（;O）・Ψリ΢Ϝ（(B）・ώૉ（"T）・ϧϏδ΢Ϝ（3C）・
ストロンν΢Ϝ（4S）・イットリ΢Ϝ（:）・δϧコχ΢Ϝ（;S）> のܭ 19 定し、定ੑతに検ݻૉをݩ
出されたݩૉもՃえてଘ在ൺをࢉ出した。

" #

$

%

& '

( )
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SiO2 Al2O3 Fe2O3 TiO2 Na2O MgO K2O CaO P2O3 SO3
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

H3RT_1 28Q-49 Ⅰ 丸瓦 A 64.1 22.3 6.45 0.98 0.89 0.89 2.96 0.62 0.31 0.29
H3RT_2 13454 Ⅱ 丸瓦 B 64.6 22.1 6.03 0.96 0.50 0.99 3.69 0.56 0.22 0.19
H3RT_3 28Q-36 Ⅰ 丸瓦 C 63.5 23.0 6.25 0.96 0.94 0.93 2.90 0.63 0.27 0.30
H3RT_4 SK191-41 － 丸瓦 D 63.3 23.5 5.93 1.01 0.83 0.92 3.04 0.64 0.34 0.27
H3RT_5 SK191-91 － 丸瓦 E 66.8 21.4 5.00 0.95 1.01 0.85 2.94 0.53 0.20 0.15
H3RT_6 28Q-10 － 丸瓦 F 66.3 21.9 5.23 0.93 0.73 0.84 3.05 0.47 0.18 0.15
H3RT_7 29P-85 － 平瓦か G 62.1 26.3 5.26 1.12 0.61 0.92 2.48 0.47 0.22 0.27
H3RT_8 19438 Ⅱ 平瓦か H 62.0 25.5 5.82 1.21 0.76 0.90 2.61 0.52 0.17 0.21

Rb2O SrO Cr2O3 ZnO MnO V2O5 ZrO2 Y2O3 Ga2O3 AgO2
ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm

A 26 112 152 177 682 429 323 59 45
B 58 118 176 182 631 503 309 60 42
C 48 115 159 186 1308 466 325 63 54
D 43 110 155 192 585 431 300 59 43
E 153 112 164 190 585 428 304 39 44
F 152 106 163 184 548 403 306 40 42
G 137 129 171 187 535 447 337 36 51 135
H 154 149 176 196 768 493 384 39 48 197

H3RT_7
H3RT_8

H3RT_5

H3RT_1
H3RT_2
H3RT_3
H3RT_4

H3RT_6

略号

器種層位遺構・Grid 略号分析番号

分析番号
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̎　෼ੳ݁Ռ
ૉ૊成෼ੳの݁果を第ݩ 65 දにࣔす。主成෼ݩૉについてはˋ୯Ґ、そのଞのඍྔݩૉは QQN

୯Ґでࣔした。෼ੳ஋は、ؠ石ֶのश׳に฿ってશてࢎ化物としてࢉ出して͋る。また、మについて
は、す΂て 3 ՁとԾ定してࢉ出した。これにより、'1 法でも、検ྔઢ法に近いਫ਼౓の෼ੳ஋がಘら
れることが確認できている（長佐古 2024）。

࡯ߟ　3
まͣ、ଌ定面の実ମݦඍڸによる֦大ը૾（ਤ 396）で、֤ 。త特௃を把握しておく؟ྉ଻土の೑ࢼ
#・$・% の 3 点は、ܘ 0�1 〜 0�5NN ΄Ͳの֯の͋る長石ཻ子を多くؚΈ、0�5NN 以上の長石お

ʢ໿ 3�5 ഒʗࡱӨ࣌ 24ʷɺӈԼεέʔϧόʔ 2NNʣ

第 3�6 図　平山遺跡その 3出土ࢼנྉଌఆஅ໘の֦େը૾

第 6� ද　ݩૉ૊成෼ੳ݁Ռ



　ࣗવՊֶ෼ੳ 

ᴷ 519 ᴷ

第 3�� 図　平山遺跡その 3出土ࢼ֤נྉݩૉ෼ੳ஋のೋݩ෼෍図
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よͼスコリアཻ子をؚΉ点でࣅࠅしている。また、E・' は前者よりもएཻ࠭ׯのྔが多いようなҹ
৅をडけるが、構成ཻ子の૊成等に大きなࠩҟは認めらない。この֮ࢹతࠩҟは焼成状ଶにى因して
いるՄೳੑが͋る。ٯに、" はཻ࠭がややগないҹ৅を༩えるが、焼成が͋まいためか、ද面΁の土
৕の෇ணが多いようで、構成ཻ子の૊成ࣗମに大きな相ҧを認めるものではない。࠷もҟなったҹ৅
を༩える (・) も、焼成状況の相ҧによるϚトリクス૚の৭調のӨڹも͋り、構成ཻ子には大きな相
ҧを認めない。

࣍に、ଌ定 19 ૉのうち、コンタϛネーシϣンの஋をؚΉՄೳੑの͋るリン・ེԫ、およͼΨリݩ
΢Ϝをআいた 16 う。第࢕ྉの特௃をࢼૉを༻いてର৅ݩ 397 ਤにࣔした二ݩ෼෍ਤ 8 種には、前
長佐古࿦文で把握したܝ T/ 遺跡内の窯跡出土古代נ෼ੳ஋の෼෍ྖ域をࣔしたଞ、末野窯跡群（第
1・3・13 支群伫片֤ 1 点）、南ൺا窯跡群（ক܉୔・ઘҪ・੺প・Ԟ田֤支群伫片֤ 1 点）、東金子
窯跡群（ീࡔ前窯ᆀ 2 点）出土陶片の෼ੳ஋もプロットして͋る。

今回ର৅としたࢼנྉの֤ݩૉ෼ੳ஋は、ϧϏδ΢Ϝをআき、いͣれも΄΅まとまる޲܏をࣔして
おり、バϥつきに多গのࠩҟは͋るものの、いͣれの෼෍ਤにおいてもまとまったྖ域を形成してい
る。また、ϧϏδ΢Ϝに関しては、近代期のẂנにおいて、同一生産地内の଻土に多Չのҟなる二つ
のάϧープがଘ在する事ྫも報告されている（長佐古 2022）。また、実ମݦඍڸը૾の݁果もצҊ
すると、ର৅ࢼྉはෳ数産地がࠞ在しているՄೳੑよりも、୯一地域の製品で占められているՄೳੑ
の方によりߴい֖વੑを認めることができよう。

これを౿まえて、T/ 遺跡内の古代נ窯 （T/513ɿ大ؙנ窯 < Ҵ৓市 >、T/279 遺跡ɿנඌࠜנ窯・
T/248 遺跡ɿセイΧνクϘנ窯・T/949 遺跡 < 町田市 >）、すなΘち南多摩窯跡群出土古代ࢼנྉ෼
ੳ஋の෼෍ൣғとൺֱしてΈると、మ・νタン・Ϛάネシ΢Ϝ・Χϧシ΢Ϝ・ストロンν΢Ϝ・ѥԖ・
バナδ΢ϜなͲにݦ著なࠩ޲܏が認められ、多くの二ݩ෼෍ਤにおいてޓいにഉଞతなྖ域にプロッ
トされていることが൑る。南多摩窯跡群࠷大の支群で͋る఼ޚ山地۠およͼଞの主要଄נ窯で͋る南
ൺا・東金子窯跡群のࢼנྉをܽいている段֊なのでஅ定はආけるが、఼ޚ山地۠の須恵器ᆀともҟ
なる特௃を༗することもצҊして、南多摩窯跡群以֎の所産で͋るՄೳੑがよりߴいことをࢦఠして
おく。

そこで、ߟࢀとしてプロットしておいた南ൺا窯跡群須恵器と平山遺跡その 3 出土ࢼྉをൺֱし
てΈると、Χϧシ΢Ϝ、ϧϏδ΢Ϝ、ѥԖ、イットリ΢Ϝ、バナδ΢Ϝにҟなる޲܏を認めることが
できる。平山遺跡その 3 出土ࢼྉと࠷も近い޲܏をࣔしたのは東金子窯跡群のᆀ 2 点で、バナδ΢
Ϝがややߴめの஋をࣔしているଞは、΄΅ॏෳもしくは近઀したྖ域にプロットされている。須恵器
とנとではࠞ࿨材等の調੔方法の相ҧから෼ੳ஋の޲܏もҟなるՄೳੑにཹҙす΂きで͋ることか
ら、これに関してもஅ定はආけるが、今後は、東金子窯跡群にؼ属するՄೳੑについて、まͣ検౼を
Ճえていく΂きで͋ろう。

ޠ݁
෢蔵国内の古代נに関しては、طにנ当文༷や੍ٕ࡞法にண目したਫ਼៛なڀݚが数多く஝積されて

おり、近年では、これをࠜڌとしたফඅ遺跡出土נの生産窯ൺ定も行Θれている。しかし、נ当文༷
や特௃తな製ٕ࡞法を認めることのできない多くのࢿྉについては、その検౼のᆐ֎にஔかれている
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というのもまたݱ状で͋る。特に、伽構ங材や౐材΁のస༻がݦ著な集落跡出土のנに関しては、出
土ྔもগなく、小ഁ片の事ྫも多い。遺構֎出土ともなれ͹、ঘのことで͋ろう。これらを検౼のဲ
上にࡌせるためには、଻土෼ੳによるݩૉ૊成の把握がෆՄܽで͋ることはٙいない。また、これを
ਪしਐめる上でඞ要なඇഁյ෼ੳのՄೳੑについてもطにධՁがਐΜでいるので͋る。今後、෼ੳに
よる検౼をਐめていく؀境は੔いつつ͋るとݴえよう。

以上を౿まえれ͹、今回の෼ੳも、一ઌͣ当初の目తをୡ成できたとධすることができようが、さ
らに東金子窯跡群との関連の໛ࡧという方ੑ޲がಘられたことも大きい。今後、よりਫ਼៛なൺ定がਐ
め͹、נのؼ属時期のਪ定にもつながるՄೳੑも͋る。そして、さらに多くの事ྫを積Έ上͛ること
で౷ֶܭతख法を༻いた産地同定がՄೳとなれ͹、古代窯業製品のྲྀ௨・ফඅのղ໌に大きくد༩す
ることになるはͣで͋る。

Ҿ༻ߟࢀจݙ
長佐古真也 2022「଻土のݩૉ૊成からΈた近代多摩地域Ẃנの特௃」h ふるさと文化財՝紀要ʱ第
1 号 日野市Ϳるさと文化財՝
Ӿཡ 63L　IUUQT���XXX�DJUZ�IJOP�MH�KQ�@SFT�QSPKFDUT�EFGBVMU@QSPKFDU�@QBHF@�001�023�982�
IJOP2022OBHBTBLP1�QEG
長佐古真也 2024「E%9 を༻いた古代須恵器・נのඇഁյ෼ੳに関する֮書ʕࢼྉの前ॲཧに関する
ཹҙ点と生産地同定に޲けたల๬ʕ」h ࿦集ʱᶠᶠᶠᶞ　東京都埋蔵文化財センターڀݚ
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ᶜ　調査の成果と՝୊

1　旧石器時代

旧石器時代の遺物は、2-7 掘坑ࢼ۠ 12 において遺物集中部１箇所と 2-6 西۠で遺構֎のࡉ石ਕ１
点が検出された。遺物集中部では合ܭ 35 点と多くはないが、その内半数以上で઀合関܎が認められ、
ྉがಘられた。第ࢿମ別ݸな޷ମの良ݸ̎ 398 ਤは、઀合ݸମ " ͼٴ # の剥片剥཭޻ఔをࣔしたも
ので͋る。2 生͋るいはଧ面調੔をհし、連続తに剥片を生産するٕज़をಡΈऔる事࠶にଧ面ڞମݸ
ができる。そのաఔの中で࡞出した剥片を、ڞに出土したナイフ形石器のようなૉ材にしていたのͩ
ろう。たͩし、そうしたٕज़をもつものの、઀合ݸମ " ではසൟなଧ面సҐを܁りฦし、݁果తに
は目తとする剥片がಘられていない状況で͋る。また、઀合ݸମ # も " とൺ΂྆設ଧ面によるର޲
剥཭が行Θれていることから剥཭は安定しているが、やはり目తとする剥片はこの࠷ऴ段֊で͋る઀
合ݸମからはಘられていない。おそらく、この前段֊の剥཭でಘられた剥片が、本དྷ目తとされてい
たサイズ・形状のもので͋り、製品等のૉ材としてར༻され、遺跡֎΁࣋ちӡ͹れたものとਪ࡯され
る。こうした当該期の剥片剥཭のٕज़基൫をӐい஌れる઀合ࢿྉは、これまでの市内遺跡の調査報告
の中ではكな事ྫで͋る。また、༵ࠇ石を主ମとする石器群の事ྫが多い中で、今回の集中部は、ࠇ
༵石を伴Θͣڽཻࡉ灰ٴؠͼࠇ৭νϟートを主ମとする石器群ということも特௃で͋る。地域͋るい
は当該時期の集団のੑ֨をߟえる上で༗༻なࢿྉとなろう。

一方、ࡉ石ਕࢿྉは１号遺物集中部に続く 2 ྫ目となる検出で͋ったが、出土Ґஔがෆ໌な遺構
֎としてᷮか１点のΈのため౿ΈࠐΜͩղऍは೉しい。たͩし、１号遺物集中部から約 300N ཭れ
た৔所でもଘ在するということは、１号遺物集中部と同༷に同時期の痕跡がスϙットతに点在するこ
とが༧૝され、当該時期の浅川Ԋ岸における行ಈ෼෍をಡΈղくための事ྫとなろう。今後、本地域
の調査事ྫが増Ճするにつれ、当時のಈଶが໌らかになってくるものとߟえられる。 （塚田）
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2　縄文時代

今回の調査地点においては竪穴建物跡・竪穴状遺構は検出されͣ、遺構は集石 3 基、土坑 28 基、
ピット 75 基が検出された。このうち集石については、いͣれも土坑ないしは掘りࠐΈは伴Θͣ、浅
川で࠾औできる࠭ؠを主ମとする焼礫が޿く平面తに෼෍する状況で͋った。

また、ൺֱత丁ೡに縄文時代の調査を行った 2-6 東۠においては、南΁޲かってࣼ܏する埋຅୩と、
その୩をऔりғΉかのように෼෍するؕし穴をؚΉ土坑ٴͼピット群が検出された。また、この୩ఈ
面のᶙ૚土中からは、前期を中心とする多数の土器も出土し、୩地形のར༻の一端を垣間見ることが
できた。

遺物は、前期から中期を中心として上記の埋຅୩をؚΉ調査ൣғશ域に෼෍しているが、小片が主
ମで͋り、઀合、෮ݩできるݸମもগなかった。

このような状況から、当調査地点は集落本ମではないものの、集落に近઀する生業を行う৔で͋っ
たとݴえるで͋ろう。なお集落については、当調査地点の東南東にҐஔする調査地点で検出された 9
軒の竪穴建物跡や（東京西ઢٴͼ北ീԦ子มి所遺跡調査会 1974）、その北ଆで調査された 3 軒の
竪穴建物跡（トΩΦ文化財株式会社 2023）がいͣれも中期にؼ属しており、Ґஔతに今回の当該期
出土土器との関連がӐえそうで͋る。

なお遺物については、日野市やその周辺でも出土ྫのগない晩期前葉の安行 3B 〜 3C 式ซ行、晩
期後葉の大ಎ " 式・"� 式ซ行期の土器がগ数ながら出土した点が特筆されよう。

３　弥生時代ऴ末期〜古墳時代前期

今回の調査地点では、h 平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点とൺ΂るとগ数では͋るが、当該期の竪穴
建物跡̒軒、土坑・ピット֤ 1 基が検出された。このうち、4*74 をআく 5 軒の竪穴建物跡について、

ʰ平山遺跡ʱその 2 と同༷、形ଶや෇帯ࢪ設等の༗ແ等を෼類したうえで、集落の༷相を֓؍するこ
ととする。
1）　୦݀ݐ෺跡の形ଶɾن໛ɾ෇ଳࢪઃ౳ʹ͍ͭͯ
平໘形ଶ　長࣠が୹࣠の 1�1 ഒ以上のものを長方形、以Լのものを方形とすると、۱ؙ長方形が 2

軒（4*65・66）、۱ؙ方形が 3 軒（4*59・60・62）となる。
໛　ศٓ上、長࣠長̎dن ３N ୆を小ܕ、̐d ̑N を中6、ܕN 以上を大ܕとすると、小ܕが 1 軒

（4*59）、中ܕが 4 軒（4*60・62・65・66）で、大ܕは該当なしで͋る。中ܕの中では 4*65 が長࣠
579DN で、ଞとൺ΂ると大きさが目立つ。
ओ࣠ํ5　޲ 軒શてが西方޲で、平山遺跡その 2 調査地点と同༷な޲܏に͋る。
ओப݀　主柱穴が 4 本のものは 4*65 のΈで͋る。
นߔ　น溝は検出されなかった。
࿍　࿍は̑軒શてで検出された。4*66 をআく 4 軒が地চ࿍で、ປ石が͋るものが 3 軒（4*59・

60・65）、ແいものが 1 軒（4*62）で͋った。ປ石のແい 4*62 の࿍は、Րচ面はແいが、検出Ґஔ
と෴土に焼土がগྔؚまれることから、࿍と൑அした。

4*66 はປ石を伴う粘土চ࿍で、࿍のՐচ面にްさ 3DN ఔ౓シϧト࣭の粘土をෑき٧めており、粘
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土はඃ೤によりߗ化している。
ஷଂ݀　ஷ蔵穴とΈられるピットは 5 軒શてで確認された。このうち 4*66 のஷ蔵穴はن໛のॖ小

が行Θれている。5 軒ともఐ子穴とされるピットが͋る出ೖޱからೖってӈଆにҐஔしている。
ఐ݀ࢠ　̑軒શてで検出された。4*60・62 は南นدりにҐஔしているが、ଞの 3 軒では東นで͋る。

4*66 のఐ子穴は新旧̎基が੾り合っており、ਾえସえが૝定される。
土అ　土అは、4*62 をআく̐軒で検出された。4*59・65・66 ではஷ蔵穴にྡ઀もしくはஷ蔵穴の

一部をғΉように構ஙされているが、4*60 ではఐ子穴とߟえられるピットをғΉように構ஙされて
いる。
੺࠭　4*62・65 の 2 軒で確認された。このうち 4*62 ではߴさ 8DN ఔ౓の੝土状に検出されたが、

4*65 では੝土状には検出されͣ、চ面にて平面తにൣғを確認した。検出Ґஔは、いͣれも出ೖޱ
からೖってӈଆの۱で͋る。

なお、4*74 については、ݱ道部෼がະ調査なためશ༰はෆ໌ͩが、調査を実ࢪしたൣғ内では、
柱穴や࿍をはじめচ面の෇帯ࢪ設が一੾検出されておらͣ、ະ調査部෼にも෇帯ࢪ設がແいことも૝
定される。このことにՃえ、出土遺物ྔのগなさがʰ平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点の竪穴状遺構
4*24・45 と類ࣅすることから、4*74 についても࿍を伴Θない「竪穴状遺構」のՄೳੑをࢦఠしたい。

4*66 で検出された粘土চ࿍については、ط報告の平山遺跡の竪穴建物跡の中では初の検出ྫとࢥ
Θれる。日野市内においては、平山遺跡の北東にྡ઀し、同じ浅川左岸に͋るਧ上遺跡の 45 号ॅډ
跡で事ྫが͋るఔ౓で͋るが、ややൣғを͛޿てΈると、浅川の支ྲྀで͋る౬఼川ԊいのീԦ子市ਆ
୩原遺跡でෳ数検出されている（ീԦ子市ᑰ田遺跡調査会　1981・1982）。ͩが、報告されている
同時期の竪穴建物跡 157 軒のうち、粘土চ࿍（報告では粘土൘࿍とݺশ）は 6 軒のΈで͋り、平山
遺跡と同༷に、࿍の主ྲྀでないようで͋る。

第 399 図　໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅લظのूམશମ図 (1/4,000)
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ͱ集མのมભظଐ࣌ؼ　（2
֤竪穴建物跡のؼ属時期については、本報告をもとにԼ記の̎時期に෼類した。

弥生時代後期期後半　4*62・65・66
弥生時代ऴ末期　　　4*59・60

このことから、࠷大ن໛の 4*65 とその東西の 4*62・66 がઌ行して構ஙされ、その後、4*65 に近
くൺֱత小ܕの 4*60・62 が建てられたとԾ定できる。また、平山遺跡その１・̎調査地点と同༷、
建物跡Ͳうしの੾り合いやۃ端な近઀がないことから、͋ るఔ౓はซଘ、もしくは古い建物のഇઈ後、
それがଘ在していたことが認ࣝされている期間に、ྡ઀地に建てられたՄೳੑがߟえられる。

これらの建物跡と 4*74 の間に建物跡のΈられないۭന地帯が͋るが、これについては後ड़する。

3）　集མͱุҬ
今回の調査地点ٴͼʰ平山遺跡ʱその１・̎収ࡌ調査地点にՃえて、近ྡのط報告地点（平山ڮ遺

跡、第二・四・۝࣍調査、):65、):115）における同時期の竪穴建物跡ٴͼ方形周溝ุの෼෍を第
399 ਤにࣔした。ط報告の建物跡の時期は、):115 地点については報告書の記ड़をもとに、それ以
֎はक԰（क԰ 2024）をもとにして、弥生時代後期後半、弥生時代ऴ末期、古墳時代前期前葉の３
時期に۠෼した。なお、क԰が弥生時代ऴ末期後半としているものについては、ここでは弥生時代ऴ
末期とした。

この۠෼によると、࠷も古い竪穴建物は本調査地点の 4*62・65・66 の 3 軒で͋る。それが弥生
時代ऴ末期になると、平山遺跡その̎調査地点の西部から本調査地点の東部にかけてと、南東部の
):65 地点で見られるようになる。続く古墳時代前期前葉になると、平山遺跡その̎調査地点東ଆか
ら平山遺跡その１調査地点、第二・四・۝࣍調査地点ٴͼ平山ڮ遺跡地点΁とҠる。また、近年新た
に ):115 地点でも古墳時代前期前葉の建物跡が検出されており、この時期の集落は、平山遺跡その
̎調査地点の東部、平山遺跡その１調査地点から平山ڮ遺跡にかけて大ن໛にల։していたՄೳੑも
見えてきた。

一方、ุ域については、南の第二・四・۝࣍調査地点ٴͼ ):65 地点のุ域と、平山遺跡その 2
調査地点西部の 4;2 とが認められている。前者のุ域は、):65 地点で竪穴建物跡の後に方形周溝ุ
がங଄されていることから、第二・四・۝࣍調査地点から :)65 地点΁のุ域の֦大により、集落
がҠಈしたՄೳੑがߟえられる。

また、後者は、ݱ状では 1 基のΈの報告で͋るが、その北ଆ部෼の発掘調査で方形周溝ุが確認
されていることから、̎基以上のෳ数基でุ域を形成していたとΈられる。ط報告地点にݶってΈれ
͹、ุ域の南にやや間ִを͋けて 2 基の竪穴建物跡もしくは竪穴状遺構がҐஔしているが、東西は
建物跡の認められてないۭ間が͋ることから、͋ らかじめุ域の֦ுを૝定していたかのようで͋る。
また、このุ域にྡ઀する竪穴状遺構と竪穴状遺構のՄೳੑの͋る竪穴建物跡は、ุ域の֦ு時にఫ
えߟ設で͋ったՄೳੑをࢪ᛾等に関連するࡇする前ఏで͋ったか、૝૾をたくましくすれ͹、ุ前ڈ
たい。

以上のことからまとめると、弥生時代ऴ末期の集落は平山遺跡その̎調査地点の西部から本調査地
点の東部にかけてと、南東部の ):65 地点で見られるが、古墳時代前期前葉になると、前者は東と



ظ࣌ ೥୅ 平山遺跡その 1 平山遺跡その 2 平山遺跡その3 ܭ ( ݢ )

ᶗ期 8 世紀前半 4*1・6・7・9・12・13#・14 4*18・23・28 - 10

ᶘ期 8 世紀前葉から中葉 4*2・3・4・5・13" 4*20・22・26・54 4*67 10

ᶙ期 8 世紀後葉 - 4*19・27・51 4*61・64・68・72・73 8

ᶚ期 8 世紀後葉から 9 世紀初頭 - - 4*58 1

ᶛ期 9 世紀中葉から後葉 - 4*21・25・29・30・32・36・40・53 - 8

ᶜ期 9 世紀末葉から 10 世紀初頭 - - 4*69 1

ᶝ期 10 世紀初頭から前葉 - 4*33 4*63 2

	 ෆ໌ 
 - 4*55・75 - 2

ܭ 	 軒 
 12 21 9 42
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西のそれͧれ΁と޿がり、後者はุ域の֦大に伴い周ԑ΁と޿がる。その後、古墳時代前期中葉には
今回の検౼ൣғ内において竪穴建物跡は見られなくなり、代Θりに平山遺跡西部の第 13 ࣍調査地点
で竪穴建物跡が見られるのを࠷後に、平山遺跡の集落はऴᖼをܴえる。

平山遺跡の集落のมભについては、ྡ ઀するਧ上遺跡やଞの日野市内の遺跡のΈでは検౼できない。
平山遺跡その̎調査地点 4*34 出土のਨ০とΈられる༗޸石製品がീԦ子市域で多く出土することな
Ͳ、粘土চ࿍ڞʑ、ീԦ子地域との関連ੑを検౼するඞ要が͋る。日野バイパス建設事業に伴う発掘
調査ٴͼ੔ཧ調査のਐḿや、ྡ ઀地における۠ը੔ཧ事業に伴う発掘調査によるߋなる成果を଴って、
վめて検౼したい。

4　古　代

1）　平山遺跡その̍ʙ̏ௐࠪ஍఺ʹ͓͚Δ集མのมભ
今回の調査地点ٴͼʰ平山遺跡ʱその１・̎収ࡌ調査地点において、出土遺物や遺構の༷相から古

代にؼ属すると൑அした竪穴建物跡は 42 軒にٴͿ（4*13 は "・# の̎軒とする）。これらを出土し
た須恵器・土師器のมભաఔからվめてؼ属時期を検౼し、7 時期に۠෼した。ᶗ期ɿ8 世紀前半、
ᶘ期ɿ8 世紀前葉から中葉、ᶙ期ɿ8 世紀後葉、ᶚ期ɿ8 世紀後葉から 9 世紀初頭、ᶛ期ɿ9 世紀中
葉から後葉、ᶜ期ɿ9 世紀末葉から 10 世紀初頭、ᶝ期ɿ10 世紀初頭から前葉で͋る。

֤時期のࢦඪは、֓Ͷ࣍のとおりで͋る。ᶗ期はَߴ式土器のܥ౷で͋るްखの土師器伫と൫状ᆀ
の૊Έ合Θせで、෢蔵国෎の土器編年（以Լ、෢蔵国෎編年とする、山ޱ 1985）の /2 期、南ൺا
窯跡群ോ山編年の )1・)2 期に相当する。ᶘ期ではҾき続き൫状ᆀが見られ、伫は器นのബい෢蔵
る。須恵器ᆀは前内出窯よりも大Ϳりなᆀが見られる。෢蔵国෎編年の࢒伫と、ްखの伫もまͩܕ
/2・/3 期に相当する。ᶙ期は、土師器伫では෢蔵ܕ伫が主ମとなり、須恵器ᆀはఈ部の回సࢳ੾り後、
回సϔϥέズリ等の࠶調੔をࢪすものが主ମで͋る。ᶚ期では、須恵器ᆀのఈ部に࠶調੔をࢪすもの
が多いが、ఈܘの小ܕ化が見られる。ᶛ期では、須恵器ᆀのఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔になるもの
が増える。ܘޱとఈܘのൺ཰で見ると、ᶃܘޱʻఈܘʷ 2、ᶄܘޱ˺ఈܘʷ 2、ᶅܘޱʼఈܘʷ 2 が
͋るが、ᶃとᶄが多い。南多摩窯 (37・(59 窯式（෰部・෱田 1979・1982）、南ൺا窯跡群ോ山編

第 66 ද　ݹ୅୦݀ݐ෺跡࣌ظผҰཡද
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年の ) ᶜ・) ᶝ・) ᶞが相当する。ᶜ期は、須恵器ᆀは回సࢳ੾り後、ఈ部に調੔をࢪさͣ、ܘޱ
とఈܘのൺ཰では上記ᶅのᆀが主ମになる。南多摩窯 (25 窯式、南ൺا窯跡群ോ山編年の ) ᶟ・)
ᶠ期に相当する。ᶝ期は、須恵器ᆀのఈ部は回సࢳ੾り後、ແ調੔のままで、ఈܘの小ܕ化がよりਐ
Ή。南多摩窯 (5 窯式、南ൺا窯跡群ോ山編年の̝‡期に相当する。

これらの時期にؼ属する竪穴建物跡は第 66 දの௨りで͋る。また、これらを調査۠શମਤ上で時
期͝とにมભをਤࣔしたものが第 400 ਤで͋る。

同ਤによると、集落のมભはຌそ以Լの௨りで͋ることが෼かる。
ᶗ期ɿ東端の֑ઢ෇近の平山遺跡その 1 調査地点と、֑ઢから཭れた平山遺跡その̎調査地点西

部で竪穴建物が建てられる。
ᶘ期ɿ֑ઢଆの竪穴建物群は西΁ల։し、4*13 は建てସえ（4*13#
。平山遺跡その̎調査地点の

竪穴建物群は本調査地点もؚΉ東西にల։か。
ᶙ期ɿ֑ઢଆの平山遺跡その１調査地点では一୴竪穴建物跡が見られなくなる。平山遺跡その̎・

３調査地点の建物群はߋに東西に޿がる。
ᶚ期ɿ平山遺跡その３調査地点の 4*58 の１軒のΈになる。
ᶛ期ɿ平山遺跡その̎調査地点中ԝ部で࠶ͼෳ数の竪穴建物群がల։。やや東دりでଆ柱建物

4*53。
ᶜ期ɿ࠶ͼ 1 軒のΈ。平山遺跡その３調査地点の 4*69 が該当。
ᶝ期ɿ平山遺跡その̎調査地点の 4*33、平山遺跡その３調査地点の 4*63 の̎軒のΈ。
この時期以降、竪穴建物跡は確認されていない。
なお、これらのؼ属時期は出土遺物からの൑அで͋り、また 4*13・53・63 等、遺構の状況から建

てସえが行Θれたものも͋ることから、実ࡍには１つの建物がෳ数の期間にまたがってଘ続していた
Մೳੑも͋る。

2）　平山遺跡その̏ௐࠪ஍఺ʹ͓͚Δ遺構܈のมભ
上記のうち、本報告地点で͋る平山遺跡その 3 地点における竪穴建物跡のؼ属時期を時期別にΈ

ると、ᶙ期が 4*61・64・68・72・73 の 5 軒で࠷も多く、ᶘ期（4*67）、ᶚ期（4*58）、ᶜ期（4*69）、
ᶝ期（4*63）が֤ 1 軒のΈで、ᶗ期とᶛ期については該当がແい。

竪穴建物跡以֎の遺構に関しては、土坑として報告した 4,195 は࿪な۱ؙ長方形をఄする浅くて
大ܕの遺構で、遺物は、中心部から出土する炭化材をෳ数の土師器や須恵器、大ܕの礫でऔりғΉよ
うな遺物の出土状況と、Կ౓か掘りฦされたような状況で焼土をؚΉෳ数の૚に෼૚される෴土の状
況から、Ր૴ุや土坑ุ等のՄೳੑをߟえている。この 4,195 については、出土遺物からؼ属時期
はᶜ期とਪ定されている。

࣍に、遺構間の੾り合い関܎を確認したい。
竪穴建物跡同࢜では 4*58 を 4*63 が੾っていることが෼かっている。また、掘立柱建物跡 E につ

いては、4*58 を੾っており、4*63 に੾られている。また、掘立柱建物跡 E の東ଆにҐஔし、同建物
跡と東西の࣠が同じで、柱穴の഑ྻもἧう掘立柱建物跡 % については、一部のピットを 4,195 に੾
られており、また、その഑ྻから、掘立柱建物跡 E と同時期、もしくは近઀した時期にଘ在してい



ᴷ 530 ᴷ

たՄೳੑがߟえられる。
これらの遺構の੾り合い関܎を、遺物からΈたؼ属時期に合Θせて検౼すると、੾り合い関܎から

ᶚ期の 4*58 とᶜ期の 4*63 の中間にҐஔする掘立柱建物跡 E は、ؼ属時期をᶛ期とԾ定できる。また、
4,195 に੾られる掘立柱建物跡 % については、4,195 より古いということでᶛ期に掘立柱建物跡 E
と同時期にଘ在したか、それ以前にؼ属するとߟえられるが、掘立柱建物跡 E と時期が近かったと
するなら͹、ᶚ期がଥ当で͋ろうか。

以上をまとめると、本調査地点の主な古代の遺構のؼ属時期は以Լのように૝定される。
ᶗ期ɿなし
ᶘ期ɿ4*67
ᶙ期ɿ4*61・64・68・72・73
ᶚ期ɿ4*58・（掘立柱建物跡 % ʁ）
ᶛ期ɿ掘立柱建物跡 E・（掘立柱建物跡 % ʁ）
ᶜ期ɿ4*69・4,195
ᶝ期ɿ4*63

前項で見た௨り、ᶚ期とᶜ期に一時తに竪穴建物跡が１軒のΈになり、それが、いͣれも本調査地
点の遺構がີ集した৔所にҐஔしている。ଞの竪穴建物群が֓Ͷڑ཭をอってॏෳせͣ෼෍している
のとはҟなり、このີ集部では、近઀した時期にॏෳして建物が構ஙされており、この箇所がԿらか
の特घੑ（ॏ要ੑ）を༗していたものとࢥΘれる。

本調査地点周辺において、日野市教育ҕһ会が発掘調査を実ࢪした地点にもෳ数の竪穴建物跡が͋
るとߟえられることから、それらの報告がなされたࡍには、よりৄࡉに集落のมભが໌らかになるこ
とで͋ろう。 （相原）

3）　୦݀ݐ෺跡出土須恵器の࢈஍ͱ࣌͝ظͱの޲܏ʹ͍ͭͯ
　本報告書にࡌܝした須恵器の産地同定については、古代のೖ間をߟえる会のࠜ本༃ࢯに௚઀తなࢦ
ಋをࣀり、೑࡯؍؟を௨じて、須恵器の଻土や焼成、࣭ײや製ٕ࡞法により、産地同定を行った。そ
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第 401 図　ݹ୅竪穴建物跡出土須恵器産地別グラフ
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の݁果、本報告書にࡌܝした須恵器は、東金子窯、南ൺا窯、南多摩窯、ބ西窯の製品で͋ることが
൑໌した。産地同定のର৅とした須恵器は、遺物包ؚ૚から出土したものもؚめて、207 点で͋る。
その中から古代の竪穴建物跡から出土した須恵器 115 点にݶ定し、産地別に集成したάϥフを第
401 ਤにࣔした。これによると、東金子窯産須恵器が 62 点と࠷多で、南ൺا窯産須恵器 27 点、南
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※太文字の遺構銘名は、本報告書に掲載した竪穴建物跡を示す。

第 402 図　平山遺跡その 1～ 3調査地点竪穴建物跡出土須恵器産地別グラフ
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多摩窯産須恵器が 26 点と続く。なお、遺構֎出土遺物にはބ西窯産須恵器の伫が認められたが、竪
穴建物跡からは出土していない。
　時期別の޲܏を見ると、ᶘ・ᶙ期では、東金子窯産須恵器と南ൺا窯産須恵器の྆者が見られ、後
者の方がやや出土ྔが多い。ᶚ期になると、その状況はٯసし、南ൺا窯産須恵器を東金子窯産須恵
器が上回り、ѹ౗త多数を占める。ᶜ・ᶝ期もその޲܏にม化はないが、南多摩窯産須恵器の出土ྔ
がܹٸに増Ճする。
　第 402 ਤには、日野バイパス建設事業に伴うこれまでの平山遺跡の発掘調査において、古代の竪
穴建物跡から出土した須恵器を産地別に集ܭしたάϥフをࣔした。産地同定を行った須恵器の૯点数
は 303 点で、東金子窯産須恵器が 186 点とಥ出して多く（東金子窯産で͋るՄೳੑが͋る須恵器１
点をؚΉ）、࣍いで南ൺا窯産須恵器が 69 点（南ൺا窯産で͋るՄೳੑが͋る須恵器１点をؚΉ）、
南多摩窯産須恵器が 34 点と続き、ބ西窯産須恵器は 9 点、産地ෆ໌が̑点で͋る。
　֤時期における༷相では、ᶘ期やᶙ期、ᶛ期にބ西窯産須恵器がࢄ見され、それらは伫が大部෼を
占める。ᶘ期では東金子窯をはじめ、南ൺا窯や南多摩窯、ބ西窯の֤地の須恵器が見られ、目立っ
た数ྔతな޲܏はなさそうで͋る。ᶙ期になると、東金子窯産須恵器が 18 点にରし、南ൺا窯産須
恵器は 26 点で、南ൺا窯産須恵器が東金子窯産須恵器を上回る。南ൺا窯産須恵器はᶘ期では 14
点で͋り、ഒ近くに増えている。ᶚ期以降は༷相が一มし、東金子窯産須恵器がѹ౗తに増Ճし、南
ൺا窯産須恵器の出土ྔは前期の半෼ఔ౓にݮগする。ᶜ・ᶝ期になると、東金子窯産須恵器と南ൺ
窯産須恵器とが占めるׂ合に大きなม化は見られないものの、南多摩窯産須恵器の出土ྔが目立つا
ようになる。
　時期͝との産地別の須恵器出土ྔのม化とその޲܏については、h 平山遺跡ʱその 2（東京都埋蔵
文化財センター第 382 集）でもࢦఠされており、今回ఏࣔした第 401・402 ਤの集݁ܭ果を合Θせ
てߟえても大きなࠩҟは見られない。9 世紀末葉ࠒを境にして、これまで須恵器のڅڙを北෢蔵地域
にґଘしていた状況から、須恵器生産が׆発化した近在の南多摩窯からも須恵器がڅڙされる状況΁
とม化したことがӐえる。
　なお、ᶙ期の 4*64 では、同時期の竪穴建物跡とൺ΂、南ൺا窯産須恵器がಥ出して多い。これ
は当該期の南ൺا窯産須恵器の出土ྔをԡし上͛ている要因でも͋る。平山遺跡その 2 収ࡌ調査地
点においても、南ൺا窯産須恵器がまとまって出土した竪穴建物跡が確認されており（4*26・27）、
4*20 のように南ൺا窯産須恵器のΈという৔合も͋る。こうしたݱ৅が須恵器ফඅ地においてԿを
ҙຯするのか、須恵器産地に関する৘報の஝積を౿まえ、今後検౼するඞ要が͋る。

4）　ଟຎχϡʔλ΢ϯᶺ 10� 遺跡出土須恵器ͱྨ͢ࣅΔ須恵器ʹ͍ͭͯ
　ࠜ本ࢯによる古代須恵器の産地同定に関するݱ地ࢦಋのࡍに、「南多摩窯」産須恵器とした中に、
多摩χϡータ΢ンᶺ 107 遺跡で出土した須恵器と଻土や࣭ײが類ࣅするとのࢦఠをडけた須恵器が
6 点ؚまれていた。具ମతには、4*67 出土の第 232・233 ਤ 7、4,195 出土の第 294・295 ਤ 8、
掘立柱建物跡 % の 41786 出土の第 286 ਤ 2、古代の遺構֎出土遺物の第 316・317 ਤ 6、第 322・
323 ਤ 59、第 324・325 ਤ 75 で͋る。これらの須恵器の特௃として、焼成がೈ࣭で͋り、৭調が
にͿいԫᒵ৭͋るいはᒵ৭をఄすること、଻土にཻ࠭を多くؚΈ、៛ີさにܽけ、ૈいҹ৅をडける
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ことが͛ڍられる。
　多摩χϡータ΢ンᶺ 107 遺跡はീԦ子市দ໦に所在し、多摩χϡータ΢ン։発事業に伴い、ত࿨
53 年から平成ݩ年にかけて発掘調査が実ࢪされた。遺跡は大܀川と大田川の合ྲྀ地点に立地し、୩
に面する୆地では古墳時代後期や奈良・平安時代の竪穴建物跡や掘立柱建物跡が発見された。୩部に
は、古墳時代後期から奈良・平安時代のਫ৔遺構がॏ૚తに構ஙされ、生׆の৔としてར༻されてい
たͩけでなく、遺物ഇغの状況も໌らかになった。奈良・平安時代のਫ৔遺構は 8 世紀後半に形成され、
9 世紀中ࠒには࢖༻されなくなったとされる。ਫ৔遺構からは、土師器や須恵器の΄かに、໦製品の
ロクロで࡟り出したࡼや࿶、֖やۂ物といった༰器類、ٷやҌ、建ங部材等が数多く出土した。この
中には、「׭」や「શ」といった焼きҹがೀされた໦製のࡼをはじめ、「Ґ」「શ」「益」「田」等の文
ྉが豊෋で͋ることで஌られているࢿࣈが記された墨書土器がؚまれており、古代の文ࣈやଈఱ文ࣈ

（東京都埋蔵文化財センター 1999）。
　古代のਫ৔遺構から出土した須恵器のうち、東金子窯産須恵器に見られる製ٕ࡞法で࡞られている
ものの、南多摩窯産須恵器に௨じる଻土や焼成の須恵器の一群が͋り、これらの生産地に関して༷ʑ
なٞ࿦が͋ったとされる。ࠜ本ࢯによれ͹、平山遺跡で今回出土した上記の須恵器について、多摩χ
ϡータ΢ンᶺ 107 遺跡のਫ৔遺構出土須恵器との類ੑࣅが見出せるという。本報告では、これらの
須恵器にରする଻土෼ੳ等は行っていないが、今後も平山遺跡の੔ཧ調査をਐめていくうえで、ཹҙ
す΂きࢦఠで͋る。古代における須恵器の生産・ྲྀ௨のղ໌に޲けて、須恵器の産地同定に関する৘
報を積Έ上͛ていくඞ要が͋るͩろう。

�)　平山遺跡出土のコップ形須恵器ʹ͍ͭͯ
　今回の発掘調査では、いΘΏる「コップ形須恵器」とݺ͹れる土器が 4*64 から 1 点出土した。また、

ʰ平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点においても、4*26 から 1 点の出土ྫが͋る。コップ形須恵器はྔܭ
器として༻いられたというのが௨આで、平৓京ӈ京ޒ条一๥ޒ௶のҪށから出土した「三合一༦」໏
が͋るコップ形須恵器や、౜টఏࣉ境内経蔵前Ҫށ跡から出土した「二合半」の墨書が͋るコップ形
須恵器がよく஌られている。
　平山遺跡で出土したコップ形須恵器には、ྔ໏の墨書は見られなかった。第 403 ਤ 1・2 ともに
ମ部がఈ部から௚ઢతに立ち上がり、౵形をఄする。ޱԑ端部は内܏する面を༗し、ޱԑ部௚Լの֎
面にԜઢがめ͙る。2 はそのԜઢがਂいため、ޱԑ部がくͼれたような形状になる。いͣれもఈ部は
回సࢳ੾り後、֎周に回సϔϥέズリをࢪす。1 はܘޱ 8�0DN、器ߴ 8�0DN、ఈܘ 6�7DN、2 はܘޱ

1（SI64） 3（平山その2遺構外）2（SI26）

第 403 図　平山遺跡出土コップ形須恵器集成 (1/4)
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6�6DN、器ߴ 5�7DN、ఈܘ 5�2DN で͋る。3 は遺物包ؚ૚から出土したମ部ഁ片で、その形状からコ
ップ形須恵器ͩとߟえられる。1・2 ともに଻土にւ໖ࠎ਑がؚまれることから南ൺا窯の製品で、
3 は東金子窯の製品で͋る。
　なお、本調査地点よりも西ଆの調査地点（3-1 西۠）においても、竪穴建物跡からコップ形須恵器
が出土している。この出土ྫもؚめると、コップ形須恵器がہ所తに出土している状況がӐえる。本
報告書ではコップ形須恵器の集成とఏࣔにとͲめ、࣍回の報告書において出土状況等を౿まえた検౼
を行う༧定で͋る。

6)　平山遺跡その 3ௐࠪ஍఺のจࢿࣈྉʹ͍ͭͯ
　本報告書にࡌܝした遺物には、古代の墨書土器が 2 点ؚまれていた。1 点目は 4*69 から出土した
須恵器ᆀ（第 258・259 ਤ 4）で、֎面にᑵ書で「良」と記されていた。2 点目はද土૚から出土し
た須恵器֖（第 322・323 ਤ 50）で、ఱҪ部֎面に「大垣内」とղऍできる墨書が認められた。こ
れまでに平山遺跡で発見された墨書土器の޲܏を見ると、一文ࣈないし二文ࣈの墨書が多く、三文ࣈ
の墨書土器は初見で͋る。
　平山遺跡において、「良」の墨書土器は大ܕ四面ኈ建物跡周辺の竪穴建物跡からの出土事ྫが͋り、
167-5 号ॅと 176-4 号ॅから 1 点ͣつ出土している（ٶ本 2024）。
　「大垣内」については、੺֎ઢࡱӨや調੔したը૾をもとに൑ಡをࢼΈたもので、ݱ時点でのղऍ
で͋り、別の文ࣈで͋るՄೳੑもߟえられる。「大垣内」とԾ定した৔合、一文ࣈ目の「大」はサイ
ズやن໛をදす大小の大きいとཧղするのが一般తで͋る。࣍の文ࣈを一続きで「垣内」とಡΉか、
いුかͿのがࢥ別に「垣」と「内」とでಡΉかによってଊえ方がมΘる。「垣内」とすれ͹、まͣݸ
地名やݻ༗名ࢺで͋る。「垣」と「内」とで෼けてಡΉので͋れ͹、垣ࠜのようなࢪ設が͋り、その
内ଆで͋ることをҙຯするのͩろうか。ݱ状では૝૾の域を出ない内༰で͋り、類ྫの集成や検౼材
ྉをἧえたうえで、վめて検౼を行いたい。 （小西）

5　古代末〜中世

今回の調査地点では、掘立柱建物跡、溝、土坑、ピットを検出した。
溝のうち 4%12 については、出土した炭化材（ΧバノΩ属）の年代ଌ定を実ࢪしたところ、13 世

紀代の暦年代ൣғをࣔした（第ᶛষ第 1 અࢀর）。発掘調査時から、古代末〜中世のなかでも中世に
近い時期にؼ属するものと૝定していたが、෼ੳの݁果によってこれがཪ෇けられたかたちで͋る。
また、調査۠を東西にԣஅし、4%12 と௚ަするとΈられる 4%13 についても、そのҐஔ関܎やஅ面
形状、෴土の༷相から同時期のものとΈられる。ߋには、4%13 から東に 180 ̼཭れた 4'3 につい
ても、同じく南北に伸ͼて 4%13 とฒ૸しており、形状等からも同時期のものと૝定できそうで͋る。
4%12・13・4'3 。えられるߟに、Կらかの目తで土地を۠ըするҙຯを࣋っていたものとڞ

土坑は 31 基が検出され、平面形ଶからԁ形、ପԁ・小൑・ཛ形、۱ؙ長方形に෼けられる。その
うち̕基は、ԁ形をఄするいΘΏる「ԁ形土坑」で͋る。

ԁ形土坑とは、主にྺ࢙時代にؼ属し、௚ܘ 100DN 前後の正ԁ形を基本とし、ਂさはਂ࠷ 50DN
ఔ౓、ఈ面はࡼ状もしくはುఈ状をఄし、෴土はスコリア࣭でకまりがない１૚から数૚がଯ積する
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といった੪一ੑが͋り、１つの遺跡で多数が検出されることが多い遺構のことで͋る。֓して出土遺
物はগなく、遺物からの時期特定はࠔ೉で͋る（市川 1986）。機ೳについては、ؕ し穴、炭焼坑、ุ ᆮ、
ஷ蔵穴なͲॾઆ͋る。

ਆ奈川ݝԼ北原遺跡を調査した小西絵美は、෴土શମに炭化物ཻ子、特に࠷Լ૚に炭化材、ఈ面に
઀して焼土や炭化物が集中しているものが多く、น面に焼土が෇ணするものも͋ることから、炭焼坑
を૝定した（小西 2008）。

ീԦ子市ؗ町遺跡の報告で、田中良એは、遺物がいͣれもࣗવྲྀೖしたものということは、遺物を
伴Θないということで͋り、また෴土がࣗવଯ積ということは։ޱしていたということで͋ることか
ら、内༰物をऔり出してから遺غしたとߟえた。縄文時代と同༷のؕし穴ͩとߟえるにはن໛が小さ
す͗、ุᆮとߟえるのもن໛と෴土のଯ積状況から合Θない。同遺跡の調査۠では同時期のଞの遺構
が見られないが、গྔながら同時期の遺物が包ؚされており、土地はར༻されていたとΈられること
から、ാ地としてར༻されていたとߟえた。そのため、ാの྆ଆに相当するとΈられるൣғにԁ形土
坑が構ஙされたとした（田中 1985）。たͩ、平山遺跡では、平ୱ面のため地形తには検౼しがたい。

属時期について、田中は̔世紀代以降とした（田中ؼ 1985）。また௽間は、多摩χϡータ΢ン
/P�419w420 遺跡のԁ形土坑の෴土が新期෋土降ԼՐࡅ૚の延暦 19 年 	800 年）、ః؍ 6 年 	864 年）
の෾Ր物とߟえられている **# ૚で͋り、その෴࢜中の土師器片なͲから、一Ԡ平安時代およͼそれ
以降としている（௽間 1983）。

さて、平山遺跡ྫはͲうで͋ろうか。෼෍は、本調査地点の 9 基のうち 8 基が 2-6 西۠の中ԝ部
に集中していた。h 平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点でも３箇所ఔ౓の集中部が͋ったことから、ԁ形
土坑については、ෳ数がまとまって構ஙされる޲܏が͋るとݴえよう。遺物はগないが、特ҟなྫと
して、4,191 から小片ͩが古代のנ片が出土している。同༷のྫは多摩χϡータ΢ン /P�587 遺跡で
見られる（川ౡխ人 w ෱ౢफ人 ܘ໛は௚ن。（1983 100DN 前後、ਂさはਂくて 50DN ఔ౓、ఈ面は
状もしくはುఈ状をఄし、෴土はスコリア࣭でకまりがない１૚から数૚、１つの遺跡で多数が検ࡼ
出されるという市川の͛ڍた特௃に当てはまる。

෴土のؚ༗物については、平山遺跡ྫでは炭化材や炭化物ཻ子、焼土がݦ著なものは 4,191	 焼土
ඍྔ 
、4,232	 Լ૚に炭化物ඍྔ࠷ 
 等、Θͣかで͋る。

平山遺跡その̎調査地点では、炭化材は 4,155 で多数の炭化材（クリ材）が出土したのをはじめ、
ԁ形土坑ではないෳ数の土坑で炭化物のؚ༗が認められている。

機ೳについては、市川は、農業༻ਫのஷ蔵༻を૝定しているが、গなくとも平山遺跡のྫでは、ஷ
蔵༻のԳ等を設ஔした痕跡は積ۃతには認められない。平山遺跡その̎調査地点で古代の竪穴建物跡
を੾るྫが３ྫ͋ることから古代よりは新しいと૝定でき、また、その時期の遺構がଞに認められな
いことからാ地で͋ったՄೳੑをߟえ、農事関連のஷ蔵穴等を૝定しておきたい。

平山遺跡とここで͛ڍたଞの遺跡では立地がҟなることから、一֓にはൺֱできない。平山遺跡そ
の 2 調査地点のԁ形ではない土坑が、炭焼坑で͋ったՄೳੑがߟえられるのではないͩろうか。

̒　近世以降

近世以降のؼ属とした遺構は、h 平山遺跡ʱその 2 収ࡌ調査地点と同༷に農事関連遺構群とした溝
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726 条、土坑 636 基、ピット 124 基のଞ、道路跡が 1 条検出された。ෳ数条がฒ૸する溝の多くが
ാ࡞に伴ういΘΏる੊間溝、ີ集する土坑の多くが野ࡊのஷ蔵等に༻いた「イϞ穴」やഇغ༻の土坑
と૝定され、いͣれも農事関連遺構とするߟえ方も同༷で͋る。

これらの遺構群については、前報告と同༷、日野市所蔵「日野市域小ݶࣈり੾絵ਤ」の当該地۠の
絵ਤに今回の調査ൣғをॏͶ（第 404 ਤ上）、また同絵ਤをトϨースしたものと今回の調査の近世以
降の遺構෼෍ਤをॏͶ合Θせ（同ਤԼ）、֤۠ըの༷相を検౼した。地ેվ正のために໌࣏時代初期
の۠ըをࣔしているとࢥΘれる同絵ਤの正確なॖईはෆ໌で͋るが、調査۠東ଆを௨るݱ道と、調査
۠南東のΧーϒした道をおおよその基४としてॏͶている。また、検出遺構とॏなる֤۠ըには、۠
ը 21 〜 30 の番号を෇した。このਤによると、ややࠩޡは͋るが、検出された遺構のまとまりと۠
ըが一கしていることが෼かる。

合成ਤでは、۠ը 21 では東ଆは遺構がࢄອͩが、西ଆはൺֱత遺構がೱີで、北ଆには旧道をな
ͧるような؇やかなΧーϒをඳく 4',1 がҐஔする。۠ը 22・23 は同じようなີ౓で੊間溝がೱີ
に෼෍するが、྆۠ըの間にはΘͣかな間伱が͋る。۠ը 24 は࠶ͼ遺構がࢄອになり、25 ではߋ
に遺構はগなく֧ཚが目立つ。26 も同༷ͩが、北ଆに੊間溝の集中が見られる。27 は北ଆが֧ཚさ
れるが、南ଆにはࠜࡊ類࠿ഓの溝が東西方޲に૸る。この溝は 28 の్中まで続くが、28 の西ଆは
溝が南北方޲にมΘる。29 もࠜࡊ類の溝は南北方޲を޲いている΄か、北ଆには東西の੊間溝も見
られる。30 は͝く一部のΈが該当するが、ࠜࡊ類の溝が同じく南北方޲に૸るが、北ଆの東西の੊
間溝は 29・30 の境ք෇近で్੾れるようで͋る。

当調査地点をؚΉ段丘や୆地上は、໌࣏時代よりઓ後ࠒまで܂ാで͋ったとされていることから、
がਰࢋാのものとはҟなるこれらの農事関連遺構群は、໌࣏時代以前のものか、もしくはཆ܂らくڪ
ୀしたઓ後のもの、もしくは第二࣍世ք大ઓ前後の৯ྐ増産時のものと૝定できる。 （相原）
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第 404 図　字限図・調査区と近世以降の遺構 (1/2,000･1/1,200)

上記｢日野市域小字限り切絵図｣をトレースのうえ遺構分布図と合成

ʮ日野市域小字限り切絵図ʯʢ日野市ॴଂʣ　ฏࢁ 5߸ʢߞ޲஍ʣ・ฏ̔ࢁ߸ʢதݪʣ・ฏ̕ࢁ߸ʢத໼࡚ʣٴͼࠃ౔஍ཧӃج൫஍図৘ใجຊ߲໨σーλを合成・Ճච

区画 21

区画 22

区画 23

区画 24

区画 25

区画 26

区画 27

区画 28

区画 29区画
30
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ひらやまいせき

平山遺跡

とうきょうとひのし

東京都日野市
ひがしひらやまにちょうめ

東平山二丁目

13212 022 35°39′12″ 139°22′49″

20190402
〜

20190723
20191101

〜
20210720

3,654㎡ 道路

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平山遺跡 包蔵地

旧石器時代 遺物集中部1箇所 石器、礫 ナイフ形石器、敲石

縄文時代 集石３基、土坑28基、ピット75基 土器、土製品、石器、礫 晩期の土器

弥生時代
前期 土器 条痕文土器

弥生時代後
期〜古墳時

代前期
竪穴建物跡6軒、土坑1基、ピット1基

土器、石器・石製品、金属製
品、焼成粘土塊、炭化種実、
炭化材、礫

集落跡
イネやアワ穎果等の炭化種
実

古墳時代
後期 土師器、須恵器

古代 竪穴建物跡9軒、掘立柱建物跡３棟、土
坑19基、ピット78基

土師器、須恵器、ロクロ土師
器、灰釉陶器、石製品、金属
製品、炭化種実、炭化材

集落跡
銅製の銙帯金具（巡方）、

「良」「大垣内」墨書土器、
コップ形須恵器

古代末〜
中世

溝3条、掘立柱建物跡１基、土坑31基、
ピット139基 陶器、磁器、石製品、炭化材

近世以降 道路跡１条、農事関連遺構群（溝726
条、土坑636基、ピット124基）

陶器、磁器、土製品、石製品、
金属製品

要　　約

　平山遺跡は東京都日野市豊田三丁目から西平山四丁目にかけて所在する遺跡で、浅川左岸に形成された
河岸段丘上に立地する。本報告書は、一般国道 20 号（日野バイパス（延伸））建設事業に伴う埋蔵文化財
発掘調査によるもので、同事業の発掘調査報告書としては、東京都埋蔵文化財センター調査報告第 368 集、
第 382 集に続き、3 冊目となる。
　今回の発掘調査では、旧石器時代をはじめ、縄文時代、弥生時代前期、弥生時代後期〜古墳時代前期、
古墳時代後期、古代、古代末〜中世、近世以降の遺構や遺物を確認した。旧石器時代では、平山遺跡で 2
箇所目となる遺物集中部が見つかり、ナイフ形石器や剥片類、敲石が出土した。弥生時代後期〜古墳時代
前期の調査成果では、本調査地点周辺における当該期の集落域の西端を把握できたことが特筆される。
　古代では、竪穴建物跡 9 軒と掘立柱建物跡 3 棟を検出した。竪穴建物跡は、古い時期では 8 世紀前葉か
ら中葉、新しい時期で 10 世紀初頭から前半の所産で、奈良時代から平安時代にかけて集落が営まれていた
ことが確認できた。また、竪穴建物跡から出土した須恵器を中心に産地同定を行ったところ、それまでは
東金子窯産須恵器が大多数を占めている状況から、9 世紀末葉辺りを境にして、それ以降は南多摩窯産須恵
器が増えてくる状況が見えてきた。

報　告　書　抄　録
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